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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグＡ　死神リーパー






『──さあ今夜も始まりました東とう凶きようスリーシアター・ラジオ！　お相手はあなたのお耳の恋人、ＤＪフルソマがお送りいたします。なに、耳を落とした？　ハハハ！　あるある！

　十月二十四日、東とう凶きようの天気は終日晴れ、絶好の死亡日和ですねぇ。えーそれではお便りの時間です、本日一通目はＲＮラジオネーム赤いマフラーちゃんさん。最近彼氏に寝ながら歩く癖がついてしまい困っています。ゾンビの上に夢遊病者ってどうなんでしょう？　このままだと噂うわさの死神に連れて行かれちゃうかも──』




　別に夢遊病くらいで刈りゃしねぇよと思いながら、ミソギは車を運転している。

　月が二つとも出ているから、今夜は明るい。亡霊レイスと呼ばれるこの漆黒の高級クーペは、エンジン音もロードノイズも吸収して、海底を泳ぐ大魚のように夜の街を進む。

「確かこの辺なんだが……お、こっちか」

　無料案内所、写真見学無料、コンパニオン募集、生死不問。ギラギラ光る看板の向こう、通りのどん詰まりに目的地はあった。猥わい雑ざつな街中にあってなお目立つ、アメリカンダイナースタイルのレストランだ。よく見ればいかつい黒服どもが周囲の要所を固めている。

　うわめんどくせ。

　どうもそれなりの警備体制を敷いているらしい。入る奴やつの全身を逐一ボディチェックしては合言葉を聞いている。馬鹿正直に客ヅラで近寄れば、変なところでボロを出しかねない。

　ミソギはスマホにインストールされている「閻えん魔ま帳」をチェックした。

　名指しのターゲットは一人。もたもたしている時間は無いわけで、軽くため息をついた。

「──しょぉがねえなっ!!」

　一転、ぶち抜く勢いでアクセルを踏んだ。

　急加速。レイスのツインターボＶ型12気筒エンジンが唸うなりを上げ、気付いた黒服が止める間もなく車体ごと入店。衝撃、ぶち抜かれる壁、ついでに何人か轢ひいたが挨拶代わりだ。

　立ち込める煙の中、ミソギは下車して店内を見渡した。

「ちーっす。お届けものに来ました～」

　中にいるのは三十人ほど、うち半分が屈強な用心棒、あとは客だ。全員啞あ然ぜんとしている。

「困るよお兄さん。ちゃんと順番守ってくれなきゃあ」

　そんな中、奥のボックス席の男が、わざとらしいほど温和に声をかけてきた。

　ミソギは深く被かぶったフードを軽く上げ、相手の顔を確認。閻えん魔ま帳の４２３番──

「鰍かじか沢ざわ京きよう介すけ。指定暴力団『鰍かじか沢ざわ組』元組長、享年38歳。命日は１９９７年６月９日、麻薬密売で儲もうけてたら敵の鉄砲玉にハジかれて死亡。幽界化後は心を入れ替え、『亡もう者じや』なりの慈善事業で同じ立場の人々を助けている──で、間違いねえかな」

「そうだよ。そういうお兄さんはどこの誰様？」

「の前に、見せときたいもんがあってさ。これあんたんとこの道具だろ？」

　ポケットから取り出したものを床に投げる。空っぽになった、ハンディサイズの吸引機である。喘ぜん息そく用の医療器具に似ているが、実際の中身はそんな平和な代しろ物ものではなかった。

「路地裏に転がってたガキのだ。慈善事業ってのは、子どもまでヤク浸づけにすることか？」

　麻薬である。それも新型の。

　集まる客は全員これ目当てだった。鰍かじか沢ざわは「それがどうした」とでも言いたげだ。

「ガキったってどうせ死んでるでしょ？　現代社会に居場所がない亡もう者じやどもに、気持ちのいい夢を見せる、これぞ慈善事業じゃない。入ってくるお銭あしはまあ、寄付ってことでね」

「ものは言いようってか、益やく体たいもねぇ。クズは死んでも治らねぇらしいな」

「あはは、かもねぇ。──んじゃさ、暴走運転とお節介は何回死んだら治るのかな？」

　鰍かじか沢ざわの後ろ手の合図で、黒服の一人が銃を抜いた。

　銃撃だきゆん!!

　狙いは容赦なく眉間。問答無用でまず脳みそをぶち撒まけろと言わんばかりの不意打ちにミソギはしかし、完璧なタイミングで反応した。

　がぎんっ！　──と甲高い金属音が重なり、ミソギが顔の前に掲げた右手を開くと、握り潰された弾丸が落ちた。彼の掌てのひらの質感は異様で、ダイナーの照明の下に砲金色ガンメタリツクの輝きを放つ。

「さぁな。お前らみてぇなのが一人残らず消えたら、治るのかもな」

　ミソギはコートのフードを取り、顔をあらわにした。

　意外なほどに若い。せいぜい十代の後半というところだろう。何より目立つのは、右が真っ白・左が真っ黒という特異な髪色。右側の目には眼帯を着けており、残った左目が自分以外全員敵のレストランを睥へい睨げいする。

　相手もとっくに動いている。黒服どもが銃を構え刃物を抜き、客のヤク中は泡を食って逃げ惑う。鰍かじか沢ざわはもう金ヅルどもには目もくれず、ミソギの姿に釘くぎ付づけになっていた。

「……待てよ。お前、その姿は……」

　半分白髪の眼帯男。真っ黒い車を乗り回し、異様な両手両足を持つ──金属質で、しかし生物的で、まるでそれ自体が武器であるかのような。亡もう者じやのくせに亡もう者じやを狙い、誰にも尻尾を摑つかませず、リストに載った標的の首を次々に刈り取る超危険人物。

　死者の裏社会でまことしやかに囁ささやかれる、都市伝説めいた怪談の名は。

「お前、『死神ミソギ』か!?」

　殺さつ戮りくの色に塗り潰された店内、鰍かじか沢ざわの呻うめきに答えるのはミソギただ一人だった。

「……いやその呼び方やめろよ」

　ちなみに当人は、そのあだ名が心底嫌いである。




　数分後、店内には黒い灰が漂っていた。

　立っているのはミソギと鰍かじか沢ざわだけ。客はみんな逃げ、あんなにいた用心棒たちは姿を消し、いまだ硝煙を吐き出す拳銃だけがそこかしこに転がっていた。

「は、はは……まさか本当に死神なんてもんがいたとはな……」

　胸倉を摑つかみ上げられながら、追い詰められた鰍かじか沢ざわは必死に言い募る。

「そ、そうだ、取引をしよう。俺が仕切ってるシマの半分をあんたに任せる！　もちろん上には内緒だ。アガリも結構なもんなんだぜ？　どうせあんたも金の為ためにこんなことしてんだろ？　悪い話じゃねぇだろ、なあ！　見逃してくれ！　神様仏様死神様！」

「神も仏もいやしねぇよ。地獄に祈りな！」

　ずんっ!!

　鋼はがねの右腕が、鰍かじか沢ざわの胴をぶち抜き、拳大ほどのゆらめく灰色の火を摑つかみ出だす。

　瞬間、鰍かじか沢ざわの体が崩壊する。血も肉も骨も灰となって散り、黒服どもの末路と同じように、店内に漂う黒い渦の一部となる。回収完了、これで一丁上がりだ。

　ミソギはスマホのＳＮＳアプリを起動、デフォルメされた笏しやくのアイコンにコンタクト。

▼ミソギ：お疲れさんです。こっちは済みました。

▼えんま：写真をくれ。現場の状況を確かめたい。自撮りで。

　現場はともかく自撮りは面白がってるだろ。雇い主の要請とあらば嫌とも言えず、ぐちぐち文句を垂れながら従った。果たして地獄絵図が撮れた。惨さん憺たんたる店内、魂を抜かれた亡もう者じやどもの灰と、極めつけに半分白髪の不景気面（自分）。

　と、もう一人。

「……げっ心霊写真」

　隣で薄ぼんやりした女がピースしている。こんな奴やつさっきまでいなかったのに。

　慌てて振り返ると、いつの間にかいた幽霊がぶわっと逃げた。

　空には白と赤の二色の満月。壁の穴から飛び出した幽霊は、煌きらめく夜空の双眼をほろほろ笑いながら横切っていった。




　ここは日本、幽かく離り都市「東とう凶きよう屠と」。

　死神・御み殺そぎ十じゆう三ぞうは天から降るでも影から湧くでもなく、この街で普通に仕事をしている。

　好きなものはカネ、嫌いなものは聖職者。飯の種は地上をそぞろ歩く犯罪者どもで、中でもとびきりイキのいい死者を探している。

　霊れい破わ十一年、死者が地上をうろつくようになって、もう十年になる。








プロローグＢ　人食い鴉レイヴン






　ロンドン塔には化け物が現れるという。

　半分合っているし、半分間違っている。

　まず巷こう間かん囁ささやかれる色々な怪奇譚たんのほとんどはデマである。

　成り立ちは十一世紀末にまで遡さかのぼる国王の宮殿にして城塞、裏では刑死や幽閉が日常の監獄だったというから、死し霊りようの一つや二つ出てくるような「曰いわく」には確かに事欠かないだろう。しかし、どこそこで誰かが死んだから今でもその人の幽霊が出るという説が本当なら地上はとっくに幽霊でごった返している筈はずだし、なにもロンドン塔に限った話ではない。

　よって噂うわさに囁ささやかれるような年季の入った幽霊はいない。いたとしても駆除するだけである。

　だが、「化け物」は確かにいるのだ。

　その由来は、フィリス・カタリナ・フォークスが歩くロンドン塔の暗部にこそある。

　塔内の一般立ち入り禁止区画には、各「禁域」へ至る最新式のリニアエレベーターが通っている。緊急時避難シェルター、貴重な祭具や文化財の保管室、武器庫、作戦司令部──そして地下深くのとある施設。

『彼』と対たい峙じするにあたっての重要事項は幾つかある。

　恐れてはいけない。敵意を抱いてはいけない。彼の話に耳を傾けてもいけない。支配下に置くなどという考えはもってのほかで、お互いの関係性に細心の注意を払わなくてはならず、その上で隙を見せてはいけない。

　そして、常にこちらが正しいということを示さなければならない。

　化け物は、厚さ20センチもある強化アクリルガラスの向こうにいた。

　生活の気配をまるで感じさせない小さな部屋。椅子一つ卓一つがぽつんと並び、部屋の隅には本が山積みにされてある。部屋の主はベッドに座っており、フィリスに微笑を浮かべた。

「やあ、姉さん。今日も綺き麗れいだね」

　春に吹く風のような声が、スピーカー越しにフィリスの耳を撫なでた。

　恐ろしいほどの美男だった。金糸の髪と、きらめく青せい藍らんの瞳。白はく皙せきの面貌は長い地下生活でもまったく翳かげりを見せず、殺風景な部屋の中でいっそ幽霊的なほど輝いている。彼が着古した囚人服姿でさえなければ、ここが最重要犯罪者用の独房であることを忘れてしまう。

「人喰い鴉レイヴン。仕事の時間です」

「つれないなぁ。アッシュって呼んでくれないのかい？」

　じゃれるような笑みには邪気の一かけらも無い。会話の口火を切って初めて、フィリスは自分が震えていることに気付いた。そもそも男とは初対面である。後ろには武装した刑務官が三人控えているが、彼の視界には最初からフィリス以外入っていないだろう。

「出房許可が下りました。すぐに移動します、用意を」

「また、正しい行いが必要なんだね？」

　拘束衣を着せ、車輪付きのケージに移されても、囚人はフィリス以外に興味を示さない。




　指令室の卓には三人の審問官が並び、彼に関する無数の書類を広げて目を光らせている。

「任務の説明を行う」

　ターゲットと作戦の概要を聞くともなしに聞いていた囚人は、ある単語に反応した。

「トウキョウ？」

「そう。幽界現象の爆心地の一つであり、今や世界有数の危険地帯だ」

「今度は日本か。──装備は？」

「隊の保有する個人火器を適宜支給する。後ほど武器庫へ案内しよう」

「救済兵装の使用は？」

「第Ⅲ種まで許可。以降は作戦の状況に応じて判断する」

「メンバーは？」

「いつも通り、君一人だ。情報担当補佐官として──君の『姉』を付き添わせる」

　指一本動かせぬまでに拘束されたまま、彼はこの場で誰よりも気負いのない笑みを見せた。

「それは心強いや。うん、了解。それじゃ行かせてくれるかな」

　全てのブリーフィングを終え、若き囚人は大手を振ってロンドン塔地下刑務所を後にした。

　身に纏まとうのは漆黒の神父服カソツク。聖書の代わりに巨大なアタッシュケースを提げ、その首元では金色の首輪が光っている。ヘイロウと呼ばれるこの装置により、着装者のバイタルサインと位置情報はリアルタイムでフィリスの端末に送られる。

「ほら、姉さんも早く来てみなよ。カラスがたくさん飛んでるんだ」

　曇天に飛ぶワタリガラスを追うように、囚人は一歩踏み出して笑った。その朗らかな表情を見て、誰が彼の正体に気付けるだろう。

　アシュトン・グレゴリー・デリック、二〇歳。作戦時コードネームは人喰い鴉レイヴン。

　亡もう者じや・怪異、或あるいはそれに関わる犯罪行為への対処を専門とする特務機関「アナテマ」。その重要度がきわめて高い任務に従事する特別エージェントである。

　常にたった一人であらゆる任務を成功させ、どのような地獄からも生きて帰ってきた。いわば切り札であり、個人の作戦遂行能力は隊内でも最高と囁ささやかれている。

　だが、ほかならぬ本人の経歴が、彼の立場を極めて複雑なものとしていた。

　彼は人もそれ以外も問わず、たった五年で一〇〇人余りを手にかけた元大量殺人鬼だ。








第１章　次は君を喰くらう






　純喫茶「伝でん奇き屋や堂どう」は、體たい盗とう区くは浅あさ腐くさの商店街にある。

　一見普通のレトロな喫茶店だが、店員はマスターとウェイトレスの二人しかおらず、しかも両方とも鬼。ミソギのサポートとして、地獄から派遣された獄卒なのである。

　この喫茶店こそ、死神の活動拠点だった。

「ウェイトレスさん、頼んでたもん用意してくれたか？」

「は、はい、ちゃんとご用意してございますが……」

「ありがとう。悪ぃけど、席一つ借りるな」

　伝でん奇き屋や堂どうのウェイトレスが、小さな買い物袋をミソギに渡してきた。カウンターのマスターに目配せすると、「ほどほどになさってくださいね」という意味のジェスチャーを返した。

「あ、あのぅミソギ様……ほ、ほんとにやるんですかぁ……」

「仕事だからな。──じゃ、ちょっと開くぜ」

　右手を前に突き出す。鋼はがね色の肌に赤い光がちらつき、ミソギが念じると、掌てのひらから灰色の火の玉がひとつ「ぼわんっ！」と飛び出した。

『──ぶはぁっ！　な、なんだ!?　何が起こったんだ!?』

「よう、鰍かじか沢ざわ。気分はどうだ？」

　解放された鰍かじか沢ざわがゆらめく。何をされたのかわかっていない彼に軽く説明をしてやる。

　今の鰍かじか沢ざわは魂だけを抜き取られた状態にあり、肉体は既に塵ちりとなっていること。

　ここはミソギの拠点だということ。出してやったのにはもちろん、意味があること。

「面談の時間だ。幽体麻薬、エンジェルサイトの出所を教えろ」

　Angelエンジエル Sightサイト──頭文字を取って「Ａｓエース」。

　鰍かじか沢ざわら売人が取り扱う新種の麻薬のことを、そう呼ぶ。

　その最大の特徴は「亡もう者じやに覿てき面めんに効く」というもの。発祥は不明だがとにかくこれが受けに受けた。吸引するとたちまち「天国にいるみたいに」気持ちよくなるというのが由来だ。

　もっとも、この時代でも「天国」の所在は確認できていない。天国から帰ってきたという亡もう者じやなど見たこともないし、もしかしたら居心地が良すぎて誰も現世に戻りたがらないのかもしれない。いずれにせよ、Ａｓエースの効果はあくまで天国にいるっぽい快感というだけに過ぎない。

『は……知らないねぇ』

「すっとぼけてんじゃねぇぞ。てめぇで扱う商品を知らねぇなんてことがあるかよ」

『そう言われてもこっちは末端だし。言われるままに売人やってるだけなのよ、実際』

「ほー……弱ったなぁ。マジで何も知らねぇの？」

『それはもうなーんにも。残念だったなぁ。ところで体ってホントに消えちゃったの？　いやそうなっても死なねぇのはわかってんだけどさ、どうしてくれるわけ？』

「ああ、悪い悪い。もうちょい付き合ってくれ」

　ミソギは、ウェイトレスから受け取った買い物袋を漁あさる。

　取り出したものを見て、鰍かじか沢ざわは何か本能的な恐怖感から声を上ずらせた。

『は？　……な、何それ？』

「ファ●リーズ。伝統的なスタイルだと塩と清酒だって話だが、そういう聖職者御ご用よう達たしの道具なんざ使いたくもねぇからな」

　実はこれでもかなり効く。こっちも最初から素直に吐くとは思っていないのだ。人ひと魂だま、特に不浄な連中と腰を据えて「お話」するには、結局こういう道具が一番効くわけでる。

　飛んで逃げようとする鰍かじか沢ざわをムンズと摑つかみ、ミソギは爽やかな笑みを見せた。

　拷問が始まる。

『あっちょっ、なんでこんな消臭剤が!?　ぎゃああ熱い熱い熱い焼ける!!　浄化ッ浄化されちまううう!!　はぁ、はぁ、ふざけんなよてめぇ、こんなことで俺様のぐああああああ！　わかったわかりました吐きます！　吐きまアバッブ!!　緑茶成分んんんんんん!!』

「ひぇぇぇぇぇぇ……」

　三十分シュッシュした。搾るだけ搾り尽くせたと思う。筆記担当のウェイトレスは拷問の壮絶さに震え、記述書は後で清書が必要なくらいにはヨレヨレだった。

『はぁ……はぁ……お前は鬼だ……血も涙もねぇ獄卒だ……！』

「バーカ、本職はもっとえげつねぇに決まってんだろ」

　言いつつスマホを取り出し、「上司」に電話をかける。

「──あーもしもし閻えん魔ま様？」

『まだかミソギ？　わしはもう待ちくたびれたぞ』

　応答するのは、口調に反して若い女の声。彼女との直通回線を持つスマホはミソギ専用の仕事道具で、指示や業務連絡は常に電話かＳＮＳで行われる。

　彼女は、地獄の閻えん魔まである。

　当年とって二〇三歳、実父より職務を受け継いだ由ゆい緒しよ正しき冥界の王とのこと。ぶっちゃけ今でも少し「ほんとかよ」と思っている。

「わかってますよ、今から送りますって。査定の方しっかり頼んますよ」

『あ、あのぅ、それ何の話……？』

　恐る恐る、鰍かじか沢ざわ。ミソギは人ひと魂だまに向き直り、右みぎ眼めの眼帯を取る。

「お前の帰る場所は、こっちってことだ」

　その眼がん窩かの奥に、眼球は存在しない。

　あるのは球状に燃える、熱の無い炎だけだった。

　その炎が「ぽっ」と激しさを増し、みるみるうちに眼がん窩かから飛び出して渦を巻き始めた。

　火の渦の中心は、深い深い闇の淵ふちへと繫つながっている。最さい奥おうから声がする。呻うめき、悲鳴、怨えん嗟さに渇かつ望ぼう──何千何万と重なる「呼び声」の大合唱。

　一度死んだ者なら、それが何なのか語るまでもなく知っていた。

『待っ──待て、噓うそだろ!?　あそこはもう嫌だ!!　せっかくこの世に戻れたのに──』

「──封印とじろ、『錠じよう眼がん』!!」

　炎がひときわ激しく輝き、鰍かじか沢ざわは「すぽんっ」と渦に吸われて呆あつ気けなく消えた。

『あー来た来た落ちてきた。よしよしＯＫじゃ。ポイントを付けてしんぜよう』

　電話越しに閻えん魔まが確認を取り、ミソギはリストから鰍かじか沢ざわ京きよう介すけの名が消えるのを眺めた。

　送った魂の危険度に応じたポイントが加算される──オマケの黒服も含めて、八十二。

「八十二万……ん～～～、まあこんなモンかぁ……」

　一ポイント一万のレートで報奨金が支払われる仕組みだ。鰍かじか沢ざわとその手下ならこの程度か。

『さて、これからが本番じゃ。引き続き務めに邁まい進しんするがよい』

「本当にいるんですかね大物なんて。今んとこ雑魚ざこしか捕まってねぇけど」

『間違いなかろう。おぬしの台所事情にも直結しておるゆえ、くれぐれも頼むぞ』

　炎が消え、鰍かじか沢ざわは跡形も残らない。あるべきものをあるべき場所へ。ゴミの分別と同じだ。

　今夜、重大な積み荷が港に運び込まれる──鰍かじか沢ざわはそう吐いた。

　末端らしく中身までは知らされていなかったようだが、場所と時刻は摑つかんだ。本当に重要な品物だとすれば、Ａｓエースの製造・流通に関わる「大物」に繫つながるかもしれない。
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「ひとっ走り行ってくるわ。ウェイトレスさん、マスターと留守頼むな」

　ミソギは裏の車庫へと急いだ。次の仕事が近い。




　亡もう者じやとは読んで字のごとく、死してなお現世を彷徨さまよう「生ける死者」のことを指す。

　そういう奴やつがこのご時世、腐るほどいる。本当に腐っていたりもする。目の死んでるゾンビがそれでも元気に往来をうろついて、首無し人間がバイクを転がしていたり、肉体そのものが無ければ幽霊として飛び回る奴やつもいる。

　地獄の定員割れかハルマゲドンの前兆か、そもそも無意味な自然現象か。学者や宗教家やオカルティストが後年どう激論を戦わせようが、とにかく事実として、幽界現象は起こった。

　夜空にぽっかり生まれたもう一つの月から、大量の「死」が流れ落ちたのだ。

　それは血と油と火、屍し肉にくと汚お泥でいの入り混じったドロドロの液体だった。死の瀑ばく布ふは触れた端から生き物の命を奪い、流れ落ちた死者を現世に運ぶ。一夜のうちに都市ひとつを埋め尽くす赤黒い沼の中、老ろう若にやく男なん女によに鳥獣虫魚問わずみな死んで、死んで、死んで、死んでなお死者のままに地上を歩き回った。

　世界的大混乱ののちに死が収まり、赤い月が夜空に居座る頃、何もかも変わり果てていた。

　それから十年も経たち、意外と人類は滅びていない。

　人々は崩壊の起点となったエリアを都市区画ごと閉鎖した。東とう凶きようもその一つで、首都機能はとっくに移され、人の立ち入りは禁止されている。コーヒーに溶かしたミルクが戻らないように、幽離都市では現世と幽世が今なお不可分だった。赤と白の月光の下で死者が夜な夜な泣いたり笑ったり、飽きもせず殺したり殺されたりを繰り返している。

　確かなのは、死人だろうが悪人は悪人ということ。バカもクズも死んでも治らない。

　ミソギの仕事は、悪人の魂を地獄へ送り返すことだ。死神などと大仰なあだ名が一人歩きしているが、とどのつまりは、奴やつらのツケを回収する取り立て屋でしかない。




　　　　〇




　そんな街の只ただ中なかで、フィリスはいきなり途方に暮れていた。

　ここは何もかもが狂っている。

　イギリスにこんな街は無かった。当たり前のような顔で歩く人々はもれなく亡もう者じやで、宙を幽霊が飛び交い、界かい隈わい全体に底冷えするような霊気が漂っている。

　空には白金色の月と、糜び爛らんした傷のように紅あかい月が並んで輝いていた。

「……け、汚けがらわしい……っ」

　本当ならさっさと目的を果たして退散したいのだが、同行していた『人喰い鴉レイヴン』がどこかへ行ってしまった以上、簡単にはいかない。逃げたわけではないと思う。首輪から発せられる位置情報によると、彼は恐ろしいペースで屠と内ないのあちこちを移動し続けている。

「あ、ちょっとちょっとそこのおねーさん！」

　と、いかにもチンピラ然とした亡もう者じやが駆け寄ってくる。無視しようかと思ったが、根が律りち義ぎなフィリスは考える前に応じてしまっていた。

「……何です？」

「いや実はね。そこの路地裏でサイフ落としちゃってさぁ。一緒に探してくれないかなぁ」

　吐き出す息に不穏な気配を感じて、フィリスは顔を顰しかめた。

　──麻薬中毒者。

　乱らん杭くい歯ばに絡からむ、ほのかな金の燐りん光こう。幽体麻薬を「吸っている」証拠だ。よく見れば目の焦点も合っておらず、まるで起きながら夢でも見ているようにハイだ。

「他を当たりなさい」

「そんなこと言わないでさぁ助けてくれよぉ！　金がねーんだよぉ、な？　な？　な？」

「ちょ……放しなさい！　人を呼びますよ!?」

「ここに人なんていねーよ」

　亡もう者じやは裂けるように笑った。腕を摑つかむ手の力が強い。

「あんた人間？　あのね、君みたいなのパーツで売ったらいい金になるんだぁ。いやほんと助かったよ。レンタル屋のクソオヤジがクスリ欲しけりゃ金よこせってうるさくてさぁ」

「……！」

　路地の向こうには同じような連中が数人いて、獲物が来るのを今か今かを待っていた。

「僕の姉さんに何か用かな」

　いつの間にか、背後にアッシュ。

　彼はどの幽霊よりも気配無くそこにいた。

　満面の笑みだった。中性的な美貌と相まって、見る者全ての警戒心を解きほぐすようだ。どこで何をしていたのか聞く暇もなく、フィリスはアッシュの手ですぐ後ろに下がらされた。

「あ？　アンタも人間？　なんだイイじゃん、酒飲む方？　元気な肝臓は高く売れるんだよ」

　アッシュはローブの懐ふところに手を忍ばせた。対するチンピラはさっぱり気付かず、路地の仲間にハンドサインを送って、二人分のパーツ代金の分配とクスリを買い足す算段をつけている。

「こ、ここではいけません！　無用な騒ぎを起こすわけには……！」

「大丈夫だよ姉さん。僕が話を付けておくから」

　ここで「殺やる」気だ。今騒ぎを起こすのはまずい。なんとか止めようとしたフィリスだったが、不意にアッシュが横を一いち瞥べつして、フィリスを引き下がらせる。

「あ。──姉さん、下がって」

　チンピラは今更怖おじ気けづいたとでも思ったか、馴なれ馴なれしく腕を摑つかもうとして、

「なぁおい待てよぉ、恵まれない亡もう者じやに救いの手をぐぼげーッ!?」

　いきなり轢ひかれて吹っ飛んだ。

　横から突っ込んできた黒い車が、二人の前で止まる。

　チンピラは数メートル先を棒のようにぐるんぐるん縦回転してそのまま頭から墜落した。卵の割れるみたいな音までして、どっこい生きていた。

「──てっ、テンメ誰だオイ!?　何してくれてんのォ!?」

　がばっと立ち上がるチンピラの、頭の割れ目から中身が出ている。車のウインドウから半分白髪の亡もう者じやが顔を出し、意外そうに眉を上げた。

「お？　なんだ、ちゃんと脳みそ入ってんじゃねぇか」

「入っとるわ!!　毎日楽しいこと考えとるわ!!」

「んじゃ別の楽しいこと探せよ。そんくらい医者行きゃツギハギしてくれんだろ」

　この街に死は存在しない。

　亡もう者じやどもはどんな傷を負おうとも基本的に「死ぬ」ことは無く、だからしばしば緊張感というものが無い。それを見越してか、運転手が片腕を垂らした。鋼鉄の異様な手だった。

「……それとも冥途おうちに帰るか？　リストにゃ載ってねぇが、お望みなら手伝うぜ」

　得体の知れない圧に、チンピラが息を吞のんだ。

　フィリスには何が何やらわからないが、それは彼らが忘れた死への恐怖そのものだった。

「……クソぉ！　覚えてやがれ!!」

「おー。今度は優しく轢ひいてやるよ」

　去り際まで典型的な奴やつだ。逃げるチンピラに、フィリスはひとまず胸を撫なでおろす。

「ええと……あなたは？」

「ただの通りすがりだよ。お前らこそ何しに来てんだ？　人間のパーツは移植用やら食用やらで人気が高いんだ、何のつもりか知らねぇが──」

　運転手がアッシュと目を合わせ、一瞬、妙な顔をした。

「──お前、本当に人間か？」

「嫌だなぁ。他の何に見えるのかな」

　人間離れした美貌で笑顔を作り、目元に底知れぬ深みを湛たたえて、アッシュは首を傾かしげた。

　運転手はまた何か言いかけたが、そこで向こうの路地に気付く。チンピラ連中はまだ諦めていないようで、復ふく讐しゆうのつもりか、物陰に隠していた武器をがちゃがちゃ引っ張り出していた。

　このままでは本格的に大騒ぎになってしまう。逡しゆん巡じゆんするフィリスに運転手が叫んだ。

「おい、乗れ！　適当なとこまで連れてってやる。仕事のついでにな！」

　言うが早いかドアを開ける彼に、アッシュの表情がすっと冷える。

「乗っちゃいけないよ、姉さん。彼も亡もう者じやだ。何をされるかわからない」

　路地から亡もう者じやが駆け出る。フィリスは必死に考えを巡らせ、えいっと気合を入れ直した。

「いえ、乗ります。ここで騒ぎを起こすわけにはいきません！」

「……本気かい？」

「ほ、本気です。アッシュ、えと、姉さんの言うことを聞いて……！」

　アッシュの肩が跳ねる。言いつけを吟味するまでもなく、彼は薄く笑った。

「────うん。わかった。姉さんはいつも正しいからね」

　その時アッシュは、首元から提げた小さなネックレスに触れていた。独房にいた頃から身に着けていたものだ。ロザリオでもドッグタグでもなく、なんでもない小さな銀の破片だった。

　二人とも乗り込み、ドアが閉まる。運転手がアクセルを踏み、車が急加速した。




　思わず妙なことに首を突っ込んでしまった。悪い癖だと、ミソギはため息をつく。

　奇妙な姉弟だった。外国人のようだが、スター・ウォーズのジェダイみたいなローブに身を包んでおり、一見してどういう二人組なのか判断がつかない。

「お前ら、姉弟なのか？　そうは見えねぇけどな」

「それは……家庭の事情、といいますか」

　そもそも後部座席の少女は姉には見えない。肩けん甲こう骨こつのあたりまで伸びた金髪は弟のそれより色素が薄く、いわゆるプラチナブロンドに近い。瞳の色はエメラルドグリーン。まあ姉弟間で髪や目の色に違いはあるだろうが、それらを差し引いても若すぎる。

　助手席の弟は、絵に描いたようなゴールデンブロンドに、深いサファイヤブルーの瞳。寒気がするほどの美男だった。一から十まで作り物と言われても信じるが、どことなく憂いや皮肉を帯びた表情はまさか樹脂製ではあるまい。一見して人かどうか迷ったのは、下手をすれば死人よりも昏くらい瞳をしていたからで、それがまた凄絶な美しさに拍車をかけていた。

「どんな事情にしても、揃そろって東とう凶きよう観光はちょっと無謀じゃねぇか？」

「あ、あなたには関係ありませんっ。そんなこと言うなら乗せなければ良かったでしょう！」

　かわいくないことを。しかし言う通りではある。わざわざ車に乗せてまで逃がしてやる義理など一つもないわけで、だからそれが、悪い癖なのだった。

「年下の女はなんか、ほっとけねぇんだよ」

「年下って……あなただって、私とそう変わらないように見えますが」

「ばーか、亡もう者じやに見た目の歳としなんざ関係あるか。こちとらアラサーだわ」

　ミソギは享年十八歳。幽界化が起こったのはまだ学生の頃だ。亡もう者じやは成長も老化もしない。

「オレにも妹がいてな。だからまぁ、条件反射みてぇなもんだ」

　妹という単語に、弟の方が初めて反応を見せた。これまで黙って外を見ていた彼は、窓の反射越しにはっきりこちらに焦点を結ぶ。へぇ、という顔。

「──で？　結局お前らこんなとこで何してんだよ。本当に観光ってわけでもねえだろ」

「仕事さ」弟が答えた。「ひらたく言えば、ゴミ掃除をね。君は？」

「……まあ、取り立て屋ってとこだな」

　どちらも本当のことを言っているとは思っていない。後ろの姉はともかく、弟はどうにも嫌な感じがする。具体的にどこがどうというのでもない、悪お寒かんにも似た予感だが──

　ぐぅ。

　いきなり妙な音。見ると後ろで、姉が腹を押さえて赤面している。

「……なに、腹減ってんの？」

「ち、違います！　変な気を回さないで！」

　横目で弟と目を見合わせる。わかっているだろうね？　──と言いたげなこいつに従うのも癪しやくだが、どうせこっちも腹に何か入れようと思っていたところだ。変に突っぱねて因縁をつけられるのも嫌だし、結局、ドライブスルーの牛丼屋に寄った。

「…………はしたない…………」

「何ヘコんでんだよ。腹くらい誰でも減るわ」

　死んでいようと腹が減るのは、実際に死んで初めてわかったことだ。殊にミソギの体は何かと燃費が悪い。いつものように鰻うな丼どん特盛りを注文し、姉は真ま似ねをして並盛りを頼んだ。

　東とう凶きようでは鰻うなぎがよく食べられており、牛丼屋の看板でも一番よく出ているのは鰻うな丼どんというのがザラだった。適当なところで車を停とめて容器を開くと、蒲かば焼やきの香りがふわっと漂う。

　姉はしばし容器を見つめたかと思えば、両手を合わせて何やらむにゃむにゃ呟つぶやきだした。

　ミソギは「うげ」と呻うめいた。食前のお祈りというやつだ。

「やめとけやめとけ。んなもん誰も聞いちゃいねぇよ」

「むっ……どうしてそんなことが言えるんですか」

「神様なんてのがいたら世の中こんなことになってねぇだろ。他はどうだか知らねぇが、少なくともこの街じゃお祈りなんざ意味ないぜ」

「そこまでだ」横から弟の冷たい声。「君が神をどう思っているかは知らないが、姉さんのやることに文句を挟むのは許さない」

　はいはい悪かったよ──と両手を挙げるミソギ。姉はしばしミソギを睨にらんでいたが、やがてお祈りの続きを終え、プラスチックスプーンを手に取る。タレの染しみた鰻うなぎを、ふっくら炊き上がった白米ごと一掬すくいすると、香り立つ湯気がほわっと舞い上がった。

「はむっ。……はふ、ほふ。ん……。……!!」

　スプーンが進む進む。どうやらお気に召したらしい。

　その鰻うなぎも亡もう者じやですとは、言わない方がよさそうだ。

　このご時世、天然物のニホンウナギなどとうに絶滅して久しい。ところが幽界化を境に屠と内ないの河川で大量の鰻うなぎが確認された。彼らも帰ってきたのだ。

　さて──そろそろ夜も本番。亡もう者じやたちが仕事や遊びに出てくる頃だ。

　戻ってきた死者の生前の時代はバラバラだ。これまでミソギが見た中で一番古いのは平安時代の自称陰おん陽みよう師じだった。大抵の場合は現世に未練がある奴やつらばかりだから、戻れば戻ったで未来の世界をエンジョイしていたりする。悪さをしないうちはミソギも手を出さない。ターゲットはあくまでも、閻えん魔ま帳に記されている札付きの悪人だ。

「……っと、そろそろ時間だ。オレは行くから降りろ」

「はむ、ふはふは……ふぁ!?　そ、そうだ、お金は？」

「あ？　いいよ別にケチくせえ。ゴミだけ自分でどっかに捨てとけ」

「か、借りを作るのは嫌いです！　待っていなさい、今倍にして返して……！」

「姉さん、僕らは現金を持ってきてないよ」

　この十年でキャッシュレス化が進み、わざわざ現金を使っているのは日本、それも東とう凶きようだけでの話だ。イギリスは完全に電子決済が主流になったのだろう。慌てる姉を穏やかに制して、弟はローブのポケットをまさぐった。

「これを。迷惑料込みだ。換金すれば食事代にはなる」

　指で弾はじかれたそれを反射的に受け取ってしまう。別にいらないのだが。

　ミソギは降りていく二人を見送り、なんとなく感じていた嫌な予感を反はん芻すうする。

（……あいつら、聖職者じゃねぇだろうな）

　小さく頭を振った。食前の祈りなんてあっちの文化圏なら当たり前だろう。どうせもう関わることもないだろうし、ミソギは仕事のことだけを考えることにした。

　片手でハンドルを握り、弟に渡されたものが何なのか確かめてミソギは総毛立った。

「うげっ!?」

　ばっちいものみたいに窓から投げ捨てる。とんでもないものを寄越してきやがる。絶対わざとだ。こんな腕じゃなければ、火傷やけどじゃ済まない代物だった。

　ネオンを反射し、路上で跳ねるそれは、純銀製のコインだった。




　結局、見知らぬ亡もう者じやに助けられてしまい、フィリスとしては複雑な気持ちだった。

「ごめんよ姉さん。僕が離れちゃったばっかりに」

「あ──そうだ、アッシュ、あなた今まで一体どこへ行っていたんですか!?」

「調べもの。色々と面白いことがわかったんだ」

　アッシュはにこやかにローブをはだけた。

　下に着こんでいるのは漆黒の神父服カソツク。応じてばらばら落ちたのは、青ざめた人間の耳だ。

「……!!」

「商売人があちこちにいてね。ほとんど外れだったけど、根気よく調べてるうちに詳しい奴やつを見つけた。そいつが言うには、これから港に大事な荷物が運び込まれるらしい」

　この耳は商売人たちのものということだろう。聞き込みの過程で千切り取ったものを、まるでトロフィーのように抱えていたのだ。今までずっと。

「褒めてくれるかい、姉さん？」

　逡しゆん巡じゆん。アッシュはお遣いを済ませた少年の顔。

「え、ええ。……よくやってくれました。姉さんは嬉うれしいです」

「ありがとう。あなたが嬉うれしいと、僕も嬉うれしい。──さて」

　アッシュの雰囲気が、笑顔をそのままに一瞬で冷え込む。

　暗い穴の中に落ちたかのような急変にフィリスは慄りつ然ぜんとした。今まで「よそ行き」だった男の態度が、仕事に際して本来の鋭さを取り戻した瞬間だった。彼にとってそれは、ポケットから抜き身のナイフを取り出すように簡単で気軽なことだ。

「人喰い鴉レイヴン、任務に入る」
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　物陰に隠した車を降りて、冷たい風に潮の匂いを嗅いだ。

　屠と内ないへの流通は大部分を密輸に頼っている。食料に燃料、酒に武器、それから薬。多くが海路であり、今回の積み荷も同様だった。

　投光器に照らされた夜の港を走り抜け、ミソギはざっと周囲の様子を確かめた。

　時間は合っている。場所も間違いない。今は亡なき鰍かじか沢ざわによれば「積み荷」は他の荷物同様コンテナで運び込まれ、特殊な塗料でマーキングされているという。

　銃を持った見張りを見つけ、ミソギは瞬時に踏み込んだ。

　一息で間合いに入り、引き金を引かれるより速く、魂ごと一人の胴をぶち抜く。

「なっ!?　だ、誰だてめ──」

　遅い。もう一人、全身を旋転させ、遠心力をたっぷり乗せた足刀で横薙なぎにぶっ飛ばす。

　コンテナに叩たたき付つけられた見張りは、衝撃のまま灰と散った──二人目。

　音に反応して、他の見張りが集まってきた。どこで仕入れたものやら、誰もが相当良いい銃で武装している。相手の数を指差し確認しながら、ミソギはふと特大の殺気に気付いた。

　上だ。

　飛び退のく。直後、アスファルトにクレーターが穿うがたれる。

　一瞬前までミソギがいた場所に鉄骨が振り下ろされていた。貨物コンテナに飛び乗って見下ろすと、身長ゆうに三メートルはあろうかという巨漢が鉄骨を構えている。

「なんだぁ？　業務用冷蔵庫が動いてんのかと思ったぜ」

　珍しくもない。一家に一台「改造亡もう者じや」だ。

　傷付いても死なない亡もう者じやどもの中には、それを逆手に取って無茶な肉体改造に踏み込む手合いもいる。身体的な限界を超えた怪力、スピード、あるいは武器化──眼下の巨漢は中でもパワー型らしく、重機のアームでもくっつけたような両腕は象も殴り殺せそうなほど剛健だ。

「おう!!　お前、死神だな!!　まさか本当にいるなんてなぁ!!」

「うわ喋しやべった。冷蔵庫にまで死神呼ばわりされるのかよ」

「何ッそんな冷蔵庫が!?　どこだ？　かわいい？　ペッパー君みたいなやつ!?」

「いねーよ、ボケだよ、説明させんな。脳の代わりにブロッコリーでも詰めてんのか？」

「んんんー！　お茶目さんめぇ!!」

　ミソギを睨にらみ上げ、巨漢は鉄骨を構え直す。鉄色のアームが獣のような低い唸うなりを上げる。

　見張りの数は二十人を超える。巨漢の改造亡もう者じやを中心として、全員がコンテナに立つミソギただ一人に狙いを定めた。多数の銃器に対して、こちらは丸腰──ではない。

「さて。雨う炎えん鋼こう、開錠・変異──」

　両手両足をだらんと脱力させ、この場の全員を睥へい睨げい。

　集中砲火が始まる寸前、ミソギもまた、己が「機能」のトリガーを引いた。

「──遅ぇよッ!!」

　ミソギが消えた。何百もの弾丸は空を貫き、一瞬前まで彼がいた場所に残るのは、細い煙のみ。よく見ればコンテナが小さく歪ゆがみ、足の形に凹へこんでいる。

「ぐぉっ！」

　敵集団の後方で、まず一人が吹き飛んだ。

　ミソギはそこにいた。仕留めた一人目には目もくれず、準備運動のように肩を回している。

　敵は逃げるように飛び退のいて円状の包囲網を作った。おいおいそれじゃ味方にも当たっちまうぞ──他人ひと事ごとのように思いながら、またも急加速。

　小さな炸さく裂れつ音が響き、またもミソギが消える。砲金色ガンメタルの脚部が足底に小型のロケットスラスターを展開し、踏み込みに応じて文字通り爆発的なスピードをもたらしているのだ。

　炸さく裂れつ、急加速、鋼はがねの拳。誰もミソギを捉えられない。銃弾は案の定敵同士の誤射を誘発し、戦いにもならない混乱の中でミソギただ一人が自由意思を持って動いていた。

「ずおりゃあッ!!」

「おっと！」

　その状況を、真っ向きってぶち破る巨漢。

　敵も味方もない。振り回される鉄骨に巻き込まれ、五人の哀れな見張りが汚い星となった。

　続いて大上段からの振り下ろし。地面が激震し、爆発めいた破砕が起こる。飛び散る石せき礫れきの向こうで相手の目はこちらを捉えて離さない。

　動きはでかいが隙が少ない。バカに見えても動きは巧みだ──面白い。

　咆ほう哮こうと共に振り回される鉄骨。鼻先に暴風を感じ、ミソギは避け続けながら相手と鉄骨の動きを見極める。機械化された剛腕で排熱し、巨漢は続いて突きの構えを取った。

　ここだ。地を強く踏みしめ、応じて弓を引き絞るがごとく左拳を構える。

「そこかぁ死神ィッ!!」

　鉄骨の突きが、真正面から拳と激突した。

　衝撃。トラックの衝突にも匹敵する激震が腕から足先に抜け、地面が陥没した。

　果たして、ミソギの左腕は、肘の辺りまで無残に拉ひしやげてしまっていた。

　巨漢は勝ち誇った笑みを見せる。このまま圧殺するのは赤子の手を捻ひねるようなものだ。

「──悪ぃな」

　笑い、呟つぶやくミソギ。潰れた左腕が、生き物のように蠢うごめき。

「オレは、特別製なんだよ」

　主の意思を受け、その鋼はがねが形を変えた。

　肘から先がひとりでに再構成、二秒とかからず円えん錐すい状となる。尖とがった先端、螺ら旋せんの溝、真っ向から鉄骨と喰くい合って猛烈に回転を始め──

「ど……ドリルぅッ!?」

　雨のような火花が散る。今度は鉄骨がひしゃげる番だ。ドリルに変じた左腕は情け容赦なく獲物を掘削し、鉄骨どころか巨漢の腕に喰くらい付き、なお勢いをゆるめることなく、

「楽しかったぜ、冷蔵庫ッ!!」

　ついには、どてっ腹をもぶち抜いた。

　風通しの良くなった巨漢が、機械部品だけを残して灰となった。ミソギが左腕に「ぬん」と力を込めるとドリルの表面が波打ち、たちまち分解されて元の左腕に戻る。

　雨う炎えん鋼こうは「蘇よみがえる金属」である。死神の両手両足を構成する、地獄の特殊合金だ。

　この世の物質ではないから、この世の物理法則にも左右されない。主であるミソギの意思に従い、破壊と再構成を超高速で繰り返し、変形の域を大きく超えた「変異」を実現する。

　ミソギは続いてとあるコンテナの陰を見る。何人か隠れていることなどお見通しだ。

「おい。お前らは来ねぇのか？」

「ひぃ!?　ととととととんでもねぇ、降参っす降参しますッ！　お、俺ら今日を限りに足ィ洗って、こここ心を入れ替えて人の助けになることするっすぅ!!」

「……ほぉ～。噓うそじゃねえだろうな？」

「神に誓って噓うそじゃないっすーッ!!」

　こいつらは閻えん魔ま帳に載っていない。三人を引っ張り出し、まず武器を全部捨てさせた。

「もうなんも持ってねぇな？」

「は、は、はいッ！　……あのぉう」

　と、一人が懐ふところから財布を取り出す。

「こ、これしか持ってないんすがその、に、二万くらいあるんで、み、見逃してもらえると」

　ミソギはそいつの頭を平手でぶっ叩たたいた。

「ナメたこと抜かすなボケ！　んなもん賽さい銭せんにでも突っ込んどけや!!」

「ひぃーッ！」「すすすすいませんしたぁーッ！」「神様仏様死神様ーッ!!」

「オラとっとと消えろ！　またロクでもねぇことしたら今度こそ取り立てるからなぁ!!」

　ダッシュで逃げていく三人を見送り、ミソギは鼻息を吹き出す。それにしても──と気を取り直し、灰と銃と機械部品しか残らない戦場を改めて見渡した。

「……見張りが少ねぇな。こんなもんか？」




　同時刻、アッシュは闇と同化して物陰を進んだ。

　防弾防刃性能に優れた戦闘用神父服カソツクは隠おん密みつにも向いており、気配を消せば影とも見分けがつかない。反面、輝くばかりの金髪は隠されず、本人的にはハンデくらいのつもりでいる。

　それに、綺き麗れいな髪だと姉に褒められたから、見せびらかさない手は無い。

　金髪の影が無音で滑る。見張りが気付く頃にはもう消音機サプレツサー付きの小型拳銃を構えていた。

「あがッ!?」

　銃把を握る亡もう者じやの手に風穴が開く。ライフルが落ちるより早く背後につき、アッシュは花に水をやるかのような自然さで相手の片腕を捻ひねり上げ、動きを完全に封じた。

「積み荷の場所は？」

「て、てめぇ一体──ぐあッ!?」

　もう片手の指を、丁寧に一本撃つ。同じことを四回繰り返した。結局情報を吐く頃には相手の手は現代芸術みたいな有あり様さまになっており、アッシュは無感動のまま後頭部に銃口を当てた。

「てめぇ人間か。お、俺たちを殺せると思うなよ。あとできっちり落とし前を……！」

「殺せないと思ってるのかい？」

　ここまで来て事の重大さに気付かない程度の頭なら無い方がいい。アッシュは相手の銃創を指でつつき、その異常さを教えてやった。

　銃痕が白く固まっている。撃たれた部分の肉体は、塩に変化していた。

「誰でも君みたいなことを言う。けどね、この弾は特別製なんだ。僕はこいつで亡もう者じやの魂を撃ち抜くのが、オリーブのピクルスを漬けるのと同じくらいには得意でね」

　今更になって男は気付くだろう。アッシュの背後、見張りの仲間がいた筈はずの巡回路に、頭から足先まで真っ白な奇妙な彫像が並んでいることに──すべて塩でできていることに。

　亡もう者じやは通常、死なない。体が破壊されても不死の魂が命を繫つなぎ止とめる。逆に言えば、彼らを現世に留とどめているのは魂ひとつだ。その核さえ失えばたやすく体ごと崩壊してしまう。

　たとえば、ミソギに魂を抜かれた亡もう者じやが灰となるように。

　たとえば、アナテマの銀の弾で射殺された者は、塩となるように。

　前者は閻えん魔まより受け継がれた地獄の力。後者は理ことわりから外れた死者を斃たおすための、人間の技術である。アッシュは目を伏せ、ごく短い祈りを捧ささげた。

「破門者の名において、闇に燻くすぶる者達たちに永久の安らぎを……」

「な……おい待て！　なあ、お、俺は雇われただけなんだ！　頼む、見逃して──」

「天に堕おちろ」

　輝く銀の弾丸が、亡もう者じやの魂を容赦なくぶち抜く。

　軽く押すと、男だった塩の塊は崩れ去り、風に撹かく拌はんされて跡形も残さない。

　アッシュは再び闇に溶け、それにしても、と独りごちる。

「……向こうが騒がしいな」




　ミソギはコンテナ迷路の最さい奥おうに、ひときわ頑丈なものがあるのを認めた。ペン型のブラックライトを当てると、鰍かじか沢ざわの情報通り目印が浮き上がった。何の意味かはわからないが「６」とあり、南なん京きん錠じようのついたラッチで固く閉ざされていた。

　鍵は無し、時間も無し、問題無し。

　雨う炎えん鋼こう、変異。片手を大きなニッパーにして、ラッチを一発で破断する。

　さて中身とご対面だ。今後のことを考えると持ち逃げしておいた方が好都合だと思うが、車に積めないほどの大きさだったら構うことはないから粉砕してしまおう。裏にいる筈はずの黒幕がどう出るかを見極めるのが、真の目的である。

　音の反響で中身のサイズ感を確かめ半分、もう半分は冗談のつもりで扉をノックしてみる。

「はいってまふ」

「あ、すんません」

　中の人が返事をした。

　…………………………中の人？

　一気に扉を開く。コンテナの中に、荷物らしい荷物など無かった。

　大小さまざまなクッションだらけの空間に、女の子がいる。

　立ち尽くすミソギを見るでもなく、彼女はただただ、ぼんやりしていた。

　ミソギは慌てて周囲に誰もいないことを確かめ、ずかずかコンテナに踏み入る。ヤンキー座りで女の子と向き直り、脈拍を測り、まぶたの裏側の血色を見て、最後に「錠じよう眼がん」で数秒凝視する──亡もう者じやの魂に反応する右みぎ眼めは、ウンともスンとも言わない。

　間違いない。人間だ。

「おいお前、こんなとこで何してる？　オレがわかるか？　１たす１はいくつだ？」

「ばなな」

　ダメかもしれない。

　見れば部屋の隅には空になった吸引器が山と積み重なっていて、それはＡｓエースをキメる上で一番よく使われている型式のものだった。

　亡もう者じや向けのドラッグとして知られるＡｓエースだが、人に効果が無いわけではない。しかも吸引器の数から考えるに、全部一人で使ったとすれば、成人男性が一人でヤる平均の軽く二十倍もの量を摂取したことになる。

　罠わな、何かのブラフ、はたまた誘拐か。それとも積み荷はいくつかあって、こっちはハズレなのか──頭に浮かぶ数多あまたの憶測を吞のみ込こみ、ミソギは天井を見上げてため息をついた。

　女の子が何者であるかどうかは、この際、置いておくとして

　見たところ十四、五歳くらいか。ぼさぼさに乱れた黒いショートヘアと、見る角度によって光彩の色が変わる不思議な黒瞳が印象的だった。白い肌の下には、温かい血の気配がある。

「……立てるか？　ほら、手ぇ貸してやるから」

　手を引かれて立ち上がる女の子は、ミソギより頭ひとつ半も背が低い。一五〇センチもないだろう。彼女は冷たい鉄色の手をぺたぺた触り、何が起こるかまるでわかっていない顔でミソギを見上げる。なんだかダンボールから世界を見る黒猫を思わせた。

「お前を安全なとこに連れてく。とにかく話はそれからだ。いいな？」

　女の子は鼻をすんすん鳴らし、コンテナに入り込んだ夜の匂いを嗅いで一言。

「とうめいなにおいがする」

　放ってはおけない。我ながらつくづく悪癖だ。まだ彼女が何者かもわからないというのに。

　ミソギはまだ、自分が一歩先んじたこと、見張りのもう半分を皆殺しにした「何者か」が同じ場所にいたことを知らない。

　獲物を横取りされた時に、そいつが何をするのかも。
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　港の戦いで回収した魂は、今のうちに地獄に送っておいた。閻えん魔ま帳に載るレベルの悪人はいなかったが、どのみち亡もう者じやだ。ろくでもないことをされる前に帰すに越したことはない。

　ミソギは首都高に乗り、ぐるっと回ることにした。追っ手がいないことを確かめ、交通網に完全に紛れ込んでから拠点に戻らなければならない。

「お前、名前は？　俺はミソギ。御み殺そぎ十じゆう三ぞうだ」

　女の子は助手席でぼけっとしていた。フロントウインドウの先に伸びる首都高のカーブを見通しながら、やがてぽつりと、

「くくり。──みとがわ、くくり」

　くくりにそれ以外何を聞いても、ろくな返事が来なかった。ちゃんと話を聞くには気長な薬抜きが必要になるかもしれない。

『──お聞きいただいたナンバーは、「新約・魔王」。なんと復活したシューベルト自らの手になるアレンジバージョンです！　時を越えた名曲にＤＪも涙がちょちょ切れますが──』

　贔ひい屓きのラジオ番組を垂れ流しながら、あれこれ考えを巡らせる。何かの手がかりになるかと思い、コンテナ内に転がっていた容器をいくつか回収してみたが、街のヤク中が持っている吸引機とは形が違う。かなり上等で気密性が高く、容量も大きいものだった。

　鰍かじか沢ざわから聞き出した情報によればＡｓエースには「原液」とも言うべきものがあるらしい。特濃のエクトプラズムを希釈することで量産し、容器一本分の原液でざっと一〇〇人単位の亡もう者じやを虜とりこにできるとのことで、これは話に聞く原液用の容器と思われた。

「……何度見ても空っぽだよなぁ。お前こんなモン吸ったのか？」

「んんー」

　むにゃむにゃするだけで何も答えない。眠いのだろうか。くくりは過ぎ去るネオンを瞳に宿し、やがて何かに気付いたように「すぅぅっ」と息を吸った。

「においがする」

「ん？　車ん中くせぇか？　悪ぃな、ファ●リーズは気分悪くなるから付けてねぇんだ」

「くろいにおい。うしろ。なんか、きてる」

　言われて気付いた。後ろから物もの凄すごいスピードで何かが追ってくる。

　ヘッドライトは一つ目、恐ろしく機敏。遠雷のようなエンジン音からして大型バイク。いつも首都高を飛ばしてる首なしライダーか？　とまで考えた、様子が違うことに気付いた。

　殺人的速度で迫るバイクが、ぴたりとレイスに並んだ。

　乗っているのは、金髪碧へき眼がんのさっき見た「弟」。しかもノーヘルで、片手には銃。

「うおおっ!?」

　真横からいきなり銃撃された。防弾ガラスじゃなければ横よこっ面つらに穴が開いていたところだ。

　喰くい止められた銃弾の色は銀で、相手は「へえ」みたいな顔をした。

　その姿を見た瞬間、本能的な恐怖が背筋を駆け上がる。最初会った時と違い彼はローブを着ておらず、風でばたつく黒衣が神父服カソツクであることなど一目でわかった。

　嫌な予感に限って、当たるものだ。

「──くっそ、やっぱりあいつ聖職者じゃねーか!!」

　アクセルをべた踏みして急加速。こちとらパワーはそんじょそこらの雑魚ざこの比ではない。低い振動のみを車内に伝え、レイスはバイクを引き剝がした。

　相手も負けてはいなかった。激しく唸うなるエンジンは獣の咆ほう哮こうにも似て、贅ぜい肉にくを極限まで削そぎ落としたネイキッドバイクが更に獰どう猛もうに加速する。一般車を次から次へごぼう抜きしてもバイクはぴったりついてくる。助手席ではくくりがはしゃいでいる。

　バックミラーに映る影が、ホルスターから何かを抜いた。

　剣か何かかと思ったが違う。遠目には短めの両刃剣に見えても、実際のそれは異常に長いフルレングス・アンダーラグを備えた、将星から撃鉄まで銀一色の、大口径回リ転ボ式ル拳バ銃ーだった。




　狙いをつけ、アッシュは現場の判断で「その銃」を解禁する。

「対亡もう者じや用第Ⅲ種救済兵装──『偽ぎ典てんデリンガー』、封印解除」

　救済兵装とは、パーツの大部分に銀を使用して祈き禱とう文を刻み込んだいわば「儀礼による霊的加護を受けまくった亡もう者じや殺し専用武器」である。祝福された銃身は装塡した瞬間から弾丸の力を増し、撃発から銃口を飛び出すまでの刹那、長い銃身にびっしり刻まれた祈き禱とう文の一つ一つから更なる力を乗算させる。

　そうして放たれた聖なる矢が、亡もう者じやを完膚なきまでに粉砕せしめるのだ。

「──彷徨さまよえる魂に、蒼そう光こうの祝福を」

　銃火の色は、蒼あお。




　輝く光条がジャイロ回転しながらレイスを射貫いた。

　リアからフロントの防弾ガラスが一いつ閃せんのもとに貫通された。弾丸はちょうど運転席と助手席のヘッドレストの間を通過し、ミソギは光の軌跡を真横に見た。

「げっ!?」

　一発でわかる。あれにだけは当たっちゃいけない。

　もう一発、二発と閃せん光こうが突き抜け、その度に相手は狙いを補正してきている。車体のどこかを撃ち抜いて止めるとかでなく直で殺すつもりだ。後頭部にひりつく殺気。次の弾丸が──

『フルメタル俺たち!!』

　いや誰だよ。
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　いきなり路面が白く照らされた。空から乱入してくる光源を見上げ、ミソギは呻うめく。

「お次はヘリかよ……！」

　ヘリはサーチライトを振り回し、レイスとバイクを交互に照らす。その合間に目を凝らして操縦席を見れば──無人。一見、誰も乗っていないのだ。

『敵軍スパイに次ぐ！　貴様が積み荷を奪ったことはわかっているであります！　大人しく投降すれば、ケツに20㎜ぶち込んで奥歯ガタガタ言わせるだけで済ますであります!!』

　見えない操縦手は、閻えん魔ま帳のリスト６３５番「アポカリプス権ごん藤どう」。

　世界中の紛争に参加し、暴れ放題に暴れた挙句ハデに爆殺された双子の傭よう兵へい、権ごん藤どう兄弟。実体を持たず復活した二人の魂は、強く引き合うあまり合体した。

　かくして一塊の霊体となった双子は、得意の銃火器を操るポルターガイストとしてますます物騒な傭よう兵へいへと転身を遂げたという。ちなみにアポカリプスは自称である。

　その片割れ、弟の方がバイクを見てまた何か喚わめきだした。

『──兄上、兄上！　バイクがあるであります！　ターゲットではないようですが、イケメンであります！　指示を乞う指示を乞う！』

　一転、声色が低くドスの効いたものになる。一人二役で声色が入れ代わる。

『イケメンは嫌いである。奴やつも友軍を殲せん滅めつした一味であると考えられます!!　確認した。見敵必殺である。了解！　あのイケメン面をステキにメイキングしてやるであります!!』

　どうやら神父とは味方同士じゃないようだ。権ごん藤どうが売人側だとしたら奴やつはどっちだ。

『いくであります！　対地ミサイル整形手術ウウウウウウウウーーーーーーーッ!!』

「──って、マジかよ!!」

　街のど真ん中で、首都高の高架道路に向けて、バカは本当にミサイルを撃った。

　地獄の業ごう火かめいた爆裂が、真後ろで咲いた。

　車が浮いた。空中でタイヤを空転させ、運よくアスファルトを嚙かんでまた走り出す。暴れる車体を必死に制御し、どうにかスピードを保ったまま前へ。

　業ごう火かの痕はもう遥はるか後ろだ。夜空より黒い煙が噴き上がり、燃え残る火の光がバックミラーに滲にじむ。後続の車が次々落ちていく、日常茶飯の大惨事が起こっている。

『たたたたーんたーんたたたたーんたーんたたたたーーーん!!（ワルキューレの騎行）』

「うるせー！　近所迷惑だろうが!!」

　空から掃射されるチェーンガンを避け、弾はじけるアスファルトの間をレイスが突き抜ける。

　さっきのミサイルで後続は絶えた。神父もあれじゃ流石さすがにひとたまりもないだろう──頭の隅でそう思い、ちらっとバックミラーを見上げて今度こそ啞あ然ぜんとした。

　神父のバイクだ。何事もなかったかのように、化け物じみた運転技術で追ってくる。

　いきなりカーステレオがノイズを放った。ラジオをつけっぱなしだったことに今更気付き、続いて涼しげな男の声が聞こえてきた。

『奴やつらは君の仲間？』

「うお!?　なんだ!?」

『後ろだよ。奴やつらは君の仲間？』

　改めてバックミラーを見ると、奴やつが神父服カソツクの胸元を開いて何かを見せていた。金色に光る首輪のようなもの。あの変な装置で通信電波でも捻じ込んできているのか。

「なわけあるか。オレにあんなクソやかましいダチはいねぇ！」

『そう。じゃ、あっちを先に片付けようか』

「簡単に言ってくれるけどな、相手はヘリだぞ？　叩たたき落おとすにしても、道具が──」

『ある。僕が乗ってる』

　正気かよ。

『奴やつらはそろそろ業を煮やす。高度をもっと下げて、近くに寄って機銃かミサイルを撃ち込むつもりだ。それに合わせて君はブレーキを踏め。あとは僕が片付けてやる』

　何をしでかすつもりなのか薄々わかってきた。

　やるしかない。ヘリはどこまでも追ってくる。まずアクセルを一気に踏んだ。応じて後ろも加速し、情け容赦なく降り注ぐ砲火を避けて避けて避けまくる。等間隔の道路灯が光の線となり、暴力的な加速感の中で振動と轟ごう音おんを振り切っていく。隣ではくくりがなにやら楽しい気配を感じたか、顔いっぱいで「にまー」と笑っていた。

　読み通り、やはりヘリは高度を下げてきた。正面に回って機首をこちらに向ける。

『無駄である。無為である。無力である。タリホー!!　お見舞いするでありますぞー!!』

　サーチライトが目を晦くらませる。すぐ目の前に重火器の気配を感じる。

「捕まってろよ！」

　助手席に叫んで、ブレーキを踏み抜いた。

　がぐん、と体が前のめりになった。合わせてバイクが急加速。その前輪が嘶いななく馬のように上がり、レイスのリアハッチを踏み、車体を一気に駆け上がる。

　バイクが飛んだ。神父も跳んだ。

　乗り手に蹴り出された重量約２００ｋｇの鉄塊は、フル回転のエンジンとたっぷりのガソリンをそのままに、正面からヘリにぶち当たって──炎となった。




　爆音の残響が、遠く海まで響き渡る。

「ったくなぁ、イカれてんのかどいつもこいつも！」

　レイスは車線に対し真横を向いて、長いタイヤ痕の果てに止まっていた。ミソギは車を降り、炎が照らす夜の路上を大股で突き進んでいる。

　権ごん藤どう兄弟はヘリを叩たたき落おとされた後でも元気に浮遊している。なにしろ幽体なので物理的に負う傷が無く、それこそミサイルをぶち当てても平気だろう。なにやらわけのわからないことを叫びながら武器を探し、真下の鉄クズに目を付けたようだった。

　敵の殺意がこちらを向いた。上等だ、ここらで仕上げてやる。

『発見！　そろそろ殺すのである。毎日殺すでありますッ!!』

　敵の念力で瓦が礫れきが浮き上がり、砲弾さながらに飛来する。

　ミソギは細く吸気し、右手を静かに構えた。

「──変異・抜刀ッ！」

　刹那、幾筋もの太刀風が生まれる。

　わずかに遅れ、瓦が礫れきがあちこちに転がる。全て真っ二つに両断されており、祈るように立つ黒い右腕からは、一振りの刃が飛び出ていた。

『な……ッッ』

「地獄から持ってきた業わざ物ものだ。冥途の土産によく見とけ」

　雨う炎えん鋼こうの右腕は、それ自体が「鞘さや」でもある。

　仕込み刀の刃渡りは二尺程度。断ち折れているため、太刀本来の寸法ではない。

　刀身は折れてなお研ぎ澄まされた存在感を放ち、火光を照り返して冷え冷えと冴さえる。

　冥界から蘇よみがえったのは、生きて動く者たちだけではない。

　ミソギが右に仕込んでいるのは、魂を持って地獄へ落ちた「亡もう者じや刀」である。

　敵が再び瓦が礫れきを放つ。ミソギが真っ向から踏み込む。駆け抜ける軌道に刀光が散り、瓦が礫れきの砲弾が両断されて地に転がる。十分な加速、身を屈かがめ、宙に浮かぶ霊体を睨にらみ──

　──斬ッ!!

　一条の閃せん光こうが斜めに走り、霊体を真っ二つに両断した。

「封と印じろ、錠じよう眼がんッ！」

　ミソギはその場で「門」を開き、権ごん藤どう兄弟の魂を問答無用で吸引した。

　回収完了。予想外の事態ではあったが、なかなかの大物だ。

　荒れ果てた路上に着地し、ミソギは一息ついた。亡もう者じや刀を仕舞い、首を回す。その場でトントン跳ねて四肢の調子を確認。問題ない。ただ、さすがにくたびれた。後ろのレイスを振り向けば、くくりは助手席で寝ていた。なかなかの大物かもしれない。

　このまま直帰といきたいところだが、まだ全部片付いてはいない。

「そこまでだ神父。それ以上近付くなよ」

　黒煙の向こうから、煙より黒い男が歩み出てきた。

「お前がどこの誰で、どんなつもりで来たのかは知らねぇが……」

　神父は、銃のシリンダーをスイングアウトして薬やつ莢きようを捨てる。

「こっちも仕事でな。お前に関わる気はこれっぱかしもねぇ、いいか？　聞いてんのか？」

　一発、二発、三発、四発、五発、六発──冷静に次弾を装塡。

「……あのな。無駄にやり合う気は、」

　撃鉄が起こされる。

　いよいよ呆あきれ果はてて天を仰いだ。こんな時でも月が綺き麗れいだった。

「あ～～～、っとにもう──」

「次は君を喰くらう」

「そうかよッ！」

　ミソギが踏み込むのと、デリンガーが蒼あおい火を噴くのは同時だった。

　頰を銃弾が掠かすめる。神父は表情ひとつ変えずもう一発、額への正確無比な狙い。

　ミソギは咄とつ嗟さに左手で受けた。ばぎん！　と硬い金属音が響き、薬指と小指が吹っ飛んで宙を舞った。変異・再生──しない。

（雨う炎えん鋼こうを壊しやがった……!?）

　驚きよう愕がくするミソギ。神父が眉を動かす。今ので殺せなかったことが意外というように。

　更に加速。間合いに入り、文字通りの鉄拳を放つ。抉えぐり込む一線を神父は半身で躱かわす。視線は片時もミソギを離れず、至近距離から銃口を突き付ける。銀の冷たさを鼻先に感じた。

　発射。左前に踏み込むことで直撃を逃れた。銃声で右耳が潰れる。構わず回り込み、しかし蒼あおい目が冷静に細まるのを見た。相手はとうに銃を放り捨て、腰の後ろの柄を握っていた。

　ぎらりと月光を反射したのは、十字架を模した銀製の戦術タクテイカル手斧・トマホークだ。

　変異・抜刀。亡もう者じや刀で切り結び、火花が散る。

　刃の向こうに氷の面貌。夜気を荒らしに荒らした風が、炎熱の中で収束する。




「待ちなさいっ!!」




　二人、十字に刃をかち合わせたまま止まった。

　目だけで声がした方を見る。ガードレールを必死によじ登ってくるのは……例の姉の方だ。

　空では月が二つ輝いて、死神と神父と、黄泉よみの街を見下ろしていた。








第２章　オレを死神と呼ぶな






　東とう凶きようの流通経路は毛細血管のごとく細分化されており、末端から物品の出どころを追跡するのは難しい。個人商人から中小規模の商店、組織の売人など数え上げればキリがなく、複雑怪奇な勢力図から誰がどこの流れを汲くむか把握するのは容易ではない。

　それでも、ある程度太い「流れ」がある。海路や空路の物資搬入から始まり、品物の大部分を扱う大おお店だなもまた存在し、東とう凶きようの犯罪組織はそれを中心として連合を組んでいた。

　東とう凶きよう最大の連合会は、皮肉を込めて『庭先商売ヤードセール』と呼ばれている。




　ホテル・ブギーはヤードセール御ご用よう達たしの高級ホテルである。

　地獄の街で、天国のようにラグジュアリーなひとときを──というキャッチコピーだが、そんな街に堂々と根を張っている時点でまともな連中ではないのだ。事実このホテルは裏であらゆる悪徳ビジネスに嚙かんでおり、殺しに密売に同類への隠れ家提供など何でもありのスタイルで勢力を拡大させ、今や連合の中でも上から数える組織力を蓄えた。

　真ま淵ぶち累るいは、そんなホテルの最上階ラウンジで報告書を読んでいる。

　爆炎と血ち飛沫しぶきがセットな屋外とはまるで別世界の空間だった。イタリアから取り寄せた高級ソファに身を埋め、真ま淵ぶちは港の一件を総ざらいして「死神ねぇ」と呟つぶやく。

「死神？　どんなヒトなん？」

「なんのつもりか知らんが、亡もう者じや狩りなんてやってる阿あ呆ほうでさぁ」

　テーブルを隔てた向かいには、ラウンジのシックなイメージに似合わない派手めなファッションの少女がいる。食べているのは幽体離脱ピザの臨死体験激辛マックス、Ｍサイズ２８００円。浮遊霊が配達する道路状況関係ナシの最速配達がウリだ。

「亡もう者じや狩り!?　なにそれ楽しそ！　ねーねーその死神ちゃんってどこいんのかなぁアタシ会えそう？　インスタとかやって辛ッ！　このピザ辛いし！　後からクるやつだし！」

　お世辞にも行儀がいいとは言えないが、真ま淵ぶちは咎とがめようともしなかった。彼女も大事な仕事仲間だ。ともあれ問題はここから先だとして、真ま淵ぶちはタブレットを置き頭を悩ませる。

「……はぁ～。さぁ～～て。どう言い訳したもんですかいねぇ」

「ねーねー」

「あー、先方が着くのは確か明日だから、それまでにはどうにかこうにか……」

「ねーってばねー真ま淵ぶちさーん」

　なんでございましょ、と顔を上げると、女子高生の纏まとう空気が一変していた。

　口元についたチーズの欠片かけらを舐なめ取り、ラウンジのドアを注視している。さっきまで辛いの辛くないのでじたばたしていたのが噓うそのようだ。

　このホテルは高いだけあって上から下まで高度な防備が施されており、扉や窓はそこらの携行火器ではびくともしないようになっている。特にこのラウンジのドアは金庫扉にも匹敵する耐爆仕様で、ちょっとやそっとのダメージなどものともしない。

「誰か来てるんですケド」

「……はい？」

　ぢかッ──と、ドアの輪郭を謎の火花が辿たどった。

　あっと言う間もなく、斬首された人間のようにドアが倒れる。

　外れた枠を踏み越え、異様な風貌の男が入ってきた。真ま淵ぶちは呆ぼう然ぜんとするばかりで「誰だ」と言い切ることもできない。男は首から上をぴくりとも動かさず、まず少女に一言、

「三秒待つ。それを捨てろ」

「あ、バレちってた。やる～☆」

　真ま淵ぶちの知らぬところで挨拶は終わっていたらしい。いつの間にかポケットに手を突っ込んでいた少女と、いつの間にかそれを見抜いていた男。少女は軽い調子で、ポケットから派手にデコられたスマホを放った。既に何かのアプリを起動するところだった。

「お前がヤードセールの長だな」

　男に声をかけられ、真ま淵ぶちはむしろ安あん堵どした。急な来訪だが、情報にある通りの姿だ。

「いかにも。あたしは真ま淵ぶちってモンです。かくいうあんたは……」

　分厚い白のロングコートと、目ま深ぶかに被かぶった鍔つば広びろの帽子。手足の先に至るまで徹底的に素肌を隠した装よそおい。極めつけは、鳥の嘴くちばしにも似た異様な防護マスクだった。

　この男に名前は無い。あったとしても誰も知らない。

　素性、経歴、その他一切が不明。幽界化後から活動を始めたことから人間ではなさそうだが、仲間を持たず己の実力だけで裏社会に名を馳はせたその男の正体を知る者はいない。

　自ら名乗らないだけに、他人が勝手に付けた異名は数多い──マスク男、天才、顔無し、灰の亡霊、掃除屋スイーパー、冥府の氷コキユートス、はたまた疫神ペイルライダー。中でもポピュラーなものは確か──

「影に潜む者ハイド。……東とう凶きよう入りは明日と聞いてましたけども、お早いお着きで」

　彼こそ本件の最重要人物。幽体麻薬、Ａｓエースの開発者である。

「積み荷が奪われたそうだな。誰の仕業だ？」

　語るとなれば一切の前置きを排除するタイプらしい。真ま淵ぶちの差し向いに座り、ハイドはマスクの嘴くちばしをこちらに向けた。

「あー……『死神』って野郎です。それと、素性がわからん外人。戦争狂の権ごん藤どうまで片付けられちまった。不死身の攻撃ヘリを正面から叩たたき潰すなんざ信じられますかい？」

「お前たちの損害に興味は無い。聞きたいのは、どう決着を付けるかだ」

　待ってました。真ま淵ぶちは極上の商材を売り込む口調で、後ろの少女を指し示す。

「もちろん考えてございますよ。こちらの御仁は枕まくら森もり酔すい花か。あたしらの協力者です。ご覧の通り可か憐れんな娘さんですが腕は確かでしてね、報酬分の働きは十分に行います」

「やっほーよろしくねハイドちゃーん。アタシのことはスイでいーよ～！　ほらほらハイタッチしよーぜハイタッチ！」

　いきなり地雷原でタップダンスが始まった。馴なれ馴なれしくハイドの肩をばしばし叩たたく酔すい花かに真ま淵ぶちが瞬時に十通りの謝罪を考えたところで、ハイドが身を引き、酔すい花かのおでこを押し返す。

「手駒はこいつだけか」

「はうあ。なんだよもー。もうちょっとデレてもいいじゃんかさー」

　意外と穏便な返しにほっと一息ついた。真ま淵ぶちはタブレットを操作し、次なる手駒のデータを呼び出して見せた。

「『ブギーマン』。このホテルが誇る手て練だれの暗殺集団です。彼らは改造亡もう者じやでして、脳にチップを埋め込んでるんですな。この酔すい花かさんに指揮をお任せし、抜群のコンビネーションで積み荷を奪還、ついでに死神どもを丁重におもてなしする……と、こういうわけですわ」

　ハイドの様子からはどんな感情も窺うかがい知れなかった。液晶画面も見ているのかいないのか。数秒の間を置いて小さく鼻を鳴らし、踵きびすを返かえすハイドを、真ま淵ぶちは慌てて呼び止めた。

「あ～お待ちをお待ちを！　よければしばらくこのホテルを使ってくださいな。最上階のロイヤル・スイートをご用意してございます。ああもちろん宿賃はいりませんのでご心配なく」

「監視のつもりか？」
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「監……いやぁそんな大それたこと、冗談きついんですから、ははは……」

　完全に図星だった。ハイドはさしたる反応も見せず、敢あえて監視を拒否する素振りすら出さない。真ま淵ぶちの思惑など、頭の後ろを飛ぶ羽虫程度にも思っていないようだ。

「──俺は先にこの街を歩き回る。調べておくこともある」

　途端に好奇心が湧いた。酔すい花かの踏み込みに押されたか、伝説の男と会話が成立して勢いを得たか、今のうちに腹の内を探れという渡世人の勘が鎌首をもたげる。

「そいつはＡｓエースの製造に関することですかい？」

「だったらどうする？」

「夢のある話ですなぁ。あれほどのクスリを作った天才のやることだ、こちとら気になって仕方ありませんや。ねぇ、実際ありゃどうやって作ってるんですかい？」

「いずれわかる。……それと、虫は好かん」

　ぶち壊したドアの向こうに消える直前、ハイドは己の左肩に手をやった。

　ぴん、と米粒大の機械が指で弾はじかれ、床に転がる。超小型の発信装置だった。

「んひひ……そっちもバレちってたか～」

　楽しそうに呟つぶやく酔すい花か。肩を叩たたいた時にどさくさ紛れで付けていたものだ。ちこちこビーコンを発する装置から視線を上げると、ハイドはもうどこにもいなかった。

　真ま淵ぶちはぐったりソファに身を預ける。緊張が後からどっと押し寄せてきた。

「……あ～～～～死ぬかと思った。あのオーラは人間にゃキツいっすわ……」

　真ま淵ぶち累るいは、東とう凶きようの住民にしては珍しく、純粋な生きた人間だ。

　元は古くから続く貿易商の三男坊。幽界化のゴタゴタで一族郎党地獄に落ちて、生き残りの三男は東とう凶きように極上の旨うま味みを見み出いだした。変質した街には変質した需要と供給が生まれ、モノとカネに新たな流れが生ずる。そこに目を付け、死してなお商魂たくましい亡もう者じやと生きながら渡りをつけ、己の才覚でヤードセールを築き上げた。

　とはいえそもそも根が小心なのであって、得が無ければ恐ろしい亡もう者じやにはできれば関わりたくないのも本音だった。そのあたりの臆病さも、こうした街では大いに役立つ。

「あっはは、ぶっちーウケる！　めっちゃ頑張ってたじゃ～ん☆」

「そらどーも……そちらさんも、よろしいですね？　やっこさんら一筋縄じゃいきませんぜ」

「おちんぎん次第かにゃ～。ところでさぁ」

　と、酔すい花かはドアが消えた通路の向こうを指差す。

「あのヒトどうやってここ来たんだろうね。見張りとか、ホテルの人とかいたっしょ？　うちらに何の連絡も無いのっておかしくない？」

　言われてようやく、来客の報告すら無かったことに気付いた。

　ホテル内はどこだろうと従業員の油断ない眼めが光っている。死と無法の街のど真ん中にあるのだから、彼らは当然みな武装しているし、荒事に慣れ切った手て練だれだ。見知らぬ誰かが入って見過ごす筈はずはなく、特に真ま淵ぶちへの客人なら必ず案内してくるよう言いつけてある。

　あの男は一体、どうやって一人で最上階まで来たのだろう。
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　伝でん奇き屋や堂どうのボックス席に、死神と客人が二人、座っている。

　ミソギは、左手をキリキリ鳴らしながら神父を睨にらんでいる。港と首しゆ屠と高こうでの戦いから一夜明けて、ようやく撃たれた部分が直った。普通ならすぐさま再生するはずの雨う炎えん鋼こうがだ。

　どうもこいつの銃は特別製らしい。警戒しなくてはならない。

　対する神父は平気な顔で、ぬるくなったコーヒーに角砂糖を四つも入れていた。

　長い五分が過ぎた。二人の間では、姉の方がかちこちに縮こまっていた。

　カウンターにはマスターが、観葉植物の裏にはウェイトレスが身を隠し、固唾を吞のんで事態を見守っている。武装した聖職者という珍客に二人ともビビり上がっていた。

「姉さんの水が無くなってるけど」

「はぁいっ!!　たたた、ただいまぁ!!」

　一声かかるや、ウェイトレスがばびゅんと飛んできてお冷のお代わりを二秒で注いだ。律りち儀ぎに礼を言い、何杯目かの水をぐっと飲み干して姉は気合を入れ直した。

「──こほん。昨夜、あなたの上司から連絡がありました」

「上司？　……って、閻えん魔ま様か？」

「ええ。おかげでなんとか、二人の衝突を止められました。まずは、我が方のエージェントの非礼をお詫わびします──御み殺そぎ十じゆう三ぞう」

　既に名乗りは終えている。フィリス・カタリナ・フォークスと、アシュトン・グレゴリー・デリック──姉弟らしいのにファミリーネームが違うことは引っかかるが、それ以上に気になったのは彼らが所属する組織の名前だった。

　英国特務機関「アナテマ」。知っている名だ。

「お前らんとこは聞いたことがある。イギリスかどっかで亡もう者じやをブッ殺しまくってるやべー組織だろ？　なんだっけ、破門者か？　ご大層なこったな」

　彼らは、自らを「破門者」と名乗るという。

　亡もう者じやや怪異から善良なる人々を守り、神に代わり悪あしき者達たちへの鉄てつ槌ついを下す特務機関。必要とあらばいかなる危険地帯にも突入し、教義に従い人を守るのと引き換えに、己の手を血に染めることを厭いとわぬ少数精鋭──だとか。

「よく言う。亡もう者じや狩りはそっちも同じだろう」

「はぁあ？　ざっけんな、お前んとこみてぇな殺し屋集団と一緒にすんじゃねぇよ」

「どう違うんだい？　『死神』とやらを名乗るくせに手ぬるいことを言うじゃないか」

「死っ……やめろその呼び方！　そんなもんただのあだ名だ！」

　こうした仕事を十年やっていると、海外の似たような連中の話は嫌でも耳に入る。

　しかし似ているのはぱっと見だけで、行動の本質はまったく違うと言っていい。片や犯罪者の魂を回収し、地獄にきっちり送り返す「取り立て屋」。片や亡もう者じやと見るや問答無用で狩り尽くし、きっちり殺す「掃除屋」だ。

　また、イギリスにはその「お国柄」を示すものとして、もうひとつ有名な話がある。

「……で、観光に来たのは東とう凶きようが珍しいからか？　そっちにゃ幽離都市はねえらしいからな」

「当たり前だ。道を外れた亡もう者じやどもに居場所があるとでも？」

　ミソギは「けっ！」と舌打ちした。イギリスでは亡もう者じやは完全なモンスター扱いで、こいつらみたいな存在が見つけ次第抹殺しまくっているそうだ。善人も悪人も、一切の区別なく。

　一方、東とう凶きようは世界的にも珍しい街だ。これほど大規模かつ（一応は）成立している都市は他に類を見ず、居場所を求めた亡もう者じやの密入国者が引きも切らない。

　そんな街が、相手はどうにも気に入らないらしい。結構なことだ。こっちも聖職者なんぞに気に入られたくてここで仕事しているわけじゃない。お互い不干渉ならいいものを。

「……姉さんに止められていなければ、動く屍リヴイングデツドなんて目につく端から狩り尽くすところだ。僕を前にして頭に穴が開いてないことに感謝しな」

「おーおー吼ほえるじゃねぇか犬っころが。なんなら昨日のケリをここで付けるか？」

「そう思うなら今すぐ来ればいい。猿の求愛でもあるまいし、宣言しないと戦えないのか？」

　二人の間の空気がひび割れ、静電気めいた敵意が漲みなぎるが、

「あ、アッシュ！　姉さんは怒りますよっ！」

　フィリスの制止を受け、アッシュはいともあっさり矛を収めた。殺気が一瞬で消える。テレビのチャンネルを切り替えるような落差だった。

「ごめんよ、姉さん」

　フィリスはまだしも歩み寄るつもりがあるようだった。アッシュをなだめすかし、真面目一辺倒の顔でこちらに向き直る彼女が、次になんと言うかミソギには予想がついている。

「──失礼。とにかくです。私たちは幽体麻薬Ａｓエースと、それに関わる亡もう者じやたちの調査のためにこの東とう凶きようへ来ました。閻えん魔ま氏と接触したところ、我々とあなたは目的が同じなんだとか。当機関の総隊長との協議の結果……」

　ほら来た。先を言わせる気など無かった。

「帰れ」

「なっ。で、ですから双方、協力し合って……！」

「か・え・れ。国に戻って鰻うなぎゼリーでも食ってろ」

　あまりにすげない態度に、フィリスの顔が紅潮する。勢い込んで立ち上がり、その音に観葉植物の裏のウェイトレスがひっくり返りそうになった。

「話を最後まで聞きなさいっ！　これは両方の上層部による正式な決定なんですよ!?」

「絶～～～ッッ対やだね！　聖職者となんざ組めるか!!」

　亡もう者じやと聖職者は、基本的に死ぬほど相性が悪い。

　亡もう者じやに対する彼らの態度は主に「無視」か「積極的排除」。いわば異教徒はたまた悪鬼悪あく霊りよう、とにかくそんな人間社会のお邪魔虫こそ亡もう者じやであり、神仏の名において消毒しなければ自分たちの教義に悖もとるというわけだ。かくいうミソギも昔、過激派を名乗る物騒な武装仏僧集団に全殺しにされかけたことがある。

「──ふぅん。そこだけは意見が合ったみたいだ」

　アッシュはもう立ち上がっていた。右手には大きな合金製のアタッシュケース。甘ったるいコーヒーはいつの間にか空になっている。

「あ……アッシュ？　どこに行くんですか？」

「どこって任務さ。まだ調査は山ほどある。もちろん僕についてきてくれるんだよね？」

「そんな、あなたまで……！　待ちなさい、せめて話を──」

「亡もう者じやとは組まない」

　きっぱり言ってのけ、アッシュは襟元をはだけた。例の金の首輪が光る。小さいながらも高性能の電子機器を搭載したそれはフィリスが持つ端末とリンクし、生体情報と位置、通信機能が二十四時間繫つながっている。

「僕の居場所はわかるだろ？　遊びが済んだら、すぐに連絡してね」

「アッシュ!!」

　追おうとしたフィリスの前で、無慈悲にドアが閉まる。

　ウェイトレスとマスターが恐る恐る顔を出す。ドアベルが虚むなしく揺れている。フィリスは足に根が生えたように、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

「そういうこった、ほら行け行け。また弟くんとはぐれちまうぞ」

「……う。……ぅ、う～……」

　しっしっと手を払うミソギだったが、そこで異変に気付いた。フィリスがその場で小刻みに震え出した。うつむき、両手を固く握りしめ、金髪の間から覗のぞく耳がみるみる赤くなる。

「……どうした？　お前、ひょっとして泣──」

「泣いてませんっ!!」

　フィリスは修道服の裾で目元を乱暴に拭い、出ていくどころかずかずか席まで戻った。

「ウェイトレスさん！　お水をもう一杯ください!!」

「は、はいただいまぁっ！」

　ミソギは勢いに半ば圧倒されていた。とりあえず確認だけしておく。

「……えーと、大丈夫っすか？」

「問題ありません。私は任務を遂行するのみです。まずはあなたが保護した女の子！　彼女から話を聞くべきと提案します！　それが、今できる最も正しい行いのはずですから！」

「なあ、オレが言うのもなんだけどよ、あんま焦あせんのもどうかと思うぞ。ここは一回飯でも食ってゆっくり寝てだな」

「何か文句ありますか!?」

「はい無いっす」

　ダメだ、意固地になっている。しかし昨夜拾ったあの少女と接触するのは判断として間違っておらず、ミソギもまずそうするつもりだった。フィリスはついてくる気満々だ。

「……ミソギ様。これはもう、こちらが折れた方がよいのではないですかなぁ」

　カウンターからマスターが声をかけてくる。フィリスは梃て子こでも動かない覚悟だ。アッシュを見返してやるつもりなのだろうが、この上で無理やり蹴り出してもろくなことになるまい。

　というか、泣かれるとどうにも弱い。結局、ミソギが折れざるをえなかった。
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「──いや、ありゃねえよ閻えん魔ま様。なんであんな話つけやがった!?」

　レイスの車内で、ミソギはスマホの向こうの相手に食って掛かる。

『なんでもなにもあるか、合理的判断じゃろうが。あやつは腕が立つ。無用な対立を避け、味方に引き入れるべきじゃ。それとも昨夜のようにまた敵に回したいのか？』

「う……」

『割り切れ。仕事が最優先じゃろう。わしと交わした契約、忘れたわけでもあるまい』

「……あと幾らだったっけ？」

『五十四億二千万とんで八十九円。もう一声でかい稼ぎが欲しいところじゃな』

　ミソギは、閻えん魔まに借金をしている。

　総額実に一〇〇億。思い出すだけで気の遠くなる大金だが、そういう契約だから仕方ない。

　大きな影響力を持つ亡もう者じやの首なら、報酬が億を超えることもある。これまでもそうした奴やつらを狩ってきた。虎穴に入らずんば返済はならず、手段を選ぶ暇は本来、ない。

　この借金さえ完済できれば──

　電話を切ってぐったりしていると、フィリスが後部座席に入ってきた。ともあれ、出発だ。




　時刻は真昼。夜に比べて亡もう者じやは少なく、フィリスは窓の外の荒れた街並みを眺めている。

「……この街は、ずっとこんな調子なのですか？」

　別世界にでも放り込まれたような顔だ。それだけでミソギは、彼女が幽界を経験していないことがわかった。幽界現象は世界中の大都市で起こったが、難を逃れた街々も当然ある。

「まあな。なんだお前、こういうとこ来るの初めてか」

「ええ。犯罪亡もう者じやの鎮圧に加わることはありましたが、幽離都市に潜入するのは……」

「オレが言うのもなんだが新人突っ込む場所じゃねえだろ。研修のつもりかよ？」

「違います。私個人が、というより……アッシュを制御するためだと思います」

　バックミラーに映る顔が憂いを帯びた。気になると言えば、そこも気になる。

「そういやお前ら苗みよう字じが違うよな、そんなに似てもいねえし。複雑な家庭環境なのか？」

「……私と彼に血縁関係はありません」

「は？」

「それに私の方が年下ですし、この任務で初めて会いました」

　と言われた瞬間のミソギの心情を、一言で述べるとこうなる。

（…………か、関わりたくねぇ～～～～っ！）

　腕の立つプッツン野郎なんて世界一めんどくさい代しろ物ものと一緒にいたいわけがない。できることならフィリスも放り出してしまいたかったが、そうもいかない。

「私が同行しているのは、条件に合致したからです。十七から十九歳、長い金髪、緑色の瞳。彼はそうした女性にのみ心を開きます」

「なんだそりゃ、ロボットじゃねぇんだから……」

「ええ、ロボットではありません。とにかくそういう条件で動くエージェントとのことです。今回は……その……別行動を取られてしまっていますが」

　あのアッシュという男は「『姉』に従う」「だが亡もう者じやは認めない」という二つの大きなスタンスで活動しているようだった。逆に言えば、その二つ以外は一切読めない男だ。

「上から何か聞かされてたりは？」

「精神面にむらはありますが、作戦遂行能力は文句なしに最高……と。アナテマのエージェントは、能力さえ優れていれば出自は問われません」

「どんな出自でも？　おいおい、まさか元大量殺人鬼ですってか？」

　冗談のつもりだった。が、フィリスは見事に言葉に詰まってしまう。

「…………おい、そのまさかですとか言うなよ」

「そのまさか、です」

　うわぁと呻うめいた。フィリスはノートＰＣを開き、何らかのデータを参照する。

「かつてスコットランドの首都に『スカイ』と名乗る武装勢力がありました。独特の信仰を掲げ、反対勢力を次々粛清していた武闘派です。彼はそこで活動していたとか……」

「筋金入りかよ……。そんな奴やつと会話してよく無事だったなオレ……」

「ですが」フィリスはためらいがちに、「彼は結果としてアナテマに力を貸してくれています。経緯はどうあれ、情報担当補佐官として、私は彼を信用するべきだと思います」

　バックミラー越しに見える彼女の表情は、あくまで真面目だった。そんなことを言って、手綱すら握れていないだろうに──と水を差すのはやめておいた。なんとなくペーペーだった頃の自分を思い出した。

「お前もたいがいお人ひと好よしみてえだな」

「あなたこそ、人のこと言えないでしょうに」

「うるせえな。今ここで降ろしてやってもいいんだぞ」

　と言いこそすれ、ミソギは実行しない。フィリスもなんとなくそれを察しているようで、以前車に乗せられた時の会話を思い出してか、切り出した。

「……あなた、妹がいると言っていましたが」

「お、聞くか？　四つ下でな、ガキの頃はそりゃもうお兄ちゃんお兄ちゃんってくっついてきたもんだが思春期に入ると気難しくなっちまってそこがまた」

「そこまで詳しくは聞いてません！　ただ少し、気になって──」

　そこから先を言ったものかどうか、フィリスは迷っているようだった。バックミラー越しにミソギの額の辺りを見つめて、ついに意を決する。

「──今、妹さんはどちらに？」

「生きてるよ。生きて外にいる。オレはこんなだから会いに行けねぇが」

　その言葉に、フィリスは本心から安あん堵どしたようだった。ほっ──と一息つき、安心ついでにもう一つ気になることを口に出す。

「……もしかして、その妹さんと私は、似ていたんですか？　だから……」

「いや全然。妹の方が超かわいい」

「なっ！」

　即答すると、フィリスはそっぽを向いた。どんな答えを期待していたのやら。フォローしようとしたが、特に何も思いつかなかったので、そのまま車を進める。

　会話が途切れ、幾つかの信号を経由したところで、気を取り直してフィリスが口を開く。

「……みとがわ、くくりさん、でしたよね。この先の病院に？」

「ああ。さっき目ぇ覚ましたって電話があった」

　片腕でハンドルを切り、ミソギは馴な染じみの医者と、預けた少女の顔を思い出している。




　東とう凶きようの医者の半分はヤブでもう半分はクズ、またはヤブでクズだ。こんな街でいちいち医療を頼るほど無駄なこともなく、わざわざ医者をやろうという輩やからにはほぼ間違いなく裏がある。

　今から向かう闇医者にも当然裏があって、しかし珍しいことにヤブではなかった。

　廃はい墟きよを乗っ取って改造した外科医院に入り、ミソギは診察室の扉を開ける。

「ちーっす博士。例の件どうなって──」

「ン～まあこのくらいのサイズなら実用の範囲であろう、楽しみにしていたまえすぐ終わる」

「ぎゃあああああやめてやめて普通の脚にしてえええええええええ!!」

　閉める。

「……先客いたわ。見なかったことにしようぜ」

「何ですかあれ!?　人体改造ですか!?」

　おおむね間違っていない。

　亡もう者じやの医療行為といったら内臓をパズルみたいに入れ替えるとか、手足を付け替えるとか、いっそ機械化するとかいった「改造」方面とほぼ同義であり、これから会う「博士」はそうした作業の世界的天才だった。

　そのうえ変態でもある。裏とは要するに旺盛すぎる研究心と改造欲であって、たまにああいう哀れなモルモットが生まれてしまうのだった。

　男の悲鳴と機械音が五分ほど続き、扉が開いたかと思えば、蜘く蛛もみたいなメカ脚をがっちょんがっちょん動かしながら亡もう者じやが帰っていく。彼は泣いていた。

「お待たせした。今日はどうしたのかな？」

「きゃあ!?」

　ドアの隙間からにゅうっと顔を出したのは、小柄な銀髪の少女だった。

「──ああなんだ、ミソギではないか。おはようグーテンモルゲン。ついに私に改造させる気になったかね」

「なわけあるか。大事な商売道具を魔改造されてたまるかよ」

　義肢に熱い視線。慣れたもので、ミソギは軽く跳ねのけた。フィリスはドン引きして隅の人体模型の後ろに隠れている。

「な、な、な、何者ですか!?　女の子……!?」

「落ち着け、敵じゃねえから。体を持たねぇで生き返ったもんで、自分で作った人形に憑ついてんだとよ。……だろ、フランケンシュタインさんよ」

　ヴィクター・フランケンシュタイン博士は十九世紀のドイツの科学者である。

　スイスで生まれ、かの有名な「怪物」を生み出した悪魔的天才は北ほつ極きよく海かいで死んだ。霊体として蘇よみがえった彼はどこをどう泳ぎ違えたのか来日し、どこをどう気に入ったのか定住している。

　正直ミソギはこれにも「ほんとかよ」と思っている。が、どのみち死者の来歴なんてものは確かめようがなく、ひとまずその頭脳と技術によって本物らしいと判断するしかない。

「にしても、毎度思うんだが、もうちょっと威厳のある見てくれにできなかったのかよ」

「まさか。どうせなるなら美少女がいいに決まっていよう。ほら、私は可愛かわいいだろう？」

　死体のパッチワークを作り出した彼女（彼？）にとって、生きて動く死体に溢あふれる街は色んな意味で夢のようだろう。銀髪少女は自分で作った可か憐れんな体をファンシーなナース服でラッピングし、その場でくるんと回転してみせた。

「まあ、とにかく奥へ。貴君が連れてきた少女について、幾つか話すことがある」




　少女の名前は、三み途と川がわ泳くくり。十四歳の日本人だ。

　あれからミソギは閻えん魔まに連絡し、彼女が持つ本家本元の「閻えん魔ま帳」の検索を依頼した。死者のリストは十年前の幽界現象で爆増しており、彼女自身の名前こそ無かったが両親と思おぼしき同姓の名前が二つあった。

　二人の死因は墜落死。折しも幽界現象が起こったちょうどその時、羽田空港に到着予定だったジャンボジェット機が墜落している。三み途と川がわ家はそれに乗っていたらしい。

　泳くくりはただ一人生き残った、この時代には珍しくもない「幽界孤児」ということだ。

　念のためネットも駆使したが、こちらは大して期待できなかった。東とう凶きようの電磁場は赤い月のもと独自の流れを形成しており、強力な暗号通信か専用回線ならいざ知らず、一般で使われるレベルの通信は閉ざされている。ここで使えるインターネットは屠と内ないだけの極めてクローズドなローカルネットワークで、それはそれで使いようもあるが、調べものには向かないのだ。

　結局わかったのは、彼女の名前と家族構成、年齢のみ。ここ十年間の経歴は一切不明。当時四歳の幼児が、天涯孤独で幽界化後の十年間をどうやって生き延びたかは謎である。

　その泳くくりは今、ベッドにちんまり座り込んでいた。

　昨日より薬抜きが進んだようで、いくぶんかは正気に見えた。泳くくりは病室のドアが開くや空気の流れを察知し、まず鼻でこちらに反応した。

「とうめいなにおい──。みそぎ？　みそぎ、じゅーぞー」

「おう、昨日ぶりだな。気分はどうだ？」

　泳くくりは顔いっぱいで「にまーっ」と笑った。泳くくりはどうもミソギに懐なついているらしい。言っていることはよくわからないが「におい」が気に入ったようで、嬉うれしそうに深呼吸している。

　と、その鼻で別の匂いを嗅ぎ分け、彼女はフィリスを見た。

「……みどりいろ。はじめてだ。お姉さんはだれ？」

「あ、──ええと。私は、フィリスっていうの。はじめまして、三み途と川がわ泳くくりさん」

「うん。……ねえ。息、くるしくない？」

「え？」

「さっきからずっと、くうきが、弱い。あたし、怖い？」

　フィリスはずっと緊張し通しだ。気がかりなことが多すぎる。そんなフィリスに泳くくりはすうはあ大おお袈げ裟さに深呼吸をしてみせ、何を思ったか肩を前後に揺らしたり脱力したりした。

（……力を抜いていい、ってことなのかしら）

　彼女の心を読んでいたように泳くくりが「にま」と笑う。その顔が本当に気の抜けたような感じだったので、フィリスもつい笑ってしまった。

「いいえ、大丈夫。怖くないわ。ありがとう」

　ミソギと博士は顔を見合わせ「わかるか？」「わからん」と目で言い合っていた。




　泳くくりの意識がどこまで鮮明かもわからないため、ミソギから順を追って説明が行われた。彼女を保護した経緯、こちらの目的と仕事、Ａｓエースに関することと東とう凶きようを取り巻く現状──

「──で、このクスリをばらまく大本がどいつなのか知りたいって話だ」

「泳くくりさん、この写真を見て。あなたがいたコンテナの中、あなたが持ってたケースとその中身よ。何か思い出すことはない？　あなたがどこから来たのか……とか」

　いつの間に撮っていたのだろう。ミソギはフィリスの用意の良さを少し見直した。

　泳くくりはまじまじと二つの写真を見比べた。画が頭に入っているのか入っていないのか、まるで理解できない抽象画を見せられる幼児のような顔だが、小さく答える。

「鳥がいたよ」

「鳥？」

「おおきな鳥。もえて、おおきくて、みんな消えた。あたしを守ってくれた」

「どうもふわっとしてんだよなぁ。その鳥ってのについてもう少し……」

「雨が甘いと、影がやわらかくなるんだって」

「……今度はなんだって？」

「水がいっしょなの。アルミホイルとひりひりしてきて、背骨を歯ぶらしは横におおきく広がるのに、メリーゴーランドがあたまでたりなくなる。大きなアイスがふってきて、みんないっしょになって、あたしもそのひとつになるのかも」

　ちょっとだけ真面目に考えようとして、やっぱり諦めた。

　考え込むフィリスを放ってミソギは「どういうことだ」と博士を見る。

「彼女はまだ夢を見ているようだ。昨夜よりましとはいえ、典型的な中毒症状であるな」

　博士はこれまでにも何度かＡｓエース中毒者を診たことがある。そうした患者たちのカルテの束をめくりながら彼女は続けた。

「まずＡｓエースについて話しておこうか。あれは、魂に効く麻薬なのだな」

「魂ぃ？　んなもんが薬でどうにかなるのかよ？」

「今や魂は非物質的なものではないよ。心臓や脳と同じ、誰もが持つ当たり前の臓器だ」

　幽界現象で生死の境が曖昧になった結果、物質世界にはもう一つ大きな変化が起こった。

　魂の可視化である。

　それこそ幽霊などは剝むき出だしの魂に近い。普通は触れず、熱を持たない蜃しん気き楼ろうのような存在だが、多くの人や亡もう者じやの目に映る「もの」として顕在化したのだ。

「亡もう者じやは刺激に飢える傾向にある。個人差こそあるが、死体ゆえ基本的に人間よりも五感が鈍感なのだな。よってアルコールや薬物など化学物質の効きも悪いのだが、このＡｓエースは画期的なことに、魂そのものに作用するのだ。ヒットの理由はそこにある」

　ミソギは幸いあまり五感に影響の無かった方だが、酷ひどくなると腕がもげても気付かないレベルの奴やつもいるようだ。亡もう者じやは多かれ少なかれ、命の他に何かを失なくしている。

「効果は強い多幸感と、五感の鋭敏化。名前の由来になった『天国が見える感じ』とはこの合わせ技によるものだ。だが反動も大きく、昏こん睡すいや幻覚、夢遊病などの副作用ももたらされる。重度中毒者の中には三日三晩眠り続けている者も、寝たまま起き出してひたすらに歩き続けた者もいる。まるで何かを目指すように」

「……んじゃ、こいつが見てる夢ってのに意味はあると思うか？」

「どうだろうな。見る夢は人それぞれだ。彼女のように感受性の豊かな子どもであれば、人間であっても強い影響力があるようだが、症状そのものはこれまでと大差がない」

　議論が行き詰まる。泳くくりがこの調子では新たな情報も得られそうにない。

「ねえ」

　不意に泳くくりが顔を上げ、自分にしかわからない風の流れを追い、窓の外を見た。

「へんなにおいがするよ」

　指差す先、外で何かが滞空している。

　鳥ではないし、虫にしても大きすぎる。人ひと魂だまにしては輪郭がはっきりしており、メカメカしく、やたらポップでカラフルにデコられている。

「なんだありゃ、ドローン……？」

　ドローンの向こう、対面にあるビルの窓で何かがちかりと光った。

「──やべッ!!」

　ミソギが電撃的な反応でフィリスと泳くくりを引っ張り、押し倒す形でベッド脇に伏せた。

「あっ」

　残った博士が頭を撃ち抜かれ、穴からバチバチ電気を走らせながらぶっ倒れた。光の正体がスコープの反射と見抜けたのはミソギ一人。遅まきながら、フィリスが慌てた。

「え、えっ!?　なんですか!?　誰か撃ってきたんですか!?」

「狙撃だ！　くそ、とにかくここから出るぞ！」

「でも博士は……」

「メカの体だ、死んでやしねぇよ！」

　病室は無駄に広く、ドアが遠い。しかし狙撃手の大雑把な位置は覚えている。あの窓から射線が通らないように移動すればいいだけだ。二人を連れ、床を這はうように薬品棚の陰へ。幾つか並んだベッドはそのまま遮蔽物になる。

　と、ミソギに守られながら、泳くくりが鼻を鳴らした。

「たくさんいる」

「はぁ？　何を──うおおッ!?」

　足先の床が小さく爆はぜた。別角度からの狙撃だ。狙っているのは一人じゃない。

　顔を半分だけ出して見ると、窓の外をドローンが飛び回り、高感度カメラで室内を舐なめるように撮影していた。

「あいつが目か。誰か知らねぇがめんどくせーモン持ち出しやがって……！」

　こっちの位置は完全にバレている。一か八かで飛び出しても格好の的だ。せめて飛び道具があれば──やたら射撃の上手うまい神父の顔が頭に浮かんだが、振り払う。自分一人だったらやりようはあるのだが、今は普通の人間を二人も抱えている。どうしたものか──

　と、フィリスが瞳に決意を光らせた。

「私が囮おとりになります」

「は？　おいやめろ、マジで撃たれるぞ！」

「あなたは泳くくりさんを見ていてください。それに私、もう二度も助けられています！」

「どうでもいいこと気にすんなバカ！　人間は一発撃たれりゃ普通に死ぬんだぞ！」

　ああでもないこうでもないと言い合う二人をよそに、ふと泳くくりが、また「夢」を見始める。

「黄色。きいろい、うさぎ。とばない。足のないうさぎ──」

「あ？　おい、ひょっとしてお前またキマって……」

「──脊髄。まぐれあたりの獏ばく。ムズムズするさんかくけい。ふうせんの目玉はさかさまの海でしっぽが多くてあなたは星をほじくるねじれのひとで」

　もう誰の声も聞いていなかった。目の焦点がぼやけ、彼女はここではない景色を見ている。

「ほねかじる」

「ちょっ、泳くくりさん!?　待って！」

　よろけるように足を踏み出し、彼女は物陰から躍り出た。止める暇も無かった。ドローンの目と、姿を見せない無数の狙撃手の前に全身を晒さらす。

　何な故ぜか、誰も撃とうとしなかった。

　一瞬時間ごと止まったような病室で、泳くくりの鼻歌だけが流れている。

　泳くくりは、撃たれない。──もしかして、撃てない理由があるのか。

「い、今……！」

　フィリスの声にミソギも我に返った。チャンスだ。ミソギは左拳を握りしめ、物陰から飛び出して、ドローンをまっすぐに睨にらみつけた。

　地獄の鋼はがねが波打つ。標的までの距離はざっと五メートル。その程度なら、届く。

「雨う炎えん鋼こう、変異──ぶち抜けッ！」

　放たれた左拳が、彼我の間合いを突き抜けた。

　変異により、その腕は瞬間に五メートル以上に伸びる。拳の先が小さなベイパーコーンを穿うがち、衝撃波めいた風を起こす。その速度は弾丸にも匹敵し、ドローンを一撃で破壊したのち、放つのと同じスピードで「ばちんッ」と戻った。

「今だ、部屋を出ろ！」

　機械の目を潰され、向かいのビルで何かが動く気配。敵はすぐ態勢を整えるだろう。束つかの間まの猶予でドアを蹴り開け、廊下に飛び出る寸前、ミソギは窓の外を振り返った。

　狙撃手は、真っ白い仮面を着けていた。

　薄暗い廊下に出て一息つく。ひとまず誰も負傷していないのは幸いだ。博士は頭を貫かれたくらいでお釈しや迦かにはならないので、放っておくしかない。

「泳くくりさん、怪け我がは無い!?」

「もやし」

　泳くくりはいい気なもので、まったくの無傷だ。

「……どうも、敵はこいつを傷付けられねぇらしいな」

　偶然ではないだろう。敵は極めて統制された動きで、彼女以外を狙っている。

「泳くくりさんは相手にとっても重要人物だということですか？」

「だろうな。オレらだけ始末してこいつを取り戻そうって腹か。……それと、お客さんだぜ」

　病院内に気配。数人の亡もう者じやが侵入し、確実に包囲を狭めていた。

　さっき見た白い仮面が脳裏に蘇よみがえり、ミソギは敵の正体を思い出した。

「にしても厄介だな。あいつら、ブギーマンだ」

「ブギーマン？」

「クソホテルの殺し屋集団だよ。表向きはカタギですって顔してるが、手て強ごわいぜ」

　東とう凶きようの高級ホテル・ブギーで最も有名なのは、豪ごう奢しやなホテルサービスでも裏の悪徳ビジネスの数々でもなく、手駒の改造亡もう者じやである。彼らは脳にチップを埋め込み、普段はホテルマンとして働いているが、ひとたび裏の仕事となれば完璧な連携を実現する暗殺集団と化す。

　白いマスクが特徴的な彼らは、人呼んで「ブギーマン」。目を付けられたが最後、ラグジュアリーかつコンフォータブルに八つ裂きにされるともっぱらの評判だ。

「でもあの趣味悪ぃドローンは奴やつらのやり方じゃなさそうだ。他に誰かいんのか……？」

「……！　き、来ます！」

「あ？　ああ、おう」

　廊下の向こうに白い影。薄暗い中、ミソギの両手両足が妖しく光る。

「ナメられたもんだな。外からならともかく、狭い中でこのオレに喧けん嘩か売るかよ」

　亡もう者じや刀、抜刀。低く身を屈かがめ、次の瞬間ミソギは、フィリスと泳くくりの視界から消えた。




「──えっとぉ、とりあえず病院かなぁって思ってぇ、腕のいいとこ張ってみようってゆー」

　クッションを抱き、枕まくら森もり酔すい花かはロリポップキャンディを口の中で転がしている。横にしたスマホをゲームのコントローラーみたいに持ち、目を見張るペースですいすい操作。

『ははぁ、それで見事特定したと。確かにヤク中はとりあえず医者に見せますなぁ。いやお見み逸それしました、枕まくら森もりさん』

「いっひひ、もっと褒めろ～」

　ヘッドホンからは真ま淵ぶちの声。病院向かいのビルの屋上にレジャーシートを敷き、タブレットＰＣとスマホを同時操作して、酔すい花かは戦場を観察する。

　起動しているアプリは自作だ。戦場と化した病院の映像がリアルタイムで送信され、院内の正確なマップが出る。ブギーマンと酔すい花かの端末は、彼らのチップを介して繫つながっていた。

「そんじゃ室内戦……と。うわすっご無双じゃん。死神ちゃんヒくわー」

　正面入り口から突入させた殺し屋は決して少数ではない。ライフルやサブマシンガンで武装だってしている。しかし、マップに記された信号と通信から察するに酷ひどいことになっていた。

（ま、いいけど。そっち本命じゃないし～）

　ドローンは一機ではなかった。外を飛びまわる無数の目から、酔すい花かは院の内外の様子をほぼ完璧に把握している。今ドンパチやっている箇所の、ちょうど反対側に窓があることも。

　予定通り、そこから別動隊を侵入させる。最悪死神は始末できずとも「例の積み荷」を確保できれば今回はそれでいい。待機しているブギーマンに合図を送ろうとして、

「……おりょ？」

　その信号が次々途絶していく様に、目を丸くした。




　照明の落ちた院内で、銃と刃が交差する。

　いかに武装していようと、近接戦においてミソギは無敵だった。驚異的機動力で床を踏み、壁や天井をも蹴って信じがたい立体的軌道を見せ、亡もう者じや刀で斬って斬って斬りまくる。仮面、ライフル、骨肉と斬るもの選ばず、病院内にたちまち血の雨が降る。

　また一人の首を刈り取る。仮面の生首から魂の炎が生じ、錠じよう眼がんがそれを「視み」た途端、一片残らず瞳の中に吸い込まれていった。回収完了。こいつの魂ねうちはいかほどだろう。

　刀の手応えが六を数えた頃、唐突に懐ふところに何者かが飛び込んできた。

　ブギーマンが一人、死角から接近してきていた。手にはナイフ。対するミソギは右腕を振り抜いた直後で、相手はもう間合いの内側に入っている。流石さすがに、動きがいい。だが。

（こっちもとっくに溜めてんだよ……！）

　ボッ──と小さな爆炎が弾はじけ、次の瞬間ナイフ使いが吹き飛んでいた。

　そのまま床と水平に吹っ飛び、廊下の突き当たりに叩たたきつけられて動かない。彼のどてっ腹は砲弾の直撃でも受けたかのように陥没していた。

　掲げたミソギの右脚が、細い煙を吐き出している。

「居合い蹴り、ってな」

　脚部のスラスターの応用だった。膝から下の可動部をロックし、タイミングを合わせて炸さく裂れつの勢いと共に放つ。単純ゆえに蹴り足は視認不可能の速度に達する。

　院内に静寂が戻った。おそるおそる泳くくりを連れてきたフィリスに、軽く手を挙げて応える。

　さて、問題はここからどう出るかである。

　外に狙撃手がいる以上、院内に釘くぎ付づけなことは変わらない。どうもこっちの動きは読まれているらしく、無策で飛び出るわけにもいかなかった。しかも悪いことにレイスはちょっと離れたコインパーキングに停とめっぱなしだ。駐車料金も気になる。

「え、あれ？　通信が……？」

　フィリスが自分の端末を取り出す。聞こえてくる声に、彼女もミソギも驚いた。落ち着き払った涼やかな、フィリスに対してのみ親しげな──聞いたことのある声。

『大丈夫かい、姉さん』

　顔を見合わせる。相手はこっちの動きなど承知の上らしく、ミソギに一転して冷たい声で、

『スナイパーをなんとかしてやる。僕の言うことを聞け、野の良ら亡もう者じや』




（ん～……ありゃ、突入しくった？）

　屋上の酔すい花かは、足でクッションをぐにぐにしつつ狙撃班に通達。

「もしもーし、こちらスイちゃんだよー。あんねぇ、中に入った人らみんなヤられちゃったっぽい！　今ターゲットが正面から出ようとしてるー。女の子以外はふつーに撃っちゃっていいから、目ぇ離さないどいてね。よろ～☆」

　狙撃手が素早く移動を開始した。病院と道路を挟んだ向かいにあるこのビルは、部屋を移せば院のほぼ全域をカバーできる。複数の銃口が正面入り口に向けられた。

　さて、と頭を切り替え、酔すい花かは端末を操作する。

　他に誰かがいる。

　死神は一番手の突入班を全員斬り捨ててのけた。問題は二番手を消した何者かだ。あちらにも仲間がいたのか、まさか真ま淵ぶちの言う「存在が確認されていないもう一人」──？

　と、十秒と待たず、正面入り口から誰かが飛び出した。

　手て練だれの暗殺者たちは、その影の形と大きさを瞬時に察知した。男だ。撃ってよし。頭、胴体の各急所、両脚を別々の狙撃手がほぼ同時に撃ち抜いた。だが手応えがおかしい。

　砕けて転がるのは、ただの人体模型だった。

　直後、撃った狙撃手が、連続してカウンタースナイプを喰くらった。

　一撃で正確に頭を貫かれた。狙撃手は窓から落ち、驚いたことに、塩となって散る。

「おーっ!?」

　人体模型は囮おとり。中の誰かが入口から投げ出したのだ。そこから狙撃位置を逆算し、何者かが撃ち返してのけた。ドローンの目を振り回したが院の周囲には誰もおらず、自分もこっそり顔を出して、酔すい花かは肉眼でその男を見た。

　一階建ての外科医院の屋上、黒衣の神父が立っている。

　持っているのは異様な銃だった。先から先まで銀一色、かなり大きいが恐らくハンドガン、銃火が蒼あおく光っていたように見えるが、何より──

（うわうっそ、あの距離からリボルバーで当てちゃうの？　ひゃーっ！）

　残ったブギーマンが応戦するも、神父は慣れた様子で物陰に身を隠し、あっという間に撃った分の弾を込め直して、お返しの狙撃をぶち込む。窓もカーテンも、角度によっては粗末な壁さえも貫いた弾丸は、驚いたことにものの一発でブギーマンたちを抹殺してのけた。鉛玉の一発や二発は平気なのが亡もう者じやの戦いなのに、これでは話がおかしい。

　しかし酔すい花かは、イレギュラーの乱入に焦あせるどころか歓喜した。

　全員に通達。プランを変える。狙撃班を何人か残し、残りは直接殺やりに向かう。

「んへへっ。楽しくなってきた！」

　続いて酔すい花かは、脇に置いていた大きなボストンバッグを引き寄せる。




　向かいのビルから、白い仮面の殺し屋たちが飛び出してくる。

　まだまだ数多い。持ち替えたのはライフルにサブマシンガンと相変わらず高そうな得物ばかりだ。ミソギは正面玄関から歩み出て、陣形を組む敵を右から左に睥へい睨げいした。

　思いがけず現れた助すけっ人とが屋根から跳んで、ちょうどミソギの真横に降り立った。

「……君とあの小娘は、よくよく面倒事を引き寄せるらしい。襲われるのは勝手だけど姉さんまで巻き込まないでほしいな」

「うっせーな、オレのせいじゃねぇよ」

　どこで何をしていたか知らないが、肝心な時には現れるようだ。並んで立ち、目も合わせないまま前だけ向いて、ひとまず今後の方針だけ確認しておく。

「別行動は無理そうだな。これ以上姉さんを危ない目には遭わせられない」

「ああ。こうなった以上は利害の一致ってやつだ」

「はっきり言って悍おぞましいけど……」

「ぜんっぜん気は進まねぇが……」

　一瞬の空白。

「……君が言え」

「は？　ざけんな、そっちが言えそっちが」

「嫌だ。虫むし唾ずが走る」

「あのなぁ、お前から来たんだろうが!?　変なとこで横着してんじゃねぇぞ！」

　もちろん敵は待ってはくれない。とうにポジションについたブギーマンが横よこ槍やりを入れる。

　二人は同時に動いた。アッシュは横に、ミソギは真上に跳んでライフルの連射を回避。雨う炎えん鋼こうの左腕が伸び、敵の頭をぶち抜く頃には、蒼あおい銃火が三人の亡もう者じやを狙撃していた。

　着地して目を合わせ、できれば言いたくないことを、やはり同時に吐き捨てた。

「……共同戦線だ。あーあbloody hell」

「手ぇ組むぞ、畜生が！」




　フィリスは院内の窓まど際ぎわに身を潜め、外の乱闘を見守っていた。

「す、すごい……」

　ずぶの素人しろうとから見ても、二人の動きは凄すさまじかった。片や人外めいた速度で駆け抜け、刹那の閃ひらめきで獲物を刈り取る一条の刃。片や幽鬼のごとく姿を消しては表し、一発一発確実に咲いては撃ち抜く銀の弾丸。

「誰だねあの神父は」

　いきなり声をかけられてフィリスは飛び跳ねた。さっきヘッドショットを喰くらったフランケンシュタイン博士が、応急的に頭の穴を埋めた姿で座っている。本当に無事だったのだ。

「あ……アッシュ、といいます。こちら側のエージェントで、人間です」

「ほう。……まさかミソギについていける人類がいるとは。興味深いな。実に興味深い」

　泳くくりは窓枠に両手を乗せ、自分にしかわからない何かの匂いを嗅ぎ分けて呟つぶやく。

「にてる」




　真後ろから銀の弾が飛んできて、ギリギリで避けた。白い方の髪を何本か千切り、弾丸はそのまま一直線に、ミソギの真正面の敵を撃ち抜いた。

「あっぶねぇな！　オレごと撃ち殺すつもりかよ!?」

「位置取りくらい考えな。君に合わせてやるつもりは無いよ」

　素っ気なく返しながら、アッシュは敵の頭をトマホークでカチ割っているところだった。横よこっ面つらに殺気、ミソギは身を反らして銃撃を回避。足元に落ちていたライフルを蹴り返し、それに気を取られている隙に急速接近、返す刀で斬り捨てた。

　高級ホテルの殺し屋たちは、乱戦で確実にその数を減らしていく。いかに手て練だれの集団といえども、「死神」と「人喰い鴉レイヴン」に睨にらまれて無事でいられる者はいなかった。が──

「邪魔だ、そいつは僕がやる」

「はぁ!?　なもんいちいちぅぉおおいッ!?　カスったぞ今てめぇ弾がオイ!!」

　ペースは、必ずしも合っているとは言えなかった。

　ミソギもアッシュもお互いを「勝手に暴れる邪魔な奴やつ」くらいにしか考えておらず、交通事故的に動きが重なる一瞬だけ互いを認識する。その変調がまたテンポを乱すのか、ブギーマンの連携も乱れ、内部からどんどん押し崩されていく。

　このまま押し切れる。頭の隅で確信するミソギだったが、嫌な予感が頭から消えない。最初のドローンは誰の持ち物だろう。白兵戦が始まってから静かなものだが。

　と思った矢先、アスファルトに小さな影が落ちた。

　十、いや二十はくだらない。飛んでおり、鳥でも虫でもなく、この形はさっき見た。

　見上げると例のピンクドローンがうじゃうじゃ舞い降りてきて、ビルの屋上から──

『おはよーございまーっす』

　女の声と共に、ピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんの雨。

「げっ!?」

　同時に、爆発。

　ミソギは何メートルも後方に吹き飛ばされた。飛び散る破片フラグは辺り一帯を食い荒らし、かつて亡もう者じやだった塩や灰を天高くぶっ飛ばす。

　受け身もそこそこにアスファルトに転がり、立ち上がると近くの物陰にはアッシュ。こいつ先に身を隠していやがった。アッシュはミソギを一いち瞥べつして、ほとんど直撃に近い被害にも関わらずピンピンしているミソギに「ふうん」みたいな顔をした。

　ドローンの編隊はすべて二人を見ており、更にその上、ビルの屋上に誰かがいる。

　どうも女らしい。ショッキングピンクのパーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶり、地上からでは顔がよく見えない。肩から提げたピンバッジだらけのスクールバッグは物騒なガジェットでぱんぱんに膨らんでおり、右手にスマホ、左手には拡声器。まるで原宿帰りのテロリストだ。

『あーあー、てすてす。きみたちはホウイされているー。ただちに女のコを置いて投降しちゃわないとヤバいよ～』

　返事もしないでアッシュが撃った。軌道上のドローンがついでで撃墜され、少女はびっくりして隠れる。拡声器越しのじゃれるような声だけが響いた。

『うっひゃ、こわ～い☆』

「さっきから何のつもりだてめぇ!?　誰の差し金だ!?」

『それ言っちゃうとマズいんだよなぁ～。まあいーじゃん、こういうのも──さっ！』

　再び顔を出す少女は、細腕にあまりに似合あわない回転チャンバーの連発式グレネードランチャーを持っていた。

『地獄の沙汰も遊びかた次第っ！　一緒に踊ろうぜーっ!!』

　遠慮なしの対人榴りゆう弾だんが、空から「しゅぽんっ！」と撃ち放たれた。

　たまらず駆け出す。すぐ背後で爆炎が起こり、横を見ればアッシュも並走していた。

「どうしてついてくる？　君が狙われろよ」

「お前がオレにくっついてんだよ！　散れ散れっ！」

　どがんっ！　ばごんっ！　ずどんっ！　──追いかけるように砲撃が続き、爆ばく轟ごうが二人の背中を押す。空を見ればドローンが宙を滑って追いかけてくる。これを全部あの娘が操作しているのだろうか。一機一機をよく見て背筋が凍った。

　全機、小口径のマシンピストルを搭載している。無数の銃口が空からこっちを狙う。

「ちっ、雨う炎えん鋼こう……！」

　ミソギの両手の甲が変形。扇のように大きく展開する。

　それを見たアッシュは「何かをやる」と判断し、動物的直感でミソギを盾とする。広げた両手が空に向けられるのと、ドローンが遠隔操作でトリガーを引くのは同時だった。

「──変異・遮断ッ！」

　ミソギを中心として、半球状の分厚い盾が生まれた。

　小口径弾の雨は、突如現れた盾に阻はばまれ、けたたましい音と火花を散らして弾はじかれる。

「へえ、これはどういう原理なのかな」

「そういう材質ってだけだ！　けど、あんま長くは持たねえぞ……！」

「そう。あと十秒そうしてて」

「長く持たねえって言ったよな!?」

　変異はミソギの意思がトリガーとなる。集中が乱れると戻ってしまうので、こうも雨あられと銃弾をぶち込まれていつまでもこうしてはいられなかった。

　防壁に守られながら、アッシュは冷静に編隊を観察する。一人で全機操作しているとしたらああ見えてかなりのやり手だ。一機二機を撃ち落としたところで意味が無い、が──

「……あれだ」

「どれが!?」

　一杯いっぱいなミソギに構わず、アッシュは膝立ちでデリンガーを構える。

　狙いはひとつ。距離、角度ともに問題なし。ドローンの掃射が一旦収まる。取り囲んでいた編隊が弾倉を撃ち尽くし、次の編隊が来る。

　その間かん隙げきを、撃ち貫いた。

　銃弾は編隊を突き抜け、一見なんでもない、武装すらしていない最後尾の一機を撃墜した。

　途端に、一つの生き物のようだったドローンの統制が一気に乱れた。

『えーっ!?　なんでわかったのー!?』

　同じことをミソギも聞きたい。アッシュはこともなげに答える。

「鳥の群れにもボスはいる。そういう奴やつは大抵、後ろの方で全体を見渡しながらふんぞり返っているものだ」

　墜おちたドローンは「指令母機」である。主のコマンドを子機に伝達させる中継役だ。

　注意深く見れば母機のデザインだけわずかに違っていた。相手の少女は見た目のイメージ以上に計算高く、塗装の差異にも何か意味があると読んだのが見事的中したのだ。

『あーもっ、再接続っ！』

　そして、バックアップはもう何機かある。少女のコマンドで指揮権が入れ代わり、編隊が秩序を取り戻す。アッシュはそのバックアップのおおまかな位置すらも、既に見抜いていた。

　左手で懐ふところの自動拳銃を抜く。こちらは救済兵装ではない副兵装サブウエポンで、状況に応じて銀と鉛の弾丸を使い分けられる。今回は鉛の方。二丁拳銃となり、一言こう言い添える。

「……鴉からすは群れないけれどね」

　編隊の中央に躍り出て、連射連射連射。右のデリンガーで指令母機を狙い、左の自動拳銃で最低限の邪魔者を排除。種が割れたドローン編隊はアッシュの動きに対応しきれない。中継器を守らねばならず、かといってアッシュの正確無比な射撃を無視できない。

　対するアッシュはドローンの位置関係を完璧に記憶している。今の彼にとって無人機ごときの編隊を崩すのは、とうに解法の知れたチェス・プロブレムを解くことと変わらなかった。

『もー、ちょっと待ってってばー！』

　少女がランチャーを構え、アッシュがミソギを一いち瞥べつする。言いたいことは一発でわかっった。

「──そっちは任せるぞ！」

　咄とつ嗟さにそう返して盾を戻し、全速でビルに接近。

　榴りゆう弾だんの発射に合わせて、ミソギは大きく跳んだ。

　空気の抜けるような音と共に、拳大の榴りゆう弾だんが飛来する。着弾の衝撃で爆発する瞬発信管のそれを、ミソギは炸さく裂れつさせずキャッチした。空中で旋転、勢いを右手の先に乗せて──

「返すぜッ!!」

　屋上に、投げ返した。

「うわぁお!?」

　少女は慌てて避ける。ぶん投げられた榴りゆう弾だんは屋上の縁にぶつかり、爆発した。

　衝撃は少女にも届いた。スマホやら拡声器やらランチャーが吹っ飛ぶ。ほとんど同時にアッシュが中継器をすべて撃ち落とし、リンクの切れたドローンが次々と墜落して沈黙。着地するミソギと、排はい莢きようするアッシュの目がかち合う。気に入らないことだらけだが、ともあれ──

　──腕はいいらしいな。

　二人、同じことを考えた。

「わっ、とっ、とぉおっ……!?」

　ブギーマンは全滅。最後の少女もすっかり無力化され、爆発をまぬがれたはいいものの、屋上から落っこちそうになっている。

　必死にバランスを取る様子を見上げ、ミソギは声をかけた。

「おーいっ！　どこの誰か言ってくれりゃ、助けてやってもいいぞー！」

「今それ話せる余裕あるかなーっ!?」

　別に落としてもいいと言えばいい。亡もう者じやだったらそのくらいは「ごめん」で済むし、幸い向かいは病院だ。変なパーツをオマケにしてもくっつけ作業はお手の物だった。

「わったっ、あ!?　やばやばばば、あ、だめだこりゃ」

　限界が来た。案外あっさり諦める少女の、フードが風に煽あおられ、取れた。

　顔が見える。

　ミソギは考える前に飛び出していた。砲弾さながら一直線に、少女の落下地点へ。

　間に合った。地面に激突する直前、思いがけず小柄な彼女を両腕で受け止める。

　ブレーキなんて欠片かけらも考えていない。出すだけ出したスピードのままミソギはビルに激突し、壁に穴を開けて室内に転がり込んだ。その間ずっと少女を抱きしめ、守り続けていた。

「ありゃ？　……おぉん？　アタシ生きてる？」

「──おッ、まえ、な……ッ」

　改めて見ると、ずいぶん幼い感じだ。まだ子どもじゃないだろうか。一回り近く年下の女と出くわすのは短期間で三人目だが、どいつにも一癖あって正直うんざりした。

「え、なになに。アタシ助けられちゃった感じ？　マジで!?　なんでなんで？」

　かなりの美少女だった。ぱっちりした黒蜜色の目にアイシャドウがよく映える白はく皙せき。長い睫まつ毛げは先端まで綺き麗れいに反っており、ミソギにはさっぱりだがいわゆるギャルメイクか。胡桃くるみ色のふんわりした髪が風に揺れて、その火薬臭さがものすごく不釣り合いに見えた。

　何より、血色のいい肌、光を宿す瞳。そこには、遠目でも一発でわかる命の気配がある。

「逃げろ」

　少女は、ぽかんとしている。

「いいから早くしろ！　モタモタしてると、オレはともかくあっちが黙っちゃいねぇぞ！」

「おぉおお？　今度はなに!?　ねえねえ教えてよなんでなんおわーっ！」

　いつまでも抱いていられないので投げ飛ばした。少女はすってんころりん床に転がり、起き上がって目を丸くする。しっしっと追い払うミソギに満面の笑みを返し、わからないなりに意を汲くんだか、戦場とは反対側の窓に走る。

「あははっ、亡もう者じやのやることっておもしろーい！　じゃ行くね！　楽しかったよー☆」

　飛び出しざまにスマホを操作すると、物陰からピンクのスクーターが自動操縦で飛び出してきた。少女はミソギにウインクを投げ、驚くような早さで逃げていく。

　スクーターは「ぱっぱらー」と能天気なクラクションだけを残して、消えた。

　つくづく、参った。

　軋きしむ両脚で立ち上がり、壁の穴から出ると、ドローンの屍しかばねの山でアッシュが待っている。

「──女は？」

「行ったよ。オレが逃がした」

「……どういうつもりか、答えてもらおうか」

　当然、そうなる。持ち上がった銃口がミソギを向く。返答いかんによってはそのまま撃つと全身の冷気が語っている。どうもこうもなく、ミソギは見たことをそのまま答えた。

「あいつは人間だ」

「だからなんだ？　それでも敵だ。なぜ罰さない？」

「オレは取り立て屋だぞ。魂の収穫が仕事であって、人殺しじゃねえんだよ！」

　アッシュは顎を上げ、とんでもない馬鹿を見る目をした。

「──少しは使えると思っていたけど、見込み違いだったな、死神」

　そのままためらいもなく、引き金を絞り──

　ぺた。

　小さな手で背中を触られた。気配すら察知できなかった。アッシュは反射的にそちらに銃口を向けて、その思いがけぬ姿に毒気を抜かれる。

「…………何だいこれは？」

　小さなお化けがもごもごしているかと思えば、シーツを被かぶった泳くくりなのだった。

　特に意味はない。病院内に落ちていたから拾ってみた。本人としては火薬の匂いが充満する路上から鼻を守るとか守らないとか、そんな程度だ。

「アッシュ！」

　追って、フィリスが駆け寄ってきた。アッシュは一転笑顔になり、

「やあ姉さん、大丈夫だった？　離れていてごめんよ。すぐに片付けるからね」

　態度を変えてもミソギへの殺気は納めていない。フィリスは息を整え、泳くくりを下がらせる。

「彼を撃ってはいけません」

「……どうして？」

「私とこの子は、彼に助けられました。御み殺そぎ十じゆう三ぞうがいなければ死んでいたんです」

　アッシュは目を細め、泳くくりとフィリスを見比べる。姉はともかく、そっちはだからどうした、と言いたげだ。けれどフィリスはめげなかった。

「同じように、あなたが来なければこの場を切り抜けられませんでした。どちらの力も無くてはならなかったんです！　アッシュ、やっぱり私たちは手を組むべきです！」

　おいちょっと待て勝手に話進めんな、と口を挟もうとしたミソギの裾を泳くくりが引いた。見れば泳くくりは場の空気を嗅ぎ分け、何のつもりか断言した。

「だいじょうぶだから」

　何がだよ。

　アッシュは首を軽く傾け、小さくこれだけを問う。

「……それは、命令？」

　フィリスは少し悩み、それが正当かもわからないが、思うままを述べた。

「いえ、というより……お願いです。……死神は、私の……恩人でもありますから」

　それからアッシュは、不気味なくらい長く黙った。視線を虚こ空くうに泳がせ、首のペンダントを握り締める。そうしてようやく、銃をしまった。

「……先に言っておく。君のことは嫌いだ」

「けっ、珍しく意見が合ったな。せいぜい良い子にしてろ、アッシュ君よ」

　ああ、それから──

　二人、お互いを指差し、誰に対しても刺す釘くぎを一突き。

「オレを死神と呼ぶな」

「姉さん以外がアッシュと呼ぶな」

　フィリスは嵐の去った路上に立ち尽くし、男たちを見比べて「はぁ」と一息ついた。
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　　　　〇




　病院内は惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

「これはもう、うちでククリ君を預かるわけにはいかんなぁ。場所が割れたのでは」

「すみません。私わたし達たちのせいで……」

　ほ、と博士は、フィリスの態度に意外そうな顔をした。

「真面目だね。貴君は亡もう者じやが嫌いだと聞いたが」

「あ。いえ……それは、そうですが。やはり迷惑をかけてしまった以上は」

　博士の言うことも間違いではない。だが、一言に「嫌い」とも言えなくなっている。

　フィリスにしてみれば初めてだらけのことだ。死者の街も、そこに暮らすミソギや博士のような亡もう者じやも、毎日毎晩行われる戦いも。全てここでは現実だ。

　アッシュはさっきから一言も口を利きかない。常に視界にフィリスを入れていながらも、今はまったく別のことを考えているかのようだった。

　少し待つと、裏からレイスが回ってきた。くたびれきったミソギが窓から顔を出し、「とっとと乗れ」とジェスチャーを示す。泳くくりが後部座席からぱたぱた手を振ってきている。

「見事だろう、あの男は」

　博士はミソギを眺めながら微笑した。

「ジュウゾウ・ミソギは究極の改造亡もう者じやだ。彼こそ全ての亡もう者じやにとっての死、収穫者リーパーだよ。あの義肢の素材はこの世には無いものでな、一度分解してよく見てみたいんだが、悲しいことにいつも断られる」

「彼は──」唐突にアッシュが口を開いた。「いつから死神とやらを、しているのかな」

「幽界現象が起こった、まさにその年からさ。以前はただの学生だったという。一度地獄に落ちたのを、閻えん魔ま女史と契約を交わし、戻ってきたのだ」

　彼女の語りは玩具の自慢をするようでも、テレビのヒーローの話をするようでもある。十九世紀に死んだ天才が見る「未来」の姿がこれだとして、心から楽しそうだった。

「十年だ。十年だよ。彼は悪人悪鬼ひしめく地獄の東とう凶きようをのたうち回り、たった一人で、一つ一つ確実に魂の債権者どもを刈り取っていった。──だからこそ、敬意に値する。探求を止めず、諦念を否定することこそ、人間の魂を輝かせるのだ」

「──おい、何ぼそぼそ喋しやべってんだ!?　さっさと乗らねーと置いてくぞ！」

　業を煮やしたミソギが、鉄の手で車体をがんがん叩たたく。

　それを見返すアッシュの目に、どんな感情が込められているか、フィリスにはわからない。

　束つかの間まとはいえ目的と同じくする「仲間」を見る目か。

　はたまたいずれ銃口を向けるに相違ない「標的」への目か。

　別わかれ際ぎわ、フランケンシュタイン博士は二人に口を寄せて、最後にこう囁ささやいた。

「彼の本当の体は、地獄にあるのだよ」








第３章　俺は俺にしか従わない






　十年前の夜は、昨日のことのように覚えている。

　赤く融とける月、降り注ぐ火炎と人血の瀑ばく布ふ。巨大な死のうねりの中で、逃げていた。

　すぐ後ろで妹が泣いていた。その手を決して放すまいと誓った。

　どこへ逃げればいいのかすらわからず、ただもう地の果てから果てへ続くような断末魔に追い立てられて走り続けた。飛行機が落ち、そこらじゅうが燃え、悲鳴と怨えん嗟さが轟とどろく中で、天まで届くばかりの巨大な「何か」の翼を見た気がする。

　最後の記憶は裂ける地面。亀裂は深く、遥はるかな底で無限の炎が燃えていた。何かを考える前に、妹を地割れの外に突き飛ばしていた。自らを省みず。落ちる先はどことも知れず──




「御み殺そぎ十じゆう三ぞう」

　急に名前を呼ばれてハッとする。気が付けば、広いオフィス然とした場所に立っている。

　左右の壁には巨大な書棚、奥の窓まど際ぎわには豪ごう奢しやなプレジデントデスクとＯＡ機器が一式。窓の外は燃えており、夏の最もおぞましい夕焼けのように赤くまばゆい光が差し込んでくる。

　デスクには女がいた。赤いセルフレームの眼鏡を上げ、火と同じ色の目でこちらを見る。

「右目をどうした。どこかに落としてきたか？」

　言われて初めて、ミソギは視界の狭さを自覚した。女がＰＣで何かを操作したかと思えば、すぐ目の前に忽こつ然ぜんと鏡が現れて、自分の顔を映す。

　右目が無くなっていた。

　ぽっかり開いた眼がん窩かの奥に、ささやかな熾おき火びだけが残る。悲鳴を上げた。痛みは無かった。

「何が……」

「いやな、たまにおるのよ、送られる際に体の一部を落としてしまう奴やつが。まあよほど深い層でなければ回収可能じゃろう、手配しておくゆえ辛抱せい」

「じゃなくて、──オレに、何が起こって」

　女が何気なく後ろを指差す。そちらを見て、ぞっとした。

　背後、大開きになった両扉の向こうは長い長い廊下で、果ても見えない老ろう若にやく男なん女によの大行列がどこまでもずらっと伸びていた。彼らの表情には一様に色がなく、夢遊病者かはたまた幽鬼のような佇たたずまいでただ「順番」を待っている。

「ここは地獄じゃ。おぬしらは、死んでここまで送られてきた」

　言葉も無い。

「……にしても今日は多すぎるが、上で何があった？　核戦争でもおっぱじまったか？」

　知るわけがない。だが「死」という言葉が生々しく胃いの腑ふに落ちて、急に記憶が蘇よみがえった。

　破綻する街。血と炎と満月の赤。その鮮烈な色が、全身に現実感を取り戻させる。

「ま──待てよ、は!?　今なんて言った!?　死んだ!?　オレが!?」

「じゃからそう言うとろうが」

「噓うそだ！　全然そんな気しなかったぞ！　ただ大きな地割れから落ちて──」

「何度も言わすな。閻えん魔まは噓うそをつかぬ」

　夢とは思えないほどにすべてがクリアで、「閻えん魔ま」を名乗る女は絶対的にそこに在る。

　だとしたら。

「妹がいたんだ！」考える前に叫んでいた。「名前は六ろく々ろ！　あいつはどうなった!?」

「ほう」自称閻えん魔まは片眉を上げ、「死にたてのくせにイキがいいと思うておったが、死んだ瞬間を覚えておるのか。普通そうはならぬがな。変わった奴やつじゃ」

　ミソギにはまだ妹の手の感触が残っている。あまりにも唐突だったから死んだ実感さえ湧いていないのかもしれないが、覚えている以上、死んで死に切れるものではない。いいから早く教えろと急せかすと、閻えん魔まは膨大な今日付けの死者リストを確認し、断言した。

「──『御み殺そぎ六ろく々ろ』の名は無い。生きておるな」

　全身から力が抜けた。妹は助かった。少なくとも、そう信じたい。信じるしかない。

　だけど、自分はもう死んでいる。

　放心状態で立ち尽くすミソギに、閻えん魔まは何か思うところがあったのだろう。不慮の死を遂げた相手を慰めるのは慣れているのかもしれない。笏しやくを左右に振りながら、

「まあ、そう気落ちするな。真面目に勤め上げれば地獄も案外悪うはないぞ。見たところおぬしは大して悪さもしておらん、相応に取り計らってやるゆえ──」

　いきなり、大きな縦揺れが起こった。

　閻えん魔まはズレた眼鏡をかけ直し、けたたましく鳴り出した卓上電話を取る。

「うむ、わしじゃ。今のは何事か？　亡もう者じやどもが騒いでおるが……」

　受話器越しに部下の獄卒がなにやら喚わめき立たてる。内容までは聞こえなかった。手持ち無沙汰なミソギを前にして、閻えん魔まは「報告」を聞き届け、目を見開いた。

「──なんじゃとォ!?」

　音を立て立ち上がり、閻えん魔まは後ろの窓を全開にした。熱気を孕はらんだ錆さび臭い風が吹き込んで、外に広がる光景にさしもの彼女も震しん撼かんした。

　赤い空の頂点に、巨大な穴があった。

　地獄の亡もう者じやたちが否いや応おうなく吸い込まれていく。まるでブラックホールだった。目を凝らしてみると、穴の向こうに星が見えた。夜空だ。地獄とは違う、この世の空だと直感した。

「ちぃっ──黄泉よみ返りじゃ！　亡もう者じやが現世に帰るぞ！　門番は何をしておる!?」

　閻えん魔まはただちにあちこちに電話をかけ、ものすごい勢いで指示と連絡と叱しつ咤たを飛ばしまくった。彼女にも、いやそれどころか、地獄全体にとってもイレギュラーな事態なのだとそれでわかった。現世の人間は死に、冥界の住民は生き返るのか。それではあべこべだ。二つの世界がミキサーにかけられたみたいにごっちゃになり、そこから先は……想像もつかない。

「動ける獄卒を今すぐ回せ！　現世うえに戻った亡もう者じやを引き戻さねばならん！　幽明の境界が破綻してしまうのじゃぞ！　──人手不足ぅ!?　こっちの騒ぎは承知の上じゃ、とにかく誰かが向かわねばとんでもないことになるぞ!!　責任者は誰ぞ!?　あ、わしじゃった」

　わかることは、ただ一つ。あの穴から戻れるということ。

「オレが行く」

　考える前に、断言していた。

「……なんじゃと？」

　ミソギは足を大きく踏み出し、大きなデスクを挟んで彼女に詰め寄った。

「聞こえなかったのか？　そいつらを連れ戻してやるから、今すぐオレをあっちに戻し」

「馬鹿者がっ!!」

　信じられないほど強烈な一喝を喰くらい、ミソギは声だけで吹っ飛びそうになった。

「死者は戻らぬ！　これは絶対の真理じゃ！　言うに事欠いて貴様、冥界の王にその法を曲げよと申すか!?」

「今さらそんなもん通るか！　上見てみろ、みんな戻ってんだろうが!!」

「じゃからなんとかすると言うておるのじゃ!!　余計な気を回さんで貴様は貴様の死をまっとうすればよい！　それが人の務めというものぞ!!」

「知るかぁっ!!」

　両手でデスクをぶっ叩たたく。意外なほど強硬な態度に、今度は閻えん魔まがのけぞる番だった。

「地獄が何だ!!　妹あいつが上にいるのに、オレだけ死んでる場合じゃねえだろうが[image: かんたんふ]」

　絶叫が響き、戸外の廊下の果てまでこだましていく。並び立つ順番待ちは無言。彼らもまた上の騒ぎで死んだのだろうか。気の毒に思うが、今ここで列に加わるわけには、いかない。

　残響が消えるころ、閻えん魔まはすっと目を細める。

「……保障は？」

「保障？」

「仮におぬしを回収役に任命したとして、真面目に職務を遂行する保障じゃ。口ではなんとでも言えよう。妹を救うもよかろうが、その後も変わらず使命を果たすと約束できるか？」

　上等だ。身を乗り出し、ミソギは断言した。

「あんたに、オレが持つ全部を捧ささげる」

　ほう──と呟つぶやく閻えん魔ま。

「こいつは借金みてえなもんだ。そのカタに持っていけるもんなら全部くれてやる！　たとえ首だけになろうが、命さえある限り、あんたに懸ける!!」

　吼ほえながら、頭の芯は不思議なほど冷静だ。異常事態すぎて一周回ったか、どうあれそれは数秒前まで「ただの学生」にすぎなかったミソギが初めて見せる、鋼はがねのような精神力だった。

　一瞬、閻えん魔まが獰どう猛もうに口元を歪ゆがめた。ついにキレたかと思ったが違う。むしろ、真逆──

「く……くふはっ。ふははははははははははっ!!」

　首を逸そらし、その場で呵か々か大たい笑しようした。

　地の底から響くような笑い声だった。全身をびりびり震わす音圧に、ミソギは今更になって目の前の女が正真正銘、冥界の王であることを実感した。

　爆笑することしばし、閻えん魔まはふっつり笑みを引っ込め、

「よかろう。ならば、貰もらおうかえ」

　──ばづんっ!!

「!?」

　強烈な断絶感。ほとんど同時に重なって、四つ。

　両手両足が根本から切断され、笏しやくの動きに合わせて浮遊していた。

　少しも痛くなかった。断面が焼けたように燻くすぶっており、くらげのように浮かびながら、ミソギは残った左ひだり眼めで呆ぼう然ぜんと閻えん魔まを見た。

「これが担保じゃ。借金とは言い得て妙よな。おぬしが職務を完遂せしあかつきには、これらをすべて返却し、特例として人に戻してやろう」

　言いながら閻えん魔まは何かを手配し始めた。

　雨う炎えん鋼こう──義肢も兼ねた「仕事道具」。見せられたモニターに、そうあった。

「──遂げてみよ、御み殺そぎ十じゆう三ぞう。額にして一〇〇億、見事完済するのじゃ」

　ああ、と返そうとしたが、

「ひゃくお……一〇〇億ゥ!?　どっから出てきたその数字!?」

「よく言うじゃろう、地獄の沙汰も金次第と。あれも一面では真実なのじゃな」

　続いて画面を切り替える。モニターには死者のリストと、それぞれの罪の多寡に合わせた金額が設定されていた。安ければ数十万、高額のものは億にものぼる。

「こっちも仕事でやっておるのじゃ。獄卒には給金が要るし、亡もう者じやが出ていけばそれだけの損失が出るわけよ。──それを全て、おぬしにおっ被かぶせる」

　彼女の視線はこちらから逸それない。公明にして正大、合理的にして酷薄なレンズ越しの鋭い視線はしかし、ミソギにとっては確かに蜘く蛛もの糸だったのだ。

「どうする。やるか？　進むは地獄、留まるも地獄ぞ」

　笑わせる。その地獄が溢あふれ出でた以上、どこにいたって同じだろうに。

　にやりと歪ゆがむ引きつり気味の笑顔に、閻えん魔まはまさしく鬼神のような笑みを返した。




　気が付けば、夜。冷たく鋭い地上の風。

　地上は燃える血の海に沈み、陸地はごくわずか。その陸でも血に渇いた亡もう者じやどもが蠢うごめき、人の心臓から喉を潤そうとしていた。見慣れた少女はそこにいて、綺き麗れいだった黒髪を煤すすで汚し、亡もう者じやの手から逃れられない。

　そいつらを、ものの一発で蹴散らした。

「──お、お兄ちゃん？」

　へたり込んだ六ろく々ろは、変わり果てた兄を呆ぼう然ぜんと見上げる。

　燃える右みぎ眼め。鉄色の四肢。髪の右半分は白く、灰が舞う風を受けて立つ様は地獄の死神そのものだ。けれど妹を見下ろす顔は、生前と何ら変わることがない。

「悪ぃな、六ろく々ろ。兄ちゃんこれから仕事なんだわ」

　東とう凶きよう幽界化の大だい恐きよう慌こうは、七日七晩絶えることなく続いた。

　最終的に、生き残りの人々は船による脱出に成功した。「赤い月」は東とう凶きよう屠と内ないなど限られた地区にのみ現れるようで、そこから脱すれば安全だとわかったのだ。東とう凶きようが外部から「幽離」される直前の出来事だった。

　船には六ろく々ろも乗っていた。ミソギは、乗らなかった。

　遠ざかる船に背を向けて、独り死の街へと戻っていく。

　最初の一年はほぼ地面が恋人。次の二年も酷ひどかった。道具があるといっても、素人しろうとが性能で押し切るには限度がある。続く三年を足搔あがき抜き、その先は修羅となった。海千山千の悪人を相手取り、殴られ蹴られ撃たれ斬られ、騙だまされては陥おとしいれられて何度も地べたを這はいつくばり、その度に、必ず、何度でも、立ち上がった。

　火花散らす悪夢の夜が、軋きしり蠢うごめく鋼はがねの躰からだが、御み殺そぎ十じゆう三ぞうを徐々に完成させてゆく。

　そして十年が過ぎ、「死神」は今──
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「……どうして寝込んでるんですか？」

「…………うっせ。体質だから仕方ねーだろが」

　もうずっとベッドから出ていない。

　コンディションは最悪に近い。風邪に寝不足に二日酔いをカクテルしたようなダルさに浸されて身動きも取れない上、絶えず続く頭痛のせいで眠りに逃げることすらできない。

　伝でん奇き屋や堂どうの二階は居住スペースとなっており、窓から浅あさ腐くさの街並みが見通せる。時刻は午後八時。商店街は静まり返り、どの店もシャッターを下ろしていた。

「月のせいだ」

　と、ぐったりしながらミソギ。フィリスからすれば、晴れていていい夜としか思えないが。

　窓の外には満月。白々と冴さえる真円は、今は宙にひとつだけだった。

「ああいうのを『骨の満月』って言うんだ。白い方が出て、赤い方は隠れちまってるだろ」

　フィリスは、そういえば、という顔。言われるまで気付きもしなかった。

「赤い月は普通のとは月齢が正反対なのさ。だからそっちは新月で、今夜は白だけになる。外の、まともな空と同じってことだ」

「それであなたの体調が崩れるのですか？　月と何か関係が？」

「オレだけじゃねえよ。……赤い月が見えねえと、亡もう者じやってのは調子が出なくなるんだ」

　死を失った街が、一夜限り取り戻す死のような静寂。骨の満月とはそういう時であり、亡もう者じやの居場所は赤い月の下にしか無い。

「みそぎー」

　と、扉から泳くくりが顔を出した。苦労して上体を起こしたミソギは、その格好にぎょっとした。

「なんてもん着てんだ。またウェイトレスさんか？」

「うん。どうだ」

　どうもこうもサイズが合っていない。今着ている制服は、ウェイトレスには小さく、けれど泳くくりには大きいようで、まるでラッピングに失敗した人形の風ふ情ぜいだ。

　薬抜きの進んだ彼女は、最初会った時よりずいぶん意識がはっきりしている。本人の性格は好奇心旺盛でごく人ひと懐なつっこく、獄卒が経営する喫茶店の仕事を喜んで手伝っていた。これにはウェイトレスが浮かれまくり、このように自分では着られないフリフリをあれこれ着せては撮影している有あり様さまだ。

　ただ、彼女の記憶はまだ不明瞭だった。Ａｓエースの夢遊状態を経て、どこから幻覚でどこから現実か、何を覚えて何を忘れたのかすら曖昧な状態にあるのだ。

　というのはともかくとして、泳くくりが下階からの伝言を口にする。

「でんわきてるよ」

　どがらがしゃん!!

「きゃあびっくりした!?　な、なんですか!?」

　泳くくりが言うなりミソギはベッドから転げ落ちた。それをずっと待っていたのだ。しんどい体に鞭むち打うって階段を降り、カウンター裏で待っていたマスターから受話器を受け取る。

『もしもし？　お兄ちゃん？』

　懐なつかしい声がして、ミソギの顔が一気に和らぐ。

「ああ、六ろく々ろ。兄ちゃんだぞ」

　骨の満月にも、たった一ついいことがある。

　一夜だけ、電波がクリアになるのだ。

　空が外の環境と同じになり、東とう凶きようの閉鎖的な電磁場は束つかの間ま、晴れる。時間にして月が沈み始めるまでの約六時間、こうして通常の電話回線でも外界と通話することができるのだ。

　が、携帯では電波が混線するため、個人間だとこうして有線電話の方がよかったりする。

『──それで、大丈夫なの？　ちゃんと食べてる？　お仕事が忙しいのはわかるけど、お兄ちゃんいつも無茶ばっかりするから……』

「あーわかってるわかってる、適当にやってるよ。そっちこそどうなんだ？　親父おやじとお袋は元気か？　物騒なこと起こってたりしてねえだろうな？」

　ミソギの声色は普段よりずっと柔らかい。隣で食器を磨くマスターも、フロアの掃き掃除をするウェイトレスもその様さまを微笑ほほえましげに見守っていた。そういえば、と妹が切り出し、

『さっきマスターさんの代わりに女の子が出たよ。なんか、ぽやぽやした子だった。あの子って誰？　一緒に住んでるの？　ひょっとして彼女──』

「なわけあるかっ！　仕事で保護してんだ！」

　なあんだ、と残念そうな妹。かなり心外だった。それじゃまるでロリコンだ。

『オレはロリコンじゃないって思ってるでしょ』

　バレバレだった。

『いいじゃない別に、若いんだから。気持ちばっかり老ふけたってろくなことないんだからね、日々に潤いだよお兄ちゃん。わかってる？』

　何かにつけ「恋人はできたか」「誰か支えてくれる人はいるのか」と聞かれるのには辟へき易えきとするが、これも妹なりに兄を心配してのことなのかもしれない。たった一人、肉親を東とう凶きように残して外で暮らすということには、やはり思うところもあるだろう。

　しかし、ミソギとしては十分だった。たまにこうして声を聞けるだけで、まともなところはまともで、だからこそ自分がここで命を懸けるに足る理由となる。それから他愛もない雑談や近況報告を交わし、ミソギは終わり際に「ああ、そうだ」と付け加える。

「誕生日おめでとう。先週だったよな。ちゃんと祝えなくてごめんな」

『もう。あんまり嬉うれしい歳としじゃないよ、私もう二十四なんだよ？』

「そう言うなよ。お前がまともに年取ってくの、オレは嬉うれしいんだぜ」

　電話を切る頃には、気だるさはさっきよりもだいぶマシになっていた。天井を仰ぎ、ミソギは残る借金を指折り数える。自分から選んだことだが、つい零こぼしてしまう──

「──まだ遠いなぁ」

「隙だらけだね、死神」

　椅子から転げ落ちそうになった。ギリギリで踏みとどまって振り向くと、壁に背を預けて立つ神父服カソツクの男。床から生えたような唐突さでも、嫌味なほどに絵画的だった。

「…………いつから聞いてやがった」

「『ああ、六ろく々ろ。兄ちゃんだぞ』」

　今すぐ口を封じてやろうか。というか電話が終わるまでわざわざ待っていたのか。

　ブギーマンとの戦いから既に数日、アッシュは大人しく伝でん奇き屋や堂どうに居座っている。

　姉さんが心配だからね──と彼は言う。どうもフィリスは放っておくと危険に見舞われがちだと学習し、基本は姉から離れないよう方針を変えたらしい。見ればマスターとウェイトレスはすっかり隠れてしまっている。教えてくれてもいいのに。

　体が元気なら鼻っ柱に一発叩たたき込こむところだがそうもいかない。恨めしげな視線を軽くいなし、アッシュは懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「……何だそりゃ？」

「見覚えのある悪趣味なドローンが載せていたものだ」

　アッシュは不意に姿を消すことがある。どうやら独自に街中を調べ回っているようで、大抵はフィリスのためすぐに戻ってくる。彼が持ってきたのは手紙だった。何枚もコピーされたうちの一枚のようで、崩しが激しい丸文字でこうある。

【今夜九時、渋しぶ夜やの元ハチ公前。この間の『お返し』があります♡】

　あの変な女だ。店の場所がバレたわけではないようだった。おそらく例のドローンを飛ばしまくって、引っかかるのを待っていたのだろう。おそらくお返しとは、ミソギが彼女を助けた件について。そんな律りち義ぎな相手とは思えなかったが、これが本当なら、彼女だけが敵側で接触できる唯一の相手だ。今は少しでも情報が欲しい。

　とまで考えたところで、ミソギは先に釘くぎを刺しておいた。

「オレが行く。お前は来んな」

「おやおや。誰が手紙を持ってきたと思う？　頭の腐れた亡もう者じやは恩も知らないのか？」

「絶対あいつのこと殺そうとするだろが。話なら一人で聞いてくっからお前はそこで」

　言い切る前に、視界が大きく傾いた。

　座っている椅子を蹴飛ばされたのだと気付く。反応が遅れて受け身も取れず、顔から床に落ちそうになったところを首根っこを摑つかんで引き留められた。

「抵抗してみろ」

　まるでできない。ミソギを吊つり下さげたまま、アッシュは鼻を鳴らした。

「そんなざまで『話なら聞いてくる』？　罠わなだったら黙ってやられると言っているようなものだよ。死神が聞いて呆あきれる」

「てめッこの、離しやがれ！　つーかその呼び方やめろっつってんだろ！」

「──アッシュ!?　何をしているのですか！」

　上から降りてきたフィリスと泳くくりのおかげでようやく解放される。

　肩で息をしながら事の次第を説明すると、フィリスは難しい顔をした。

「また戦闘になる可能性は、ゼロではないと思います。ですがこの段階で彼女がどう動くかは確かに気になる……」

「だから僕が同行するんだよ。必要な備えさ。こっちのポンコツは使い物にならないけど、いなければいないで相手が警戒して出てこないだろうからね」

「誰がポンコツだこのサイコ野郎！」

　ああだこうだと言い合う三人をよそに、泳くくりが手紙を弄いじっている。字を読むでもなく逆さまにしたり裏返したり、そうかと思えば匂いを嗅ぎ始めて、いきなりこう言った。

「だいじょぶだと思う」

「あん？　何が？」

「においが、やわらかいから。チカチカしない。ともだちになりたいんじゃないかな」

　かなりふわっとしているが、確信のある物言いには妙な説得力があった。

　顔を見合わせる。どちらにしても行かないという選択肢は無い。協議の──というよりフィリスの判断の結果、用心のためアッシュも同行する、ただし武器は置いていく、万が一のため泳くくりは残すという方向で話がまとまった。

　アッシュはあっさり銃をアタッシュケースにしまった。妙に素直なふるまいだが、彼もここで情報が得られないとどうにも動けないことを承知しているのかもしれない。

　指定の時間は近い。ウェイトレス姿の泳くくりに見送られ、ミソギはレイスを走らせる。
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　渋しぶ夜やの「元」ハチ公は待ち合わせスポットの定番中の定番だ。元というだけあってハチ公像は無く、土台だけが残っている。幽界化のどさくさで地獄に落ちたとか、舞い戻ったハチ公の魂が像に宿ってどっかに走り去ったとか言われているが真相は定さだかではない。

　さて当の女子高生はといえば、罰当たりなことに土台に腰掛け、スマホをいじっていた。

「おい」

　と声をかけると、彼女は餌を見つけた猫のように顔を上げた。

「あ!!　みーっそぎーんっ！」

「おわぶ!?」

　いきなり飛びつかれた。

　勢いのまま「どしーんっ！」と後ろにぶっ倒れて、満月をバックに輝く満面の笑みを見た。

「やほやほ、おひさー！　元気してた？　アタシに会えなくて寂しくなかった？　あっ、てかみそぎん顔色めっちゃ悪いじゃーん！　って元からか！　ウケる！」

　いやみそぎんって誰だよと言う間も無い。相手は確かにドローン女子高生だった。押しのける体力も出せず、フィリスが慌てて止めるまでしばらくもみくちゃにされるミソギだった。

　アッシュは完全スルーして、さっさとベンチに座っていた。




「えっマジ？　フィリスちゃんアタシとタメ？　うっそチョー偶然じゃーん！　ねぇねぇライン交換しよーよ！　めっちゃキレーな金髪だけど地毛？　それどこの服？　カラオケ好き？」

「い、いえあの、私は……というかお話があると聞いてきたのですが……」

「あ、そーだったそうだった。あのねぇ──」

　枕まくら森もり酔すい花か、というらしい。

　人間、十七歳。あちこちの亡もう者じやから仕事を請け負い、多額の報酬と引き換えに犯罪行為に加担している。東とう凶きようの犯罪組織の間では若くして知る人ぞ知る存在で、その行動原理は──

「趣味だぁ？」

「そそ。亡もう者じやってカワイイし、一緒に遊ぶと楽しーじゃん？　お金も稼げるし一石二鳥～」

「お、お前なぁ、そんなくだらねー理由でこのクソ溜だめうろついてんのか!?　立場わかってんのか!?　お前は生きた人間で──」

「だから、あんとき助けてくれたんでしょ？」

　その通りではある。酔すい花かは自販機で買ってきた獄辛タバスコソーダ（血ち沼ぬドリンコのオリジナル商品。コアなフリークが多い）を開けながら、しみじみ続ける。

「あれねぇ、アタシすっごい感謝してるわけ。マジマジ。ひょっとしてそろそろ死ぬかな～的なこと思ってたから、ああいうのってカンドーじゃん？　だからお礼したいじゃん？」

　つまり──と指を立て、酔すい花かは本題に入る。

「まずさ。アタシを雇ったのがどこかってのは知ってる？」

「ヤードセールだ。ブギーマンが出張ったってことは、そうなんだろ？」

　ミソギは病院での一件から確信している。だが、それで一歩前進とはならない。ヤードセールは全体規模が大きすぎるため、「どこの」「どの組織が」主導しているのかまでわからない以上は手の出しようがなかった。もう一つ何か無いと、核に至るには遠い。

「あったりー。そこの偉いヒトが最近Ａｓエースの開発者ちゃんと手を組んだの。東とう凶きようじゅうにぱーっとおクスリ撒まいて大おお儲もうけしようってワケ。で、そのために必要だったのがククリちゃん」

「……Ａｓエースの開発者？」

　アッシュが反応した。この麻薬をどこの誰がどうやって作ったのかは長年の謎であり、事件を追跡する上で重要な要素だったのだが、今まで手がかりも摑つかめなかった。

「ハイドって知ってる？」

　一瞬、ミソギとアッシュが目を見合わせた。「ハイド」。畑は違えどいずれも対亡もう者じやのプロだ、有名どころなら心当たりはある。だがその名前には両方ともピンと来なかった。

「……一人なのか？　チームとかじゃなくて？」

「うん、アタシが見た感じ一人だったよー。なんかすっごいクールだった。たぶん男だと思うんだけど、背が高くて、クチバシみたいな……あーやっぱ見た方が早いねこれ」

　もぞもぞとスクールバッグを漁あさり、プリントアウトした画像データを見せる酔すい花か。

　確かに、男に見えた。

　だが他はさっぱりだ。遠くからの撮影を引き延ばしたものか画質が悪く、細かいところが判別できない。それでも、奇妙な嘴くちばしのマスクを装着していることはわかった。

「ドローン飛ばして遠～とおーくから隠し撮りしたの。ギリギリ一枚だけ間に合ったんだけどね、すぐ撃墜されちゃった。めっちゃ距離あったのに一発でバラバラ☆」

　ミソギとアッシュは画像を凝視し、白く浮き上がる男の姿を目に焼き付けた。この男がＡｓエースの開発者だとするなら、「積み荷」の泳くくりとも関係があるはずだが。

「そんじゃ泳くくりについては？　わざわざ取り戻せってんだから重要人物なんだろうが、Ａｓエースと何の関係があんだ？」

「それはわかんない。てかアタシもあんなちっちゃな子って知らなかったし。ただ、今のヤードセールはこのハイドちゃんを中心に動いてて、たぶんまたククリちゃんを狙ってくるんだろうなーって思うよ。はい、お礼にあげられる情報ここまでっ」

　ベンチの上で足を組み、アッシュは酔すい花かに品定めの視線をよこす。

「……解げせないな。ヤードセールは君の仲間だろう。これは裏切りじゃないのか？」

「アタシはどっちの味方でもないよー。だから、そっちも敵でもないの」

「馬鹿野郎、それが危ねぇって言ってんだ。お前がどう思おうが、勝手されて黙ってる奴やつはいねぇ。下手打つと後ろから撃たれて終しまいなんだぞ。ただの趣味なら今すぐ足洗え」

「ね、亡もう者じやのお金ってさ。誰のものだと思う？」

　いきなりの問いに面めん食くらうミソギ。意図がわからず、答えるだけ答えて話を先に進める。

「誰って……そりゃ、持ち主のもんじゃねえのか」

「ぶっぶー。違うんだなぁ。あのね、亡もう者じやって一回死んでるじゃん？　そんで生き返っちゃったから、戸籍とかそーゆーの全然ないワケ。システム的に『いるはずがない人たち』なの。そういう人たちが持ってるお金って、実はホーリツ的には誰のものでもないんだよね」

　社会における亡もう者じやの立ち位置についてはミソギも覚えがある。亡もう者じやに関する法整備は今もって成されておらず、人間は自分たちの生存圏を立て直すだけで精いっぱい。都市区画ごと放棄された何千何万もの亡もう者じやたちは、一人として社会に認知されていない亡霊ゴーストなのだ。

「アタシの趣味は、そういう人たちのお金を集めること。ちゃんと使えば一生遊んで暮らせるくらい溜たまってるんだ。それどうすると思う？」

　儲もうけたいという意図は微み塵じんも感じられない。彼女は最初から「趣味」の話をしているのだ。

「……知らねーよ。家を買うってわけでもねぇんだろ？」

「んひひ……あのね、リサイクル。絶対誰にも見つからないような場所に隠してんの。そんでアタシが死んだら街のクローズドネットに情報が流れるようにしてる。徳川埋蔵金よりリアルなお宝があることと、場所のヒントをね。アタシが用意した秘密の遺産を巡って、みんながどかーん！　ってバクハツしちゃうわけだ」

　冗談そのものみたいな野望を、どうやら酔すい花かは本気で言っている。

「それって楽しいっしょ？　楽しいことやめちゃったら、死んだも同然じゃん」

　いつか死ぬことまで見越して、少女は満面の笑みを見せる。この上なく生き生きした表情だった。ミソギにとっての借金返済、アッシュにとっての姉への忠誠がそうであるように、彼女にとっては「楽しさ」こそ血と硝煙の街を生きるモチベーションなのだ。

「酔すい花かさん……」

「あっはは、変な顔しないでよふぃーちゃん。アタシ今めっちゃ充実してるよ？」

　アッシュは徹頭徹尾、感情を見せない冷たい表情。吐き捨てるように、

「……そう。よくわかったよ、十分だ」

　言うなり、右手に光る鋭いものを握り締めた。

　暗器。ベルトのバックルに巧妙に仕込まれた、小型のプッシュナイフだ。

「おい、てめぇ……!?」

　素直に銃を置いてきたのにはやはり裏があった。アッシュは最初から情報さえ聞き出せれば酔すい花かを殺すつもりだったのだ。咄とつ嗟さに止めようとするミソギの足を払い、すっ転ばすばかりか背中を思いっきり踏みつけた。

「ぐえっ!?　やっぱり武器隠してやがったな!?　くっそ足どけろコラ！」

「平和にただお話をするわけがないだろう。犬みたいにそこに這はいつくばっていろ」

　ベンチに座ったままの酔すい花かは、まるくて大きな目でナイフを見上げている。

「ありゃ。結局こーなっちゃう感じ？」

「情報提供どうも。君のくれたネタは、今後の活動に有効活用させてもらうよ」

　あららー、と笑う酔すい花か。足搔あがくミソギをものともせず、アッシュはナイフを振りかぶり──

「まっ、待ちなさい、アッシュ！」

　横から飛び込んだフィリスに、ぴたりと刃先を止めた。

「何してるんだい、姉さん。危ないよ？」

「酔すい花かさんに手を出したらいけません。そういう条件だったはずです！」

　ナイフは下げられない。ミソギはまったく動けない。フィリスの後ろの酔すい花かは逃げもせず、どっちがどう出るか、意外なほど冷静で観察的な目で見ている。

　静かな、しかし奥底の頑かたくなさを感じさせる声色で、アッシュがある「教え」を諳そらんじた。

「正しいことを行う。──不正と不浄を戒め、常に良き子である」

「え？」

「あなたが言いつけたことだ。彼女は愉快犯で、また障害になる可能性はゼロじゃないし、何よりその生き方は正しくない。僕はあなたの教えを守っているだけさ」

　その姉さんは、フィリスではない。アッシュと接する時の注意事項──常にこちらが正しいと思わせること。今この時、何が正しい行為なのか。フィリスは短い時間で思案する。

　後顧の憂いを断つという意味では、不確定要素の排除は合理的な判断だ。だが少なくとも酔すい花かはこちらに協力してくれた。敵意が無い、と泳くくりは言った。確かに危険はゼロではないだろうが、だからといって機械的になんでもかんでも切り捨てた時、何が残るのだろう。正しさの名のもとに、ひどく無機質な荒野が広がるばかりではないだろうか。

　アッシュは、そこに立っているのだろうか。

「さあ、どいて姉さん。障害を排除するのが、僕の──」

「それは、正しさではありません！」

　────??

　アッシュが固まった。「知らない星の言語を聞いた」という顔だった。フィリスとしても、ほとんど感情で言ったようなものだが、曲げるつもりはなかった。アッシュは首を傾かしげ、丸く見開いた目でフィリスを見た。

「………………ほんとに？」

「……私は、そう考えてます。だからどうか──」

「そう。うん。姉さんが、正しくないって言うなら、それが、きっと正しい。そうだよね？」

　啞あ然ぜんとするミソギから足を上げ、アッシュは一歩後ずさった。音がしそうなほどぎこちない動きでナイフを取り落とす。地面で跳ねるそれには目もくれず、首から提げた銀のペンダントを握りしめて、呪文のように繰り返す。

「姉さんは正しい。姉さんは正しい。姉さんが正しい。姉さんが正しい。姉さんが正しい」

「アッシュ？　大丈夫ですか……？」

「わかった」

　彼の中で何かが切り替わった。いともあっさり頷うなずいたかと思えば、すぐに踵きびすを返かえして車まで戻っていく。何が起こったかもわからずフィリスは慌てて彼を追った。

　結局酔すい花かと、地面に這はいつくばるミソギが取り残された。

「おー。なになに、あっくんどうしちゃったの？」

「……見当もつかねぇ」

　どうしてしまったのか聞きたいのはこっちだ。姉の言うことを聞くにしても今のは少し様子がおかしい。やはり不安定な奴やつなのだろうか。

「ふーむ。そっかぁ、でもアタシ二度も命拾いしちゃったっぽいね」

　酔すい花かは残ったタバスコソーダを一気飲みする。のっそり立ち上がるミソギを見上げ、ついさっきまで殺されそうだったにも関わらず、邪気のかけらもない笑顔を見せた。

「今日はありがとね。楽しかったぜー☆」

　こいつも相当な曲くせ者ものだな──服の汚れを払い、ミソギはつくづく思う。




　最後に──

　ヤードセールの「上」は今、きな臭い状況にある。

　二人の介入は彼らに予想以上のダメージを与えた。ハイドがどうだかは知らないが、組織の偉い連中は──特に駒をごっそり減らされたホテル・ブギーなどは──相当にイラついているらしい。このまま待つと面白いことが起こるかも。

　──と付け加え、酔すい花かは愛用の原チャリにまたがった。

　夜は、明けるまでずっと静かなままだった。




　　　　〇




　次の夜、骨の満月がわずかに欠け、赤い月が顔を見せる。

　だが既き朔さくの月はいかにも心細く、多くの亡もう者じやはまだ本調子になれなかった。

　実のところ、Ａｓエースはこういう時こそ飛ぶように売れる。麻薬がもたらす高揚感は腐敗の倦けん怠たいを塗り潰し、だからこそ一時の救いを求める亡もう者じやが後を絶たない。

　騒がしさを取り戻しつつある街の中を、ハイドはたった一人、歩いている。

　ルートは複雑怪奇で一見無軌道だが、すべて時間と歩数に至るまで規定されている。そうしてふらりとホテルに戻り、懐中時計の秒針が予定時刻を指すのを見るまでがルーチンだ。

「な、なああんた、頼むよ。お願いだよ……薬、薬を、分けてくれよぉ……」

　歩くハイドの足に男がすがりつく。Ａｓエースの重度中毒者だ。

　昏こん睡すいと覚醒を繰り返し、今が夢か現実かもわからなくなると、もう二度と目覚めなくなるまで麻薬の接種をやめることはできない。中毒者にとってＡｓエースはもはや酸素に近かった。

　見れば路地裏の暗がりに何人もの中毒者が転がっている。男も女も、子どももいた。中には完全昏こん睡すい状態に陥った者もいる。無限に眠る者の顔は、少なくとも安らかだった。

　予定を数秒オーバー。だが構わずその場にしゃがみ込み、中毒者の男の顔を間近に見る。

「お前たちは正しい」

　言って、懐ふところから小さな密閉容器を取り出す。濃縮されたＡｓエースの素だ。いかなる素材から生まれたものかハイド以外にはわからず、彼はそれをためらいなく砕いてのけた。

　白くゆらめく濃密な霊気が立ち上る。中毒者たちは砂漠に水滴を見つけたように群がった。

「じきに迎えが来る。もうしばらく待っていろ」

　告げ、立ち上がる。マスクの奥の表情を窺うかがい知ることは誰にもできない。

　しばらく歩くと路肩に赤いマイバッハが停とまっており、後部座席の窓が開いた。

「──困りますぜ、あんなことされちゃ。市場にゃ相場ってモンがあるんでさ」

「ついてくる必要は無いと言ったはずだが」

「つれないこと言わんでください。なんせ心配でしてね」

　一人で街を徘はい徊かいするハイドの足跡を摑つかむのに、真ま淵ぶちはそれなりの苦労をした。伝えておきたいことも、確認しておかなければならないこともあった。

「……なんでまた、何もしないので？」

　積み荷が奪われたと知りながら、ハイドは目立ったアクションを起こそうとしなかった。やることといえば東とう凶きようの散策と、さっきのような気まぐれめいた施しくらいのものだ。

「あんま言いたかないんですが、組織にイラつきだした連中がいましてね。Ａｓエースの開発者はどこで道草食ってるんだ、と。ここはいっちょ直々に今後の指針を……」

「お前は何な故ぜここにいる」

　はい？　──としか返せない。ハイドはこちらを見てもいない。前を向いたまま足だけを止めているのに、真ま淵ぶちはまるで体中を観察されるような錯覚を覚えた。

「己の為ためか。それとも、その組織とやらの機嫌を取る為ためなのか？」

「まさか」真ま淵ぶちは心外とばかりに、「商売ですよ。自分の商売だ。そりゃ組織はでかくなりましたがね、あくまであたしはあたしの商売を……」

「ならそうしろ。文句は言わせておけ」

　今度は制止も聞くことなく、ネオンまたたく闇の向こうへと歩み去っていく。

　真ま淵ぶちはため息をついてシートに身を埋め、運転手に発車を命じた。

「……いっくらなんでもマイペースすぎらぁな……」

　個人的な感情としては、真ま淵ぶちはハイドのことを信用している。

　生死の境が曖昧になったこの街では「金」という数値化された価値こそが絶対だ。その観点から見れば、Ａｓエースを開発したハイドこそ最も評価されるべき存在だと真ま淵ぶちは本心から思う。天才には天才にしか理解できない行動原理があり、あの偏執的なまでに几き帳ちよう面めんな性格上、無駄なことは絶対にするまい。どう転ぶにしても「何か」があると真ま淵ぶちは踏んでいる。

　それに、痛快でもあった。組織に一切おもねることなく、ただ自分の考えによってのみ行動する孤高のスタンスは、ヤードセールを束ねる真ま淵ぶちには真ま似ねできないものだ。

「まあ、待ちますがね。鬼が出るか蛇が出るか、と……」

　帰途を運転手に丸投げし、真ま淵ぶちは数分の仮眠を取る。多忙ゆえ隙間時間の休息が肝だ──

　突然、物もの凄すごい衝撃が全身を襲った。

　車がひっくり返る。何があったとも口にできない。とにかく本能的に身を縮め、二転三転して逆さまになった車のドアを蹴り開けた。シートベルトを外して、命からがら脱出する。

　直後、額に銃口を突き付けられた。

　ブギーマンだ。車はすっかり取り囲まれている。

　耳みみ障ざわりな金属音を立て、脚部を機械化した改造亡もう者じやが立ち上がる。こいつが横から車を蹴り飛ばしたのだ。確か「蛇だ尾び」──犯罪者の密入国を手引きする組織の刺客だ。蛇だ尾びはホテル・ブギーと蜜月の関係にある。

　動けないでいると、ブギーマンの隊列がさっと左右に割れる。その奥から歩み出てきた初老の男を見返し、真ま淵ぶちは納得した。無軌道な襲撃よりよほど腑ふに落ちる相手だ。

「……これはこれは、支配人じゃございませんか」

　ホテル・ブギーの支配人はボーラーハットのつばを指で上げ、真ま淵ぶちを見下した。ヤードセールの若き長に向けられた目には、失望と静かな怒りが燃えている。




　目隠しを取られた時、真ま淵ぶちは照明の思わぬ強さに目をしばたかせる。

　どこかの冷蔵倉庫のようだった。おそらく密入国者や密輸入物を一時隠しておくための場所だろう。あるいは「それ以外」の用途もあるようで、床には丁寧に洗ってなお流しきれないどす黒い血痕が残っていた。

「……そろそろ聞いときましょ。こいつは一体、どういうおつもりで？」

「こちらの台詞せりふだ、真ま淵ぶち君。我々をどれだけ待たせるつもりなのかね？」

　ステッキに両手を置き、支配人は余裕たっぷりに返す。紳士ぶっているがリズミカルに持ち手を叩たたく人差し指を見るに、内心は相当苛いら立だっているだろう。

「当ホテルは貴重なスタッフを何人も失っているのに、君ときたら何のフォローも無しだ。今回の一件では悪手ばかり打っているね。積み荷を奪われ、雇った小娘も役に立たず、おまけにハイド氏の手綱も握れんとは」

「ご安心を、神父と死神のデータは順調に集まってます。もう少しお待ちくださいや。亡もう者じやなら老い先短いなんてこともないでしょう？」

「いいや、時間切れだ。もう君には任せておけん」

　ヤードセールは一枚岩ではない。一癖も二癖もある犯罪組織が利害の一致で寄り合った関係に過ぎず、隙あらば連合の主導権を握ってやろうと企たくらむ勢力は少なくない。それを封殺してきたのはひとえに真ま淵ぶちの手腕であり、確固たる実績だった。

　だから、一連の不ふ手て際ぎわで真ま淵ぶちの信頼が翳かげったのをチャンスと見るのは当然だ。Ａｓエースが生み出す莫ばく大だいな利益は、東とう凶きようで生きる者なら喉から手が出るほど欲しいに違いない。

「……だったら、どうするおつもりで？」

「君を『絵』にしようと思う」

　ホテル・ブギーの支配人は奇妙な絵の収集を趣味としている。

　素材は人体。逆らった者を丸ごと一人、一枚の大きなキャンバスに「広げる」のだ。血色をバックに幾何学的に配置された肉や骨や血管のアートが、何枚も彼のオフィスを飾っている。

　これは東とう凶きよう流の最大級の制裁である。不死の亡もう者じやは、食われたり焼かれたりして肉体が完全に原型を失うと、魂だけ抜けて幽霊となる。しかし半はん端ぱに体が残った状態で固定されると、幽霊にもなれずにずっとそこに縛り付けられるのだ。いっそ本当に死んだ方がマシな苦しみと屈辱に晒さらされ、死体のアートは弱々しく呻うめき、蠢うごめく。

　当然、人間である真ま淵ぶちがそれをされたら、生きていられるわけがない。

「そ～れはそれは、光栄千万ですなぁ……」

「安心したまえ、ハイド氏のバックには私がつく。あれは所詮ただの根無し草だ。餌をちらつかせればすぐに尻尾を振るだろう」

　ただの根無し草。餌で尻尾を振る──。真ま淵ぶちは、つい失笑を漏らしてしまった。

「……何がおかしいのかね？」

「いや、失敬失敬。あんまり自信たっぷりなもんですから……あれを見て、そう思うとは」

　ギブアンドテイクは基本中の基本。社会的に依よって立つものを持たぬ亡もう者じやにとっては物理的報酬が最重要で、命をも担保にした金銭の駆け引きこそ真ま淵ぶちとヤードセールの十年間だった。

　だが、ハイドが歩んだ十年はおそらくそれとは真逆にある。

　味方を持たず、徹底して一人だけで立ち続けてきた男の「論理」は商売人のそれとは違い過ぎるほど違う。彼がＡｓエースを生んだ理由は利益のためではない──直感がそう告げていた。

「強がりはよせ。君は敗北し、今日この瞬間をもってヤードセールは私のものとなる。手ぬるい若造のやり方よりもよほど効率よく組織を成長させてみせる」

「やってみやがれ!!」

　突然の啖たん呵かに、支配人がたじろく。

　椅子に縛られたまま、真ま淵ぶちは笑みさえ浮かべていた。

「ヤードセールがあたしのもんだと言う気はねェ。こちとらてめェの商売をやり抜いたまでだ！　おたくらの商売がそれ以上だってんなら見してみな！　あの男を乗りこなして、もっとでけぇカネを生めるかどうか、楽しみに待っててやらァ！」

　支配人が顔を歪ゆがめ、自ら銃を取り出す。真ま淵ぶちは命乞いなどしようともしない。こいつは商売の話だ。しくじった時のツケ払いは覚悟の上。

　壁の一点が、いきなり弾はじけた。

　冷蔵倉庫の壁は断熱パネルを敷き詰めたきわめて強固なもので、車が激突しても平気な分厚さを誇る。それが突然、厚紙か何かのように、いとも容易たやすくぶち崩された。

　見られた。

　厚いブーツが床を踏む。彼が入ってきた瞬間、場の全員が、何な故ぜか同時にそう思った。

「……ああ、やあ、ハイド君。噂うわさはかねがね聞いているよ。我がホテルの居心地はどうかね？」

「お前は何な故ぜ、ここにいる」

　開口一番、質問が投げられる。

　支配人は一瞬意味を理解しかねたが、すぐさま相好を崩し、ハイドに取り入ろうとした。

「当然、君のサポートをする為ためだ。君の作る薬は素晴らしい！　その頭脳と探求心に敬意を表し、Ａｓエースが東とう凶きようじゅうに普及するよう尽力するのさ。いいかね、私は味方なのだよ」

　その時、ハイドの中で何かの「判定」が下される。

　いつの間にか、彼は剣を抜いていた。

　周囲の刺客が一斉に反応する。無数の銃口を向けられ、ハイドはこゆるぎもしない。手に持つのは長さほんの六〇センチほどの直剣、ただ一振りだった。

「……よしたまえ、ハイド君。私に従え。この人数を相手に勝てるつもりかね？」

　ハイドの声色は、波紋ひとつも起こすことなく、

「俺は俺にしか従わない」

　銃が一気に火を噴く。

　だがハイドはもうそこにはいなかった。

　わずかに揺らいだ風の流れだけを残し、虚こ空くうと静寂が銃火に圧殺される。

「五十一人──二十秒」

　ハイドは空中にいた。人数と秒数を設定。直剣をくるりと回し、「それ」の鍵を開く。




「解放ひらけ、『枯こ血けつ鋒ほう刃じん』」

　そして、「風」が吹いた。




　風が収まる時、刺客は皆、消えていた。

　純白のコートには返り血の一滴も付着しておらず、ハイドはただ、最初から最後まで秒数だけを数えていた。死すらも欺くこの世では、今や刻一刻と進む時だけが平等だから。

「まさか、こんな、こんな……ッ！」

　すべてを目まの当あたりにした支配人は、一歩も動くことができなかった。直剣の先端を向けたまま、ハイドは小さく呟つぶやく。

「……弱すぎる。おかげで六秒も余った」

「よ、よせ！　わかった！　私は手を引」

　頭の中で正確なカウントを進め、定刻きっかりに斬る。

　直剣を一振りした瞬間、また風が吹き、支配人の肉体がたちまち細切れに切り裂かれる。

　真ま淵ぶちは椅子に縛られたまま動くに動けず、最初の位置でただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

「俺がお前たちを利用しているのは、Ａｓエースを街に流す上で効率がいいからだ」

「……承知の上ですとも」

「ヤードセールの組織図に興味は無い。内うち輪わ揉もめは勝手だが、これ以上くだらん勢力争いで俺の足を引っ張るくらいなら、お前も始末し、あとは自分でやる」

　真ま淵ぶちの目には今、ハイドが何か、他の一切から隔絶した絶対的な存在に見えていた。事実その通りなのだろう。東とう凶きようの風に慣れ過ぎた者たちには理解すら及ばぬ領域に在り、孤高のままに己の目的だけを遂行する。その遠さが、ひどく眩まぶしい。

　直剣は今、真ま淵ぶちを向いている。

「お好きに。おたくが結論したことなら、あたしはどう足搔あがいても助からんでしょう」

「……」

　真ま淵ぶちの返答はハイドにも少なからず意外だったらしく、マスクの嘴くちばしがぴくりと動く。

「きっと誰がどうなろうが、おたくはやることをやるんでしょうや。だから冥途の土産にじゃございませんが、最後にひとつ教えてくれやせんか。──一体、何を狙ってるんで？」

　沈黙は短かった。ハイドは今も秒数をカウントしているのだろう。その時の流れに真ま淵ぶちがどのように絡からんだのか、真ま淵ぶちの潔いさぎよさを物珍しくでも思ったか、ともあれ一言、

　それを、告げた。

　簡潔だった。だが誰も考えない、思いつきすらしない「狙い」。

　真ま淵ぶちは眼前に浮かぶ凶器すら忘れ、ロングコートの白い影に釘くぎ付づけになる。

　笑いが込み上げてきた。

　止めようとて止められない。腹の底からふつふつと沸き上がり、口に出る頃には倉庫中に響く大笑いになっていた。こんなに快く笑ったのは何年ぶりだろう。

「──傑作だ、こいつは最高だ！　ご勘弁くださいハイド、やっぱりあたしはまだ死ぬわけにいかねェ！　そんな話を聞かされちゃあね！」

「……」

「考えがありやす。どうせヤードセールはいっぺん整理しなくちゃならん。ホテルの連中と似たようなこと考えてる連中は実際多くてね、時間があるうちに悪因を片っ端から掃除してやりましょうや。まあ組織はだいぶ縮みますが、後を考えりゃ動きやすい方がいいですわ」

「つまり俺を全力で支持すると。──何の為ためだ？」

　ハイドは初めて「興味」のようなものを示す。嘴くちばしのマスクがすいと動き、こちらに向いた。

「んなもん商売に決まってまさぁ。おたくの計画が実現すれば、見込める利益は今までの比じゃァない。これほどでかいチャンスを前に奮い立たねぇ商人はいねェ、そうでしょう!?」

　風が吹き、だが真ま淵ぶちは殺されなかった。いつの間にか彼を縛り付けていたロープがばらばらに切断される。そればかりか、椅子までも細切れだった。

「……なるほど。俗物だな」

「そりゃあ、人間なものでね」

　真ま淵ぶちはにんまりと笑った。地獄の沙汰も金次第とは、けだし名言である。




　　　　〇




　同じ頃、伝でん奇き屋や堂どうでは、泳くくりがひたすら難しい顔をしている。

「これ…………」

　見ているのは、酔すい花かから受け取った画像データだ。泳くくりは目を皿のようにしていたが、やがて頭を押さえ、ぐったりとフィリスにもたれた。

「……頭、いたい……」

「泳くくりさん！」

「おい、あんま無理すんな。キツけりゃ休んでろ！」

　ハイドと呼ばれる男がＡｓエース流通の首謀者であるなら、積み荷であるところの泳くくりとは何か関係があるはずだ。そう判断して画像を見せたが、負担になるならやめておくべきだ。ミソギは止めようとしたが、

「────『とり』」

　写真を指差し、泳くくりは呟つぶやく。

「……そのひと知ってる。鳥って、よんでた。あたしをまもってくれた」

　同じようなことを泳くくりは病院でも言った。「大きな鳥」「燃えている」「みんな消えた」──今より酷ひどい中毒状態だったためすべてに意味があるかは微妙だが、そんな状態でも口に出たということはやはり強く印象に残っていたのだろう。確かに嘴くちばしのマスクは大きな鳥を思わせる。

　気になるのは、守ってくれた、というところだった。

　ミソギは清潔なおしぼりで泳くくりの汗を拭ってやりながら、確認を取る。

「じゃあ、今までそいつがお前を保護してたのか？　ずっと？」

「うん……いっしょだった。色んなところにいったよ」

　何の後ろ盾も持たない幽界孤児が、この十年どうやって生き延びたのかやっとわかった。

　けれど、思い出せるのはそこまでのようだ。ただでさえ記憶が曖昧な上に、十年前となるとまだ幼児だ。すぐ思い出せというのも酷な話だろう。泳くくりは小さく首を振る。

「ごめんね、みそぎ」

「いや、気にすんな。それがわかっただけでもめっけもんだ、ありがとな」

　頭を撫なでてやると、泳くくりは目を丸くした。

　あ、と思った。妹を相手にする時の癖だ。一言詫わびて止めようとしたところ、なんと泳くくりは逆にミソギの手をホールドして離させまいとした。

「……このままでいい」

「お、おう。……どんな具合だ？」

「かたい」

　そりゃそうだろう。昔みたいに気楽に人を撫なでるとはいかない。しかし泳くくりは満足げだった。

　泳くくりのことはソファで休ませ、ミソギはフィリスと軽く議論を交わす。内容は泳くくりとハイドの関係についてと、泳くくりが東とう凶きように来た方法とその理由について。

「──ハイドにとって泳くくりさんは、十年かけて守るほどの存在だったと考えられます。それなのにコンテナに詰め込んで一人だけ先に東とう凶きように送るのは、ちょっと変です」

　それに関しては無理な話でもない。物資密輸に関して組織の根回しは済んでいるだろうし、防衛戦力も過剰なくらいだった。ミソギとアッシュがイレギュラーなのであって、わざわざ狙おうとする馬鹿は普通いない。とはいえ、自分の名前すら秘匿するほど周到な奴やつが「万が一を想定していませんでした」というのは確かに妙ではある。

　ミソギは椅子の上であぐらをかき、しばし考え込む。

「お前らはどうやってここまで来た？」

「え、私たちですか？　アナテマの小型ステルス機に乗ってですけど……」

「うわなんだそれ。ずいぶん金持ってんだなアナテマってのは」

「……まあ、多分。それが何か？」

「このご時世、東とう凶きようの出入りは難しくてな。馬鹿正直に行けば間違いなく止められるし、最悪銃弾が飛ぶ。そこんとこの事情を汲くむと三つのルートに限られるんだ。つまり──」

　海、空、地下。

　ステルス機なんてものを用意できるような奴やつは空を使う。一方、半ば廃はい墟きよ化した膨大な地下トンネルを抜けるには、達人レベルの探索力と土地勘と十分な装備が無ければ実質不可能。

　必然、大半は海路を選ぶ。海の見張りは陸よりは甘い。そのうえで他の密入国者と分けるなら、厳重に梱こん包ぽうした「荷物」扱いが逆に最も安全で確実となるわけだ。

「……なるほど。慎重になるからこそ、ああいう手段を取ったと……」

「多分だけどな」

　と、ソファに横たわっていた泳くくりがぱちくり目を開く。何か嗅ぎ取ったらしい。

「おいしそうなにおいがする」

　泳くくりが言って数秒後、二人にも届いた。マスターが作ってくれている夕食の香りだ。

　頃合いだろう。今日は食事を済ませて休もう。

　メニューはマスターの手料理である。ハムとピーマンとタマネギという王道の具に、半熟とろとろの目玉焼きまで乗ったナポリタンと、家庭菜園で育てた自家製野菜に手作りシーザードレッシングをかけたサラダ。修羅場が続く生活で、食事は毎日の楽しみだった。

「ん、さすが。相変わらずうめぇよマスター」

「本当……。私、ナポリタンって初めてだけど、こんなにおいしかったんですね」

「おかわり！」

「ははは。そんなに上等なものでもございませんよ。この十年で仕込んだ余技ですので」

「おかわり！」

「えぇ、喜んで。ご満足いただけたなら幸いです」

「……いつもすまねぇな。仕事の手伝いだけじゃなく、飯の世話までさせちまって」

「なんの。ミソギ様をお助けすることこそ、閻えん魔ま様よりたまわりし我々の使命ですから」

「おかわり！」

「いやめちゃくちゃ食うなお前！　どこにそんな入るんだよ!?」

　結局更に二杯もおかわりして、泳くくりはようやく満足した。

　食後のコーヒーを飲みながら、フィリスはふとここにいない男の話題を出した。

「……アッシュ、いませんね。晩ご飯食べないんでしょうか」

「さあなぁ。またどっかで見回り中なんじゃねえの」

「そうなんでしょうか。……私、なんだか避けられてるような……」

　言われてみればそんな気もする。アッシュはフィリスに積極的に近付こうとせず、しかし常に目の届く範囲にはいて、それでもフィリスから話しかけようとすれば霞かすみのようにいなくなってしまう。姉さん姉さん言っていたくせに、どういう心境の変化だろうか。

「酔すい花かさんと話をした時からです。もしかしたら何か、彼を傷付けてしまったのかも……」

「なに言ってんだ、アレがそんなヤワなタマかよ」

　とはいうものの、フィリスはかなり気にしている。泳くくりもそんなフィリスのしょぼついた様子が気になるのか、フォークを咥くわえたままそわそわしている。

　別にアッシュはどうでもいいが、そういう空気は、なんか苦手だった。

　気づかわしげなマスターの視線に肩を竦すくめ、ミソギは何も言わずに席を立った。




　屋上。室外機と家庭菜園とニワトリ小屋の並ぶこの場所にアッシュはいた。

　双眼鏡を持ち、屋上の角から周囲を見張っているらしい。ニワトリがコケコケ鳴く土臭い屋上に美形神父はいっそ笑えるほどミスマッチだった。

　靴底が屋上の床を踏んだ途端、アッシュは電撃的に反応した。双眼鏡から目を離さずに右手だけ素早く動かし、懐ふところから抜いた自動拳銃でぴたりとこちらの額をマークする。

「……お前、誰かが後ろにいたら問答無用で銃向けんのか？　ゴルゴか？」

「亡もう者じやの腐臭を嗅ぎ取っただけだよ。それ以上そこに立ち続けるなら撃つ」

　ミソギは両手を挙げ、立ち止まる。こちらはこちらでいつでも雨う炎えん鋼こうを変異させられるようにしてある。一発二発なら防げるはずだが、接近できるかどうかは賭けだ。──が、まあ、戦意は無い。今のところは。

「姉ちゃんがお前のこと気にしてたぞ。避けられてんじゃねぇかって」

　アッシュの肩が小さく跳ねる。

「……君に関係があるのか？」

「ねえよ。ねえけどまあ、放っておくのもな」

「例の自分ルールか。年下の女の子は放っておかない、人間は殺さない……お次は？　寝る前には必ずホットミルクを一杯飲むとか？」

「うるせえな！　とにかく伝えたからな、あとは当人同士でやってろ」

「待て」

　とっとと退散しようとしたところ、意外なことに呼び止められた。もちろん銃は向けたままだ。さっきはこれ以上いれば撃つと言われたが、この場合どういう判定になるのか。

「……姉さんは、他になんて？」

　アッシュの表情は窺うかがい知れない。こちらを振り向こうともしない。はぁ？　と訝いぶかるミソギだったが、なんとなく相手の心情を察して悪魔のように笑う。

「……はっは～ん？　表向き素っ気なくしてても、内心気になってしょうがねぇと。なんだオイ意外とかわいいとこあんじゃねぇかよ、弟クンよ──」

　ぶっ放された銃弾が右耳を掠かすめた。これ以上からかってもろくなことにならなそうだ。ミソギは肩を竦すくめ、話してやることにする。とはいっても後は泳くくりやハイドに関する議論くらいなので、内容的にはその報告といった形になるのだが。

　報告を最後まで聞き、アッシュはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「君は馬鹿か？」

「あぁ？　なんだとこのやろ」

「──三み途と川がわ泳くくりを東とう凶きように送る方法として『荷物』にするのは確実としても、比較的そうだというだけに過ぎない。僕なら始まりから終わりまで自分の目で見守る。丸投げは不自然だ」

　一瞬考え込む。言い方はともかく一理はある。話を聞くにハイドは相当に用心深い性格のようだから、肝心の運搬に立ち会わないのはいかにもおかしい。

　考えられる理由としては、

「……ちょうどその時、他にやることがあった……とかか」

「おそらく相手は、物事に徹底して優先順位を決めるタイプだ。今の状況も想定内かもしれない。ブギーマンの襲撃以来、動きに焦あせりが感じられない。……姉さんは仕方ないにしても、君がそこに思い至らないのは問題じゃないのか、死神様？」

　こいついちいち一言多いな。死神って呼ぶなと何度も言っているのに。

　──だが。仮にハイドが、アッシュの言う通りの男だとしたら。

　泳くくりをここに送ること、自分が東とう凶きように来ること、それらに必要な「何か」──すべてを大局的に見て、緊密な優先順位のもとに自らの行動を規定しているとしたら。

　ぞっとしない想像だった。そんなの、相手に何もかも把握されている気がする。

　アッシュが肩越しに振り返る。蒼あおい眼めが、月光を照り返して氷のように冷たい。

「僕は姉さんを守り、任務を遂行する。ここにいるのは利害の一致だ。馬鹿を晒さらすのは勝手だけど、足を引っ張るようなら君から堕おとすぞ」

「けっ、こっちの台詞せりふだ。あんまり行儀が悪ぃと叩たたき出だすぞ、居候いそうろうのくせに」

　どかどか音を立て、ミソギが中に戻っていった。アッシュは視線を双眼鏡に戻し、猥わい雑ざつな夜の街を飽かず偵察する。




「──あ、危なかった……」

　ミソギが階段を下りていく音を、フィリスはどぎまぎしながら聞いている。

　実は近くに隠れていた。

　気になって様子を見に来たのだが、今まさに二人が話しているのを見て反射的にそうしてしまった。会話は断片的にしか聞き取れなかったし、隠れてどうするかも考えていなかった。

「そこにいるんだろ、姉さん」

「ほぁい[image: ぎもんふ]」

　しかも完全にバレていた。フィリスは観念して、おずおずニワトリ小屋の陰から出る。

「あ……あの。盗み聞きとかするつもりじゃ……」

「いいよ、気にしてない」

　そんなことを言われても気にする。会話の内容そのものより、アッシュの態度について。

　フィリスはこの時、アナテマから伝えられた模範的「姉」としての態度を忘れていた。個人として、何か不ふ手て際ぎわがあったら謝らねばと思った。

「アッシュ……。私に何か、気に入らないところがありましたか？」

「姉さんに？　まさか。姉さんはいつも正しいじゃないか」

　また「正しい」だ。そう言いながら、しかしアッシュはこちらを見ようともしない。

「……そうですか？」

「そうとも」

　本当はここまで踏み込む必要は無い。「こちらが正しいと認識させる」という要件を満たしている限り、任務に支障はないだろう。けれど、それで良しとするのがためらわれた。

　フィリスはアッシュの隣に座り込む。彼の体が少し強こわ張ばる。さして高くもない屋上から見下ろす商店街は騒がしく、毎夜祭りでもしているようだった。

「それじゃあ、お邪魔じゃなければ、少し雑談をしませんか」

「邪魔だなんて。けど、こんなところにいたら風邪を引くよ」

「大丈夫です。なんでも、思いついたことがあれば言ってください。一人でそうしているよりは退屈しないと思いますから」

　アッシュはしばらく黙っていた。やがて双眼鏡から目を外し、フィリスを盗み見る。

「……怒ってないの？」

「へっ？」

「姉さん、僕のことを怒ってると思って」

「！　い、いえそんな、怒ってなんか！　むしろ私の方こそ、謝らなきゃって……！」

　わたわたするフィリスに、アッシュは心底安心したように破顔した。

「──なぁんだ」

　彼の中にあった小さなわだかまりが、たちどころに晴れていく。

　フィリスは安心した。そんなことだったんだ、とも思った。

　一方で、心の奥底にまだ氷塊しない疑問があることも自覚した。

　自分がこの任務に選ばれたのは、人喰い鴉レイヴンを制御する為ため。経験や能力を考慮すれば彼女に求められているのはもはやその役回りだけだ。アッシュは確かに凄すご腕うでのエージェントで、元大量殺人鬼の囚人で、使いどころさえ誤らなければ戦力として最高かもしれない。

　けれど今目の前で笑う年上の弟は、「姉」に嫌われることを恐れ、誤解が解けて安あん堵どするだけの感情が確かにある。彼の本当の心理も知らず、それを利用してしまっている。

　与えられた役割に徹せないのは、自分が未熟者だからだろうか。

　笑うアッシュの首元で、銀のペンダントが小さく揺れた。








第４章　ろくばんめのつばさ






　骨の満月から、一週間ほどが経過した。

　ミソギは中ちゆう鏖おう区くのレストランにいる。──レストランだった場所、の方が正しいが。

「ひっでぇなこりゃ」

　ここは「霊れい源げん飯はん店てん」。表向き金持ちご用達の超高級中華レストランにも当然裏はあり、真の顔は大陸系の亡もう者じやを多数擁するチャイニーズマフィアの巣そう窟くつだった。ヤードセールにも加入しており、連合内での存在感はかなり大きかった。

　過去形だ。今や店内は台風に見舞われたように荒れ、生きた亡もう者じやは一人もいない。

　このところ東とう凶きようの犯罪組織が何者かに襲撃され、壊滅の憂うき目めに遭うという事件が連続している。ホテル・ブギーと蛇だ尾びを皮切りに「光こう眼がん製せい薬やく」「ホロウ・アーマメント」「レイザー重工業」「デュエルモータース」「宗そう谷や精肉店」──どれもヤードセールの傘さん下かだ。

　下手人はおそらく「ハイド」だろうというのがミソギ側の見解だった。

　あてもなくホール内を歩き回り、ミソギはふと窓枠にこびりついたものを見つける。胸騒ぎがしてそこらの破れたテーブルクロスで拭い、まじまじと検分した。

「──こいつは……」

　ミソギが別のところを見ている最中、アッシュは破壊の跡そのものに注目した。

　弾痕はどうでもいい。気になるものは、壁や天井、倒れたテーブル、ホールの角、ぶち抜かれた壁の向こうの厨ちゆう房ぼう──そこらじゅうにあった。

　切り傷だ。

　無数のナイフで手当たり次第に斬りつけたような跡。十人や二十人にできる仕事では到底ない。あるいは獣の爪で抉えぐったような、長くよじれた亀裂。巨大な蛇か何かがのたくったとしか思えない、変則的で乱暴な引きずり跡──

「死神、写真を撮れ。僕が言う場所を全部だ」

「あぁ？　てめこの何指図してんだコラ」

「いいから早くしろ。こういう戦い方に、僕は見覚えがある」

　ミソギからすれば、まったく見当もつかない傷の付き方だ。冗談や皮肉を言っているようには見えない。ミソギは渋々スマホを取り出し、それから、と汚れたテーブルクロスを示した。

　灰だった。ただの灰ではない。ミソギ自身、何度も見てきた代しろ物ものだから。

「オレもわかったことがある。……ハイドってのは、亡もう者じやの魂を抜く手段を持ってるらしい」




　　　　〇




　伝でん奇き屋や堂どうに帰るなり、アッシュはフィリスに「専用回線」を開くよう要求した。

「総隊長に、ですか？」

「うん。この時間なら真夜中よりクリアな通信ができると思う。繫つないでくれるかな」

　フィリスは情報担当補佐官に支給される特殊仕様のラップトップＰＣを開き、すぐに通信を試みた。東とう凶きようのような場所でも問題なく報告できるように、彼らの通信設備は強力だ。

　秘匿回線と暗号化データを幾重にも嚙かませ、ロンドン塔アナテマ本部と繫つなぐ。アッシュはすかさずオペレーターにコードネームと現行任務を告げ、総隊長の呼び出しを要求した。

　いくらもしないうちに画面が切り替わり、四十半ばほどの銀髪の壮年男性の顔が映る。

　こいつが上司か──とミソギはひそかに感心する。引き締まった顔と、鋭い眼光。くぐってきた修羅場が十や二十ではきかない歴戦の気配を感じさせる。

『異常事態か？　手短に報告しろ』

「ターゲットＢについての情報を摑つかんだ。この画像を見て欲しい」

　言って、ミソギに撮らせた戦場の写真を見せる。総隊長はまじまじと画像を見つめ、忌いま々いましいものを見たというように表情を歪ゆがめる。

『……どこで起こった戦いだ？』

「東とう凶きようのレストラン。できたてほやほやさ。これまでのものと同じか確認させてほしい」

　すかさずＰＣがデータを受け取る。中身は同じく画像で、イギリスのどこかの街、廃はい墟きよのビルの中、教会や荒れ果てた市場──みな何らかの戦跡だ。

　すべてに、霊れい源げん飯はん店てんのような痕跡がある。

「どうやら、間違いないみたいだね」

『ああ。斬り裂き魔リツパーだ』

　アナテマは「その男」をそう呼んでいる。

　この十年、彼は世界中を転々としていた。アナテマの活動圏であるヨーロッパの各都市にも出没し、多くの爪痕を残した。人間・亡もう者じや問わぬ多数の殺人、某国要人の殺害、世界的文化遺産の破壊、亡もう者じや化した麻薬カルテルの壊滅等々、わかっている限りで。

　彼を一言で表すならば、「神出鬼没」。アナテマの組織力をもってしてその姿を捉えることすら叶かなわず、ただ振ふり撒まかれた死と破壊の痕跡を辿たどるのみ。物理的・時間的に明らかに無理のある移動を何度も繰り返し、個人ではなく組織説まで唱えられている。

『最悪の犯罪亡もう者じやだ。……本当に奴やつだとしたら、絶対に看過できん。必ず仕留めろ』

「わかってる。念のためそっちにある斬り裂き魔リツパーの記録を全部こっちによこしてくれ。わかる範囲でいいから、奴やつの足跡を摑つかんでおきたい」

　またＰＣがデータを受け取る。それから細かい報告を幾つか行い、通信が終わる。

　彼の目的を推測することは難しい。ただとにかく、行く先々で誰かを殺さずにはおかないようだった。ＰＣを閉じたフィリスが、宙にぽつりと独り言を浮かばせた。

「ハイドは、何が目的なのでしょうか……」

「さあな。とにかく今は奴やつの行動を追うしかねえ」

　と、厨ちゆう房ぼうから甘い匂いが漂ってくる。

　何か焼いていたらしい。マスターを見ると、彼は小さくウインクして奥を指し示した。

「できたっ」

　エプロン姿の泳くくりが、ウェイトレスに連れられて意気揚々と出てきた。その皿に乗っかっているものに、ミソギは思わず目をぱちくりさせる。

「……それ、ケーキか？　作ったのか？」

「うん。教えてもらった！」

　ウェイトレスは一仕事終えたというように額の汗をぬぐっている。彼女の指導の賜たま物ものか、完成品のケーキは普通に美味そうに見えた。

「ほ～、お前がねぇ。ちょっと一口食わせてみてくれよ」

　最初からそのつもりだったようで、泳くくりはうやうやしく皿を置く。表面がキツネ色のベイクドチーズケーキは、少し焼きすぎな感じはするものの期待ができる仕上がりだった。

　一口含むと、タレの味がした。

「…………ウナギ入ってね？」

「好きってきいたから」

「だからってケーキに突っ込むなよ！　味が衝突事故起こしてんじゃねーか！」

　ふむふむなるほど。泳くくりは熱心にメモを取った。前向きなアドバイスとして受け取っている。

　ウェイトレスがくれた水で一息つき、チーズケーキの断面にぶつ切りのニホンウナギという世にも珍妙な光景に改めてヒエッとなった。チョコとかクリームじゃなくてまだしも良かったと思おう、せめて。

「……そういや六ろく々ろも菓子作ってたな。懐なつかしいっつーかなんつーか……」

「ろくろって、みそぎの妹？」

「ああ。ガキの頃は得体の知れねえ創作クッキーを延々喰くわされたもんだ」

　そういえば泳くくりは一度六ろく々ろと話しているんだったか。電話が来た時、最初に出たのは彼女だと言っていた。一体どういう会話をしたのだろう。

「むむむ」

「って、なんだよ、変な顔しやがって……」

「ろくろは、あたしより上手だったの？」

　妙に突っ込んで聞いてくる。ミソギは若干のけぞりながら、

「……いや、ぶっちゃけあんま大差ねえぞ。今は知らんけど」

「わかった。あたし、がんばる」

　言うが早いか、厨ちゆう房ぼうに引っ込んでまた何か搔かき回まわし始めた。なんだあいつ。

「泳くくり様、妹様のことを意識してるんだと思います。対抗意識っていうんでしょうか」

　ウェイトレスにそう耳打ちされる。フィリスは生あたたかい目でこちらを見るばかりで、アッシュに至っては一切構わず銃の分解整備などしている。カウンターでやるな。

「ミソギ様はなんだかんだ好かれやすい方ですから。大変ですね、『お兄ちゃん』♪」

　くすくす笑うウェイトレス。六ろく々ろ以外に兄と呼ばれる気は無いが、向こうでわちゃわちゃしている泳くくりの小さな背中を見ていると、連日の鉄火場で荒すさんだ心がいくらか和む。

（……ま、ほっとけねぇわな）

　なんだかんだで、もう半月近く一緒にいる。泳くくりは彼女なりに何か手伝えることはないか、ミソギたちの役に立てることはないかと奮闘していた。匂いがどうこうはわからないが、いい奴やつだと素直に思う。差し当たり、今はウナギチーズケーキをどうやっつけるべきかだが。

　熱いコーヒーを人数分置き、マスターが微笑する。

「にぎやかになりましたなぁ」

「なんだよマスター、ご機嫌だな」

「そうでしょうとも。ミソギ様のことも、わたくし案じておりましたので。僭せん越えつながら少々安心いたしました」

「オレのことが？」

「はい。わたくしどもはこうして銃後で活動をお支えする一方、現場では常にミソギ様一人。一時的とはいえ、お仲間とご一緒なことがわたくしはとても嬉うれしいのですよ」

　すかさずアッシュが口を挟む。

「僕は仲間じゃない」

「たりめーだこんな殺人神父と組んでて嬉うれしいわけあるか」

　苦笑するマスター。今も聖職者への畏れは払ふつ拭しよくしきれていないようだが、彼なりにアッシュの腕前には信を置いている。たとえ利害の一致程度の関係だとしても、鉄火場にミソギ一人ではないことがマスターには嬉うれしいようだった。

　と、スマホが鳴った。「ケーキは後で食う」と言い訳して、ミソギは屋上へ出た。ちょうど外の空気も吸いたかったところだ。

『調子はどうじゃミソギ。何かわかったか？』

「どうもこうも面倒続きだよ」

　ミソギは、ハイドについて現状で知る限りの情報をすべて伝えた。閻えん魔まならもしかすればそういう亡もう者じやについて何か知っているのではないかと期待してのことだ。

　閻えん魔まは話を最後まで聞き、「しばし待て」と言い含めてＰＣを操作しだした。マウスをクリックする音が断続的に響く。亡もう者じやのリストを閲覧しているのだろう、しばらくして、

『──あった。甲の四十四番。空白、とある』

「空白ぅ？」

『何も書かれておらんのだ。じゃが顔と名前の無い男となると、こやつしかおらぬ。わしは便宜的に「名無しの四十四番」と呼んでおったがの』

　あとはなんじゃったかな、と呟つぶやいて閻えん魔まが受話器をテーブルに置く。あの左右の馬鹿でかい本棚の前をぱたぱた走り回る音が聞こえてくる。資料をかき集めているのだろうか。しばしの間を置いて、重い文献の束を置く「どんっ」という音。

『もう一つ気になることがある。そやつ、亡もう者じやを灰にできると言うたな？』

「ああ。ありゃ、オレが魂を抜いた時に起こるのと同じだ」

『実は、死者の数とこっちに来た魂の勘定が合わんことが何度かあってな。おぬしが抜いた魂は地獄に送られてくるが、そうではない、行方不明の魂があるようなのじゃ』

「なんだって？　じゃあどこに送ってるってんだよ」

『わからん。じゃが……ハイドは、自らが抜き取った魂に何かをしているのかもしれん。それが何かわからんのが問題じゃ』

「どっちにせよ絶対ろくなことじゃねえなそれ。……ああそうだ、もう一つ意見が聞きてぇ」

『なんじゃ』

「ハイドの奴やつは、どうして仲間割れをしてると思う？」

　ふうむ、と唸うなる閻えん魔ま。襲撃された勢力はヤードセールの傘さん下かに入ってはいるものの、どれも独自の手勢やパイプを持つ一大勢力だ。

「先に俺の推測を言っとくと、粛清だと思う。あいつらは一枚岩じゃねぇ。でかい組織には自分が頭になってやろうって連中もいるもんだから、そいつらを潰してるのかもなってさ」

『じゃがそれでは組織の全体規模が縮小しすぎてしまう。滅ぼされた組織はどこもかなりの規模なのじゃろう？　だいいち時間もかかるし、どうも賢さかしい行いとは思えぬな』

　一理も二理もある。ヤードセールとは絶妙な利害関係のバランスのもとに成立する強大なシンジケートだ。以前酔すい花かが言ったように上層部に何らかの軋あつ轢れきがあったとしても、こんな時に喰くい合いを始めるほど向こう見ずな連中ではないはずだ。

　だとすればその上でなお粛清を選んだ合理的理由がある、と考えるのが自然だ。

「他を切り捨ててでも、ヤードセールがデカくなるアテがこの先にある……とかか」

『それがＡｓエースの流通じゃ、と？』

「ありえるけど、そんだけのために他を捨てるのも思い切りすぎだな。もっと先に何かあるはずだ。少なくとも、当のハイドが皆殺しにしてんだから、間違いなく主導は奴やつだ」

『ふむ。引き換えにするだけの得が見込めるわけか。悪巧みだけは立派な連中よな』

「まったくだ……あ、そうだ」

　大事なことを聞くのを忘れていた。

「ハイドの賞金額は幾らになる？」

『む、やはり聞くか。相変わらず細かい男よ』

「大事な話だろ。で？　いくらになるんだ？」

『まだわからん』

　ずっこけるところだった。

「おいおい頼むぜ！　そこ大事だろ!?」

『ええい慌てるでない。これまでの所業と目的の全容が摑つかめておらん以上、計上のしようがないんじゃ。もう少し情報が集まれば改めて通達するゆえ大人しく待て！』

　狙っていた「大物」は間違いなくハイドだ。そいつを倒せば見合った賞金額が支払われるに違いない。くれぐれも頼むと言い含めた上で通話を切り、ミソギは屋上の扉を振り返る。

　アッシュがいた。

「……あんだよ、いつからいやがった」

「『どうもこうも面倒続きだよ』」

　ほぼ最初からである。どうしてわざわざ待ってるんだこいつは。げんなりするミソギを完全スルーして、アッシュは屋上の端に立った。手には双眼鏡。ここから偵察をするのが、手持無沙汰な時の彼の日課となっているようだ。

「見張り塔も様になってきたじゃねぇか。なんだかんだうちの生活がお気に召したか？」

「必要だからそうしているだけだ。三み途と川がわ泳くくりは僕が思っていた以上に重要な存在らしいし、姉さんだっている。仕事が終わればこんなところ一秒もいたくない」

　あくまでもその姿勢は崩さないらしい。それならそれで結構なことだが、今後仕事をする上でひとつ確認しておくべきことがある。

「それとな、ハイドの魂はオレが貰もらう。あいつの報酬はかなりでかいはずだからな」

「そんな吞のん気きなことを言っていられればいいけれどね」

「こちとら死活問題なんだよ。借金返して、こんなとこさっさとおさらばしてやる」

「外の妹と会うために？」

　言葉に詰まる。憎まれ口のひとつでも叩たたければよかったが、見事に図星だからたちが悪い。

　返せるのは、悪あがきめいた強がりだけだった。

「けっ……笑いたきゃ笑えよ」

「笑わない」

　意外なことに、即答だった。

「家族を大事に思うのは、当然のことだ」

　呟つぶやくようなアッシュの返事は、すぐに飼育小屋のニワトリの声に上書きされた。

　毒気を抜かれたのはこっちだ。お、おう──と半はん端ぱな返事が精一杯で、アッシュはとっくにこちらに興味を失い、夜の街に潜む脅威を虫一匹見逃さない集中力で見張っている。その大人びているのだか幼いのだかわからない台詞せりふに、衝動的に言葉が出かけた。

　──お前の「姉さん」は、本当はどんな人なんだ？

　言わなかった。アッシュがミソギを笑わなかったように。

　結局、何も言わず屋内に戻る。今夜はちょうど半月だった。白と赤の綺き麗れいに対照的な半円が距離を保って浮かび、しかし合わさることは決してない。




　　　　〇




　赤、十日夜月。

　骨の満月をドン底とする東とう凶きようの街は、赤が満ちるごとに賑にぎわいを増していく。空に穿うがたれた傷口を徐々に開き、流れ出る血を浴びて活力を得ているかのようだった。

　航空障害灯が明滅する高層ビルの屋上で、ハイドは赤い月光を浴びていた。

　すぐ向かいのビルの中腹からは、濃い黒煙がもうもうと立ち込めている。今しがた潰してきたヤードセール加入組織「マーター美術商会」のオフィスだ。生き残りは誰もいない。

『どうもお疲れでござんした。ここんところの粛清はかなりいい見せしめになりましたよ』

　電話口の真ま淵ぶちに、ハイドは何も言わない。予定通りこの夜までに終わった。不穏分子は今殲せん滅めつしたところで全部だ。ハイドはさしたる感慨も見せず、続く報告を聞く。

『あ～……それから例の娘の居場所、八方手を尽くしてるんですがどーにも手がかりが……。奴やつこさんら、よっぽど巧妙な隠れ家を持ってるらしい』

「頃合いだ。俺が見る」

『はいな？　なんです見るって、見てどうにかなるもんじゃ……』

　そのままの意味だった。眼下には醜悪な街が広がっている。押し付けがましい照明。ぎらぎら輝くネオン。思いつく限りの汚い色をぶちまけた光がぼんやりと浮き上がって見えた。

　電話を切り、ハイドは自らの最さい奥おうにあるものを開いた。

　世界に、罅ひびが入った。

　正確には、元あった「世界の罅ひび」が、ハイドの視界にすべて現れた。

　それは街中に存在する亀裂だ。モノではなく、空間に直接刻まれており、小さいものは指先程度、大きいものになればそこらのビルにも匹敵する長さを持つ。街にいる者たちは誰も気付かない。だが気付いていないだけで、この東とう凶きようには数えきれないほどの亀裂が存在する。

　そして、すべてが火の色の光を湛たたえ、この世の外へと繫つながっている。

　ハイドはある一点に注目した。この高さからでも見えるほど大きく、数多あまたの亀裂が寄り集まって、まるで柱のように見える地点──現世と位相が大きくずれた、あの世に近い場所。

「……そこか」

　呟つぶやいて、「眼め」を閉じる。




　　　　〇




　──『とり』は、たまに、どこかへ行くことがあったよ。

　あたしはいつも置いてかれた。どこに行ってたかはおしえてくれない。あたしは、ついて行って、たまに待されて、それのくりかえし。いろんなところに行ったよ。ちょっとはなれることがあっても、さいごにはぜったいに帰ってきた。

　ごはんもくれた。おまえはなにも気にしないで、ついてこいって……。それから……、




「……注射をした？」

「うん。たまに。痛くなかった」

　それも麻薬の類だろうか。泳くくりの腕には、しかしどこにも注射痕らしきものは無く、生まれたてみたいにつるつるだった。

「そいつを打たれて何かおかしなことはあったか？　苦しかったりとかは？」

「ううん、ぜんぜん。──『とり』は、えいようだ、って言ってた」

　傷どころか痣あざひとつ無い腕をさすりながら、泳くくりは自分の記憶を探り探り語る。

　泳くくりの記憶はゆっくりだが徐々に戻り、時折夢を見るように脈絡のないワードが飛び出る以外は、かなりはっきりと会話が成立した。

　そうした単語も調査の指針になるかと、一応メモしてはいる──「振り子」「大きな鳥」「燃える」「箱」「わたあめ」「ガラス」「ふうせん」「手、指、指」「火の玉」「四角い」「霧」「幸せな空気」「大きな箱」「おとうさん」「おかあさん」「木」「花」──

「一連の単語に、共通点は見み出いだせませんね……」

　リストを眺めてフィリスが呟つぶやく。ハイドが定期的に泳くくりに何か投薬をしていたとして、それがＡｓエースにどう繫つながるのかはわからなかった。ただ泳くくりの態度を見るに、彼女に対して悪意があったような感じはしない。

　どこかへ行っていたというのは、アナテマが追っていたような殺しや何らかの「仕事」へ出ていたのだろう。ハイドは泳くくりを保護する傍かたわら、世界中を転々としていたのだ。

「東とう凶きように来る時はどうだった？　奴やつはお前に何か言ってたか？」

「──これが、さいごだ、って」

　少し頭を悩ませ、泳くくりはほんの半月ほど前の記憶を引っ張り出す。そのころ彼女はＡｓエースの中毒状態で、ただでさえ曖昧な意識だったようだが、かけられた言葉は辛かろうじて覚えていた。

「かならず、迎えにくる……って……」

　確信を持った宣言だ。ハイドはやはり、泳くくりと一時離れることも織り込み済みのようだ。

　おずおずとこちらを見上げる泳くくりは、不安そうだった。

「ねえ、みそぎ。『とり』は……わるい人なの？」

　当然、犯罪者だ。幽体麻薬をばら撒まき、世界中で殺さつ戮りくを続ける超危険人物。どんな理由があろうともまさか善人であるはずはないが、しかし泳くくりを前にして「ハイドは悪い奴やつだから倒さなくてはならない」と断言するのは、ミソギにはためらわれた。

「……そいつを決めんのはオレじゃねえ」

　だから、こう答える。

「ただ、ひとつ言えることはある。お前のことは守る。たとえ奴やつにどんな目的があろうと、もしお前に何か酷ひどいことが起こりそうなら、それは絶対にオレが止める。約束だ」

　泳くくりは大きな目でミソギを見返して、ふにゃっと笑った。

「みそぎは、やっぱりいいにおいがするね」

　匂い云うん々ぬんはわからないが、死人を捕まえてそれもなかなかいい趣味をしている。そういえば彼女からすればハイドはどんな匂いなんだろうと思って、

　屋上からの銃声を聞いた。

「奥にいろ！　マスター、ウェイトレスさん、こいつらを頼む！」

　呼びかけを受けた二人が即応し、泳くくりとフィリスをバックヤードに誘導した。奥には非常時用の小さな地下シェルターがある。ミソギは椅子を蹴倒す勢いで駆け出し、四人とは反対に三段飛ばしで階段を上がった。

「──どうした!?　今のは何だ!?」

　鉄のドアを蹴り開けた途端、目がくらんだ。

　眩まぶしい。まるで真夏の晴天のようだが、今は夜のはずだ。苦労して目を開け愕がく然ぜんとする。

　空が、左右に大きく裂けていた。

　強烈な炎の光がそこから漏れ出て、伝でん奇き屋や堂どうの屋上だけを眩まばゆく照らしている。突如空間に現れた亀裂の奥から声がする。聞き覚えのある声。疼うずくものがあってミソギは眼帯越しに右みぎ眼めを押さえた。自分が開いた覚えは、まったく無いのに。

「姉──ど──今すぐ──離──」

　アッシュの叫びは断片的にしか聞こえなかった。撃ち尽くしたデリンガーを再装塡し、彼は再び亀裂を睨にらんで、その奥から今まさに飛び出ようとしているものを見る。

　直後、巨大な鉄塊が伝でん奇き屋や堂どうに突き刺さった。




　浅あさ腐くさの商店街は騒然となっていた。

　伝でん奇き屋や堂どうとその周辺のビルをぶっ潰したのは、一見して奇妙なオブジェに見えた。

　幅おおよそ三〇メートル、表面に何かの文字が記されており、あちこち崩れて骨組みだけになりながら今なお燃えている。それは、大型旅客機の主翼の片割れだ。

　わずかに遅れて、廃はい墟きよに白い影が降り立つ。ハイドは主翼の傍かたわらに立ち、嘴くちばしのマスクをゆっくり左右に動かして、独りごちた。

「二人、か」

　突然、瓦が礫れきの一部が吹き飛んだ。

　ハイドは長身を傾かしがせる。後ろに下がった嘴くちばしの先端を「ぢりッ」と銃弾が掠かすめた。そこらじゅうが赤く燃える中で、救済兵装の蒼あおい銃火はとてもよく映える。

　その隙をミソギが狙った。別角度から飛び出し、横よこっ面つらに手加減一切無しの拳をぶち込む。

　鉄色の拳に触れ、ハイドは吹き飛んだ。宙できりもみ回転し、ロングコートの裾をはためかせて何事もなかったかのように着地。今のは当たったのではない、自ら飛ぶことで衝撃を殺したのだ。羽毛でもぶん殴ったみたいに、手応えはまるでない。

　嘴くちばしのマスクが、ゆっくり顔を上げる。

　最初の挨拶は終わった。ミソギとアッシュは、既に戦闘態勢にあった。

　ミソギが片手に握るスマホからは、マスター含む四人が無事だと伝える声。シェルターへの退避が間に合ったのだろう。二人も、辛かろうじて巻き込まれずに済んだが、店は全壊だ。

「てめぇがハイドか。ずいぶんとご挨拶じゃねぇか、なぁ……！」

「……亡もう者じやめ。姉さんが火傷やけどでもしたらどうするつもりだ」

　ぴりぴりした闘気を受け、ハイドは自然体。瓦が礫れきの山の只ただ中なかに立ち、二人を順番に指差す。

　一瞬の思索の後、「残り時間」を割り出した。

「──三〇〇秒」

「舐なめてんじゃねぇぞッ!!」

　変異・抜刀。ミソギが一瞬で距離を詰め、亡もう者じや刀で斬りかかる。

　がぎんッ！　──硬い手応え。斬撃は、ハイドが持つ直剣に阻はばまれていた。いつ抜いたのかもわからない。コマ送りのように、一瞬で手の内にあった。

　弾き合う。ミソギは着地の反動で更に踏み込もうとする。アッシュが照準を定める。

　対するハイドは直剣を構え、その名を告げた。

「『枯こ血けつ鋒ほう刃じん』」

　突如、彼を中心として螺ら旋せん状の破壊が起こった。

　熱気が吹き散らされる。旋風を受けた残骸が吹き飛び、たちまちボロ屑くずとなる。

　斬られているのだ。細切れになるまで、一瞬で。

　風には破壊力があった。吹き荒れる中に無数の光を含んでいた。それぞれが切れ味を持ち、触れたそばから標的を斬り刻む、数え切れぬ刃の群体。それはハイドの意のままに荒れ狂い、軌道上のすべてをミキサーにかけながら牙を剝むく。

「……！　変異・遮断!!」

　ミソギは両手の雨う炎えん鋼こうを変異、前方一八〇度を半球状に覆う大盾を形成した。途端に無数の衝撃と耳を弄する金属音が襲い掛かり、あまりの圧力に数メートル押し飛ばされる。盾の表面に突き刺さったものは、小さなナイフのように思えたが、違った。

　風に小さくそよぎ、一つ一つが表面に葉脈を持っていた。

　鋭利な刃を持つ、鋼鉄の「葉」だ。対して、雨う炎えん鋼こうを前にハイドが呟つぶやく。

「その腕──冥界の金属か。お前も持っていたのか」

　刃の葉が盾から抜け、そうかと思えば陣形を変えた。

　ハイドに操られるまま縒より集まって、ドリルのような円えん錐すい状へ。

　高速回転。ガリガリ音を立てて盾が掘削される。ミソギはたまらず脚部を変形させ、後ろへ逆噴射。なおも襲いかかる刃の群れを斬り払うも、体勢を崩されたため隙が生まれてしまう。

　アッシュが、横合いから銃を連射した。

　ハイドは顔も向けずそちらに対応する。彼の周囲を回遊していた鉄の葉が防壁となり、銃撃を受けて木こつ端ぱ微み塵じんに粉砕された。だが使い手は無傷。再び直剣を振るった時、また新たな葉が空中に生まれる。ミソギはその隙に間合いを外した。

「ち……！」

「くっそ、なんなんだあの野郎は！」

　それぞれ別の物陰に身を隠す。ハイドは一歩も動いていない。冷静になれ、冷静になれ──自らに言い聞かせるミソギ。燃える拠点が怒りを駆り立て、抑えるだけでも精一杯だ。

「三み途と川がわ泳くくりを呼び戻しに来た」

　瓦が礫れきの中心に一人立ち、ハイドは悠然と告げた。隠れながらミソギが叫び返す。

「あぁ!?　そのためだけにそんなもんぶち込みやがったのか!?　だいたい、一体どういうカラクリを使いやがった!?」

「見て、開いた。それだけだ。必要な工程だ」

　そうだろう──と、ハイドは突如まったく違う方に声をかける。ミソギとアッシュが隠れている場所のちょうど中間、元の間取りでいうなら、バックヤードへの扉があった方だ。

　泳くくりが、出てきている。

　バックヤードの更に奥、地下シェルターへ続く辺りは、まだギリギリ残っていた。出来損ないのジオラマみたいに壁だけ残ったその穴から、泳くくりが呆ぼう然ぜんと歩み出て、大きな両目いっぱいに伝でん奇き屋や堂どうの惨状を映していた。

「危ない、泳くくりさん！　すぐ戻って──きゃっ!?」

　奥からフィリスたちが呼び戻そうとするのを、ハイドが阻止した。軽い動作で必要最低限の葉を操作し、崩した瓦が礫れきで壁の穴を塞ぐ。

「姉さん!!」

　咄とつ嗟さに飛び出たアッシュをハイドは見逃さなかった。右腕だけ動かし、応じて刃の風が大蛇のようにのたくった。アッシュはデリンガーの銃身で急所を守り、受けきれずに吹き飛ばされる。高い防刃性を持つ神父服カソツクが切り裂かれ、細かな血が飛び散って炎に焼かれる。

「六〇秒」

　ハイドは戦う傍かたわら、カウントを途絶えさせることはなかった。

「迎えに来た。行くぞ」

「……においが、あって」

「どんな匂いだ？」

「懐なつかしい……怖い、焦げたみたいな、においが……だから、あたし……」

「そうだ。覚えていたな。──これを探し当てて、引っ張り出すのに少し時間がかかった」

　言って、ハイドは地面に突き刺さった主翼を示す。

　焼け焦げ、錆さびついてなお、そこに記された数字はかろうじて判別できる。元々その翼を持っていた飛行機の、機体記号だ。

「あ、」

　記号を目まの当あたりにして、泳くくりは打ちのめされたような顔をした。

　はっきりと覚えていたわけではないだろう。だが、その消えかけた数字とアルファベットの並びが、崩れ燃える翼の形が、泳くくりにこれが何であるかを認識させた。記憶の奥底、無意識の澱おりに沈んでいた光景が浮上する──十年前のこと。

「三み途と川がわ泳くくり。お前は十年前、この旅客機に乗っていた」

「あ、あ、あぁっ、あ」

「着陸しようとしたまさにその時、赤い月が現れ、お前はそれを窓から見ていた」

「うわぁぁあうぅうう!!」

　絶叫し、泳くくりはその場に鞠まりみたいに丸まってしまう。小さな体がガタガタ震える。単に忘れていただけではない、おそらくは無意識に封じ込めていた数多あまたの恐ろしい記憶が、彼女を体の内側から喰くい破らんとしていた。

「おと、──おとうさん、おかあさん、うそ、いやだ、みんな、みんな──」

「思い出せ。物事には正しい順序がある」

　そこまで言ってハイドは口を噤つぐむ。

　泳くくりの前にミソギが立ちはだかる。炎に照らされた左ひだり眼めに、ぐつぐつと激怒を滾たぎらせて。

「……ガキをこんなに怯おびえさせて、なぁにが『正しい順序』だこの野郎……！」

「どけ。そいつが必要だ」

　その場に案か山か子しのように突っ立っておきながら、ハイドの三六〇度全方位には一部の隙も無い。鉄の葉は今なお数え切れぬほどの群れとなって彼の周囲を回遊している。

「だいいち、こいつに何をさせるつもりだ？　Ａｓエースとこいつに何の関係がある!?」

「Ａｓエースはただの手段だ。そいつは増幅器であり、重要な鍵だ」

「はぁ……!?」

　夜になれば月が昇る。ハイドの口調は、そうした自明のことを説明するかのようだった。




「俺たちは、幽界現象をもう一度起こしにここに来た」




　────なに？

　こいつは今、何と言ったんだ？

　何か考えるよりも先に、十年前の記憶が生々しく蘇よみがえった。あの月のように赤くべったりとした恐怖が足元を絡からめ捕り、動きを止めたミソギに、ハイドが直剣を突き付ける。

「対象の脅威度認定を更新」

　その時、氷のように冷たい宣告が這はい上あがった。

　瞬間、どかん！　と何かが飛び上がる。瓦が礫れきに埋まっていた堅けん牢ろうなアタッシュケースが回転しながら宙を舞う。起き上がるアッシュの首輪が、その電子ロックシステムとリンクした。

「第Ⅱ種対上級亡もう者じや用救済兵装『凶きよう典てんロガトカ』の解禁を要請──」

　受理。ロック解除。

　ケースの留め金が自動的に弾はじけ、アッシュは中から飛び出した銃をキャッチする。

　銃身は銀色、隅から隅まで刻まれるは亡もう者じやを救うころす祈りの文句。直径18．４ミリの銀球を詰め込んだ12ゲージ弾を用いる、フルストックのポンプアクション・ショットガンだ。

「──狂い悶もだえる魂に、蒼そう花かの手向けを!!」

　散弾ばがん、散弾ばがん、散弾ばがん！

　増幅された銃撃の威力には目を見張るものがあった。燃える廃はい墟きよをなお明るく照らす閃せん光こうのもと、着弾点に蒼あおい爆発を起こして人の頭ほどの穴を穿うがつ。

　ポンプを引くと空き缶ほどもあるショットシェルが飛び出し、地面に跳ねた。並の亡もう者じやなら今の連射で十回亡ほろぼして釣りが来る。

　だが、当のハイドはもう、いない。

　風の動きで察する。黒煙が渦を巻き、その流れを追って見上げれば、空中に白い影。

　真上から葉が降り注いだ。アッシュは横に跳んで回避、一回転してお返しにぶっ放す。撃ち上がる散弾は花火のように拡散し、点ではない面の弾幕として標的に喰くらい付く。ハイドは浮き上がる葉を足場として、ジグザグの空中歩行でそれを難なく回避した。

　応じて、また刃の葉が撃ち下ろされる、アッシュは硬質な雨の下を全速で走り抜ける。崩落した鉄筋を盾にリロード。ハイドは音もなく着地し、悠然とカウントを刻み続ける。

「一五〇秒。──アナテマの手の者か。懐なつかしいな」

「黙れ。お前のやることは、絶対的に、正しくなどない」

「確か亡もう者じや殺しを正義とする機関だったか。お前はそれが、本当に正しいと思うのか？」

「黙れと言ったぞ！」

　散弾がハイドを狙い、二者の間に存在する瓦が礫れきがことごとく消し飛ぶ。

　すべての救いは、正しさのもとに断行されるべきものである。引き金を引く指は正義に担保され、あまねく世にはびこる不正をただす鉄てつ槌ついとして機能する。

　アッシュはそう信じている。首元のペンダントが揺れる。

「……幽界現象を、また起こすだと……」

　ミソギは立ち尽くしていた。その背に、小さな手が触れた。

「み、みそぎ……あたし、あたし……」

　振り向けば、泳くくりが怯おびえていた。これまでの吞のん気きな彼女からは想像もできない。ミソギは、そうした表情を知っている。震え、叫び、逃げ惑う無数の人々。十年前の惨劇を。

　だから彼女に向き合い、目線の高さを合わせて、震える手を強く摑つかんだ。

「──大丈夫だ」

「……ほんとう？」

「ああ。言ったろ？　お前に酷ひどいことが起こりそうなら、オレが止めるって」

　ハイドが何を考えていようと関係ない。こっちにはこっちのやるべきことがあるのだ。

　十年前に再びこの地を踏んだ時から、ずっと変わらないだろう。

「安心しろ。オレはな、お前みたいな奴やつを守るために地獄から戻ったんだ……！」

　その為ために、何がなんでも、あいつを刈る。

　戦意の爆発と共に、踏み込んだ。

　泳くくりの前からミソギが消え、遅れて吹く風が彼女の前髪を上げた。

　廃はい墟きよを散弾が削り砕く中、その合間を突き抜け、ミソギはハイドを間合いに収めた。

「──おぉらァッ！」

　変異・抜刀。冴さえわたる氷の刃が横一文字に滑り、標的の首を狙う。

　衝撃、金属音、ハイドの直剣が斬撃を阻はばむ。

　ミソギは構わず猛攻を仕掛けた。ハイドは剣葉を華麗に舞わせ、繰り出される高速の斬撃を受け流す。アッシュはその隙に身を隠し、ロガトカとデリンガー両方に次弾を装塡した。

　刀光、風切り、螺ら旋せんに散る熱。ハイドは至近距離からミソギを見つめ、ぽそりと、

「お前は亡もう者じやだ。幽界を拒否する理由があるのか？」

「黙って刈られろ、カカシ野郎ッ!!」

　ハイドが直剣を振り上げた。亡もう者じや刀が弾はじかれ、飛びすさったミソギは空中のものに気付く。いつの間にか無数の刃がミソギを包囲し、刃先をすべてこちらに向けていた。

　雲のように浮遊していたものが、主の操作で一気に渦を絞る。焦点はミソギ一人。

「雨う炎えん鋼こう！　変異・廻かい転てんッ!!」

　身を沈めて逆立ち。全速で体を捻ひねり、片腕を軸として独こ楽まのように旋転。

　黒い斬撃を、円状に一いつ閃せんした。

　両脚が、黒く大きな鎌に変異していた。鎌は迫る剣葉をまとめて斬り払い、回転力をそのままにハイドを狙う。ハイドは残った剣葉を操り、二連の鎌と真っ向から斬り結んだ。火花、破片、打ち合う鋼はがねの音色、振動と風圧が熱気を圧し、二人の間で燃える火が吹き散らされる。

　──いける。崩せる！

　ミソギは左手で飛び上がり、亡もう者じや刀を縦一文字。かち合う剣と剣の向こう、嘴くちばしのマスクにはどこまでも感情が無い。すかしやがって。ミソギの中で燃える激情が背を押し、一瞬たりとも緩めることなく、攻めて攻めまくる。

　アッシュは物陰から銃を突き出しながら舌打ちをした。ミソギの我が武む者しや羅らとも言える攻め手のせいで攻防が激しく推移し、ターゲットを狙うことが難しい。

「どけ、死神！　そいつを狙えないだろう！」

「黙ってろ！　こいつはオレが殺やる!!」

　横からアッシュが散弾をぶち込む。ミソギはそれすらも気にしない。危ういところで弾丸が服を掠かすめ、ハイドはミソギを盾のようにして立ち回り、自在の剣葉で銃撃を弾はじき飛とばす。

　ばちん、がぎん！　──甲高い金属音と共に、空中に火花が咲き続けた。その只ただ中なかを突き抜け、ミソギのスピードは徐々に上がり続けた。太刀筋、反射、体捌さばき──十年の技術に研ぎ澄まされた戦闘勘を上乗せし、敵を絶殺の間合いに捉えて離さない。迫る剣葉と切り結び、散り咲く火花の中を突き進んで、まっすぐ己の敵だけを見る。

　実際、その動きは鬼神さながらだった。ハイドへの怒りが燃料となって、闘志と集中力を極限以上にまで引き上げていた。今のミソギを前にして十秒以上生存できる者は東とう凶きように二人といるまい。ただ前へ、前へ、獲物の首を狙い、それ以外のすべてを意識の外に置く様さまは、ただ一人で荒野を行く死神そのものと言えた。

　一秒を幾つも切り刻んだ死線の果てに、ミソギは相手の隙を見た。

　──捕まえた……!!

「地獄に、祈りやがれッ!!」

　亡もう者じや刀、一いつ閃せん。

　銀の刀光が半月状に振り抜かれ、刃の軌道は、確かにハイドの首を捉えていた。

　マスクを被かぶった生首が真上に撥はね飛び、主の足元に落ちた。意外なほどに軽い音がした。ハイドの首から下は微動だにせず、朽ちた古木のようにその場に立ち尽くしている。

　会心の笑みが漏れる。獰どう猛もうに歯を剝むき出だして、ミソギは右の眼帯を取る。

「錠じよう眼がん！　封印────」

　魂が、出てこない。

　亡もう者じや刀の一太刀は明らかに致命傷だった。どんな相手も、この刀で首を落とされて無事だった奴やつはいない。だが勢いよく飛び出すはずの灰色の炎が、いつまで経たっても現れない。

　最初に気付いたのはアッシュだった。

「馬鹿、気付かないのか!?　そいつはまだ生きているぞ！」

　──!?

「ここまで、二〇〇秒」

　足元から、声がした。

　ハイドの首がこちらを見上げている。嘴くちばしが伸びたマスクの生首は、黒く爛らん熟じゆくした異様な果実のように見えた。そのゴーグルの、黒くスモークされて見えない奥の闇で何かが光る。

「なるほどな。──少し、詰めるぞ」

　愕がく然ぜんとする二人の前で、ハイドは「開いた」。

　最初は横一文字だったのが、月が満ちるように広がり、真紅の光輪となって二人を見る。

　背筋を逃れがたい怖おぞ気けが走る。ミソギは思う、まさか、こいつ──

　──今の今まで、目を閉じてやがったのか!?

　絶対的な危険は、闘志よりも冷たく全身を冷やす。咄とつ嗟さに飛とび退のこうとして、

　既に囲まれていた。

　いつの間にか二人の全身をよじれた歪いびつな鉄が囲い、三六〇度すべての逃げ場を完全に潰していた。それは鈍く輝き、一本一本に鋭い刃を持ち、しかし確かに植物の脈を感じさせる──枝であり、蔦つたであり、根だった。

　そして「花」が咲いた。花弁は刃、花糸は針、振ふり撒まく香りは血と臓物のそれ。

　引き裂く。花が葉が、枝が、蔦つたが、根が、生きて蠢うごめく巨大な「剣」が、二人の全身を斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬り刻んだ。

　赤い噴水が散る。雨う炎えん鋼こうがバラバラになる。

「──こふ」

　アッシュも似たようなものだった。形のいい唇が、ぬらつく熱い鮮血に染まる。防刃防弾加工が施された神父服カソツクは用をなさず、刃はすべて、骨身と臓ぞう腑ふにまで届いていた。

　二人、同時に倒れる。ぴくりとも動かない。

「収束おさめろ、『錠じよう眼がん』」

　ハイドが告げる名を、ミソギは薄れゆく意識の中で聞いた。

　鉄の枝がしゅるしゅると戻り、空間の切れ目の奥へ引っ込んで消えた。散る花弁の一枚までもが消えてなくなり、あとに残ったのは、無数の刃が走り抜けた破壊の跡のみ。彼がこれまでに残してきた痕跡と同じものだった。

　声が出ない。ハイドはいつの間にか泳くくりの前に立っていた。一歩も足を進めた気配は無かったのに、落とした首まで胴に戻り、忽こつ然ぜんとそこにある。泳くくりはへたり込み、身動きも取れない。

「……『とり』──なん、で」

「震えるな。お前は、何も考える必要は無い」

　直剣を逆手に持ち直す。刃が無い直剣が変形し、蕾つぼみが開くように切っ先を放射状に広げた。

「い、嫌！　いやだっ！　みそぎ！　みそぎぃっ!!」

「恐れる必要は無い。いずれ、すべてが同じになる──」

　ハイドは直剣を振りかぶる。狙いは泳くくりの心臓。

「──そうやって、世界は救われる」

　突き刺す。

　泳くくりの全身が、電流を受けたように痙けい攣れんした。

　ミソギは必死にもがくが、血の海が波打つばかりで何もできない。意識が遠く、遠くなる。

　霞かすむ視界で、泳くくりが何を受けているのかを見た。炎。灰色にゆらめく、亡もう者じやの魂の火だ。ハイドが狩り、直剣に封じていたものを、すべて泳くくりの中に流し込んでいるのだ。

　その結果、何が起こるのか。

「……泳くくり。このままではまた『死』が起こるぞ。お前の、父と母のように」

　淡々と、時間をカウントしながら、ハイド。指が倒れ伏すミソギとアッシュを順番に指差す。

「お前は、近しいものの死に、何を望む？」

　泳くくりの痙けい攣れんが、唐突に止まった。ぽかんと開いた口から、声と共に、風が生まれた。




「──────[image: かんたんふ]」




　突如として、竜巻が起こった。

　竜巻には色があった。それ自体が光り、炎をかき消し、一帯を吞のみ込こもうとしている。

　光の色は、金の混ざった鮮やかな白。──Ａｓエースの色だと、頭の隅で思った。

　豪風の中で、泳くくりの叫び声が聞こえている。泣いているのか。悲しいのか、恐ろしいのか。

　悔しかった。守るなんて言っておいてこのザマか。無様に負けて、それで終わりか。

　意識が途絶える限界まで歯を食いしばる。風の中に、泳くくりとハイドの姿を探す。まだ終わりじゃない。まだ終わるわけにはいかない、まだ、まだ、まだ──

　頰に何かが触れた。やわらかく、あたたかいものだった。まるで陽だまりのような。

　何かは、消え入りそうな声で、こう言ったような気がした。




　みそぎ。

　ごめんね。




　風が、止やんだ。

　炎が消えた暗い夜の廃はい墟きよにあって、ミソギは自らに起こった異常に気付く。

　傷が、ひとつ残らず消えている。

　意識は鮮明だ。今わの際の夢や幻覚ではない。まるで何も起こらなかったかのようだが、砕かれて戻らない雨う炎えん鋼こうが、ハイドの攻撃が現実だったことを伝えている。

　転がったまま必死に視線を巡らせ、ミソギは廃はい墟きよの中に泳くくりを見つけた。

　瞠どう目もくした。

　気を失った彼女の背中から、一対の翼が伸びている。

　鳥のそれとも、虫のものともつかない異様な形だった。翼は白く淡い光を放ち、まだわずかに柔らかな風を纏まとっていた。あの光る風は、泳くくりの翼が起こしていたのか。

　泳くくりの傍かたわらに立つハイドは、最初からわかっていたことのようにミソギを見返す。

「お前たちは保険だったが、理想通りに機能してくれたな。無事、最後の一押しになれた」

「て、めぇ……そいつに、何をしやがった……!?」

「お前には理解できん。そもそもこいつは、人でも亡もう者じやでもない」

　泳くくりは、彼の腕の中で静かな呼吸を繰り返している。閉じた目の端からは一筋の涙。

「『天使』……幽界現象を境に生まれた、新しい生き物だ」

　──天使。

　我が身を救った現象は、この十年間で出会ったどんな亡もう者じやにも、ましてや人間にも起こせるはずのないものだ。泳くくりは「それ以外」の存在だとでもいうのか。

「ふざけんな……！　天使だかなんだか知らねぇが、泳くくりに何をさせる気だ！」

　叫びはすれども、動けない。雨う炎えん鋼こうの義肢は全体の九〇パーセント以上を失い、まったく機能しない。対するハイドの三〇〇秒に至るまでのカウントは、寸分も狂わず続いている。

　鉄の葉が一枚、二枚と、今のミソギを切り刻むに十分なだけ現れた。

　予定ぴったりの時間だった。

「『血の満月』にわかる。だがお前たちは、先にもう休め」

　直剣が振るわれ──

　同時に、廃はい墟きよの壁がぶち抜かれた。

　ほんのわずか焼け残った伝でん奇き屋や堂どうの、バックヤード側の壁だ。もうどこにシェルターの入り口があるかすらわからない有あり様さまだが、構造的にはバックヤードを抜けた先に車庫がある。

　障害物を無理やり蹴散らし、飛び出してきたのは、ミソギのレイスだった。

「ミソギ様!!」

　マスターの声。彼がレイスを運転しているのだ。

　ハイドが大きく飛びすさり、レイスを避ける。埃ほこりと煤すすまみれの車体が急ブレーキをかけ、ミソギとハイドを隔てるように停車した。

「遅くなって申し訳ございません。これを掘り出すのに苦労しておりました……！」

「あ、アッシュ様は、無事です！」

　横合いからもう一つの声。見ればウェイトレスが倒れたアッシュを担かついで来ている。彼は気を失っているが、ミソギと同じく今や傷一つ無かった。

「早く乗りなさいっ！」

　助手席からフィリスが手を伸ばし、すっかり軽くなったミソギを無理やり引っ張り上げる。後部座席にアッシュを押し込み、マスターはフィリスに運転席を譲った。

「エンジンはかかっております。フィリス様、後を頼みますぞ」

「はい……えっ!?　ま、マスターさんは!?」

「わたくしどもは、お客様に対応せねばなりませんから」

　一瞬、フィリスは痛みに耐えるような顔をした。ウェイトレスもマスターは乗ろうともしなかった。ドアが閉められ、フィリスは振り切るように首を大きく振り、ハンドルを握った。

　たまったものじゃないのはミソギだ。助手席で暴れる。

「馬鹿、何してんだ！　降ろせ！　まだ終わってねえぞ!!」

「今戦ったら、今度こそ誰も助かりませんよ!!」

　一発で黙らせられた。怒鳴り声よりもむしろ、ミソギはその横顔に言葉を飲み込んだ。

　頰を煤すすに汚し、嚙かみ締しめた唇から血を流して、フィリスは前しか見ていない。

　アクセルペダルが踏み抜かれる。加減も何もない踏み方が暴力的な急加速を生み、全身に強いＧがかかる。急発車するレイスは進路上のガラクタを吹き飛ばし、炎に照らされた路上にドリフトして、あちこちぶつけながら走り去っていく。

　血の満月。

　骨の満月の真逆、赤い月が丸々と肥える夜の名だ。

　ハイドに告げられたその「期日」を思いながら、ミソギは限界を迎え、気を失った。




　ハイドは動じなかった。速さ、角度、距離、問題ない。射程内だ。

　だが、向けた直剣の先に、ぼろぼろのウェイトレスとマスターが立ちはだかった。

「あ、あ、あの方たちを殺すのでしたら、まず、わ、私を倒しなさい……!!」

　ぶるぶる震えているのに、退く気配は微み塵じんも無かった。手に持つのはそれぞれ、古びた刺さす叉またと棍こん棒ぼう。もともとの獄卒の仕事道具だが、この十年間触りすらしなかったものだ。

　カウントが進む。

　きっかり一秒を思考に使い、ハイドはいともあっさりと剣を降ろした。

　二人は呆ぼう然ぜんとしていたが、これは本人にとって珍しくもなんともない判断だった。

　彼は戦う前に、相手の人数と強さに応じた秒数を決める。定めた時間内に定めた標的を設定し、万事その通りになるように仕留める。例外は無し。時間より早くても遅くても、決めた標的より多くても少なくてもいけない。

　すなわち、その範囲外にある者は、何人たりとも死んではならない。

　それこそが、ハイドという男の抜き差しならない規定だった。

　武器をしまい、己の時間を初めて意図的に停止させる──二九九秒。

「……やはり、不確定要素か」

　それだけ呟つぶやき、最強の亡もう者じやは踵きびすを返かえす。

　標的を失い、カウントを止めた以上、ここはもう何かをするような場ではない。ハイドは本心からそう思っていた。意識を失った泳くくりを抱え、また一瞬、目を開いた。

　空間に亀裂が生まれる。

　二人を吞のみ込こみ、亀裂が閉じれば、あとにはもう何も残らない。




　　　　〇




　これは正しい行いだったのだろうか。慣れない手つきでハンドルを握りながら、フィリスは何度も自問自答する。助手席と後部座席ではミソギとアッシュが転がっている。

「ごめんなさい……ごめんなさい……っ！」

　泳くくり、マスター、ウェイトレス。三人を置き去りにしてしまった。

　オートマチックのレイスは、慣れさえすれば運転そのものは難しくなかった。幹線道路に乗り、とにかく安全な場所を探す。

　そういえばカーナビとかは無いのだろうか。土地勘がまったくないフィリスはどこへ行けばいいかもわからない。思いつくままにナビのタッチパネルを操作していたら何をどう間違えたのかカーラジオを付けてしまう。

『──速報、速報です！　ヤードセールのトップから今、驚きの発表がありました！　あっ、わたくしＤＪフルソマですどうも皆さんこんばんは！』

　いきなり男が騒ぎ立てる。何かと思えば、ミソギが贔ひい屓きにしているラジオのようだ。なんでも東とう凶きようのローカルニュースを取り扱う情報番組のようで、報道の早さには定評があるとか。

　慌てふためくＤＪの話を聞いて、フィリスは愕がく然ぜんとした。

「……なに、それ」

『えー速報はとりあえず以上です。すぐに正式に情報が出るとか。まるで西部劇のような出来事ですが、彼らはとんでもない悪人だとかで──』

　ネオンがまたたく光の街。街頭のデジタルサイネージは画面いっぱいに独立放送局テレビ東とう凶きようの情報番組やＣＭを踊らせており、レイスが走り抜ける中で突如、待ち構えていたようにすべてのチャンネルを変えた。

　映し出されたのは、二人の男の顔だ。

　この戦いの直後から、東とう凶きようじゅうの掲示板や街頭モニター、クローズドネット上などにとある手配文が掲載されることになる。内容は以下の通り──
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断章　正しい悪夢






　眠っている間、アッシュは夢を見た。

　夢は断続的な光景を見せる。彼自身が無意識に封じ込めたところまで。

　たとえば家。海と船。ベッドと、絵本。たとえば、学校──母の笑顔、父の無骨な手──優しい語り──銀の破片、将来の夢、潮の匂い──銃声、血臭、姉の笑顔、

　赤い赤い道、

　消えてなくなった故郷──

　あの日、自分の手を引いて走る姉は、前を見ながら泣いていた。

「大丈夫」

　四つ上の姉、アイリス・デリックは泣き声で何度も繰り返す。

「大丈夫よアッシュ。父さんと母さんの代わりに、私が……あなたを、守るから……」

　父と母はもういない。スコットランド北部の静かな港町は、今や赤い絵の具で塗り潰された出来損ないの絵画だ。行き場所なんてもうどこにも無かった。

　気が付けば、目の前に一人の亡もう者じや。腐り落ちた肉をそのままに襲い掛かってくる。

　十歳のアッシュは、その時、初めて「殺し」を行った。

　考える前に動いた。姉の前に出て、全身のバネをうまく使い、右手に握り込んだものを突き上げる。鋭く理想的な動き。亡もう者じやは顎の下から頭部をまっすぐに貫かれ、信じがたいことに、首から上を塩と化して散らした。

「アッシュ、あなた……」

　後ろで姉が呆ぼう然ぜんとしている。肩で息をしながら、アッシュは自分が握っていたものを改めて見返す。料理を趣味とする姉が、誕生日──つまり今日──両親から送られた、アンティーク調の銀のフルーツナイフだった。

「行こう、姉さん。──僕も、姉さんを守るよ」




　街はどこも惨さん憺たんたる有あり様さまだった。交通機関はとうに麻ま痺ひし、幹線道路は立ち往生した車で埋め尽くされている。船も転覆し、赤く染まった海を見下ろしてアッシュはたとえようもなく悲しくなる。故郷が永遠に戻らないことを、自らの肌で感じた。

　だけど、姉さんさえ傍そばにいれば──。

　それから、どれほど歩いたか知れない。壊滅したグラスゴーを通過し、エディンバラに差し掛かったところ、粗末な封鎖線で自警団を名乗る男たちに止められた。

「お前たちは人間か？」

「人間です。お願いです、ここを通してください」

「信じられん。北側は地獄の有あり様さまだと聞いてるぞ。子ども二人でどうやってここまで来た？」

「襲ってくる奴やつは僕が殺しました」

　アッシュが一歩前に出ると、男たちは一斉に警戒して銃を向けてきた。それでも動じることなく、ナイフの刃の方をつまみ持ってみせる。

「あいつらはこれで刺すと、体が塩みたいになります。たぶん、これが銀でできてることに関係があると思います」

　相手は半信半疑の状態にある。「亡もう者じやには銀が有効」だという情報が、幽界現象が起こってたった数日で出回ろうはずもない。この時点では、十歳のアッシュただ一人が、実際に確かめたほぼ唯一の証人だったと言える。

　姉はそこに目を付けた。

　情報。誰も事態を正確に理解できていない混乱状態で、値千金の交渉材料となりえるもの。

「──私たちは、アバディーンから来ました。街で何が起こったのかすべて見ています」

　はきはきした姉の喋しやべりに、アッシュは家のベッドの匂いを思い出す。姉はいつも物語を読み聞かせてくれていて、それがとても上手だった。その時の声に似ている。

「エディンバラの中はどうなっていますか？　もし北と同じようなことが起こってるなら、私たちの情報が役に立つかもしれません。──助け合いましょう」

　連日の移動で薄汚れた顔のまま、それでも彼女は慈母の笑みを浮かべた。

　二人は「協力者」として迎え入れられ、混迷のエディンバラに身を寄せる。そこはまだ人の方が多く、だが日々襲い来る死の波と亡もう者じやたちに必死の抵抗を試みていた。

　姉弟はそこで抜群の働きを見せた。片や風のように素早く正確に亡もう者じやを滅し、片や言葉巧みに人々に取り入って味方を増やす。

　姉は、交渉と人心掌握の。弟は殺人の。それぞれが、輝くばかりの天才だった。

　混迷の五年間が、嵐より激しく過ぎ去っていった。




「正しく在りなさい、アッシュ」

　ある日、崩壊した礼拝堂。傾いて×となった十字架を前に、姉は言う。誓約のように。

「こんな世界でも、自分を見失っちゃだめ。父さんと母さんも言っていたわ。希望を捨てないで……生きてさえいれば、きっと希望は見つかるから……って」

「うん。わかってるよ、姉さん」

　両親の最さい期ごについて、二人が話題にしたことはこの五年で一度も無かった。

　二人は、押し寄せる死の波から姉弟を庇かばって死んだ。敢あえて語るまでもなく、それらの光景は五年経たっても脳裏に焼き付いて離れなかった。

「──何があっても、生きるの。そうよ。絶対に亡もう者じやなんかの思い通りにならない……」

　神に誓って、姉に悪意は無かったと言える。

　彼女は最さい期ごまで、人間として、己の信ずる正しさに殉じようとした。人々を集め、自衛し、生きるために手を尽くした。その為ために必要なのは、脅威となるものの排除だった。

　亡もう者じやを滅ぼせ。

　道を違えた人間を殺せ。

　正しくないものは、すべて息の根を止めろ。

　姉の扇動は巧みだった。彼女はカリスマとなり、誰が決めるでもなく自然と人々の中心に立つようになった。やがて彼らが「危険な武装勢力」と見られるようになっても、姉が掲げる正義のために邁まい進しんした。アッシュは中でも、最も巧みな執行者だった。

　しかしそれは、ある日突然呆あつ気けなく挫くじかれることとなる。

　ある秋の日、まったく唐突に、見たことのない「何か」が現れた。

　人でも亡もう者じやでもない。だが間違いなく生きており、背には恐ろしく巨大な翼があった。

　都市ひとつを覆い尽くすその翼からは、ある特異な羽毛が零こぼれ落おちた。

　触れる端から、人間を亡もう者じやへと変じせしめる羽根を。

　亡もう者じやを排除することで保たれていた生存圏は、それでたちまち崩壊した。逃げ場などはどこにも無かった。雪にも似た死の羽毛は一晩絶えることなく、街を白い闇に閉ざした。

　アッシュはその時、敵対組織への「正義」の執行のためアジトを離れていた。仕事を終えた後で異変を察知し、胸騒ぎに駆り立てられる。邪魔者は全員始末した。空から伸びる羽毛を必死でやり過ごし、一路、アジトへ。

　やっとの思いで辿たどり着ついた時、姉は、変わり果てていた。

「……姉さん、僕だよ」

「……アッシュ？　ねえ、私どうなってる？　なんだか寒いの。指の感覚も、薄くて……」

　正しく在りなさい──姉の声が、脳裏にこだまする。

　生きなさい。父さんと母さんが最さい期ごに言ったように。亡もう者じやども。道を違えた人間。正しくないものの息の根を止めろ。亡もう者じやは正しくない。正しくないものは正しくない。正しくない。正しくない正しくない正しくない正しくない正しくない。

「逃げよう、姉さん」

　頭の中を埋め尽くす雑音を、無理やりに封殺した。

「姉さんは大丈夫。それより生き残った他のみんなが帰ってくる。あいつらに見つかったら面倒なことになるかもしれない、ほら急ごう、ね？」

　姉は、弟の態度ですべてを察した。

　青ざめた肌。冷たい血肉。とうに命を失ってなお動き続ける物体は、故郷を失ったあの日から絶えず見続けていたものだ。そうしたモノを、姉の束ねる生存者たちがどうしてきたかも。

「ああ。……そうなのね」

「行こう。また二人きりに戻るだけだよ、大丈夫、言ったろ、僕が守るから──」

「……いいえ。駄目よ、もう」

「そんなことない!!」

　何が正しいとか、何が間違っているとか、そんなもの本当はどうだって良かった。

　ただ姉を守るため、姉の望みを叶かなえていただけだ。必要とあらばこれまで積み上げたすべてを捨てよう。自分さえ曲げてみせよう。立ちはだかるものはみんな殺してしまえばいい。

「姉さん、お願いだよ。僕と逃げよう。あなたさえいれば、僕はそれだけでいいから……！」

　想おもいが届いたか、姉は穏やかに笑う。亡もう者じやになっていても素敵な笑顔だった。

「……ええ」

　姉の優しい抱擁を受け止め、アッシュは決意した。このままどこまでも逃げよう。最初と同じだ。行く先が地の果てであっても構うものか。

　また何か声をかける前に、姉は何な故ぜか離れた。どうしたの──と言おうとしたアッシュは、彼女の右手を見て背筋が凍った。

　手に銀のナイフを握っていた。

　元は姉自身の、最初に亡もう者じやを殺したフルーツナイフ。以降どれほど潤沢な武器を揃そろえようとも、アッシュがお守りとして肌身離さず持っていたものだ。

「あなたはどうか、生きていて」

　声を上げる間も無かった。

　銀の刃が突き込むのは一瞬。姉だったものが、廃はい墟きよの礼拝堂に白く舞い散った。




　　　　〇




「姉さんは、どこですか。僕の姉さんを探してるんです」

　アッシュがアナテマの前に姿を現したのは、それからほんの一月後のことだった。

　近頃、生者と亡もう者じや問わず手にかける「黒い影」の噂うわさが囁ささやかれていた。思いがけず現れたその正体が、銀のペンダントを提げた十五歳の少年であることに、誰もが驚いた。

「僕、正しいことをしたから。姉さん、きっと褒めてくれるから──」

　少年の才能に目を付けたのは、自ら彼と対たい峙じし、傷を負いながらも取り押さえた総隊長その人だった。総隊長は本件における全責任を一身に背負うことを宣言し、少年に「教育」を施した。条件付けと各種訓練、幾多の試行錯誤を経た結果、少年はついに組織の制御下に置かれ、最強の人喰い鴉レイヴンへと成長を遂げることとなる。




　スコットランドの首都エディンバラを壊滅させた「翼の生き物」が、世界で三番目に確認された「天使」であることを、アッシュは遅れて知ることとなる。








第５章　あなたの心のために






『始まりました東とう凶きようスリーシアター・ラジオ！　お相手はＤＪフルソマでお送りします。

　さて、血の満月が日に日に近付いていますねぇ。皆さんは何か準備をしたのかな？　今回は渋しぶ夜やのパレードは行われるのでしょうか？　ＤＪは新しい彼女とディナーの予定だったんですが、予約のお店が抗争で全滅しちゃいましたよわっはっは！　……はぁ。

　東とう凶きようはいつも通りとはいかないようです。街に夢遊病者が増え続けてるんだとか。最近じゃ一日中お昼寝こいてるのんびり屋さんや、寝たまま歩く困ったさんもたくさんいるそうな。

　もう一つは、ある人気者二人の登場です。なんでもここ最近の大騒ぎの元凶で、ヤードセールは彼らの首に、なんと一人一億円の懸賞金をかけました。彼らの手配書は今や、アイドルよりもド派手に街中に映し出されています。さてその気になる実情は──』

　ぶつくさ言いながらラジオを切ると、博士が不思議そうな顔をした。

「それは貴君が好んでいたラジオだろう。話題にされて嬉うれしくないのかね」

「なわけあるか、賞金首だぞ賞金首。だいたい合計二億じゃオレの借金も返しきれねぇだろ。ヤードセールめ、ケチりやがって」

「怒るところそこかね。……それはそれとして、チェックメイトだ」

「うげっ!?」

　打つ手がない。ミソギのキングは博士陣営に詰められて、あえなく落城となった。

「いや、いやいや、やっぱズルだろそのクイーンってやつ！　強すぎんぞ!?」

「ぬふふ。クイーンひとつに翻弄されているようでは貴君もまだまだであるな。さてこれで十戦九敗、あと一敗で貴君は私の改造を受ける約束だ」

「してねーよそんな約束！　勝手に決めんな！」

　チェス盤にくっつけたロボットアームが駒を再配置する。フランケンシュタイン博士は、銀髪の美少女フェイスで得意げに笑った。

「それで？　もう義肢の方は問題無いのかね？」

　ただの暇潰しで負け通していたわけではない。これは、ミソギの指が駒を問題なく摑つかめるかのテストでもあった。結果は問題無し。ミソギは砲金色ガンメタルの指をわきわき動かしながら頷うなずいた。

「ああ、なんとか戻ったよ」

「……しかしまさか本当に生えるとはなぁ。貴君、本当に私に研究させてはくれんのか？」

「いーやーだっつの。絶対ろくなことしねぇだろあんた」

　雨う炎えん鋼こうは蘇よみがえる金属。いかな破壊を受けてもあっという間に再生し、変異し、ミソギをサポートする特殊な義肢だ。──だったのだが、ここに転がり込んできた時は酷ひどいものだった。

　切断された義肢が再生するまで、かなりの時間を要した。魂に干渉する特殊な武器は、冥界由来の物質にも影響を及ぼす。アッシュの救済兵装同様、ハイドの武器もそうなのだろう。

　ラジオも言う通り、血の満月が近い。

　その夜ハイドは泳くくりと共に何かをする。打って出たいところだが、ことは簡単にいかない。

　ミソギたちは今、フランケンシュタイン博士の秘密の地下研究所に引きこもっている。

　病院が荒らされてから、博士はしばらく医者を休業してこちらに滞在していた。伝でん奇き屋や堂どうでの敗走からしばらく匿かくまってもらい、ついでに車も修理してもらっているところだ。

　外には迂う闊かつに出られない。賞金首を狙う亡もう者じやどもで溢あふれているからだ。更にＡｓエースの原液まで貰もらえるというのだから、金が欲しい亡もう者じや、ヤードセールに取り入りたい亡もう者じや、まだ元気のあるヤク中とみんな血眼で、こっちは気軽に缶コーヒーすら買いに行けない。

　最初こそ焦あせってハイドを追おうとしたミソギだが、博士に強制ロボトミー手術をされそうになってからは観念した。とにかく雨う炎えん鋼こうが戻らないとどうにもできない。それに──

「……ほとんど手も足も出なかった」

　ポーンの駒をつまんだまま、ミソギは自戒のようにつぶやく。

「何をされたかもわからねぇ。熱くなっちまって、あいつを刈ることしか頭になかった。……もっと冷静になってれば、もしかしたら……」

　冷静になっていれば。二人で連携し、ハイドをあそこで倒すことができただろうか。

　たらればを語ったところで意味など無いが、この地下施設でひねもす逼ひつ塞そくしていたら否いや応おうなく気持ちが沈む。気がかりなことは山ほどあるのだ。

　たとえば、同じ敗北を喫した「もう一人」に関しても。

「──うわ、うわぁぁああぁぁあぁっ!!」

　隣の部屋からまた、悲鳴。

　どうやら「まだ」らしい──険しい顔で博士と顔を見合わせる。しばしの間を置き、ガレージと生活スペースを繫つなげるドアが開いて、フィリスが顔を出した。

「……やっぱダメか？」

「そのようです。私のことは、かろうじてわかるみたいですけど……」

　アッシュの精神は、著しく安定性を欠いていた。

　常に何かに怯おびえ、コップを置く音にも取り乱した。ミソギと博士の顔など見るだけで恐きよう慌こう状態に陥る始末で、なんとか認識できるのはフィリスだけのようだった。ベッドシーツにくるまって震える姿には、銀の銃を操る最強のエージェントなど見る影もない。

　体には傷ひとつ無い。ミソギもアッシュもあの時致命傷を受けたはずが、今や掠かすり傷一つ残さず完全復帰している。問題は彼自身の心にあるようだが、負けたショックというわけでもなさそうだ。フィリスは水を一杯飲んで心を落ち着かせるも、表情は沈痛なまま。

「あいつ、どうしてああなったんだ？　……オレが言うのもなんだが、ハイドに負けて心が折れちまったのか？」

「それも考えましたが違うようです。……彼は、泳くくりさんの名前に強く反応しました」

　もう大丈夫です。傷は治りました。泳くくりさんが助けてくれたから──

　とフィリスが説明した時、アッシュは激しく取り乱したという。さっきの悲鳴はそれだったのだ。彼はハイドではなく泳くくりを、彼女が起こした現象を何よりも恐れているようだった。

「ハイドの野郎は、泳くくりのことを『天使』って言ってたな」

　ミソギはその名を都市伝説レベルの噂うわさだと思っていた。人間でも、亡もう者じやでもない存在──小耳に挟んだことも無いではないが、この東とう凶きようにそんな奴やつはいなかった。

「……ええ。本当だとしたら泳くくりさんは、世界で六番目の天使ということになります」

「前に五人いたわけか？　お前はそいつらのことを知ってんのか？」

「この目で見たわけではありません。ですが、何体かの情報はアナテマの記録にありました」

　フィリスは、ぽつぽつと天使について語る。

　曰いわく──天使とは、幽界現象を境に現れた、正体不明の超越存在であること。

　この十年間、全世界で確認された「天使」の数はたったの五体。それぞれが翼のような器官を持っており、誰もがこの世の法則を超える力を秘め、影響力は想像を絶する。冥界由来の存在とも思われるが、その生態は今もって謎に包まれている。

「天使が起こす事象とそれに伴う被害を、我々は天使災害エンジエルハザードと呼んでいます。アナテマの活動圏の都市にも、第三の天使が現れたと記録にあります」

「……で、その街はどうなった？」

「壊滅しました。何百万もの生存者が、一夜で全員亡もう者じやになったんです」

　たった一晩でそんなに──ミソギは絶句する。まるで動く天災だ。

「第三の天使はアナテマに討伐されました。しかし殉職者の数も計り知れず、機関はその数を大きく減らし、長らく戦力不足に悩まされた……とか」

　泳くくりが、その第六と。トンデモ現象には慣れているつもりだったが、まさかこんな形で世界の不思議を思い知らされるとは思わなかった。

　チェス盤を片付け、博士が「だが」と口を挟んだ。

「ククリ君は身体的には人間で間違いなかった。人体に精通し、数多あまたの亡もう者じやを改造したこの私が見るのだから間違いないぞ。それとも、あれは擬態だったのかね？」

「……わかりません。Ａｓエースが彼女にどう関わっているのかも、まだ……」

　フィリスはかなり参っているようだった。状況を考えれば無理もないことだろう。

　けれど、劣勢を憂慮する以上に、彼女には何か思い悩んでいることがあるように思えた。意を決して何かを言いかけ、しかし口を噤つぐみ、ようやくといった様子でミソギに問う。

「……あなたは……どう、しますか？」

「んあ？　何がだよ」

「泳くくりさんのことを。彼女の正体を知った今、どうしようと考えていますか……？」

　──みそぎ。

　──ごめんね。

　たった二言、ミソギの脳裏に蘇よみがえる。頰に触れたのは彼女の手だったろうか。あの時、泳くくりの声はか細く震えていた。

「助けるさ」

　即答するミソギに、フィリスは目をぱちくりさせた。

「あいつと約束したからな。めんどくせー話はそれを果たしてからだ」

　フィリスは呆あつ気けにとられてミソギを見つめていたが、やがて気が抜けたように、

「──ふふ、あははっ……」

「おい何だよ、なんか笑うポイントあったか？」

「いえ、そんなことないです。ただ……あんまりにも、あっさりだったから」

　どうして笑われたのかはさっぱりだが、まあそれならそれで別にいいかとミソギは思う。やることは変わらないのだ。雨う炎えん鋼こうの再生はなんとか終わり、残る懸け念ねんはもう一つ。

「あいつが元に戻んねぇと、だな」

　半分無意識にこぼした呟つぶやきを博士が耳ざとく聞き取る。

「フム興味深いな。病院で見た時はずいぶん相性が悪そうだったが、彼を無事ここに連れてきたばかりか、その心配までするとは。なんだかんだで仲良くなったのかね」

「は？　いやふざけんな違ちげぇよ、あんな奴やつどうなろうが知ったこっちゃねえけどな」

　けど──ともあれ腕はいい。再びハイドと相対するとして、自分一人ではきっと勝てない。

　それに──

「……調子狂うんだよ、あんなだと。気持ち悪くてしょうがねえや」

　半ば吐き捨てる形で、言い終えるなり立ち上がる。戻った四肢を馴ならすためにちょっと運動をしなければならない。ガレージから出ると車も通れる長い地下通路が伸びており、そこでなら十分に体を動かすことができた。

　去っていくミソギの背を、フィリスは飽かず見送っていた。
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　任務内容を確認。変更無し。

　多少のイレギュラーは生じたものの、まだ想定の範囲内にある。

　だが状況は限りなく最悪に近い。「最終手段」の使用も想定に入れ、確実に職務を遂行せよ。

　──すべては、破門者の名において。




　何度訴えかけても結果は同じだった。本部は、なんとしてでも最悪の事態を避けるべきだというスタンスだ。

　さしもの総隊長も事態を重く見ており、表情は険しかった。間に合わなければ災害が全世界に波及するかもしれないのだ。だが、理屈ではわかっていても、「はいそうですか」と頷うなずけない自分がいた。考えに考え、眠れないまま夜が明けた。

　思い悩みながら居住スペースの扉を開けると、アッシュがベッドから出ていた。

「え？　……アッシュ？」

「おはよう、姉さん」

　いつも通りのアッシュだ。フィリスは安あん堵どのあまり腰が抜けそうになった。アッシュはいつもの衣服に袖を通し、修繕が済んでいることに首を傾かしげていた。特殊繊維を組み込んだ戦闘用の神父服カソツクは、もののついでにと博士が修理していたのだ。

「もう大丈夫なのですか？」

「うん。何か、嫌な夢を見ていた気がするけどね。もう平気さ」

　朝日が入らない地下室の、よそよそしいＬＥＤ照明に照らされながら、アッシュは笑顔。

「あの。その件なのですが、総隊長と相談を──」

「あれは、天使なんだろう？」

　アッシュは泳くくりのことを知っている。

　ハイドの手で瀕ひん死しの状況に追い込まれ、おぼろげな意識の中でも、あの翼を見ていたのだ。

　武器が収まったアタッシュケースを持ち上げる。首輪がちゃんと嵌はまっているか確認。その機能が十全に働くかも。あまりにも自然に、アッシュは出撃の準備を整え、

「じゃあ。人喰い鴉レイヴン、任務に戻る」

　こちらを見返す顔に、フィリスはぞっとした。

　一切の情動が消きえ失うせた、蠟ろう人形のような無表情だったから。

「──泳くくりさんを、殺すんですか？」

「そうだよ。天使は殺さなきゃ。僕はその為ためにここにいる」

　アナテマの真の目的は、Ａｓエースの調査でもハイドの討伐でもない。

　任務内容は「天使」の捜索。および発見次第の確保、不可能な場合は──抹殺である。

　これは特秘であり、上層部以外にはアッシュとフィリスの間でしか共有されていない。自らの活動圏で「第三の天使」の暴威を許したアナテマは、二度とそのようなことがないよう天使の情報に常にアンテナを張っていた。

　天使は滅ぼせない存在ではない。その力を行使される前に先制すれば、可能性はある。

　けれど。

「ま……待って、待ってください！　もしかして、あれを使うんですか!?」

「使うさ。あれが一番可能性が高い」

「それだけは待って！　考え直してください……！」

「どうして？」

　アッシュは心底不思議そうな顔をした。フィリスが──「姉」がどうしてそんなことを言うのか、本気でわかっていないようだ。

「姉さん、言ったよね。正しく在りなさいって。正しくない者を殺して、正しいあなたを生かす。僕はずっとずっとずっとそうしてきた。これはその為ための、正しい行為なんじゃないか」

　フィリスは唐突に、自分の言葉など何一つ届いていないのではないかと恐ろしくなった。

「だけど……！　泳くくりさんは、あの子はアッシュのことを、」

「殺したんだ」

　底冷えするような声。蒼あおく虚うつろな目は、フィリスではなく、別の誰かを見ている。

「街を、僕を、姉さんを、殺した。天使とはそういう存在なんだ。僕は忘れてない。あなたは今でもあの夜にいる」

　フィリスはアッシュの実姉がどうなったのかを、その言葉でようやく察した。

　彼の行動原理の片へん鱗りんを思い知り、それが遅すぎたことを後悔した。このまま突き進んでしまえば、彼はきっと「姉さん」に殉じることになる。

「だけど！　最終救済兵装を使えば、あなたも死にます!!」

　最終救済兵装。アナテマが保有する最大の火力。

　それが命中すれば、ハイドごと天使を亡ほろぼせる可能性は充分にある。だが泳くくりを問答無用で殺すことでもあり、同時にエージェント自身の犠牲をも強いる最終手段だった。

「正しいことを行うんだよ。何も惜しくなんかない」

　アッシュはしかし、それすらも当然のことと受け止めて、

「姉さん、僕はね、嬉うれしいんだよ。やっと天使を殺せる。この時をずっと待ってた。あなたは何も間違ってなんかなかったって証明してやるんだ。大丈夫、僕に任せて、僕は正しい、正しい、正しい、正しいよ、大丈夫、僕は正しいから、負けない、あの時のようにはいかない」

　彼が言う「あなた」はフィリスではなく、「あの時」もハイドとの戦いのことではない。

　アッシュにとって現実とは悪夢の延長線上に過ぎず、姉の唱える正しさだけが真実だ。フィリスは、彼の過去のすべてを知らないまでも、その精神がかなり危うい状況にあることを察した。錯乱状態だった時より静かな、より純度の高い悪夢の中にあると。

　だからこそ、このまま死地に向かわせるわけにはいかないと思った。

「……聞いてください、アッシュ」

　アッシュは、わずかに小首をかしげる。

「私は、幽ゆう界かい化以後に現れた者たちを『人間以外』と恐れていました。亡もう者じやも天使も、何かとても恐ろしいもので、無条件に人間を害するものなんだって。けど違いました。彼らにもそれぞれの心があって、それは私たちと全然変わってなんかないんだって」

　アッシュは、表情を動かず、じぃっとフィリスを見ている。

「だから──だから、もう少し考えてみませんか!?　もっと別の手が浮かぶはずです！　私たちだけで無理でも、御み殺そぎ十じゆう三ぞうと一緒なら……！」

　アッシュは、凍り付いたままで、ぽつりと、

「お前、姉さんじゃないな」

　覚悟はしていた。

　アッシュを制御するためではない、フィリス自身の意見に、弟は決定的な齟そ齬ごを見た。

「亡もう者じやは存在自体が間違っている。奴やつらを救済することが僕の使命だ。姉さんがそう言ってくれたんだ。お前は誰だ？　姉さんをどこへやった？」

　機械的な歩みで壁かべ際ぎわまで詰め寄られる。氷のように冷たく硬い圧を受けながら、フィリスはしかし目線を逸そらさなかった。今まで上の命ずるまま「姉」を騙かたり、任務のためにアッシュを利用しながら、その実彼のことまでも「恐ろしいもの」として見てはいなかったか。それではいけないと本心から思う。

「もう一回話し合いましょう。私たちに何ができるのか、誰も犠牲にならない方法がきっと」

「そんなものは無い」

　どすん、と、腹部に衝撃。

　痛みを自覚する前に気が遠のいていた。アッシュはぐったりもたれかかるフィリスを引き剝がし、拳を解いた。アタッシュケースを拾う。もうこちらを見てもいない。

　フィリスは途切れゆく意識の中で、それでもアッシュを止めようとして、届かなかった。
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　アッシュは早朝の地上に出る。重い雲が夜明けを遮るせいで、外はまだ夜の色だ。

　地下研究所は屠と内ない某所の車両基地に繫つながっており、そこから海沿いの街はずれに出ることができる。周囲は車の墓場みたいになっていて、錆さびじみた廃車がそこかしこにある以外は猫の子一匹いない。空気は冷たく湿っていた。明け方から昼過ぎにかけて、雨が降るらしい。

　最後の仕事をしなくては。

　外に出るだけで時間を使ってしまった。アッシュの思考はほとんどまともに機能していないが、体に叩たたき込こまれたエージェントの本能が作戦要綱を忘れさせない。ハイド。天使。抹殺対象。座標を合わせればそれでいい。まずは近付かなければ。奴やつらはどこにいるのか。

「散歩にしちゃずいぶん歩くんだな」

　後ろから声。聞き慣れたもの。死神ミソギ。




　ミソギは遅れて研究所を発たち、なんの工夫も無くめちゃくちゃ走って追いついた。息が切れているのをごまかすだけでもそこそこ苦労した。

　振り向いたアッシュは、迷子のような顔。相手がミソギとちゃんと認識しているようだが、今更どうでもよさそうに思える。

「姉さんを、探してるんだ」

「そっか。見つかりそうか？」

「うん。この仕事が終わったら、やっと姉さんに褒めてもらえる気がする」

　それじゃあ、とアッシュは踵きびすを返かえした。つれないことだ。ミソギは頭をボリボリ搔かきながら、ついさっき聞いたばかりの名前をそのまま口にする。

「最終救済兵装……『裁きの杖アビン』、だったっけな」

　アッシュの足が止まる。

　ガレージのソファで爆睡していたミソギは、いきなりフィリスに起こされた。何だこいつと思ったが、憔しよう悴すいしきった様子から「何かあった」と直感。フィリスは腹部を傷めていたようだが自分のことなどどうでもいいとばかりに、アッシュのことすべて説明した。彼が具体的に何をしようとしているのかも。

　──『裁きの杖アビン』は、アナテマが保有する中でも最強の、衛星兵器です。

　その実態は、軌道上から全長十二メートル・直径五十センチ・重量二〇〇キロ強の金属棒を投射する運動エネルギーキネテイツク・爆弾ボム。金属棒の素材は主にタングステンとウラン。芯に聖別された純銀を仕込み、射出用プラットフォームの中心部にも救済兵装と同じ仕掛けを施してある。地を貫く聖なる杖つえは、その圧倒的威力でもって人も亡もう者じやも消し飛ばすだろう。

　単純素朴な質量は、大気圏外からの加速を得て小型核に匹敵する衝撃力を発揮する。熱波も汚染も起こさない代わりに、最低でも半径数キロ圏内は壊滅する計算だ。

「フィリスから全部聞いた。そいつは、お前を狙ってくるってこともな」

　アッシュの首輪は、装着者の位置情報とバイタルサインを常に補佐官のデバイスに送信しているが、それはあくまで通常時の機能に過ぎず、本来のスペックの半分も発揮していない。

　真の機能は、「最終救済兵装のターゲットマーカー」である。

　首輪に仕込まれた超小型最新鋭の発信装置は、衛星軌道上のプラットフォームとリアルタイムでリンクしている。こちらから射出要請を出し、本部からの認可が下りれば、最終救済兵装は杖つえを発射する。要請を受けたその首輪に向けて。

　どんな状況のどんな場所からも爆撃可能。装着者が死んでもマーカーは動き続ける。災害級の存在を殺すための切り札であり、確実に目標地点に到達できるエージェントの存在と、その犠牲をも想定したまさに「最後も最後の奥の手」だった。

「……すごいなぁ。よく知ってるんだね」

「だろ？　こう見えて勉強熱心でな。現役時代は結構いい大学狙ってたんだぜ」

　大学云うん々ぬんは冗談としても、まさか褒められるためだけに追ってきたわけではない。聞くだけ聞いて踵きびすを返かえしたアッシュを「ちょい待て」と呼び止める。

「……なに？　僕、これから仕事が──」

「悪ぃが、そうさせるわけにはいかねぇもんでな」

　──もっと早く言っていればよかった。

　──あなたを、アッシュを、もっと心の底から信用していれば。

　何度もそう繰り返して、フィリスは泣いていた。こうなるともう放っておけない。フィリスが泣くのも、アッシュが自爆するのも、泳くくりとの約束も、ハイドの野望も報奨金も東とう凶きようの危機も妹たちがいる外の安全も、どいつもこいつも。

　これもまた、悪い癖なのかもしれない。

「どうしても、駄目だって言うのかい」

「どうしても、だ。そっちこそ、どうしても行くってんなら、」

　アッシュは手元のケースをどすんと落とした。彼はもう切り替わっている。既に蓋は開いており、その右手から銀の銃身が伸びていた。語るに及ばず、というわけだ。

「……そうなるよなぁ。ったく、つくづく──」

　アッシュはシリンダーの銃弾を確かめる。安全装置を解除。撃鉄が起こる。

　生ぬるく湿った風が吹き、雲の落とした最初の雨滴が、二人の間にぽつりと落ちた。

「邪魔をするな、亡もう者じや」

「──頭の固ぇ野郎だぜ！」

　撃発！

　デリンガーが蒼あおい閃せん光こうを放った時、死神は既に空中にいた。

「雨う炎えん鋼こう、変異・噴射ッ！」

　両脚部が爆炎を噴き出し、急加速。

　落下速度と爆発的推進力に回転力をもオマケし、ミソギは火の車となって標的へ墜落した。

　アッシュは真横に跳んで、アスファルトをぶち砕く爆速踵かかと落としを回避。受け身を取って膝立ちになり、即座にデリンガーを二連射した。

　しかしミソギもさるもので、再び炸さく裂れつ、紙一重でこれを回避。更に踏み込んで肉薄。

　アッシュは右にデリンガーを構えたまま、銀の手て斧おのを抜く。変則的二刀流でミソギの接近戦に応じ、猛獣さながらの迫撃を花弁のような身のこなしで捌さばく。弾き合う地獄の鋼はがねと人界の銀が火花を散らし、至近距離から放たれるマグナム弾が蒼あおく咲いて彼方かなたへ消えた。

　雨粒が逆流する。躍動する空気に灼やかれ、跳ね散らされた雫しずくは霧状になって猛攻の軌跡を追った。雨はもう、本降りになっていた。

　ミソギは弾を数えていた。最初の一発、次なる二発、至近距離から危うい一発、二発。また撃発、防御に使った左腕の外側が削そぎ飛ばされる、これくらいならまだセーフ。

（いただき……ッ！）

　ミソギに殺意は無い。あくまで気絶させて止めるだけだ。多少の怪け我がなら博士が治す。

　当然、アッシュは違う。殺す気であり、死ぬ気だった。そこに差が生まれた。

　ミソギの手刀が空を裂くに合わせ、アッシュは唐突に全身の力を抜いた。

　両手を開き、まるで断頭台の死刑囚のように、雨に濡ぬれた白い首をわざと晒さらしたのだ。

　想像だにしなかった無防備さ。この程度なら避けるか防ぐと踏んでいたミソギは、だからこそ動きを鈍らせた。相手の強さを知ればこそ、何手も先までの攻防を前提としていた。

　首を折る寸前、手刀が無理やりに止まる。アッシュは生じた隙を見逃さない。

「──僕なら殺やれた」

　即座に、足元のものを蹴り上げた。これまでの猛攻で、アッシュは押されるふりをしてある地点へと戻ろうとしていた。攻撃を捌さばきながら、結果その目もく論ろ見みは成った。

「ぐ……ッ！」

　蹴り上げられたアタッシュケースを腹にぶち込まれ、ミソギは大きく飛びすさった。

　それが、決定的に流れを変えた。アッシュはケースからもう一つの銃器を取り出す。

　凶きよう典てんロガトカ。御み殺そぎ十じゆう三ぞうは第Ⅱ種救済兵装の使用要件、上級亡もう者じやに該当する。

　受けられるか。いや考える暇は無い。ミソギは咄とつ嗟さに近くの廃車のドアを引っぺがす。

「変異・遮断ッ!!」

　両腕全体、動ける脚部もすべて動員し、雨う炎えん鋼こうとドアを合体させた大盾を作る。

　散弾ばがん!!

　煙雨に蒼あおい火が花開いた。マズルフラッシュが雨滴に乱反射して眩まばゆい光を散らし、立て続けに排出されるシェルが濡ぬれたアスファルトに跳ねた。

「天使は殺す。僕が必ず、この手で、殺す！」

「泳くくりは助ける！　お前にも殺させねぇ、絶対にだ!!」

　アッシュは壊れた機械のようにポンプを引き、連射、連射連射連射。散弾が急造の大盾を喰くい破っていく。それでもミソギの目から光は消えない。

「ふざけるな！　天使を助ける意味なんか──、！」

　ロガトカのチャンバーから弾が尽きる。ミソギは盾を解除し、ぼろくずのようになったドアを「ばがんっ！」と蹴り飛ばした。アッシュは咄とつ嗟さにそれを避けたことで、陰に隠れたミソギの接近を許してしまう。

「ッ……!?」

　捕まえた。ミソギはアッシュの背後に回り、ボロボロになった腕でチョークスリーパーをかけた。このまま眠ってもらう。ロガトカが取り落とされ、雨と泥水にまみれる。

「──意味なんざ知るか。こんなグチャグチャの時代で、んなもん誰にも決められねぇよ」

　足搔あがくアッシュ。ミソギの傷跡から血と塩がこぼれ、混ざり合って雨に溶けた。

「だから、自分で決めたことだけはやり通す。何回死んでも、オレが助けると決めた以上、絶対に助けてやる……！」

　ふっ──

　アッシュの全身から力が抜ける。落ちたか。そっと首にかけた腕を外すと、神父服カソツクを着た体が大きく前に傾かしいだ。ひとまずの決着にミソギはほんの一瞬気を抜いて、

　ごづんっ!!

　金髪の後頭部が、いきなり鼻はなっ面つらにめり込んだ。

　起き上がる反動をたっぷり乗せた、全力の頭突きを喰くらったのだ。

「だったらどうしてあの時いなかったんだ!!」

　振り返りざまにミソギの胸倉を摑つかみ、アッシュは聞いたこともないような怒号を上げた。

「助ける？　自分で決めたから？　何も知らない死人が偉そうな口を利きくな！　お前なんかの気分ひとつでみんな救えるなら、誰も悲しんだりしない！　あの時もそうだった!!」

「──こ、の」

「違うと言うなら、僕が殺した連中をその『気分』で選んで生き返らせてみろ!!」

「黙って聞いてりゃ、好き勝手ッ、言いやがってェ!!」

　がづんっっ!!

　胸倉を摑つかみ返し、ミソギのお返しの一発。既に血が滲にじんだ二人の額がまた赤く染まり、揃そろってクラクラした。前髪同士が絡からまる距離で、叫ぶ。

「だいたいお前も泳くくりに助けられてんだろうが！　お互いあいつに借りがあるんだよ!!」

「関係無い！　天使は討伐対象だ！　あいつを殺すのが正しい行いだ!!」

「なんでそう頭が硬ぇんだてめぇは!?　これだから聖職者ってのは嫌なんだよ!!」

「黙れ亡もう者じや!!　腐った頭でよく人に説教できたものだな!?　誰にでも限界があるって、どうしようもないことがあるって知らないからそんなことが言えるんだ!!」

　雨が止やまない。血の生ぬるさを感じる。激情に喉を灼やきながら、アッシュは己が魂の底にあるものを、ほぼ無意識のうちにぶちまけていた。

「死すべきものはみんな殺す!!　それでやっと、姉さんに──」

　姉さんに？

　姉さんに、何だ？　アッシュは逡しゆん巡じゆんする──僕は、何を言おうとしたんだっけ。

　姉の言葉が脳裏によぎる。その笑顔が。傾いた十字をバックに笑う哀れな亡もう者じやが。

　あの時。

「あなたは、正しかったと。そう、言えるんだよ……！」

　少年は悪夢の中で教えをなぞり続けた。正しくない者を殺し、亡もう者じやを殺し、天使を殺し、正義を示し続ける。それこそが、心の中にある「姉」を守る唯一無二の方法だった。

　守るべきものなど、もう残っていないのに。

　お互い雨でずぶ濡ぬれだった。アッシュの意識が混濁する。任務を遂行しなくては。正しいことをしなくては。──誰のために？　どこで何を間違えたのかも、もうわからない。

　わからないから、正義を行い続けるしか。

　もう一発、全身全霊の頭突きをぶち込んだ。さすがにこれはミソギにも効いた。大きくよろけて後ろの廃車にもたれかかり、立っていられなくなる。アッシュは銀の手て斧おのを抜き、その頭めがけて思いきり振りかぶった。

　振り降ろされる寸前、小さな影が二人の間に飛び込んだ。

「……待って!!」

　──姉さん？

　いや──違う。呆ほうけた表情のまま少女を見返した時、思いがけぬ幼さに驚く。

　金の髪に、緑の眼め。幻影はそんなかたちをしている。しかし、くらつく頭は実像をぼやけさせた。頭が痛い。鼻の奥に悪夢の香りがした。

「はぁ、はぁ、は……や、やっと……追いついた……っ」

　この子は、なんて名前だったっけ。どうしてこんなに必死なんだろう。

　誰かに会いたかったのだろうか。そういえば自分も、いつかどこかで、こんなふうに必死に走った気がするな。きっとこの子が会いたい人も、この子にとって大切な人なんだろう。

「誰だか知らないけど、どいてくれるかな」

「嫌です」

「そいつを殺さなきゃ。──邪魔するあなたは、正しくない人？」

「かもしれません。だけど、それでいいと思っています……！」

　フィリスは刃を前に一歩も引かず、むしろ進んで身を晒さらす。雨に打たれ、蒼あおい目に射られながら、決意は揺るがなかった。後ろでミソギが呻うめく。

「ッつ……おいバカやめろ、何考えて……！」

「何も考えてませんっ!!」

　かなりすごい即答だった。立ち上がれぬままミソギは絶句した。

「難しいことなんて、何も！　だって知らないんだもん！　泳くくりさんのことも、ハイドの狙いもアッシュの考えも！　知らないことを考えようがないじゃない！　だから今は、私が思うままにやってるんです！　文句ありますか!!」

　話にならない。アッシュは得体の知れない苛いら立だちを覚えた。

　この女は命の使いどころを間違っている。正しき者は、最さい期ごまでその命を正しい目的にのみ使い果たすべきだ。ずっとそうしてきた。自分も。最愛のあの人も。もういい。これ以上ここにいるべきではない。

　振り降ろそうとした手に、女の手が触れた。寒気がするほど暖かかった。

「──あなたも！」

　短い叫びに、竦すくむ。

　雨音をかき消すほどに、声を枯らして少女は叫ぶ。

「あなたも、泳くくりさんも、死なせるのは嫌!!」

　──あなたはどうか、生きていて。

　脳裏に蘇よみがえるのは、変わり果てた姉の姿。無意識に封じ込めていた記憶の洪水が起こる。最初の殺し。正しいこと。間違っていること。人と亡もう者じや。任務のこと。天使を滅ぼすこと。姉の言いつけ。滅んだ故郷。礼拝堂。死にゆく両親の最さい期ごの言葉。

　弟に向けられた最さい期ごの言葉と、命を賭とした「正しさ」が、決定的な矛盾を起こす。

　アッシュの体から力が抜けた。

　二、三歩後ろにふらついて、膝をつく。しばしの沈黙が雨に塗り潰される。

「…………姉さん」

「おいアッシュ、そいつはな……」

「姉さん……どこ？　どこにいるの？」

　少年は誰とも会話していない。きょとんとして周囲を見渡し、はぐれた姉を探し続ける。

　十五歳の顔をした少年を見つめ、フィリスは覚悟を決めた。

「私に任せてください」

「構わねぇが……どうすんだ？」

「少し話をするだけです。……その、助けてくれて、嬉うれしかった。ありがとう、ミソギ」

　ここから先は作戦要綱には存在しない。

　フィリスは少年と目線の高さを合わせ、濡ぬれた体にも構わずに抱きしめた。

「……あなた、誰？　姉さんに似てる……」

「お姉さんの……友達です。あなたに伝言があるって、アッシュ君」

　蒼あおい目に光が宿る。姉さんの伝言。きっと大事なことなんだ、と素直に聞き入る。

「お姉さんは大事な用事があって、アッシュ君のもとを離れるそうです。長い間会えなくなるけど、あなたのことを見守ってるって。心配しないでって、言ってました」

「僕はどうすればいいんですか？　姉さんが行っちゃったら、誰の言うことを聞いたら……」

　フィリスよりも一回り大きい、幾度もの修羅場を切り抜けてきた体が、今は驚くほど小さく感じられる。少し考えてフィリスは、ただ自分の思うままを言った。

「自分自身に、従ってください」

　伝言であるということも、その時だけは忘れて。

「たとえ正しくなくても、あなたの意志で。お姉さんの教えに背くような過あやまちであっても……あなた自身のために。今生きている、あなたの心のために」

　少年はしばらく呆ほうけていた。目に入る雨にも構わず、空を見上げたまま。やがてその目に理解と納得の色が湧き上がり、夜明けの雨滴と共に体を流れ落ちていく。

「…………そっか。そうなんだね」

　白く綺き麗れいだった、しかし今は戦傷にまみれて武骨な指先が己の首筋に触れる。探り当てるのは金色の首輪ではなくその下、古びた銀色のチェーンだった。

「わかったよ。なんだ。そんなことだったんだ──」

　ぷちんっ──とチェーンを外し、繫つながれていた銀の破片を捨てる。指先ほどしかないそれがかつてはナイフの刃先だったなどと、今や誰も知るまい。

　もしかしたらこいつは、ずっと答えを探していたのかもしれない。

　彼の過去に何があったのかは知らない。古傷など誰もが持っている時代だ。だがその片へん鱗りんが見えた時、ミソギはそう思わずにおれなかった。

　抱かれたまま、アッシュは眠った。やがて安らかな寝息が聞こえ始める。

　フィリスは彼の背を撫なでながら、すん、と鼻を鳴らす。

「……お前、泣いてんのか？」

「泣いてますよ。生きてますもの」

　やがてフィリスは一度でっかいくしゃみをする。全員びしょ濡ぬれだ。




　　　　〇




「して、また義肢が破損したと。貴君はひょっとしてアホなのかね？」

「……うっす。面目次第もないっす」
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　雨う炎えん鋼こうは再生しているが、完治がまた遠のいた形になる。反論のしようもない。

「それにしてもそんな揉もめ事ごとがあったとは。惜しいことをした。言ってくれればこの暴徒鎮圧用自律ロボット『ウンゲテューム八号アハト』を起動したのだが」

「やめろやめろやめろ。そんなことになると思ったから呼ばなかったんだよ！」

　今までずっと見て見ぬふりをしていたガレージ隅の謎の機動兵器に関しては、できれば見て見ぬふりのままでいたい。博士はフムンと残念そうに鼻を鳴らし、腕時計を一いち瞥べつした。

「ま、準備すべきことはまだある。──そろそろ到着する頃だろうしな」

　到着？　誰が？　首をひねったミソギの耳に「ぱっぱらぱらりらぱらりらぷっぷ」とやたら頭のゆるいクラクションが届き、そうかと思えば車両用の自動シャッターが開く。

　頭からケツまでピンクの、ド派手な改造ワーゲンバスが顔を見せた。

「…………何これ」

　ぱらりらぷぴー。

「クラクションで返事すんな！　こんな趣味悪ぃダチいたのかよ博士!?」

「うっそマジそゆこと言う？　みそぎんゲージュツ知らないひと～？」

　聞き覚えのある声だった。まさかと思い当たるのと同時に、運転席の手動の窓を開けて少女が顔を出した。一度見たらそうそう忘れられない顔だ。

「おまっ……枕まくら森もり酔すい花か!?」

「はろーべいべー。お届けものだよー」

　ハンドルを握りながら酔すい花かが合図すると、後部座席のドアが一斉に開いた。

「ミソギ様ぁ～っ!!」

「あんた……ウェイトレスさん！　マスターも!?」

　べちょべちょの泣き顔で飛びついてくるウェイトレスに続き、マスターも降りてくる。

「皆様、よくぞご無事で……」

　話によれば、あの後ハイドに見逃された二人は、指名手配されたミソギたちをずっと探していた。けれど巷ちまたには賞金狙いが溢あふれている手前大っぴらに捜索するわけにもいかず、どう動いたものか迷っていたところ、酔すい花かと合流したらしい。

「手がかりも無く困り果てておりましたが、酔すい花か様が博士と連絡を取り合ってくださり、なんとかここがわかったのです。しかし、良かった。本当にようございました……」

　こっちの台詞せりふだった。逃亡生活の中で彼らのことはずっと心配だったのだ。

　続いて気になるのは──と、ミソギは酔すい花かに向き直る。

「まあ……ともかく、ありがとな。二人と合流できたのはお前のおかげだ」

　わ。と酔すい花かは目をまんまるにして、何を思ったかその場でぴょんぴょん跳ねだした。

「で……デレた！　よっしゃみそぎんのデレいただきました～！　あ、ねえねえ今のもっかい言ってくんない？　録音しよーよ録音！」

「するか！　じゃなくて、確認させろ、お前は味方ってことでいいんだな？」

　もちろん、と酔すい花かは自信満々に頷うなずいて、

「だって今の東とう凶きようつまんないもん。クスリで寝ちゃってる子とか、賞金首を探してる子ばっかでさ。アタシの大好きな東とう凶きようは、もっとごちゃごちゃ楽しいカオスなんだよ」

　わかりやすくて結構なことだった。こういう趣味で動く人間は、利害が一致した場合に限り下手に理屈っぽい奴やつより信用できる。

　と、居住スペースのドアが開いて、フィリスが恐る恐る顔を出した。

「──誰か来たんですか？」

「いぇーいっ！　ふぃーちゃーん！」

「きゃあ!?」

　酔すい花かに抱き着かれて目を白黒させる。説明は後でするとして、まず。

「アッシュは寝てんのか？」

　そうだ、そのことだ──フィリスは酔すい花かにぎゅうぎゅうされながら、答える。

「今、目を覚ましました」




　部屋に入る。後ろから酔すい花かたちが覗のぞき込こんでくる。

　アッシュはソファにいた。何か物思いに耽ふけるような顔で、はだけた毛布をそのままに、背もたれに身を預けている。表情からは心の内が窺うかがい知れず、フィリスが慎重に語りかける。

「……調子はどうですか？　ここがどこかわかりますか？」

「夢の中で、お化けに追い回された」

「え？」

「酷ひどい夢だった。そいつときたら何かと口やかましくて、いくら逃げても追ってくるし、おまけに馬鹿でかい鎌まで持ってたんだ。……久しぶりに色んなことを考えた。夢の最後に、女の子が出口を教えてくれてね。あれが誰だったのかはわからないけど、懐なつかしい感じがしたよ」

　アッシュは気だるげに首を回し、フィリスとミソギ、その後ろのみんなをさっと一いち瞥べつして、一周回ってフィリスに視線を戻した。

「で、誰だっけ君」

「えぇ!?　わ、忘れられてる!?」

「じゃなくて、名前。君の名前をちゃんと聞いてなかった」

　え、ぁ──フィリスはまごついた。そういえば彼女は、アッシュに直接名乗ったことがなかった。改めてするとなるとやけに恥ずかしくなり、一回咳せき払ばらいを挟んだ。

「フィリス・カタリナ・フォークスです。あなたの情報担当補佐官として……」

「それは知ってる。……覚えてるよ。どうも君の声は頭に響くな」

「では、お姉さんのことは……」

「それも、ちゃんと覚えてる。姉さんは……アイリス・デリックは、五年前に……」

　わずかな間。アッシュはごく短く瞑めい目もくし、静かに断言した。

「死んだ。亡もう者じやになって、自決したよ」

　彼自身の口ではっきりと明言されたのは、これが初めてだ。醒めたアッシュの表情は、静かだった。彼の正気の部分はずっと心のどこかにあり、長い長い夢を通じて、ようやくそれが馴な染じんだという感じだった。

　朗らかで子どもっぽい「弟」の顔と、冷徹な殺気に満ちた「人喰い鴉レイヴン」の顔。今の彼はそのどちらでもなく、静せい謐ひつだが刺とげ々とげしさは無い、血の通った人間の気配を感じさせた。

「……どうして君が泣きそうなんだ？」

「いえ。……ずび。……なんとなく。気にしないでください」

　素のアッシュはこういう時、わざわざ慰めようとはしない。ただ寄り添うだけだ。

　ミソギにも、アッシュの雰囲気が目に見えて変わっていることはわかった。なんというか精神年齢が五年くらい一気に大人になった気がする。と、目が合って、

「ああ、いたのか」

「いやさっきチラ見しただろ!?」

　そうだったっけ──アッシュはわずかに首を傾かしげ、皮肉げに口くちの端はを歪ゆがめる。

「いつもうるさい奴やつが黙ってるから、気付かなかったよ。とうとう口から先に腐ったのかと」

「こ、ん、の……」

　訂正。やっぱりあんまり変わっていないかもしれない。

　フィリスが気を取り直して「むん」と気合を入れた。アッシュは彼女が泣なき止やむのを無言で確かめて、ソファから立ち上がろうとし、二歩三歩よろけた。

「つ……」

「アッシュ！　大丈夫ですか!?」

　頭が痛むらしい。理由は簡単そのもので、ミソギとぶつけ合った部分がタンコブになってしまっているようだ。ミソギは「けけけ」と悪魔のように笑った。

「オレはピンピンしてんぞ。鍛え方が足りねーんじゃねえの？」

　当然、ほんの数時間前に行われた激突をアッシュは覚えている。タンコブをさすりながら、非難がましい目。

「……あんな暑苦しいのは二度とごめんだ。馬鹿とお節介は死んでも治らないのか？」

「はっ。そっちこそ、態度のでかさは一生モンみてぇだな」

　ドアから覗のぞき込こむ酔すい花かがニヤニヤ笑っている。ウェイトレスがほっと胸を撫なでおろし、マスターはしきりにうむうむ頷うなずいていた。アッシュは集まる視線も気にせずに、

「──結局、どうするつもりだ？」

「あん？」

「君が無理やり止めたんだぞ。僕には代案を聞く権利があると思うけどね」

　ミソギは、やはりブレない。即答する。

「それこそ、言ったろ。泳くくりは絶対に助ける。その為ためにまずハイドをぶっ飛ばしてやる」

「それで？　最初戦った時、僕の制止も聞かずに突っ走った男がどうするって？」

「ぐっ。……二度とあんな真ま似ねはしねぇ。それに、ひとつ考えがある」

「だから？」

「だから……つまり、オレだけじゃ、さすがにキツい。同じレベルで戦える奴やつがもう一人必要なんだ。それで……あー……」

「言えよ。聞いててやるから」

　偉そうに足を組むアッシュ。何かものすごい屈辱を与えられている気がしたミソギだが、これを言わないことには始まらない。視線の中、絞り出すように、言った。

「……………………お前の力が要る。手伝ってくれ、アッシュ」

　──くくっ。

　小さく漏れた笑いには、どことなく爽快な響きがある。アッシュは立ち上がり、神父服カソツクを羽織ってミソギと正対した。

「いいさ、乗ってやる。無様なところを見せた借りだ。──ただし、天使が危険なことに変わりは無い。仮に最悪の事態になった場合、今度こそ僕は任務を完遂する」

　並んで立つとアッシュの方が背は高い。ミソギは少し低い位置から相方の美貌を睨にらみ上げ、負けじと肉食獣のように獰どう猛もうな笑みを見せた。

「上等だ。裁きなんざ必要ねぇってことを教えてやる」




　作戦会議は長いようで短かった。

「いいか。まず、ハイドの武器と力に関してだけどな」

　言って、ミソギは眼帯を外す。

　右みぎ眼めの奥から炎が生まれ、渦巻く小さなゲートとなるのを、アッシュは眉ひとつ動かさず見ている。フィリスだけ思わずビビった。

「これは、錠じよう眼がん。この世とあの世を繫つなぐ門になる眼めだ。オレの大事な仕事道具になってる」

「……で、それがどうしたって？」

「ハイドもこれを持ってるってことだ」

　ざわめきが生まれる。当のミソギすら、結論を出すまでには時間がかかった──同じ錠じよう眼がんだとして、ハイドの門はミソギのそれより大きすぎるからだ。

「あいつは両眼とも錠じよう眼がんだ。しかも多分、オレより相当使いこなしてる。多分あのよくわかんねぇ武器も錠じよう眼がんを利用した何かだ。つまり──」

　ホワイトボードに図を描く。絵心は皆無である。ミミズののたくった図面を一目見てわかる奴やつは誰もいなかったが、それはミソギなりに思うハイドの武器──彼は「枯こ血けつ鋒ほう刃じん」と呼んでいた──の全容だった。

「あれは剣じゃねえ。地獄から呼び出した、もっと馬鹿でかい『何か』の一部だ」

　先の戦いで見せたものは恐らくほんの片へん鱗りんに過ぎまい。ハイドの手数はたった一人ながら大軍に匹敵するレベルだ。壊滅させられた各組織、猛威を振るう刃の痕跡から考えて、これはほぼ確実なことだった。アッシュがふと、

「手数なら、用意できる」

「なんだって？　まさか応援でも呼べるのか？」

「違う。これも要請しなければいけないけど……まあ、空から棒を落とすよりはマシさ」

　議論が進む。泳くくりについてはフィリスが、

「私は戦いには参加できませんが、何か手伝えることはありますか？」

「そりゃな。こっちはハイドで手一杯だからな。お前にもしっかり働いてもらうぜ」

　そもそも相手がどこに潜伏しているのかについては、ウェイトレスとマスターが、

「あの、きっとホテル・ブギーにいると思うんです」

「支配人とスタッフの首が丸ごとすげ換わってしまいましたからな。今はヤードセールのトップ、真ま淵ぶち累るいが乗っ取っているようです。手配書の連絡先もそちらでした」

　しかし街は敵だらけ。どうやって無事辿たどり着つくか、意外なことに酔すい花かが、

「あ、それアタシなんとかできるかも。いやいやマジで。面白いことになりそ～」

　移動手段は博士が、

「車の修理は完了している。いつでも出発可能である」

　ああだこうだと意見が飛び交い、終わる頃にはみんなぐったりしていた。

　マスターの淹いれてくれたコーヒーも何杯目か知れない。窓の無い地下ガレージでは時間感覚が曖昧になる。卓のど真ん中に置いた時計だけでまだ満月本番までは時間があることだけ確かめて、ミソギはぐったりソファに身を預けた。

「……決まりってことでいいのかな」

　もうコーヒーも飲まず角砂糖だけ齧かじりながら、アッシュ。正確には「ほぼ」決まりだ。

「……最後の仕上げがある。上司にお伺い、ってな」
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　久しぶりな気がする本部との直通回線で、フィリスはこちらが出した結論をすべて伝える。

　総隊長は黙って聞いていた。話が終わるや、

『何があった？』

　通信画面越しでも、総隊長はアッシュの変化に一目で気付いていた。

「久しぶりにぐっすり眠っただけさ。だろう、フィリス？」

「はい。……総隊長。詳しい説明は、任務を無事終えてからで構いませんか？」

　その呼び方だけで、総隊長はアッシュに何が起こったのかを察した。重々しく目を閉じ、

『……任務なら既に失敗したようなものだ。最終救済兵装の使用は、上層部より直接下った命令だ。これが天使災害を防ぐための最適解だとな。それを、拒否するというのだな？』

「阻止はするさ。僕がして欲しいのは、少しの支援と、あなたがたった数十時間その上層部をごまかすだけのことだよ。それとも別のエージェントをよこすかい？　今から？」

　これほど眉間に皺しわの寄った総隊長の顔を、アッシュは初めて見た。隣のフィリスはいつ爆発するか内心戦々恐々で、新人の補佐官には胃が痛いったらなかった。

『信じられん……。お前が、作戦に背くとは』

「うるさい男がいてね。仕方がないから、代替案で妥協したってわけ」

　総隊長は画面外でＰＣを操作し、どこかへの指示を出した。かつては現場で銃を握っていた男だが、こうした根回しも得意なことをアッシュは深く承知している。拾いものの殺人鬼をエージェントに仕立て上げたのは誰あろうこの男だ。

『私を恨んでいるか？』

「どうしてそう思う？」

『お前を利用した。その心に付け入り、力だけを磨き上げてな』

「逆に聞くけど、あなたはそれを後悔しているのかい？」

　アッシュを見返す男の目は、最初に出会った時と同じく、まったく揺らぐことがない。

『していない。お前の働きによって多くの人々が救われたのは紛れもない事実だ。罪に問われようが誰に呪われようが、私はそれを誇る』

「ならいい。罪なんて今更さ。そんなのはお互い様だろう、『破門者』？」

　信仰する「神」の名のもとに、敢あえてその手を血に汚す影の者たち。アナテマのエージェントは自らをそう名乗り、罪と正義に殉ずる。

　総隊長が提案を受け入れたことは、そこに確かな勝算を見み出いだしてのことだろうか。それとも一種の感傷、あるいは罪滅ぼしの意図でもあったのか、本人以外にはわからない。彼は血の満月まで上層部の追求を躱かわすこと、その後の処遇は追って通達することを伝えた。

　そして最後に、彼自身の判断でもって、告げる。

『──第Ⅰ種救済兵装の無制限使用を許可する。無事、任務を達成してみせろ』

　通信が終わる。

　ＰＣを閉じ、静かな時間が戻る。部屋の外は酔すい花かたちが最後の打ち合わせや準備や改造やらをしていて、がちゃがちゃと慌ただしい。

「……天使を、助けるなんてね」

「アッシュ……」

「『いいの？』と聞きたいんだろう？　天使は姉さんの仇かたきだ。救っていいのか、って」

　思いっきり図星という顔をされた。

　フィリスの言いたいことなどお見通しだった。話がここまで進んでいて今更といえば今更だが、どうも彼女はいちいちそういうことを気にする性質らしい。姉とは大違いだ。

「天使は災害みたいなものだ。きっと、それ自体には悪意なんて無いんだろう」

　天使は謎だらけだ。アナテマでの活動中、アッシュは閲覧できる限りの資料を漁あさったことがある。彼らは突然現れ、突然去っていく。討伐に成功した個体からも何かそれらしき意思を聞き出せたことは無い。もっとも、そんな余裕が無かっただけかもしれないが。

「でも、もし話ができるのなら、一つだけ聞きたいことがあった。いい機会ってことだろう」

「……はい。私も、泳くくりさんともう一度話がしてみたいです」

　その為ためにはまず仕事を片付けなくてはならない。アッシュは弾薬の在庫を確かめる。ミソギに使ってしまったが、手持ち武器は一応それなりに戦えるだけあるようだ。フィリスも荷物をまとめながら、まだ何かそわそわしている。

「実はもう一つ聞きたいことがあって……いえ、あなた自身に言われたので……」

「何」

「お姉さんって、私に似てたんですか？」

「全然。姉さんの方がずっと綺き麗れいだ」

「なぁッ」

　ころころ変わる表情はまあ、確かに姉には似ても似つかない。打ちひしがれるフィリスを横目に残し、アッシュはわずかに口くちの端はを持ち上げる。
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『駄目じゃ』

「いやいや、待て待て、一回聞け一回聞け」

『ならん。危険すぎる。許可できん』

　こっちの上司は一点張りだ。頑固者は承知の上だが、まさかここでＮＧが出るとは。

『──おぬしもわかっておると思うが、錠じよう眼がんはわしが授けたものではない。あれは元よりおぬしの右みぎ眼めであり……最も深い地獄の産物じゃ』

　錠じよう眼がんの本体は、今なお地獄の底の底に転がる、ミソギの「本当の右みぎ眼め」である。

　最初に死んだ時、ミソギは右みぎ眼めだけを別の場所に落とした。それはどこをどう転げたものか、閻えん魔まが言う「最も深い地獄」に落ち、おいそれと回収できなくなってしまった。

　放置された眼めは地獄を見続ける。無限の熱と瘴しよう気きにまみれながら、遠い遠い現世に焦がれ、死者の永遠の渇きに呼応し、ついに変異を遂げた。

　次元を繫つなぎ、地獄とこの世のポータルを作る力。

　それは、死者の渇かつ望ぼうが目と同化して起こった、いわば偶発的な変化だった。

　錠じよう眼がんの覚醒自体に閻えん魔まは一切関与していない。彼女がしたのは、ミソギと右みぎ眼めをリンクさせ、その力の一部を制御できるよう取り計らったことのみ。

　だが、そうして生まれたものが一つきりだったなどと、誰がどこで保障しただろうか。

　同じく閻えん魔まの関与していないところで、ハイドは両目にそれを宿した。そして誰に教わるでもなく使いこなし、十年間たった一人で戦ってきた。ただ自分の目的の為ためだけに。

　そういう意味では、奴やつもミソギと鏡写しの存在なのかもしれない。

「わかってる。だからこそ頼んでるんだ」

　沈黙。小さな唸うなり声。

『……やはり、危険じゃ。おぬしがハイドのようにやれる保証は無い』

「ぶっつけ本番は得意だ。最初もそうだったろ」

『最悪、おぬし自身が目に吞のまれてしまうか、目から亡もう者じやが溢あふれ出でる危険もあるのじゃぞ』

「けど、やらなきゃまた幽界現象が起こる。そうなったら今度こそおしまいだ」

　閻えん魔まとて地上の状況は知っている。使える力をすべて使わねばならないことも理解しているだろう。しかし、抜き差しならぬ事態だからこそ、彼女はミソギを案じていた。最悪の更に下、ミソギをも失うことになりかねないと思っているのだ。

　たとえ色んな損得の絡からんだ関係だとしても、こういう風に自分を案じてくれる相手の存在をミソギは素直に嬉うれしく思う。だが、譲らない。

「何度でも言うぞ。オレにかけられた、錠じよう眼がんのリミッターを外してくれ」

『…………どうしても、やるのか』

「自分で決めたからな。ここで引いたら、オレは多分、本当の意味で死ぬ気がする」

　また、沈黙。──電話の向こうで深い呼吸。

　続いて、どすんっ！　と重い音と振動が伝わった。何かものすごくでかい判子を書類に叩たたきつけたような音だった。認可が出たのだと察し、ミソギは顔いっぱいで笑う。

「ありがとな。いつも世話んなる」

『そう思うなら結果を出せ。まだ借金も残っておるでな』

「ああそうそう、それだよそれ。結局あいついくらになるんだ？　まだ聞いてねえぞ」

　そちらに関しても、試算はとっくに終わっているようだった。

『──ハイドは錠じよう眼がんを使い、わしにすら気付かれず、地獄から勝手にあれこれ引っ張り上げておる。そのうえ再び幽界現象を起こそうなどと考える超特別級の危険人物じゃ。……まあ、どう見積もっても五十億は下らんじゃろう』

「ごじゅ」

　絶句。指折り数える。五十億といえばこの十年で必死に稼いだのとほぼ同額だ。今後の活動資金をかなり大きめに差し引いても、一気に完済まで近付くではないか。

「五十……億。ふふ、ふふふふ……」

『おい、額面は言うたが欲を張るなよ。相応の相手ということぞ。聞いておるのか？』

「わかってるよ。ありがとな閻えん魔ま様、絶ッッ対取り立ててやる」

　話はまとまった。終わった後の手て筈はずを軽く打ち合わせ、電話を切る間ま際ぎわに、閻えん魔まはもう一つ意外なことを言った。

『それとな。ハイドの本名が、わかった』

「マジか？」

『三み途と川がわ泳くくりと同じ飛行機に乗っておったよ。乗員名簿と死者のリストを照らし合わせて、名簿にあってリストに無い名を一つだけ見つけた。聞くか？』

　ミソギは少し考えた。気になると言えば気にはなる。

　だが少し笑って、きっぱり断った。

「あいつは『ハイド』だ。それでいい」

　どこの何者だろうと同じだ。死神ミソギの仕事は、魂を取り立てることだけだから。

　返答を聞いて閻えん魔まも笑う。短く豪快な笑いだった。ならばよい──と、通話が切れる。

「……うっし。やるか」

　右目に炎を宿し、ミソギは大きく肩を回した。雨う炎えん鋼こうの完全修復はもうすぐだ。
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　待まつ宵よいの月が昇り、沈んでいく。

　ホテル・ブギーは完全防備だった。支配人もスタッフも失った抜け殻には、真ま淵ぶちに従う連合内の腕うで利ききが集まり、殲せん滅めつされたブギーマンに代わってホテルを守っている。

「はぁ～～～……にしても、天使ねぇ……」

　最上階のラウンジで、真ま淵ぶちはその姿に舌を巻く。

　三み途と川がわ泳くくりは、眠ったまま空中にぷかぷか浮かんでいた。

　天井いっぱいに広がる大きな翼は、やわらかい金の燐りん光こうを放ちながら脈打つ。

「その翼には触れない方がいい」

「うわっと。こりゃ失礼」

　いつの間にかハイドが戻っていた。彼は計画の最終段階を実行するため、都合のいい場所を探して屠と内ないをあちこち移動していた。戻るとなれば一瞬なのが不気味だ。

　天使こそ幽界現象の鍵だと、ハイドは言う。

「しかし、よく人の皮を被かぶっていられたもんですなぁ。天使なんて初めて見ましたわ」

　ハイドは泳くくりに一歩歩み寄り、天井いっぱいに広がった白く巨大な翼に触れた。

「……天使の翼は、体のどこかが変質し、あることに特化した器官として体外に露出したものだ。どこの器官かは個体によって違う。こいつの場合は、肺ということになる」

「肺？　──てこたぁ、これ全部が内臓!?　うげげ……！」

「天使とは、翼から連想された自然発生的な通称に過ぎない。実態はそういう形態の、そういう生命体というだけのことだ」

　開いた口が塞がらない。「生き物」ならば、亡もう者じやよりは自然な存在なのかもしれないが。

「……どうしてそこまで詳しいんで？」

「研究した」

　ハイドは淡々と「実験」の経過を観察する。

　このラウンジには今、彼ら以外に何人もの亡もう者じやがいる。ただし意識を保っている者はいなかった。全員、Ａｓエースの重度中毒者であり、夢遊病者だった。最初彼らを見たとき真ま淵ぶちは戦慄したものだ。眠っていながら、まるで引き寄せられるようにここまで来たのだから。

　眠っている泳くくりが、その時深く「呼吸」をした。

　すぅうっ────

　亡もう者じやたちは「吸われた」途端、ほとんど同時に、崩壊した。全員の肉体が砂より小さな粒子となる。それらは魂の灰色の炎と混ざり合い、欠片かけらも残さず小さな口に吸い取られ──

　────はぁぁっ。

　光り輝く呼気となって、排出された。

「……！」

　真ま淵ぶちは咄とつ嗟さに、吸わないように口元を抑えた。亡もう者じやの混ざり合った空気は彼女の口から気道へ、気道から肺へ、肺から翼全体に行き渡り、ラウンジ全体に散布されて室内を仄ほの明るく照らした。一見神秘的で美しい光景だが、一部始終を見た真ま淵ぶちには恐怖でしかない。

「これが、Ａｓエースだ」

　カプセルを取り出し、ひと呼吸ほどの分量を密閉する。これを適量で希釈するだけで、百人からの亡もう者じやを中毒状態へ追い込めるだろう。

「まさか……Ａｓエースの材料が、亡もう者じやの体だったなんざ……」

「正確には少し違う。Ａｓエースは、この娘の呼吸器を通じて濾ろ過かされ、放出された命そのものだ」

　三み途と川がわ泳くくりの力は「呼吸」にある。

　少女は、生きて動くモノの「魂」を嗅ぐ。その純度と質を直感的に察知し、最終的には吸収してしまい、純粋な生命エネルギーへと変換して翼から放出するのだ。

　その残ざん滓しを嗅いだ者は、彼女の感覚を得る。だがほとんどの亡もう者じやにはそれを処理することができず、ただ夢のような高揚感と知覚の鋭敏化を享受するのみ。やがてその感覚に吞のまれて意識を失い、夢の中で魂だけが惹ひかれる。

　向かい、取り込まれ、同化しろ。あの翼へ──と。

「こいつ自身も中毒症状だったのは、己の力を制御できていなかったからだ。だが今は違う」

　ハイドは手を伸ばし、眠り続ける泳くくりの白くやわらかな頰に触れた。

「魂を吸収すればするだけ、翼の力は増幅される。一度に吸い取る魂の量と範囲が広がり、吐き出す風で亡もう者じやを惹ひき付つけ、その輪は加速度的に広がっていく。泳くくりを成長させ、最高のタイミングで血の満月が重なるまで、十年待った」

「……それで、どうなります？」

「血の満月は、現世が最も冥界に近付く夜。覚醒した『第六の天使』の呼吸は、あちら側の魂も吸い寄せるほどになる」

　ただ淡々と、ベルトコンベアの操作手順を説明するように、ハイド。

　次元を超えて、地獄の亡もう者じやまでも引き寄せた時、彼女を焦点に二つの世界が最接近する。だがそれだけでは境界を破壊するには足りない。仕上げにもう一手必要になる。

「合わせて、俺がこの目を開き、地獄への道を通じさせる」

　いかに地獄と繫つなげる錠じよう眼がんがあるといえど、彼だけの力で十年前の規模を再現することは難しい。だが泳くくりの呼吸に応じ、天に向けて裂け目を開けば、流れはそこに集中する。あとは、起こる破綻を見ているだけでいい。

　いわば、たっぷりのダムに開いた小さな穴だった。

　真ま淵ぶちは息を吞のんだ。嘴くちばしのマスクの奥で、熱の無い炎が煌こう々こうと燃えていた。

「──それが始まりだ。等しく混ざり合った、平穏な死の世界が来る」

　真ま淵ぶちが出ていった後も、ハイドはラウンジに残っていた。

　泳くくりの寝顔だけは、この十年間変わることがない。

「ん……ぅ……」

　と、目を開く。泳くくりは辺りを見渡して、不意に何かを思い出し、金色の涙を零こぼした。

「どうした。何を泣いている」

「……ともだちが、死んじゃったから」

　ミソギたちのことだ。

　彼女は自分が何をしたか覚えておらず、あの二人を死んだものと記憶している。

「……そうか。悲しいか？」

「かなしいよ。だって仲良くなれたのに。……優しい、とうめいなにおいのするひとだった」

　ざわめく大きな翼に触れ、ハイドは静かに語りかける。

「誰もが死ぬ。それは当然のことだ。遅かれ早かれ、みな同じになる」

　くん──と、泳くくりは彼の魂を嗅いで、

「……おなじにおいがする。あなたも、優しいひと？」

「優しいさ。この世はすべてがそうあるべきだ」

　東とう凶きように最後の陽が昇り、白い朝が来た。血の満月まで、残り十二時間。








第６章　死神くらい殺してみろ






　油絵のように毒々しい夕焼けが空に満ちる。

　伝でん奇き屋や堂どうはそのままだった。放置された燃え跡が、夕ゆう陽ひで長く黒い影を伸ばすばかり。

　一方、博士の地下ガレージはもぬけの殻だ。人影も機材や荷物も消え、もう何も無い。

　時はゆっくりと夜に落ちていく。血の色をした真円が昇るまであとわずか。

　壊されたバス停の、誰かが置き忘れたラジオから、今日も最新情報が垂れ流される──




　フィリスがホテル・ブギーに招待されたのは、午後六時ごろだった。

　送迎用のリムジンカーから見える街並みは物騒の一言だった。ただでさえ賞金狙いの武装した亡もう者じやが溢あふれているのに加え、ホテル周辺はものすごい。ヤードセールが金に飽かせて揃そろえた高価な装備に身を固め、手下どもが万全の防備を固めている。

　一方で丸腰の夢遊病者も数え切れないほど徘はい徊かいしていて、血の満月を前にした東とう凶きようは二極化されたいっそう異様な有あり様さまとなっている。

「──やーやーどうもどうも。初めまして、真ま淵ぶち累るいってモンです」

「フィリス・カタリナ・フォークスです。……よろしく」

　ヤードセールの主は予想より若かった。フィリスはホテル一階西側にある完全防音の会議室に通され、緊張の面持ちで座っている。

「堅苦しい前置きは抜きましょ。──お嬢さん、例の二人を売るってのは本当で？」

「……はい。私、もううんざりなんです。いつもいつも危ない橋ばかり渡って、あんなのじゃ命がいくつあっても足りません。ほとほと愛あい想そが尽きました」

「はっはっは、災難でしたなぁ！　けどま、外はご覧のありさまですのでね。ご安心を」

　会議室にいるのは真ま淵ぶちとフィリス、それから三人の護衛のみ。みんな改造亡もう者じやで、三つ子のターミネーターみたいな屈強なトリオがフィリスの背後を固めている。

「良かったです。……それじゃあ、彼らの情報を渡せば、賞金はいただけるんですね？」

「よござんす。それでは早速──」

　話の先を促す真ま淵ぶちに、フィリスは「その前に」と勿もつ体たいつけた。

「結局、ハイドはどうやって幽界化を起こすつもりなんですか？　三み途と川がわ泳くくりと何か関係が？」

「あらま。どうして今そんなことを？」

　笑顔のまま、質問を返す真ま淵ぶち。山なりの目が薄く開かれてフィリスを見ている。

「……実は私も、一枚嚙かみたいと思っていまして。お金になることなんでしょう？」

「ほほぉ。じゃ幽界化が起こってもいいんですかい？　あんた人間でしょ。怖くないんで？」

「お互い様でしょう？　私からすれば、あなたにこそ同じことを聞きたいですよ」

　地上はまだ人間の比率の方が多い。これがひっくり返ったら、生きた人間はいよいよ絶滅してしまうかもしれない。命ある者なら恐れるのが普通だ。フィリスだって怖い。

　だが、真ま淵ぶちは「まさか！」ときっぱり否定した。

「あたしゃ商売人ですんでね。亡もう者じやには亡もう者じや向けの商いをするまで。つまり、世界中が東とう凶きようみたいになりゃあ──ヤードセールが、世界に打って出られるわけですわ」

　真ま淵ぶちの態度はいささかもぶれない。何の力も持たず、一つきりの命と己の手腕のみでここまでのし上がった人間の語る野望には得体の知れない説得力があった。

「で、あんたはそんなあたしらと、一緒に商売をしたいと。そう考えてよろしいので？」

　圧倒されかかったところで気を取り直し、フィリスは気丈に「はい」と答えた。

　真ま淵ぶちはにっこり笑って、手短にすべてを説明した。

　ラウンジの天使、ハイドの狙い──フィリスはたまらず絶句する。

「……泳くくりさん……っ」

「おや？　今さらショック受けるんですかい？」

　フィリスは「しまった」と思った。話しながら相手はこちらの反応をつぶさに観察していたのだ。一時期とはいえ共に生活していた少女の現況を聞き、どんな表情を見せるのか。

「あんた言いましたな。死にたくない、金は欲しい、と。自分が見捨てた小娘の話を聞いて憐あわれんでみせるなんざ、ま～なかなか趣味がおよろしい」

「そ、それは、予想以上だったから」

「あ、そうそう。実はね。例の二人、もう捕まってるんですよ。アジトが見つかりましてね」

　いきなり真ま淵ぶちが切り込んできて、フィリスの頭は真っ白になった。

「え!?　そんな、うそ、みんなもう出て行ったはず──」

「はいな。噓うそです」

　咄とつ嗟さに口を手で押さえるが、手遅れだった。真ま淵ぶちは愉快なおもちゃを弄いじるような顔。

「ほら、また慌てた。いけませんぜそんなことじゃ。おおかたこっちの情報でも聞きだしてやろうとしてたんでしょうが、準備不足でしたな。──あんたはお仲間としてでなく、奴やつらへの人質として使います。あんなのでも一番の不確定要素ですからね」

　背後の護衛が銃を抜く。防音が仇あだとなり、いくら声を上げても悲鳴は外に聞こえない。

　フィリスは縮こまってうつむき、ぽつりと、

「今、何時ですか？」

「六時半ですな。もうすぐ予定の時間です」

「……外、どうなってるでしょうね」

「さてねぇ。こっからじゃ聞こえやせんし。ま、いつも通りでしょ」

「…………ミソギが、一人一億はケチだと言っていました。もっと出せなかったんですか？」

　真ま淵ぶちの片眉が動いた。

「……なんですと？」

　いきなり壁がぶち抜かれた。

　瓦が礫れきが散弾のように飛び散る。黒光りする死神の車、レイスが突っ込んできたのだ。

「……お前ら！　小娘を奥に！」

　レイスは真ま淵ぶちの指示より速い。突っ込んできた勢いのままドリフト。車体左側面が真ま淵ぶちたちを向く一瞬、助手席の窓から銀の銃が飛び出す。

　一、二、三発、立て続けに放たれた蒼あおい光はすべて護衛の眉間をぶち抜いた。

　電光石火の早業。男たちは機械部分を残して塩となり、平然とするのはフィリスのみ。

　レイスから男が二人降りてくる。片や半分白髪の改造亡もう者じや、片や金髪美男の武装神父──

「フィリスお前後半ボロ出しすぎだろ。だいぶヒヤヒヤしたぞ」

「いや、悪くない。時間稼ぎには上々だったよ。これで全部聞かせてもらった」

　武装神父、アッシュが首元の首輪を見せる。通信機も兼ねるこの装備は、フィリス側の小型端末からリアルタイムで話を送っていた。

　だが、そこから急行したとしても話がおかしい。真ま淵ぶちは緊張の面持ちで二人を見比べる。

「……っかしいなぁ。お外にゃ番犬がわんさかいたと思うんですがねぇ……」

「あれが聞こえなかったのかい？」

　防音壁の穴から、今さらのように大騒ぎが聞こえてきた。暴動か、はたまた戦争でも始まったか。潰し損ねた反抗組織でもあったのだろうか。

「あんたラジオ聞く方か？　オレ結構この番組気に入っててな、一緒にどうだ？」

　ミソギは窓から運転席に手を突っ込み、ラジオの音量をぐーっと上げた。

『こちら東とう凶きようスリーシアター・ラジオ！　お相手はわたくし、ええい前置きはいいっ速報っ速報ですっ！　あの二人の賞金が解除、というか、買われました！　以前の賞金以上の金額で丸ごと首を買われたのですっ！　買ったのは屠と内在住の枕まくら森もり酔すい花かさん十七歳、金が欲しければ二人の代わりに自分を捕まえてみろとのこと！　総額は──』

　速報が出る頃には、街頭モニターの表示が一変していた。

　ヤードセールの作った画像をベースに、星やハートやネコミミ増し増しのポップにデコった二人の画像。額面の数字を思いっきり上書きして曰いわく──

『一人十億＋合わせて二十億!!　スイちゃんタッチしたらまとめてあげちゃう☆』

　一方、ホテルの外は大変だった。大挙して押し寄せた亡もう者じやどもが警備を押しのけ、あちこちで雪崩が起こり、誰彼構わず発砲され、敵味方わからない大乱闘へと発展してしまう。

　大行列の先頭には、ぷっぷか走り回るド派手な改造ワーゲンバス。

「あはははははははっ!!　鬼さーんこーちらーーーーーーーーーーっ!!」

「わ、わ、皆さん並んで！　押さないでぇっ！　……って並ぶ意味ないんでした!!」

「いやはや、懐なつかしいですなぁ。いつかの『ええじゃないか』を思い出します」

　ハンドルを握るのは酔すい花か。後部座席にはマスターとウェイトレス。山と積んだ札束をばら撒まいて、ハーメルンの笛吹きよろしく亡もう者じやどもをここまで誘導していた。

　これは酔すい花かが件くだんの「趣味」で貯ため込んだ金である。

　それにしたって二十億は凄すごい。どうやってこんな大金を工面したのか聞くと、ハイドが片っ端からぶっ潰した大おお店だなの金庫を暴いたらすぐだったという。ハイドにはさっぱり金に執着がなかったためやりやすかったし、他のハイエナを出し抜くのも楽しかったと。これも現金至上主義の東とう凶きようの醍だい醐ご味みだとか。

　本来なら死後の財宝に加える予定だったが、酔すい花かは語った。

　──東とう凶きようを面白くするためのお金だもん。今使った方がいいなら、パーッとやっちゃう！

「踊れ踊れーっ！　追いついてみろーーーっ!!　あはははったーのしーーーーーい!!」

　ご覧の通り、持ち主はたいへん楽しそうなので全部オーケーである。

　ラジオからはＤＪチョイスのヤケクソなロックナンバーが流れていた。あっという間に形勢を逆転され、真ま淵ぶちは背もたれに深く身を預けた。

「おうフィリス、なんか言ってやれ」

「え!?　わ、私が!?」

　男どもの視線が集まる。亡もう者じやの誘導が酔すい花かの案なら、真ま淵ぶちとの駆け引きはフィリス自身の申し出だった。すべて彼女の狙い通りだったということになる。えっと、えっととまごついて、なんとか一言思い浮かんだ。

「ざまみろ」

　天井を仰ぎ、真ま淵ぶちは観念したように両手を上げた。




　　　　〇




　茜あかね色いろが西の果てに溶け、深い藍が天蓋を染める。風の温度と匂いが変わる。夜が来た。

　くん、と泳くくりが鼻を動かした。

「…………みんな？」

「時間だ。始めるぞ」

「でも、みんなが。あたし、このにおい、知ってるような──」

　ハイドは懐ふところから、人知れず回収していた二つの布を取り出した。赤黒い何かに染まった、それは服の切れ端だ。泳くくりは反射的に匂いを嗅いで青ざめる。

　乾いてなお色濃い、ミソギとアッシュの血の臭いだった。

「あ──あ、あっ、あぁ……っ」

「心を落ち着けろ。お前になら、全員を助けることできる」

　血がスイッチとなって、泳くくりの中にすべての黒い記憶が戻ってくる。燃える炎、赤い月、死んでしまったみんな、生き残った自分、死の香り、命の匂い──恐怖する泳くくりの頰に触れ、ハイドは最後の一押しをする。

「家族に会いたいか？」

「かぞ、く？　──おとうさん？　おかあさん……？」

「お前ならば可能だ。望み通り、幽明の区別なく、みんなに会うことができる」

　みんな会う、みんな助ける。その意味を泳くくりは正反対の意味で取る。

　そうか、この体で、できることをすれば、と。




「ご無沙汰ですだコラァッ!!」

　叫び、ミソギがラウンジのドアを蹴り開けた。続いてフィリス、真ま淵ぶちを拘束するアッシュと続く。皮肉にも真ま淵ぶちの方が人質になったわけだ。しかし──

「……っておい、なんだこりゃ……!?」

　広々としたラウンジには、奇妙な石像ばかりが並んでいた。

　あたかも蜘く蛛もの糸に群がる亡もう者じやのような輪を作っているが、縋すがるべき輪の中心は人ひとり分のスペース以外には何もない。吹き込んだ風で均衡が崩れ、ドアに近い石像から、さらさらと崩れ去っていく。

「……魂を失った亡もう者じやか」

　アッシュもミソギも、そうなった亡もう者じやを何度も見た。これはＡｓエース中毒者の成れの果てだ。

　真ま淵ぶちがいきなり呵か々か大たい笑しようした。

「いやしませんよ、もう！　とっくに出発済みでさぁ！」

　冷たい風が吹く。見ると東側の大窓が開き、ドアからの空気の流れがそちらに通じている。

「まあこっちも最悪の事態を想定しちゃいたんですよ。なんせおたくらはあたしの予想を裏切りまくってきましたからね。だから、万が一ここに踏み込まれるかもと思って、ハイドと天使だけ先に行かせといたんですわ」

　会議室でのフィリスの言動がブラフなら、真ま淵ぶちの反応もまたすべてブラフ。このことは階下の部下にさえ知らされていない。予定を急がせ、ハイドと泳くくりだけが護衛もなく「真の目的地」に向かうというのは、ハイドの判断でもあった。

「ほうら、月が昇ってきた。特等席だ。どうです、変わる浮世を肴さかなに一杯やりませんか？」

　今頃どこにいるのか。高層ビルの立ち並ぶ東とう凶きようでは月と近い場所など腐るほどある。

　アッシュは真ま淵ぶちの頭に銃口を押し付けたまま、冷静に目だけでミソギを見る。

「奴やつはどこに行った？　東とう凶きように詳しい君ならわかるだろう」

「ちょっと待ってろ。今、考えてる──」

　遠くを見渡そうにもビル群が邪魔をする。そこでミソギは割れた窓から身を乗り出した。遥はるか四〇階あまり下では酔すい花かたちがわちゃわちゃしており、騒ぎがここにまで届いてくる。

　あれではない。別の人の流れを探す。

　ホテル前の大騒ぎは意にも介さず、ただただ歩き続ける夢遊病者の群れ。

　──まるで何かを目指すように歩いていた──

　病院で聞いた博士の話を思い出す。なら、あれは何を目指しているのだろう。フィリスの通信越しに聞いた真ま淵ぶちの話を思い出す。夢遊病者たちは、誰もが同じ方向を目指しているように見える。──それが泳くくりだとしたら。

　彼らが歩く向きを確かめ、東とう凶きようの地理と照らし合わせて、閃ひらめく。

　十年前、ミソギはたまたまそこにいた。今や大部分が更地と化し、普段は誰もが恐れて近付きもしない、亡もう者じやにとって忌いまわしき因縁の場所。

「……罪しん宿じゆくだ。間違いねぇ、二人はあそこにいる！」

　東とう凶きよう幽界の爆心地となった罪しん宿じゆくは、最も冥界に近く、最も濃く赤い月を拝める場所だ。




　　　　〇




　何千何万もの夢遊病者が一点を目指す。瓦が礫れきを越え、屍しかばねを越え、脇目も振らず。

　彼らが目指す罪しん宿じゆくの巨大ターミナルは今や跡形もない。崩壊した廃はい墟きよの残骸があちこち覗のぞくのみで、端から端まで赤く燻くすぶり、ほのかな熱気を立ち上らせる擂すり鉢ばち状の荒野だった。

　地獄の大地だ。幽界化の爆心地は、その環境自体が冥界に限りなく近い。

　──すぅぅうううぅぅぅうううぅうぅうううっ──

　そんな中、悲鳴のように細く息を吸い続ける、泳くくり。

　翼は成長していく。高く高く伸び、その翼端で中天を突こうかというほどに。

　血の満月が意思を持つように応じた。この世のものならぬ満月は天体の常識をも無視し、普通は考えられないペースで上昇を続け、不気味なほど速く天蓋の頂点を目指す。

　その赤が、膿うみ爛ただれた傷口のように艶なまめかしくぬらめいた。

　東とう凶きようの誰もが一時手を止め、月を見ていた。




　どがんっ！　とホテルにまた新たな壁を開け、レイスが夜気を切り裂いた。

「どけどけ亡もう者じやどもォ！　ちんたらしてっと轢ひいちまうぞッ!!」

　もう轢ひいている。立ちはだかる邪魔者を天高く吹っ飛ばし、ミソギはアクセルべた踏みのまま幹線道路へ。大通りは亡もう者じやで溢あふれていた。助手席のアッシュがロガトカを持ち上げる。

「数が多すぎるな。撃ち抜きながら進めばましか……」

　脇道を探す時間も惜しい。逡しゆん巡じゆんしたところ、ミソギのスマホにいきなり着信が入った。

『困っているようだなミソギ！』

「博士？　あんたほとぼりが冷めるまでどっか隠れてろっつったろ」

『まあそう言うな。実はその車には発信機が仕込んであり、私の端末にリアルタイムで位置を伝えるようにしてあるのだ。多数の亡もう者じやに立ち往生しているのだろう？』

　人の車に何してくれてんだと思ったが言わない。助言があるなら藁わらでも摑つかみたい。

『安心したまえ、レイス飛行モードを使えばよい！』

「ああ、そうだな。地上からじゃ間に合わ」

　そこまで言ってミソギは「ん？」となった。

「…………飛ぶのコレ？」

『なんのために私が手を加えたと思っている。ばっちり改造済みであるぞ』

「人の車に何してくれてんだてめーッ!!」

『いいから聞きたまえ！　運転席のサンバイザーの裏に大きな赤いボタンがある！』

　本当にあった。なんてこった。

『操作は簡単だ。思いっきりアクセルレバーを踏み、最高速に達した瞬間にそれを押せ！　すると貴君の黒い亡霊レイスは翼を得て、大いなる空へと飛び立つだろう！　古来より人類が夢見た空への飛ひ翔しようだ!!　わーははははは！　わは』

　切った。

　相談するまでもない。稀き代たいのマッドサイエンティストの科学力は、腹立たしいが本物だ。

　ギアをバックに入れ、助走距離をたっぷり取る。シートベルトを締め直す。目指す方角を確かめて、ミソギはハンドルを、アッシュは助手席のアシストグリップを握る。

「──摑つかまってろよォッ!!」

　蹴り潰すように、アクセルレバーを踏みしめる。

　急激なＧ。スピードメーターがものの数秒で一〇〇を超過。ネオンが光のラインとなり、亡もう者じやの壁が豪速で迫る。最高速──！

　スイッチオンと同時に、車体が変形した。

　左右にウイングを展開。ジェットエンジンの爆発的噴射。加速する翼が風を摑つかみ、浮かぶと同時に車輪を格納、ついに全体がアスファルトに別れを告げた。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「機内上映は『アルマゲドン』がいいな」

　遥はるか地上を見下ろし、轟ごう音おんをも置き去りにして、レイスは一直線に最後の地へ。




　ちなみに真ま淵ぶちは、ホテルの柱にぐるぐる巻きだった。

　孤立無援である。ホテル内の部下は、去っていった二人に「ついで」でぶちのめされて見事全滅。外は外でさっきからてんやわんやだ。

　外の大騒ぎを聞きながら、傍そばではフィリスがお茶を飲んでいた。

「余裕しゃくしゃくですなぁ。もう勝ったつもりですかい？」

「まさか。まだまだこれからです」

　ここから先は彼女の側か真ま淵ぶちの側、どちらが勝つかの瀬せ戸と際ぎわだ。その点において真ま淵ぶちはまったく心配していなかった。ハイドが負けるはずはないのだ。

「お嬢さん。あたしにはね、夢があるんですわ」

　暇に飽かして落とした言葉を、フィリスは黙って受け止める。

「商いを。もっともっと商いを。金金、どんどん金を金を、ってね。地獄の沙汰も金次第だ。命に価値が無くなったこの世じゃ額面だけが真実でさ。そいつが膨らんでいくのを見るのがあたしは心から楽しい。そいつを極めて、果てを見たいと思ってるんです」

「……あなたの野望を否定はしません。今となっては、それも人間の在り方だと思います」

「そりゃどうも。んなら、どうして邪魔を？　なんぞ夢でもおありなんで？」

「大きな夢はありません。私は、今日や明日を必死に生きるだけです」

　空になったカップを置き、フィリスは落ち着き払った様子で答える。

「だから、その生き方ひとつひとつに恥じない自分でありたいと思っています」

　真ま淵ぶちが大笑いした。ぐるぐる巻きの自分よりも面白いものがあると言いたげだった。彼からすればそんな一文にもならない自己満足は片腹痛いの一語に尽きる。

「にしちゃあ怠けていらっしゃる。本番はこれからなんじゃありませんかい？　男二人に鉄火場に行かせて、こんなとこで茶ァ飲んでる自分は恥ずかしくないんで？」

　まさか──フィリスは小さく首を振った。

　もう、覚悟は決まっている。

「次の出番を待ってるんですよ」




　　　　〇




　塵ちりと霊気が辺り一帯に垂れこめ、罪しん宿じゆくの荒野を仄ほの白じろく曇らせる。

　天を衝つく翼を中心に、魂の渦が生まれていた。

　この世が最も冥界に近付く夜、血の満月がより赤黒く脈打って見えた。あちら側も近付いてきている──逆巻く風に煽あおられて、ハイドは嘴くちばしのマスクに手をかける。

　不意に、風の音が変わった。

　ハイドはマスクから手を離す。何か小さなものが風を切る音。飛行機よりは小さい。空の彼方かなたから飛来する黒いものは、音が聞こえた頃には既にかなり接近していた。

「『枯こ血けつ鋒ほう刃じん』」

　抜き、放つ。

　常とこ世よの剣葉が散り散りに飛ぶ。標的を定めるなり一群の彗すい星せいとなり、突撃してくるものを超音速で迎撃に向かった。空の一点で小さな剣けん閃せんがいくつも生まれ、一瞬遅れて、爆発。ハイドはそれが何だったのかなど気にも留とめず、葉を呼び戻し──

　空中にボッ、ボッと断続的に咲く、鮮烈な炸さく裂れつ音に気付く。

　向かってくる。形は人、曲芸のように回転しながら、確実にこちらを照準している。

「──ハイドォッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、「死神」が突撃を仕掛けた。

　ハイドは直剣の柄を巧みに操り、誘導ミサイルのような跳び蹴りを受け流す。激しい火花が散り、そいつは半回転して着地、地を踏みしめてハイドと相対した。

「ぺっ、ぺっ。クソが。飛行機ってのは落ちるモンなのか？」

「……来たか」

　御み殺そぎ十じゆう三ぞうは口に入った砂を吐き出し、鋼はがねの四肢で構えを取った。

　すぐさま剣葉が主のもとに戻り、月明かりを跳ね返しながらゆらゆらと回遊する。

「一つ聞いておきたい。亡もう者じやのお前が、俺の邪魔をするのは何な故ぜだ？」

「仕事なんでな。……こっちも一つだけ確認したいことがある」

　実のところ、ずっと頭の隅に引っかかっていた。

　伝でん奇き屋や堂どうでのハイドは、泳くくりに直剣を突き刺す寸前に異様なことを言った。世界をぶち壊そうという奴やつの発想ではないと、傍はたから聞いて気になっていたのだ。

「『世界を救う』ってのは、ありゃどういう意味だ？」

　幽界現象が、世界を救うものであってたまるかとミソギは心から思う。結果がこの荒野ではないか。こんな爛ただれた大地にもかつては街があり、人がいた。二人は今、そうした平穏が一夜の内に崩れ去った骸の上に立っている。

　問いを受け、ハイドは短く答えた。

「すべてを、平等にすることだ」

「なに……？」

「十年前の幽界化は、不完全だった。中ちゆう途と半はん端ぱなままに終わった」

　ハイドは直剣を真横に伸ばした。この世に引かれた「こちら」と「あちら」の境界を、己が剣一本で切り分けるように。

「一度境界が破綻したからこそ、人間はより強固な境界を敷いた。生者と死者を『違うもの』とし、二つを決定的に分断した。亡もう者じやを閉じ込め、滅ぼし、世界のこれ以上の変容を恐れ、徹底的に否定した」

　声には静かな熱があった。氷のようだった声に、確かに芯が通って聞こえた。たとえ殺さつ戮りくに駆り立てる火種だったとしても。

「『全員生きる』ことと『全員死ぬ』ことに、本質的な差は無い。悲劇とは、そうならなかった側がただ一つでも存在するからこそ発生する」

　悲劇といえば、この世の状況が悲劇そのものだ。

　この十年、世界中を渡り歩き、ハイドはそれを見続けてきたのだろう。地獄に落ちた眼めで。

　今更異を唱えるつもりは無い。共感もしない。ああ、だからこそ、この男は止まらないのだと確信を深めるだけだ。ミソギがなんとしてでも生き返ると決めたように、ハイドもなんとしてでも世界の全殺しを決意した。

「そうかい。全然わかんねぇってことがよーくわかったぜ……！」

　雨う炎えん鋼こう、変異・抜刀。亡もう者じや刀で月光を跳ね返し、巨大な翼を見上げる。

　泳くくりはそこで、天使の呼吸を繰り返している。約束を果たさなければならない。

　ハイドが、マスクの奥に光を生み出し、

「俺は、正しい。──止めてみろ」

　両眼を開く。

　刹那、ミソギを包囲する形で「裂け目」が生まれた。

　前後左右上下からノータイムで刃が生まれ、開花した剣が三六〇度から標的の解体にかかる。

　一瞬百ひやく閃せんの斬撃は、しかし、誰の血も吸わなかった。

　ミソギは、忽こつ然ぜんと空中にあった。

　既に亡もう者じや刀を振りかぶり──乾けん坤こん一いつ擲てき、敵の脳天に斬りかかる。

　紫電が閃ひらめく。亡もう者じや刀の縦一文字は、外れた。予想通りだ。これしきは避けると思っていた。

　ハイドは数メートル後方に立っていた。こちらも飛とび退のいた様子はない。間の工程を一切省略した動きはお互い瞬間移動のごとく、ハイドの傍そばには彼が入った裂け目が残っている。

「へっ……。初めて飛んだが、案外うまくいくモンだな」

　むしり取った眼帯がひらひらと落ち、赤い砂に埋もれる。

　二人、火の色をした地獄の目が、距離を隔ててかち合った。

　どちらも錠じよう眼がんの応用である。眼めで開いた裂け目に入り、また別の裂け目から飛び出す、疑似的な瞬間移動。ハイドの神出鬼没さの秘密は、ここにあったのだ。

　その性質上ほんの一瞬地獄を経由する必要があるが、錠じよう眼がんの力をもってすれば、飛び出る座標は自在に選ぶことができる。転送は自分だけでなく、己の体の一部、たとえば装備などにも応用可能で──

　右腕と同化した亡もう者じや刀が、「ばちんっ」と外れて露出する。

　半ばから折れているため本来より短い、拵こしらえのない刃。その茎なかごを直接握り締め、ミソギは、右みぎ眼めの力を完全に開放した。

「『錠じよう眼がん』、開門……！　冥くらく、祈り、餓かつえ──解放ひらけ!!」

　視界の右半分が、真紅に染まる。

　リミッターを外した錠じよう眼がんにより、次元を超えた転送が自在となった時、刀は折れた先の刃と繫つながる。刀身に沿うように裂け目が開き、赤熱化する刃は本来の姿を取り戻した。

　真の姿は、一振りの大太刀だった。

　総長四尺五寸、刀身三尺三寸あまり。刀身の佩はき表には護ご摩ま箸はしと「八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ」の文字、裏には素す剣けんと梵ぼん字じの紋様が刻まれている。その、銘は。

「黄泉よみ返れ、『蛍ほたる丸まる』。でかい獲物だ、全開でやるぞ！」

　眼がん窩かの炎は激しく渦巻き、その密度を極限まで上げ、赫かく々かくと光る炎の真球を形作る。応じて右側の白い髪が浮き上がり、灼やけるように熱い血と炎と暁ぎよう光こうの色に染まる。

　対するハイドは冷静沈着。逆手に持ち直した直剣を真下に向け、生まれた裂け目に突き込んで、彼が持ちうるすべての「刃」を解放する。

「枯こ血けつ鋒ほう刃じん、全門遊ゆう増ぞう────『鉄てつ刺し無む間げん刀とう路ろ』」

　荒野に、鉄色の「森」が生まれた。

　十や二十ではない。百でも千でも足りやしない。すべて鋭く研ぎ澄まされた刃の木が、黒々と生い茂る花と葉を伴い、次元の裂け目から次々と次々と絶え間なく生え出て二人を月明かりも届かぬ森に閉ざす。

　まるで泳くくりへ通ずる道を閉ざすようだ。ハイドのずっと背後、中空に浮かぶ泳くくりがもう見えない。

「こいつが全力か……！」

　ようやく見えた全貌に、いっそ痛快な気分で吐き捨てる。枯こ血けつ鋒ほう刃じんの正体は、鉄と刃でできた地獄の樹木。生きて蠢うごめき主に従う森林そのものだ。手に持つ直剣はほんの端末。ハイドは錠じよう眼がんで、地獄の一部を丸々現世に引っ張り出しているのだ。

　閻えん魔まが知れば何と言うか。いや、知ったからこその五十億か。伐採の甲か斐いがある。

「二人。六六六秒」

　ハイドのカウントが始まる。人数は先刻ご承知か。ミソギは耳につけたインカムに叫んだ。

「行くぞアッシュ！　手数は任せた!!」




　アッシュの降下地点はおおむね予定通りだった。空飛ぶレイスが撃墜される直前、ご親切に積んであったパラシュートを使い、荒野の一点に着地する。今立っているのは、墓標のように突き出た高台。形からして崩壊したビルの一部だろう。

　こちらからは泳くくりの翼が見える。彼女のもとへ到達するには、荒野に突如生まれた「刃の森」を乗り越えなければいけないようだ。

「……信じているとは言わないよ。好きにやれ。僕もそうする」

　首輪で応答し、通信を切った。あとは、互いのやるべきことを成すのみだ。

　大地は荒れ果て、空には白い靄もやと真紅の月。悪夢めいた光景に、いつかの故郷を思い出す。

　任務は変わらず、過去は拭いがたく胸に残る。その上でなお、アッシュは自分自身の気持ちで、泳くくりと話をしてみたいと思い始めている。あの能天気が何を言うのか。少なくとも、自らの耳で確かめるまでは、彼女をどこにも行かせるつもりはない。

　だからこそ。

「攻撃目標、亡もう者じやハイドの危険度を更新。最大脅威『奇き蹟せき』に認定！」

　待っていたというように、血の満月を機影が横切った。高速で空域に突入したアナテマのステルス輸送機はカーゴベイのハッチを開き、空中からコンテナを投下。取り付けられた衝撃緩和用の逆噴射ロケットを噴き、一瞬の滞空の後、コンテナがばらけて中身が落ちる。

　十字架の形をした、見上げるほど巨大な塩の塊だった。

　座標ぴったりだ。どごんっ！　とアッシュの目前に塩が落下。見る見るうちに崩れ去り、風に吹かれて散っていった。

　中から現れるのは、銀に光る兵器。アッシュの、アナテマの、もうひとつの切り札である。

「第Ⅰ種対奇き蹟せき用重救済兵装『堕だ典てんダルク』封印解除──」

　全長六メートル四〇センチ、本体重量二八〇キロ。大型油圧式モーターに繫つながる砲身は全部で六本。装弾数実に一三〇〇発強のそれは、銃器の極北、大型ガトリング砲だ。

　ずらりと並ぶ巨大な棺かん桶おけ状のパーツはすべて弾倉。独自の改造を施し、パワーアシストアームとターゲットスコープまで備えた、まさに砲台。死者に手向ける救済のシステム。

　決意と共に祈りを捧ささげ、そのトリガーを、

「──この世ならぬ奇き蹟せきの暴威に、蒼そう雷らいの答えを……！」

　引く。
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　雷らい霆てい、万ばん鈞きんと呼ぶに相応ふさわしい。

　狙うは刃の森。大型機関砲用の聖別された三〇ミリ口径純銀弾が、生い茂る無尽の刃に真っ向切って喰くらい付いた。ベルト給弾機構が馬鹿げた速さで次弾を注ぎ、回転する六つの砲身すべてに刻まれた聖なる祈き禱とう文が無慈悲な雷撃に祝福を与える。

「毎分三九〇〇発の機関砲弾の嵐。斬れるものなら、斬ってみろ……！」

　パワーアシストをもってしても殺しきれぬ反動。足場が揺れ、古びた鉄筋コンクリートの表面が罅ひび割われる。だがトリガーは決して離さない。葉の一枚、枝の一本でも多く、狙って撃って弾いて削り砕いて潰して塵ちりと帰せ。

　雲うん霞かと見まがうほど大量の剣葉が舞い散り、砲弾を受け流し、花や枝で弾いて斬り払う。

　ターゲットスコープの向こう。銃火が、火花が、剣けん閃せんが満開の桜のごとく咲き誇り、月をも隠す眩まばゆさで荒野を照らした。

　森そのものが、燃え立つように蠢うごめいている。

　木々の切れ間に眩まばゆい光。信じがたい速度で動く影。ひときわ鋭い剣けん閃せんがちらつくのを、アッシュは確かに認識している。

　只ただ中なかで馬鹿が踊るのを感じる。信じがたいほど業ごう突つく張ばりの馬鹿だ。あまりに多くが喪うしなわれたこの時代で、奴やつだけは自分の手のものを何一つ落とさないつもりでいる。

　──自分で決めたことを、やり通すだと？

　雨の中の言葉を思い出す。いつか姉の言った言葉と、それが重なった。

　──妙な奴やつだよ、姉さん。非合理的だ。けど──

「！」

　アッシュの周辺に、光る裂け目が生まれる。ハイドの生んだものだった。

　中から剣葉が飛び出した。咄とつ嗟さにトリガーから手を離し跳び退のく。転げながらロガトカを構え、襲い掛かる枝葉を次々に迎撃。こちらも鋭い斬撃を受け、血が噴き出る。こんなものは数のうちにも入らない。

　襲撃をやりすごし、アッシュはすぐさま銃座に戻った。ハイド本体にはミソギが当たる。あの目を持つ男と真っ向切ってやり合えるのは、同じ目を持つ自分だけだと、奴やつは言った。ハイドはオレが全力で押さえ付ける。だから、「切り札」まで持たせろ──と。

「いいさ。どこまで馬鹿を通せるか、見せてみろ、死神……！」

　──けど、久しぶりに、悪い気分じゃないんだ。




　砲声、剣けん戟げき、断裂する空間。斬撃の決死圏に月の光は届かない。

　ミソギは、空間に無数の亀裂を見ていた。錠じよう眼がんが暴き出す次元そのものの綻びだ。幽界化を起こした地上はあの世との境界が曖昧になっており、特に罪しん宿じゆくでは亀裂の数がかなり多い。

　完全に開いた眼めは次元の裂け目を見抜き、開き、干渉することができる。応用すれば──

[image: ]

　亀裂が開く。目の前にいたハイドが消え、真上から殺気。

「っとぉ!!」

　蛍ほたる丸まるで斬撃を跳ね飛ばし、そこにいたハイドがくるくる宙を舞って、別の裂け目に消える。

　背後。弾き合う。本能的に危機を感じ、反対方向に全力疾走。走り抜ける軌跡を追うようにそれぞれ別の裂け目から蔦つたの槍やりがずごん！　どずん！　と地面に突き立った。壁と見まがうばかりの剣葉が行く手を塞ぎ、逃げ場がなくなったところで──亀裂を、開く。

　ミソギが飛び込む／過ぎ去る赤い地獄の光景／現世、刃の森、剣葉の間合いの外へ。

「ッ、ふぅ……！」

　呼吸を整え、構え直す。

　転送の制御には、並々ならぬ集中力と精神力を要した。とりもなおさず、眼めを通じて常に地獄と共にあるということだから。

　リミッターを外してからずっと、天地が逆さまになる感覚がある。頭から深い深い穴の底に落ちていくような。同時に震えるような悪お寒かんと、喉の渇きも感じていた。深い地獄で死者と混ざり合った目は、それ自体が生者と現世に焦がれる巨大な穴だ。欲求は荒れ狂う波となって思考を侵食する──寒い、光が欲しい、魂が欲しい、お前も来い、落ちろ落ちろ落ちろ落ちろ、

「遅い」

　目の前に、ハイドがいた。

　ぼさぼさするな。猛烈な欲求を理性で捻じ伏せるも、相手の方が一手早い。電光石火の斬撃が肩口を掠かすめ、血がほとばしる。

「その眼め。持て余すばかりか、御み殺そぎ十じゆう三ぞう……！」

　生じた隙を喰くい破らんと、鋒ほう刃じんの嵐がミソギを狙い──

　直前、蒼あおい暴風が吹き荒れた。

　ダルクの機関砲弾が森林を突き破り、ミソギとハイドの間の地面を舐なめ尽つくした。赤い土が爆散し、濃密な土煙となる。落雷でもあったかのような衝撃だ。ハイドは一瞬前に彼方かなたからの殺気を察知し、撃たれる前に飛び退のいていた。

　耳にくっつけた小型インカムから、冴さえた生意気な声が入ってくる。

『ペースが落ちているよ。怖いなら手でも繫つないでいてやろうか』

「はっ、抜かせよ……！」

　もたつくなど、らしくない。アッシュの援護が正気を取り戻させた。再度、極限まで集中。

　地を陥没させ、ミソギは踏み込む。救済兵装の雷鳴は絶えることがない。

　もはや二人が戦っているのは、「目の前にいる男」ではなかった。

　敵は視界をよぎる影と、森の暗夜を切り裂く亀裂、そこから現れる刃の形をした死だ。小手先のフェイントなど意味も持たない。過程を吹き飛ばした須しゆ臾ゆの世界──全方位に安全圏の存在しない、裂け目と刃と炎と雷鳴の世界に、突っ込む。

　蛍ほたる丸まるを、一いつ閃せん、ハイドは受ける。眼前に冷たい嘴くちばし。飛び込む／刃／スイッチする光景／追う刃、迎え撃つ太刀、斬撃！／──鋒ほう刃じん、馬鹿馬鹿しい量で空間を圧し／裂け目から裂け目へ、飛んで飛んで飛んで／飛んで／振り抜き／上──いいや右斜め後ろ！／細かく切り刻まれた時間を飛び渡る／ぶち込まれた弾幕が刃を砕き、飛び散る鋼はがねは星にも似る／瞬間／白い影を／切り分けられた森、木々がざわめく／無限反響する音／斬る斬る斬る斬る／弾き砕き捌さばいて流す／血煙の赤／鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄／斬ざん刺し突とつ裂れつ薙てい殴おう蹴しゆう投とう切せつ伐ばつ受じゆ苦く打だ砕さい爆ばく閃せん轟ごう震しん弾だん撃げき雷らい砲ほう戟げき瞬しゆん弑しい殺さつ刻々／一瞬／速く／一手、鋭く／切れ間、火／修羅、時、／！／先へ、／先へ先へ先へ──!!

「ここだ……ッ！」

　全身の血を振り絞り、ミソギは、摑つかんだ。

　超高密度の激戦の中、この軌道なら、この刹那なら、振り抜ける──開ける。

　大太刀『蛍ほたる丸まる』は、もとより死したる刃。折れた先はずっと地獄にあり、瘴しよう気きを吸って変質している。その刃が錠じよう眼がんと共鳴し合い、両者の力を高め合う関係にあった。

　赤く灼やけた刃が斬るのはモノだけではない。ハイドが地獄にある刃の森を呼び寄せるなら、枯こ血けつ鋒ほう刃じんには成し得ぬ芸当をこの太刀にて実現する。

　万の刃に対する、ただ一いつ閃せん。空くうに触れ、振り抜かれる切っ先は火色の軌跡を描いて。

　斬り／───


───／開く!!



　斬撃軌道の形に、次元が裂けた。

　瞬間、裂け目から切り付けるような熱波が噴出した。

　熱は大気に触れると同時に炎となり、眼前の森林を丸ごと吞のみ込こむ勢いで荒れ狂った。

　焦熱地獄の炎の海、その最深部を現世に繫つなげ、火炎の津波を巻き起こしたのだ。

　次元を斬り、空間に新たな裂け目を作る。それこそが、復元した蛍ほたる丸まるの秘めたる力だった。

　逃げる暇も与えない、前方を薙なぎ払はらう情け容赦ない範囲攻撃。急造の裂け目は一秒そこそこで閉じる。炎の斬撃は骨をも残さぬ灼しやく熱ねつの威力を誇り、まともに受ければハイドとて無事では済むまい。そう思われたが──

「──シィッ！」

　上。剣けん閃せんの残光を引き、流星のようにハイドが斬り降ろした。炎が収まり、さっきまでハイドがいた場所には捻じ曲がった木々が重なり合っていた。鉄の幹そのものを集め、咄とつ嗟さに盾としたのだ。超高熱の炎を受けた鉄の木はどろりと溶解し、その場に崩れ落ちた。

　ミソギは避けたつもりだが、一瞬遅かった。額から顎の左側にかけてばっくり裂かれ、視界の左側が赤い闇に閉ざされてしまう。

「くっ……！」

　飛び退のいて顔を拭う。相手も無傷ではない。着地と共に、彼のマスクが二つに割れる。

　立ち上がり、顔を上げたハイドを見て、ミソギは絶句した。

　男には顔が無い。あるのは白と、闇を吞のんだ黒い穴。

　それは剝むき出だしの白骨だった。持って行かれたのだ。ミソギが右目を奪われたように、この男は、血肉を丸ごと冥界に落とした。首を落としても倒せなかった理由がわかった。亡もう者じやの魂に縛られた骨は、頸けい骨こつが外れた程度で滅びはしない。

「どうした。怖おじ気けづいたか？」

　マスクが割れ、ありのままに響く声は、気け枯かれ地ちを吹ふき荒すさぶ空風に似る。地獄から呼び寄せた眼めは、二つの燃える火球となって、空虚な眼がん窩かの中でごうごうと渦巻いている。

「……まさか。寒そうで大変だなって思っただけさ」

「そうだな。ここは、寒すぎる。火が必要だ。この世を包み込む、あたたかな業ごう火かが」

　それでも、生きている。蘇よみがえった魂に繫つなぎ留とめられるままに。

　鬼畜外道に魑ち魅み魍もう魎りよう悪鬼羅刹が跋ばつ扈こする、泥沼上等の無間地獄。それが、ここだ。十年ここで生き抜いた。血ち反へ吐どを吐いて、撃たれて斬られて殴られてなお死なないゾンビのままで。

　お互いそうだろう。だからこそ止まれないのだろう、魂の燃えるままに。

「世界をもう一度、正しく、殺す。──そこをどけ」

「どかしてみろよ。世界だなんだと言う前に、死神オレたちくらい殺してみろ！」

　仮面より無機質な白骨が、一瞬、凶暴に笑ったように見えた。

　赤い満月が、中天でどろりと溶け始める。もはや月としての形を失い、それはこの世に不可逆の変化をもたらす「次の段階」へと進んでいた。

　翼は成長を続ける。この時点で、戦いは三〇〇秒を過ぎていた。




　ダルクが生み出す蒼あおい嵐の向こうに、地獄の炎と鋼はがねと火花が咲き誇る。目も眩くらみそうな光の乱舞からアッシュは一秒も目を逸そらさない。これは手段だ。この先の一手に繫つなげる──

　がちんっ。

　ついに弾が尽きた。銀の砲弾でぎっしりだった棺かん桶おけは一つ残らず空となり、廃はい墟きよの高台から薬やつ莢きようの滝が落ちる。驚くべきことに、それでも鋒ほう刃じんの森を完全に削り切るには至らなかった。

　だが、それで良かった。

　ターゲットスコープの向こう、見晴らしはかなり良くなっている。削られた森はモーセに割られた海を思わせ、そうして作った「道」の向こうに、アッシュは巨大な羽を見る。

「開けた……！　急げ！」

　叫びを、ミソギが聞き届ける。

　目指すは、翼の根源。今も浮かび、呼吸をし続ける泳くくりだ。




　ミソギが、裂け目に飛び込んだ。／消える／転送／距離を稼ぎ、走る。

　泳くくりの姿がついに見える。だが目の前の裂け目からハイドが現れた。残った刃を自在に操り、ミソギを圧殺せんとする。このままでは泳くくりをどうにかするなど夢のまた夢だ。

　ミソギだけなら、無理だ。問題は無い。

「出番だぜッ──」

　ハイドを弾き、再び──斬り／開く。

　断裂。開いた切れ間は人ひとり分。

「──飛べ、フィリス!!」

　そこから、フィリスが現れた。

　ハイドを引き受け、枯こ血けつ鋒ほう刃じんを削り、この為の道を切り開く。作戦の要はそこにこそある。

　ちなみに──

　自分やモノならともかく、無事にフィリスを転送できるかはぶっちゃけかなり不安なミソギだった。下手をしたらどことも知れぬ地獄の底へ叩たたき落おとしてしまうかもしれない。

　そこで、サポートをする相手がいた。

　彼女は現世のいざこざには基本口を出さない。だが幽ゆう界かい現象が起こるかどうかの瀬せ戸と際ぎわとなると黙ってもいられず、この一手にのみ力を貸し、距離を隔てた人間の転送を助けた。

　その女はフィリスにオフィスを通過させ、書類仕事をしながら、こう言った。

　──うちの部下を頼むぞ、西欧の神の遣いよ。

「泳くくりさんっ!!」

　座標は完璧。道は通じた。泳くくりに飛びつき、フィリスは叫ぶ。

　翼を広げる少女は、その巨大さに反して哀れなほど華きや奢しやでちっぽけだった。罪しん宿じゆくの荒野には外周から続々と夢遊病者が集まり、風に触れるや形を失い、彼女の一部と成り果てる。

　三み途と川がわ泳くくりは今や、幾万にのぼる死し霊りようの器。血の満月と接続する鍵になっているのか。

　そんなわけはない。

　フィリスは正面に周り、泳くくりの顔を両手で挟み込んだ。

「泳くくりさん、聞いて！　私の顔を見て!!」

　いきなりの大声に、泳くくりは寝耳に水という顔をした。

　吸気が止まる。きょとんとしている。泳くくりはまんまるい目でフィリスを見返して、

「…………フィリス？」

「ええ、そうよ、私！　フィリスよ！」

「ミソギも、アッシュも、死んじゃった。……フィリスも、死んじゃったの？」

「ううん、生きてる、ちゃんと生きてるわ！　みんな大丈夫だから……！」

「でも、みんな死んじゃったって」

　言って、泳くくりの目に涙が浮かんだ。

　呼応するように、満月が輪郭を崩した。

「みんな。おとうさんも、おかあさんも。ともだちも……みんないなくなって。だから、呼んであげなきゃって。そうしたらみんな、一緒になれる、から……」

　見開かれたままこぼれる雫しずくが、フィリスの手までも濡ぬらした。フィリスは途端に、胸を切り裂かれる思いがした。記憶が曖昧だから何だというのだろう。彼女はずっと、四歳からの十年間、喪失の痛みを抱き続けてきたのだ。

　自分にはその重みの万分の一も実感できないだろう。けれど、確かなことは一つある。

「泳くくりさん。ミソギもアッシュも生きてるわ。生きて、ちゃんとここにいて、戦ってる！　あなたが助けてくれたの！　二人とも、あなたのためにここまで来たの！」

　その時、細く鋭い刃の蔦つたが、ミソギとアッシュの猛攻をかいくぐってしなり──

　フィリスの背中を、斜めに切り裂いた。

「フィリス!!」

　叫ぶミソギ。間近で見た泳くくりは、零こぼれ落おちそうなほどに大きく眼めを見開いた。

　散った鮮血が頰に付着する。すぐに泳くくりの表情が歪ゆがむ。自分が斬られたかのように、もたつく両手でフィリスに抱き着いて叫んだ。

「フィリス！　フィリス、やだ、やだよっ、もう死んじゃ、あたしっ……！」

「大丈夫」

　けれど、フィリスは笑う。自らの血で濡ぬれ、激痛に流れる脂汗をそのままに。

「なんてことない。このくらい、みんなと比べたら、大したことないわよ」

「でも、でも──」

「大丈夫。死なない。絶対に、死なないから」

　小さく柔らかい顔に手を添えたまま、フィリスは己の体温を泳くくりに伝えて。

「だから、戻ってきて。これ以上、友達に、命を奪って欲しくないよ……！」

　──友達。

　泳くくりがフィリスを抱きしめ、背中の傷に息を吹きかけると、見る見るうちに癒えていった。

　天使の能力は「呼吸」にある。吸気にて命を吸収するその息は、吐くと転じて生命の息い吹ぶきとなる。フィリスの顔が安らかになり、緊張の糸が切れて、気を失う。

　泳くくりはそんな友を優しく抱いていた。やがて、風が止まる。




　ハイドがそれを許さなかった。フィリスを照準し、次の一いつ閃せんを──

「これ以上の横よこ槍やりは無粋だろうよ！」

　無論、ミソギも読んでいる。蛍ほたる丸まるの切っ先がハイドの首、脛けい骨こつの継ぎ目を狙った。

　直剣で斬撃を弾き、残った刃で一斉に反撃するハイド。斬り／飛び／弾く。軋きしむ鋼はがね、結界じみた暴力的な剣けん戟げき密度の果てに、最強の亡もう者じやが吼ほえる。

「これが、正しい道だ。俺の、邪魔を、するな……！」

「知らねえなあ！　そういうこた勝ってから言いやがれッ!!」

「……そうさせてもらう！」

　次の一手、正面。誤魔化し無し、全霊を込めた、天をも両断するような下からの斬り上げ。

　──ぎィンッ!!

　十字にかち合う刃の向こう、燃え滾たぎる真紅の双眼を睨にらみ返す。

　斬り結んだ直剣に、葉が、花が、枝が、残る鋒ほう刃じんのすべてが集まる。それはミソギの見ている前で巨大さを増し、一つの巨大な「幹」となった。

「鋒ほう刃じん……貫けッ!!」

　地面を突き破り、芽が吹くように。氷の大地を根が貫くように。下から上へと伸びあがる刃の木が、圧倒的な力をもって蛍ほたる丸まるを押し切る。

　まるで魂の熱量がそのまま噴出したようだ。受け切れなかった。蛍ほたる丸まるを弾はじき飛とばされ、ミソギの体が宙を舞う。揺れる月が視界いっぱいに映る。

　時を切り刻んだ極限の戦いに、ぽっかり生まれた巨大な一秒。

　もう永遠にハイドには追いつけない。刀は手を離れた。今から何をしようにも、その隙に相手は百もの致命打を与えてくるだろう。火の色の裂け目が見える。現れた無尽の刃に己の終わりを見て、ミソギはしかし、眼めを逸そらさずに──

　刃の打ち合う、甲高い音を聞いた。

　自分は何もしていない。転がって膝立ちになり、続いて聞き覚えのある声を聞く。

「ミソギ!!」

　うるせえな、だから死神って呼ぶなって……いや、ん？

　神父服カソツクを重く濡ぬらし、血染めの金髪を振り乱して、男が一人、目の前にいた。

　ハイドと斬り結び、彼を食い止めている。ミソギの手から離れた蛍ほたる丸まるで。

　好きにやれ。僕もそうする──そう言っていたくせに。不意に小さな影が差し、ミソギは半ば無意識に手を伸ばした。使えと言わんばかりに放り投げられたそれはずっしりと重く、けれど意外と、手に馴な染じんだ。一人では辿たどり着つけなかった、一秒の先のかたち。

　その時、死者は生者の救い、生者は死者の魔具を構える。

「地獄に祈れ、ハイド……！」

　蛍ほたる丸まるが、鋒ほう刃じんに喰くらい付き。

　第Ⅲ種救済兵装、偽ぎ典てんデリンガーが火を噴いた。

　蒼あおい閃せん光こうがアッシュの脇を掠かすめ、ハイドの右みぎ眼めをぶち抜いて、頭蓋骨を粉砕した。

　火の眼めが揺らぎ、猛烈に膨張する。ハイドの魂が器から解き放たれ、巨大な灰色の炎となって燃え上がっている。万ばん斛こくの気迫を込めて、ミソギは叫んだ。

「錠じよう眼がん！　封印とじろッ!!」

　最後に、ハイドの声が聞こえた気がした。

　しかし次の瞬間には、彼の炎はその一片までも錠じよう眼がんに吸い込まれていた。ミソギは数歩たたらを踏む。鋒ほう刃じんの森が破片が主を失い、急速に枯れ、次元の狭間はざまに戻っていく。

　そして、静寂が戻った。




　脱力したミソギの手を、誰かがぐいっと引く。見ると同じく血だらけのアッシュが、表情だけはいつものすまし顔でこちらを見ている。そしてミソギが握りっぱなしだったデリンガーをもぎ取り、代わりに蛍ほたる丸まるを突っ返してきた。

「拾っておいてやったよ。これで貸し借りは無しだ」

「……おう、サンキュな」

　──勝った。

　右みぎ眼めに触れる。輝く火が渦を絞り、しゅるしゅると小さくなっていく。蛍ほたる丸まるの切っ先が薄れて消えていく。後に残るのは、いつも通りの罪しん宿じゆくの荒野だけだった。

　そうだ、泳くくりは。

「みそぎ！」

「おぶぅ！」

　見るまでもなかった。いきなり横から小さいのが飛び込んできてミソギは大きくよろける。

　泳くくりは案外ぴんぴんしていた。飛びつくなりこっちの顔やら肩やらぺたぺた触るわにおいを嗅ぐわ好き放題やって、心底びっくりしたように目を見開く。

「生きてる！」

「生きてるっつの。いや死んでるけど。お前こそ……」

　泳くくりの翼は残っている。が、さっきまでとは比べ物にならないほど小さくなっていた。天を突くほどだったものは今やリュックの飾り程度にまで縮まり、ぱたぱた動いている。

「これ、大丈夫なのか？　気分はどんな感じだ？」

「ん……」泳くくりは翼をはためかせ、「だいじょうぶ。……前より、頭、はっきりした感じ。今までのことも、ちゃんと覚えてるよ」

　少し遅れてフィリスが合流した。服はボロボロだが傷一つなく、健在そのものだ。アッシュは表情ひとつ変えず、神父服カソツクをかけてやる。「あ、どうも……」とだぼだぼの神父服カソツクを羽織り、なんとなく微妙な空気が流れたところで、泳くくりが口を開く。

「『とり』は……どうなったの？」

　誤魔化すつもりは無い。答えなくてはならないことだ。

「倒したよ。……オレが地獄に送った」

　右みぎ眼めは静かそのもの。ミソギの返答に対する反応は三者三様だった。アッシュはさしたる感慨も見せず、フィリスはほーっと身の縮むようなため息をついて。

　泳くくりは、ミソギの答えをゆっくりゆっくりと嚙かみ砕くだいて、

「……そっか」

「おう」

「とりは、言ってたよ。みんな平等になる。みんなと会えるようになるって」

「……そうだな」

「けど、そうはならなかったんだよね」

「ああ、ならねぇ。この世はこれ以上混ざったりしねえ」

「うん。……」

　言って、また少し黙り、

「これでよかったんだと思う」

　つぶやきは独白のようだった。ここに至るまでのあの男の軌跡を他の三人は知らない。ただその凶行の断片を知るのみで、束つかの間まの交錯の他には、名も素顔も知らないのだ。

　唯一、十年を共に過ごした少女とて、その心の内をどれほど知っていたか。

「……だけど、」

　地面が揺れた。

　全員たたらを踏む。上空から生ぬるい風が吹いて地表を舐なめる。風は、腐臭がした。

「なんだ……!?」

「泳くくりさん、私から離れないで！」

　構えなおすミソギ。まだ敵がいるのか。体は動くか、錠じよう眼がんはまだ使えるか──と周囲を警戒するが、自分たちの他には誰の姿もない。

　最初に気付いたのは、銃を保持したアッシュだ。

「…………上だ」

　見上げてミソギは凍り付く。十年前からずっと、脳裏に焼き付いた赤。

　血の満月が、まだ溶け続けている。

　ハイドとの戦いが始まって、この時点で、ちょうど六〇〇秒だった。




　　　　〇




「どういうことだ!?　泳くくりは正気に戻ったんじゃねえのか!?」

「おそらく、境界が緩んだままなんだ」

　十年前の惨劇の当事者である二人は、これが予兆であることに気付いている。

　真ま淵ぶちから聞き出した計画によれば、泳くくりの「呼吸」が最高潮に達したところで、ハイドの錠じよう眼がんで裂け目を開くという。穴が開いたダムのように、引き寄せられた魂の圧がそこに集中し、ついには決壊すると。

　だがハイドは倒した。裂け目が開かれることはもう無い……が。

　思い至り、ミソギは頭を抱える。

「ああクソ、さっきのアレでぽんぽん飛びすぎたからか!?　あれが悪いのか!?」

「可能性はある。この界かい隈わい全体の次元が綻んでいるとすれば、あとは向こう側からの圧力でこじ開けられるのは時間の問題だ……！」

　互いの錠じよう眼がんで、地獄からモノを呼び出すなり飛ぶなりなんなりしすぎた。ああしなければ倒せなかったとはいえ、食い止めるために全力を尽くした結果がこれとは皮肉なことだ。

　満月が大きく脈打ち、ついにその輪郭を崩して。

「冥界の門が、開く……!!」

　赤い月が、水風船のように、割れた。

　瞬間、天蓋の「穴」から赤い滝が落ちる。

　十年前と同じだ。血と油と火、屍し肉にくと汚お泥でいの入り混じったドロドロの液体。燃え盛るその中から死者の細い手が無数に伸び、幾千幾万もの呻うめきが唱和する。

　触れれば即死。逃げ場所は無い。間に合わない──！

「ふぅっ…………!!」

　泳くくりが、翼を大きく広げた。

　縦ではなく、横へ。翼はたちまち変形して、幾重にも層を作り、四人どころか罪しん宿じゆく全体を覆い隠す巨大で分厚い屋根となる。

「泳くくりさん!?」

　どどどっ────!!

　白い翼に、赤いドロドロが食い止められる。だがそれは蛇口全開の水を洗面器で受け止めるようなものだ。いずれ溢あふれてしまうし、何よりも中心にいる泳くくりが無事では済まない。

「バカ、何してんだ!?　お前から先に死んじまうぞ！」

「だ、……だい、じょうぶ、だから」

　泳くくりは、あろうことか、笑ってみせた。

　無数の命を秘めた天使の翼は、ドロドロに触れても平気なのか。だとしても、中心に立つのは華きや奢しやな子どもだ。凄すさまじい量の不定形の「死」が今なお彼女にのしかかり、翼の上で燃え、腐り、怨えん嗟さの叫びをあげ続けている。

「……っ！」

　不意に泳くくりが顔色を変えた。ドロドロの中から突き出した無数の手が、彼女の翼を摑つかみ、むしり始めたのだ。

「あぅ、っぐぅう！」

「泳くくりさん！　もうやめて！　そんなことしたら、あなたが……」

「大丈夫だから!!」

　泳くくりの叫びには、決意があった。

「みんな……あたしの為ために、がんばってくれたから。次は、あたしの番だから！　こんどは、あたしが……ともだちを、守るから……っ！」

　瘦せさらばえた死人の手が、翼に深く深く食い込む。金の光が徐々に薄れ、炎に塗り潰されていく。フィリスは何もできず、せめて泳くくりの体を守るように抱きしめた。

「──射出プラットフォームは、まだ軌道上にある」

　覚悟を秘め、アッシュが静かに告げた。

　彼の首には、薄汚れてなお輝く金色の翼がある。

　最終救済兵装『裁きの杖アビン』。アッシュ自身をマーカーとする、規格外の衛星兵器。

　赤い月は天体ではなく、幽離都市の天蓋にのみ現れる一種の怪現象だ。衛星軌道から放たれる質量爆撃なら、あるいはあれを上から一直線に撃ち抜き、ドロドロを焼き尽くせるかもしれない。幽界現象を、止められるかもしれない。

　だがそれは、この場の全員を犠牲とした最終手段だ。

「可能性はゼロじゃない。……三み途と川がわ泳くくり。もう少し耐えてくれたら、君を楽にしてやることはできる。僕らも道連れになるけどね」

「アッシュ、そんな……！」

「慌てるなよ、フィリス。最終結論じゃない。──ミソギ、もう一回だけ聞くぞ」

　アッシュの視線が、死神に注がれる。

「代案はあるか？」

　ミソギは数秒、目を閉じた。考えて考えて、考えて考えて考えて──短く濃い数秒の思索の果て、開いた目には、炎が宿る。

「…………あるに決まってんだろ」

「聞こうか」

「オレの眼めで来ちまったんなら、そいつでまた送り返してやるだけだ」

　ミソギは錠じよう眼がんを再び開く。握りなおした蛍ほたる丸まるに刀身が戻り、四人の顔を力強く照らした。

　簡潔な説明を聞き、アッシュは皮肉気に口くちの端はを吊つり上あげる。

「……最後の最後まで、亡もう者じやと手を組むことになるとはね」

「乗りかかった船だ。こうなりゃとことんまで付き合ってもらうぜ……！」




　アッシュは泳くくりとフィリスのすぐ傍そばに立った。

　真上には翼の屋根。蠢うごめくドロドロが、犇ひしめく亡もう者じやどもの手が、今にも突き破って雪な崩だれ落ちようとしているのを感じる。

「今から、『裁きの杖アビン』を落とす」

　耐える泳くくりと、彼女に寄り添うフィリスに告げる。

「杖つえは天から一直線に僕に落ちてくる。落下軌道の亡もう者じやもドロドロも貫いて、そのまま地面に着弾し……僕らを消し飛ばすはずだ」

　そのままなら──の話だ。この作戦には「その先」がある。

　プランはシンプル、チャンスは一度、いつものように命懸け。修羅場などもう幾つも通過している。その都度、いちいち助かることなど考えてもいなかった。

　だがアナテマの人喰い鴉レイヴンは、今宵こよいに限って別のことを思う。

「……ここまでやって死ぬのも癪しやくだ。賭けに出る。いいね、二人とも？」

　フィリスは泳くくりを抱きしめ、力強く頷うなずいた。

「だいじょうぶ……お願い」

「やってください、アッシュ！」

　上等だ。アッシュは真上を睨にらむ。翼に腐った赤色が滲しみつつある。その向こう、長い長い死の滝の果てに冥界の門があり、空があり、宇宙があり、最終兵器がある。

「最終救済兵装コントロールシステムにアクセス──コード、天使災害エンゼルハザード。ターゲットマーカーオン──リンク完了。『杖つえ』の装塡完了、スタンバイ完了、射出可能。……罪なき子らのため、天より注ぐ聖なる呪いを──」

　信号は天に届き、月と死の滝を挟んで、アッシュと衛星を一直線に繫つないだ。

「──アクセス。『裁きの杖アビン』、射出……！」

　東とう凶きようの空で、ひときわ眩まぶしい光がまたたいた。




　天が流星を放つ。

　低軌道上より秒速約三六〇〇メートルで襲来する杖つえが、地上に到達するまで、十数秒。

　ミソギは既に空中にあった。

　飛び込む／転送／転送／転送──裂け目から裂け目を上へ上へと飛び渡り、空へ。

　急激にスイッチする景色。繰り返す転送で、ミソギは滝の中腹あたりに飛び出した。

　月と地上を一直線に繫つなげるような、途絶えることなき一直線の滂ぼう沱だ。白い翼に喰くらい付き、今まさに零こぼれ落おちて地上を殺し尽くさんとする屍しかばねの大河だ。十年前とまったく同じ。どうしようもないものを前にすると、人は神やら仏に祈りたくなるという。

　冗談じゃねぇ──ミソギは他の誰でもない、己の右手で刀を握る。この世には神も仏もいない。あるのは地獄と仕事、ついでに借金。全部自分だ。自分の手で摑つかんで切り開いて、自分の足で進み、死にながら生き抜かねばならない。

「これで最後だ蛍ほたる丸まる！　斬りッ────」

　空中で身を捻ひねる。大河を狙い、灼しやく熱ねつの太刀を、全身の力を使って、

「────開門ひらけェッ!!」

　割かッ!!

　それはただの斬撃ではない。刃を起点に生み出す境界の裂け目そのものであり、ひとたび開けば強度もサイズも無関係に分割してのける次元切断の絶技。

　大河が分断される。ねばついた飛沫しぶきが飛び散り、亡もう者じやたちがばらばらに散っていく。一度斬った程度で流れは留とどめられず、半固形のドロドロはなおも天より注がれる……が。

　来る。

　風を穿うがち、音よりも速く、それは墜落した。

　大気圏を撃ち貫いてなお軌道を変えず、表面を赤熱化させたまま蒼あおい光を纏まとい、芯の銀に亡もう者じや殺しの規格外の破壊力を秘める、アナテマの最終救済兵装。

　ずご、と轟とどろく音と衝撃は、一瞬遅れて罪しん宿じゆくの空を震しん撼かんさせた。

　杖つえは真上から、大河の中心に沈み込んだ。凄すさまじい衝撃力を伴ってなお止まらず、肉を抉えぐり血を焼いていささかも勢いを衰えさせない。爆はぜた飛沫しぶきは塩となって散り、圧倒的な浄化の力に大河が焼き尽くされていく。先端はまっすぐ地表に向けられている。

　直下、二本の脚で地を踏みしめ、アッシュは呟つぶやく。

「……天に、堕おちて──」

「地獄に、祈れッ!!」

　ミソギの叫びに応じ、閉じていた巨大な瞳が開くように、裂け目が、開いた。

　その幅、実に数百メートル。ミソギの気迫がそのまま威力になったかのように、斬撃は空間を駆け抜け、空中に巨大なクレヴァスを開いてのける。

　アッシュが「落とし」、ミソギが「開く」。それが最後の賭けだった。
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　杖つえが落ちるのは地表ではない。斬り開いた裂け目の向こう──地獄だ。

　狙いはドンピシャだった。大河をぶち抜く巨大な杖つえは、勢いをそのままに地獄の闇へと吸い込まれていく。ミソギはその様をしかと目まの当あたりにして──

　どくん、と右みぎ眼めが強く疼うずいた。

　頭から奈落へ落ちていく感覚。予感していたことではあった。今開いた巨大な裂け目は、ミソギ自身の限界をも超えたものだ。眼めに吞のまれる──閻えん魔まの危惧していたことが、起こる。

（ああクソ、やっぱ逃げらんねぇか──）

　崩壊する亡もう者じやたちに絡からめ取られ、もろともに落ちる。今度はさすがに戻ってこられる気はしない。閻えん魔まの計らいも届くかどうか。最も深い地獄の底で、何十年、何百年、何千年──

『俺の合図で、右みぎ眼めを閉じろ』

　──あぁ？

　頭の中から声がした。こちとら疲れているのに、どういうつもりか問答無用だった。

　右みぎ眼めから、炎が噴き出た。

　そいつは見る間に形を取り戻し、最後に残った魂の力を振り絞るように、あの見覚えのあるしゃれこうべを形作る。続いて現れた右手には、ぶっとい鉄の枝が握られていた。

「ぶべッ!?」

　いきなり、馬鹿力で殴り飛ばされた。

　思いがけぬ角度から叩たたき込こまれた衝撃は、ミソギを裂け目の外まで吹っ飛ばす。

　今だ、と声がした。誰の声かその時やっとわかった。

「ハイド！　あんた……ッ!!」

『お前の手では落ちん』

　旋転する視界の向こう、閉じゆく裂け目の中に、燃える二つの眼めが輝いていて──

『俺は、俺にしか従わない────』

　────封と印じろ、地獄門。




　　　　〇




　赤い満月は、変わらず天蓋にある。




　さっきまでとの違いは、今やすっかり元の形に戻っていることだ。中心を衛星兵器にぶち抜かれておきながら、「私は天体でござい」と言わんばかりに幻の像を浮かべている。

　やがていい気なもので、何事もなかったかのようにゆっくり西に傾き始めた。

　戦いから六六六秒、七、八──。時は進み、夜明けに近付いていた。

　ボロボロの四人が、横並びに荒野を行く。

　車が無いので普通に歩きである。こうなるとしんどい。互いの無事を喜び合うのもほどほどに、帰るまでが亡もう者じや狩りとばかり、ぽてぽてふらふら歩く歩く。

「これって作戦完了なんでしょうか」

「どうだろうな。間違っても当初の命令通りではなかったけれど」

「あ、オレの査定どうなってんだろ……後で聞いてみるか」

「この後どうしましょう？」

「とりあえず飯。あと寝る。もうやだわ疲れたわオレは」

「総隊長殿への言い訳を考えておかないとな」

「ねぇ」

　と、泳くくりが口を開く。

　三人が振り向くと、彼女はその場に足を止めて、光る翼をぱたぱた動かしていた。

「あたし、返さなきゃ。これまでたくさん吸っちゃったから」

　彼女が吸い取った数え切れないほどの魂は、今なお小さな翼に秘められている。

　それを、みんな返そうというのだ。

　とはいえ──ミソギとアッシュは目を見合わせた。何をすればいいかさっぱりだ。まさか一人一人の体をかき集めるわけでもなし。この男二人は喧けん嘩かならめっぽう強いが、いざ予想外のことを言われると結構たじろぐ。

　すんなり受け入れたのはフィリスだけだった。彼女は泳くくりの表情からすべてを察していた。

「……方法は、わかるのね？」

　泳くくりは笑顔でうなずく。

「うん。だから、ちょっとだけ手伝ってほしい」








エピローグ　今宵こよいまた、地獄に祈りを






『──もしもしお兄ちゃん？　ねえ、大丈夫なの？　なんかそっちの方で、空から光線？　みたいなのが落ちてきたとか、変な風？　みたいなのが吹いたとかニュースで見たんだけど……ほんと？　なんともないのね？　うん。──うん。え？　あの子？　うん、私は大丈夫だよ。だけどそっちは平気なの？　うん、……そう。

　わかった。その子、泳くくりちゃんっていうのね？　うん。楽しみにしてるね。それじゃ！』




　血の満月が明けるとほぼ同時に、東とう凶きようではまた異常事態が起こった。

　白く光る風が街中を覆い尽くしたのだ。

　暖かく、やわらかな風だった。風は大きな流れとなり、広く乱雑な大通りを、街角を、裏路地を、廃はい墟きよを、荒野を駆け抜けてそこにあるすべてを優しく撫なでる。

　すると、眠っていた人々が目を覚ました。Ａｓエースの中毒者たちだ。軽度の昏こん睡すい者や依存を発症した者、少しでも幽体麻薬に魂を汚染された人々が、風を受けてたちまちのうちに快気した。

　更に、塵ちりになった夢遊病者までもが魂を取り戻し、忽こつ然ぜんとそこに現れた。誰もがついさっきまで夢を見ていたというような顔で、不思議そうにあたりを見回していた。

　風の発生源は不明だった。目撃例として「ド派手なワーゲンバスに、翼の生えた少女が乗っていた」とか「高い建物の上に翼の少女がいた」などあるが、関連性は不明である。

　光る風は二週間ずっと吹き続け、骨の満月を境にふっつり止やんだ。

　東とう凶きようだけでない。風は仄ほのかに金色に光りながら、街の外へ、海の外へ、遙はるか空の果てへと流れていく。そうして世界中をゆっくりと撫なで、風が吸い取った魂を戻していくのだろう。




　　　　〇




　仕上げは伝でん奇き屋や堂どう跡地の向かいの雑居ビル屋上で行われた。

　骨の満月が過ぎた、夜明け。

　大して大きくもないビルだが、朝焼けの商店街がそこそこの高さから見下ろせた。静かな街から工事の音が聞こえてくる。建物の修復がようやく始まっているのである。

「──────ふぅっ」

　泳くくりは息を吐き終える。

　第六の天使の能力は「呼吸」にある。吸気で生命を吸い取り、翼に吸収する。逆を言えばありったけの力を込めて息を吐けば、それは生命を与える風になる。

　最初聞いた時は「ほんとかよ」と思ったミソギだが、実際にやられると文句も出ない。ラジオでは例のＤＪが興奮状態でなにやら喚わめき散らしており、ニュースに事欠かない東とう凶きようの騒がしさをつくづく実感させられる。

「さて、ではざっと調べさせてもらおうか」

　機材を持ち込んでいたフランケンシュタイン博士が泳くくりを手招きする。改造ではない。

　検査は、存外に早く終わった。博士は断言する。

「やはり、人間だ。不思議な部分はどこにも無い」

　泳くくりの翼は、消えている。フィリスが安あん堵どのあまりその場にへたり込む。ウェイトレスが飛びついて、泳くくりは苦しそうにあぷあぷもがいた。

　天使は吸い取った魂を返し、人間に戻った。

　──状況を考えるとそうなりそうだが、実際どうなのだろう。ミソギは博士を肘でつつく。

「……結局天使ってなんなんだ？　亡もう者じやとは違うのか？」

「わからん。サンプルケースが少なすぎる。閻えん魔ま氏に聞いたことはあるのかね？」

「知らねぇっつってたよ。見たこともねぇって」

「ならば、少なくとも冥界由来の存在ではないのだろう」

　博士はカルテに色々書き込みながら、後半は独り言のように、

「……だが、幽界化を境に現れたことは確かだ。私はこのところ思うのだがね、幽界が天使を生んだのか、それとも天使が幽界を生んだのか──卵が先か、鶏が先か、と。ククリ君が起こしかけたことを考えれば、あるいは、後者が正しいのやもしれん」

　ハイドは十年前から、それに気付いていたのだろうか。

　泳くくりはいつから「天使」だったのだろうか。生まれた頃からか。それとも幽界化を機に変わり、ハイドの手によって進化を促進させられたのだろうか──今となってはわからない。

「──天使とはもしかすれば、人間が何かの進化を果たした姿なのかもしれんなぁ」

　しみじみと、博士。ミソギにはさっぱりわからない話だ。

　ただ確かなのは、少なくとも今の泳くくりに天使の力は無いらしいこと。Ａｓエース関連のことに決着をつけ、そしてもう命を吸うことは二度とないだろうということのみ。

　それでいいとミソギは思う。このまま普通に生きていられるのなら、そうすればいいと。

　と、ミソギのスマホが鳴った。待っていた。秒で出る。

「閻えん魔ま様!?」

『うむ、わしじゃ。ミソギ、今回の仕事に関する査定が済んだぞ』

「で、で、いくらになるんすか……!?」

　こほん。閻えん魔まはやたらもったいぶって、おごそかに告げる。

『やはり幽界化の阻止、その際に溢あふれ出でた亡もう者じやどもの送還が白はく眉びじゃな。まさに大手柄じゃ。これだけでも、総額ざっと一二〇億ってところかの』

「ひゃくにじゅうおく[image: かんたんふ]」

　両目をカッ！　と開いた。とんでもない額だ。借金を完済して余りある。頭の中が一瞬でバラ色になる。借金返済、完全復活、東とう凶きよう脱出一生安泰あとは余生！

『が、おぬしが次元を繫つないでぶち込んでくれた、あのホレ、棒。あれが曲くせ者ものでなぁ』

「は？」

『就労中の獄卒やら償い中の亡もう者じややら、あと事務処理をしておるわしの部下やオフィスや諸もろ々もろの施設と地獄資源がまとめて巻き添えを喰くらってしもうた。おかげで被害地区の操業は向こう十数年ストップ、怪け我が人にんが運び込まれて病院は大わらわじゃ。まさに大災害よな。して、その被害総額と今回の報酬を差し引き計算してみたが……』

「待て、おい待てやめろ、それ以上言うな」

『しめてマイナス五十四億二一〇〇万とんで一〇八円。ハイドの賞金も勘定に入れ、思いっきりオマケしてようやくプラマイゼロじゃ。わし、これでもかなり融通を利きかせたのじゃぞ』

「ま」

『というわけで、今後も引き続き頼むでな。それから二度とあんなことをしようなどと思うでないぞ！　次やったら借金どころの騒ぎでは』

　通話を切った。

「みそぎ、なんの話してるの？」

「なんでもない。悪い夢でも見てんだオレはきっとそうだ」

　寄ってきた泳くくりに答える。まあ別にどうでもいい。聞かなかったことにしよう。断じて。

　それはそれとして、泳くくりのことだ。アッシュが彼女に向き直り、ずっと聞きたかったであろうことを今聞いた。

「──泳くくり。天使だった君に、どうしても確かめておきたいことがある」

「うん」

「姉さんは、幸せになれたと思うかい」

　実の姉、アイリス・デリックの最さい期ごについて、アッシュはことさらに説明しようとはしなかった。ただ、簡潔に、まっさらな状態でそれだけを確認しようとした。

「アッシュは、透明な、やさしいにおいがする。ずっとそうだったよ」

「……笑えない冗談だな」

「これは……アッシュだけじゃなくて、たぶんもうひとりのにおいが混ざってる。女のひとだと思う。今は、前よりほんのちょっと、そのにおいが強いんだ」

　アッシュの表情は、外から見た感じでは、変わらなかった。

　泳くくりの顔をじっと見たまま、意外なほどに長い時間をかけて「そうか」とだけ呟つぶやいた。

「全部はわからない。けどアッシュが生きてるかぎり、そのひとはしあわせだと思う」

　泳くくりにしかわからない。証拠も何も無い。そのくせ自信たっぷりな物言いには不思議な説得力があったし、アッシュはそれ以上何も言わなかった。こんな時代でも、いなくなってしまった者はやはり戻らず、その結末にどう折り合いを付けるかはいつだって生きている人間だけだ。

「いいのかよ。お前んとこ、天使の確保とやらが任務なんだろ」

「今の彼女はどう調べても人間だ。人間の子どもを引っ張って『天使です』とも言えない」

「まぁたもっともらしい理屈こねやがって。やりたくないって言やいいんだ素直に」

　アッシュは目を細めた。やるか、と構えるミソギだったが、大した反発も見せることなく、

「……かもしれないな」

　言って、泳くくりに手を差し伸べた。

「さあ、行こうか。そろそろ迎えが来る」

　三み途と川がわ泳くくりは、東とう凶きようを去る。

　アッシュとフィリスが乗るアナテマの輸送機に同乗するのだ。パイロットには総隊長の息がかかっており、今回のことはすべて織り込み済み。イギリスへ帰る途中に寄り道をして、そこで泳くくりを降ろす手て筈はずだった。

　行き先は、妹の──御み殺そぎ六ろく々ろのもとだった。

　既に電話で話をつけている。身寄りのない人間の女の子を拾ったと説明すれば二つ返事だった。泳くくりは妹のもとで、もう犯罪も麻薬も、亡もう者じやも天使も関係ない普通の生活を送るのだ。

「ねえ、ミソギ」

「ん？　どうした、泳くくり？」

　泳くくりはとてとて寄ってきて、すぅっと鼻で呼吸した。

「──うん、いいにおい。色々ありがとう。あたし、このにおいを忘れないから」

「いいんだよ、忘れちまえ。悪い思い出ばかりじゃねえか」

「そんなことない。あたし、楽しかった」

　この日々を「楽しかった」とのたまうのも相当な図太さだった。だが満面の笑みでそう言われるとなんだかそんな感じもして、ミソギは思わず気の抜けたような笑みを返す。

　三人は、アッシュの武器以外には大した荷物も持っていない。バッグひとつを抱えたフィリスは、ミソギたちを順番に見て、思い切って日本式のお辞儀を見せた。

「ありがとうございましたっ！　色々と、お世話になりましてっ！」

「なんだおい改まって」

「だって本当のことですし、一度ちゃんと言っておかないとって……。私たちだけでは無理でした。ミソギや酔すい花かさん、博士にマスターにウェイトレスさん……皆さんのおかげです」

「実に興味深い体験だった。諸君の旅の無事を祈るぞ」

「またお会いしましょう──とも言えませんなぁ。どうかお達者に暮らしてくださいませ」

「うっ、うっぐ、ずす、ぐぐりぢゃん……みなざん……ずび、ふぐぅ、おげんぎで……」

　マスターの横でウェイトレスがガチ泣きしている。それでフィリスまで貰もらい泣なきしそうになった。ずびっと鼻をすすり、耐える、耐える──やっぱり耐えられなさそうだ。

　なんだかんだで素直な奴やつだ。湿っぽい空気になりそうなので、ミソギは肩を竦すくめて笑う。

「世話になったと思うならそのうち返せよ。現ナマなら嬉うれしいんだがな」

「う。それは、難しいかもしれませんが……あ！　もしまた東とう凶きようでの任務があったら、私たちが向かいますから──」

「……いや、またオレらが組むレベルの事態になって嬉うれしいか？　冷静に考えて」

「二度とごめんだな」

　アッシュも同意見のようだ。えぇえ、と弱りきったフィリスをなだめ、アッシュは改めてミソギを見た。この涼やかな美貌だけは最初から変わらないが、最初よりは何を考えているのかわかりやすくなった気がする。

「そういうことだ」

「おう」

　交わす言葉はそれくらいで十分だった。名残惜し気に何度も振り返るフィリスを促し、アッシュはこちらに背を向ける。二度と振り返ろうとしない。




　泳くくりが思い出すのは、楽しかったこと、悲しかったこと、たくさん。

「ミソギ。アッシュ。フィリス。スイカ。はかせ。ウェイトレスさん。マスターさん」

　関わった人々の名を順番に呼んで、泳くくりは最後にひとつ、宝物のように彼を呼んだ。

「　　　　」

　ハイドと呼ばれた男は、一度だけ、三み途と川がわ泳くくりに名乗ったことがある。

　──どうせ捨てる名だ。お前の夢の道連れにでもしろ。

　泳くくりにそう言ったのは、ハイドがマスクを着けた最初の夜。家族を失い、泣いてばかりだった少女は、そのマスクを見て「鳥みたい」と初めて笑った。それを今になって思い出した。

　彼の目指す場所が正しかったかはわからない。何度地獄へ落ちても足りない罪かもしれない。

　だが、生きるも死ぬもペテンの世界で、正しいことなどあるだろうか。

　誰もが自分の決めたことを、自分のやるべきことをやっているだけだろう。死にながら生きて、生きて、生き抜くのだろう。そうして紡つむがれた今に立ち、泳くくりは単純素朴な、自分自身の気持ちだけを口にした。

「……ずっと一緒にいてくれて、ありがとう」

　呟つぶやき、踵きびすを返かえす。自らの行くべき場所へ。




　そういう風にして、いつもの東とう凶きようが戻る。

　死神ミソギの目下の課題は、店の再建と車の修理。愛車だったレイスは特別仕様なので爆発四散しようとも貴重なパーツが山ほどある。死ぬ思いで拾い集めたそれはフランケンシュタイン博士に託しているので、なんとか元通りになることを祈るしかない。

　アッシュとフィリスはイギリスに戻る。今回の件で色々とやらかしたので、その件に関しての審議は避けられまい。──ということもとっくに承知の上なので、アッシュは帰るフリをしてほとぼりが冷めるまで行方を晦くらますつもりでいる。故郷のスコットランドに戻るのもいいかもしれない。フィリスを連れて行くかどうかは、その時に聞く。

　Ａｓエースは消滅し、犠牲者もみんな戻った。一連の事件でヤードセールは大幅に弱体化した。街の勢力図は大きく変わり、真ま淵ぶち累るいはお尋ね者となっていた。今回の件で失脚し、残っていた組織の幹部からついに切り捨てられたのだ。今や街頭モニタには彼の顔と賞金額がでかでかと映し出されている。

　だがまだ東とう凶きように残っているらしい。身一つの逃亡者に身を窶やつしながら、残ったはした金を元手に新たな商売を企たくらんでいるのだとか。ミソギはそれを、酔すい花かからの連絡で知った。ご丁寧に悪巧み現場の自撮り風写真を添えて。懲りない連中だ。

　老いも若きも男も女も、バカもアホもクズも犯罪者も、生きたり死んだり殺したり殺されたりして、冥界の時代は続いていく。おそらくは、いつまでも。

　ミソギは屋上の欄干に寄りかかり、朝焼けに染め上げられた街を見下ろす。生きてこの夜明けを迎えられたのだから、苦労をした甲か斐いはあったのかもしれない──とガラにもなくセンチメンタルなことを思った。

　とにかく今は休息しよう。なんとかなったが、聖職者と組むのはもうごめんこうむる──




　電話が鳴った。




　閻えん魔まからだ。まだ棒落としの件でお叱りがあるかと内心うんざりしながら応答し、

「…………は？」

　咄とつ嗟さに振り返ると、屋上の扉に手をかけたままのアッシュと目が合う。

　あちらも、どうやら今しがた来たばかりの緊急通信に応答しているようだった。遅れてフィリスが恐る恐る振り返る。

　マスターとウェイトレスが慌てて撤収し始める。何かが起こる匂いを嗅ぎ取って、泳くくりが思わず「にまーっ」と笑う。遠くから銃声。振動。爆音。何か巨大なものの影。

「……そういうことだ。神様はどうも、休みをくれる気は無いらしい」

「いねぇよそんなもん！　あぁクソ、地獄かここは!?」

　救済兵装が滑り出て、雨う炎えん鋼こうが「ぎりッ」と軋きしむ。

　新たな狂騒。選択の余地ゼロ。祈りのひとつでも捧ささげて、またも渦か中ちゆうに飛び込むしかない。

　幽界現象後、霊れい破わ十一年、日本、東とう凶きよう。無限に続く、にぎやかな地獄の街で。








あとがき






　とりあえず一回死んでから考えるか、みたいなところがある。

　普通は一回死んだらおしまいです。知ってる。常識。人間、死ぬ、ダメ。オレ、シニタクナイ。オマエ、イキロ。イノチ、ダイジ。

　でも本作の主人公ミソギは一度（肉体的に）死んでるし、もう一人の主人公アッシュも（精神的に）死んでる。それでも何か譲れないものがあって、なんだかんだ生きていて、自分のやりたいことをやり通す。

　その人間の芯にあるものは、一回殺されたくらいじゃ死なない。

　こうなってしまえばもう、人助けも借金返済も、人殺しも金かね儲もうけも遊びも世界滅亡も個々人の「やりたいこと」です。やってしまえばよろしい。死んでも諦めきれなくて、とことん殴り合って最後に立ってた奴やつが自分のエゴの旗を立てるのだ。そこが地獄であっても無人の荒野であっても、当人はイイ笑顔でしたでしょう。

　ただ、ひょっとしたら、そういうぶつかり合いの中で、ちょっとは変わるものがあるのかもしれない。良いいか悪いかはともかくとして、それはそれで生きてるってことかも。

　というお話でした。「Ｂ級２時間映画みたいな火薬特盛バディアクション書きてぇ～～！」が出発点だったので、これでも結構理屈をこねた方。




　謝辞となりますが、突っ走りがちの原稿を根気強くまとめ、芯の通った物語に整えてくださった担当の荒あら木きさん・土つち屋やさん。ハチャメチャにかっこいいイラストを添えてくださった東とう西ざい先生。バチバチのアクションを書く起爆剤となってくれたTHE PINBALLS・a flood of circle・ビレッジマンズストアのアルバム（これはただのファン）。ありがとうございました。

　また、この本を手に取って頂いた方々。火薬と鉄分は足りてましたでしょうか。

　コーラかビール片手に読み終えた後は、ナポリタンでも食べながら「あースッキリした」と笑い飛ばしていただければ、作者としては幸いです。
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地じ獄ごくに祈いのれ。天てんに堕おちろ。
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